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			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			01　新しい眷族

			02　疑念と信頼

			03　心のなかにある深い洞

			04　人形の願望　～ローズ視点～

			05　暗雲の兆し

			06　心の通路、魔力の道

			07　再びの暴虐

			08　姉妹の在り方

			09　ご主人様の在り方

			10　守りたい景色

			11　北への旅路

			12　人形のお願い

			13　森のなかの小道

			14　人間との遭遇

			エピローグ　異世界人との接触

			番外編　難解な言葉　～ローズ視点～

		

	
		
			モンスターのご主人様②

			日暮眠都

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・松田マサヨシ＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィックス）

		

	
		
			01　新しい眷けん族ぞく

			　

			　おれはふと目を覚ました。まだ薄暗い明け方のことだった。

			　ぶるりとひとつ体が震えた。普ふ段だんは感じることのない肌はだ寒ざむさがあった。

			「……リリィ？」

			　いつもおれに抱きついているリリィが、今朝けさは傍そばにいなかった。

			　いや。違った。

			　リリィはいる。おれが眠っている間も、彼女はずっとベッドの代わりをしてくれている。

			　ただ、少女の姿の彼女はいない。

			「どこだ……？」

			　おれはまだぼんやりしていた。

			　以前にリリィにも指摘されたことだが、おれにとって睡すい眠みん関連は鬼き門もんだ。寝起きなんかは最悪で、働いている思考回路は普ふ段だんの十分の一以下といっていい。

			　寝る前の出来事とか、今日までに起きた諸もろ々もろの整合性だとか、そうした面倒なことは考えられない。いまはとにかく、『リリィがいない』というただひとつの出来事を考えるだけで精いっぱいで、それはなにより大事なことで、だからおれは彼女を求めた。

			　そして、彼女はおれに応えてくれた。

			　おれがベッドの代わりにしていたゼリー質な物体――スライムの半液体状の体組織が蠢うごめく。

			　寝転がっているおれの左右からするすると伸びてきた触しよく手しゆが、腹のあたりに回された。

			　なにも知らない人間がいまのおれの姿を見たら、『スライムに捕ほ食しよくされる寸前の哀あわれな犠ぎ牲せい者』と勘違いするかもしれない。けれど、おれはもちろん、取り乱したりしない。

			　なぜなら、このスライムはおれの眷けん族ぞくの一体であり。

			　分ぶん不ふ相そう応おうにも彼女たちを率いる『ご主人様』とは、このおれのことなのだから。

			　おれの腹に回された透明な触しよく手しゆは、大おお雑ざつ把ぱな腕うでの形を作ると一度波打ち、徐々に少女の腕うでを形成していく。形が整えられると、次は滑なめらかで柔らかな肌はだ色が、指先から手首、そこから遡さかのぼって前ぜん腕わん、肘ひじ、二にの腕うでから肩へと広がっていった。

			　寝ぼけていたせいだろうか、その光景をぼうっと眺ながめていると、おれの視界はちかちかと瞬またたいた。白い煌きらめきは美しく、おれはしばしスライムから少女への変容に見み惚ほれた。

			　ふんわりとやわらかい感触がふたつ、背中に押し付けられる。

			　とくん、とくん、と命のリズムが響ひびいてくる。耳元に少女の甘い吐と息いきを感じる。

			　それらすべてが擬ぎ態たいされた偽にせ物ものだ。

			　けれど、おれにとっては本物と同じ価値を持つ、命の証にほかならなかった。

			「おはよう、ご主人様」

			　体半分振り返ったおれに、耳からうしろがまだスライムと結合したままの少女が微笑ほほえみかけてきた。

			「ああ。リリィ、おは……んっ!?」

			　言いかけたところで、おれはあっさり唇を塞ふさがれた。

			　それどころか、おれがまだ半分寝ぼけているのをいいことに、リリィは舌を差し入れてくる。彼女の舌は、まるで独立した軟なん体たい動物みたいにおれの舌に絡みついた。

			　思うがままに貪むさぼられ、燃え上がるような慕ぼ情じようを捧ささげられる。行為に夢中になった少女の息遣いが、静かな朝に弾んだ。

			　……リリィはどうやらキスが好きらしい。

			　それは彼女と結ばれたあの夜からわかっていたことだった。

			　性せい癖へきなのだろうか。向こうから求めてくるし、一度始めるとなかなかやめようとしない。

			　それはいい。おれだって男だ。まさか文句などあるわけがない。

			　ただ、たまに不安になるのだが……それなりに呑のんでしまっているはずのこの唾だ液えき、実はリリィのスライムとしての体液だったりしないだろうか。

			　唾だ液えきだって人間の分ぶん泌ぴつ物ぶつ、体液には変わりないのだが、それがスライムの体液となると、なんというか、ちょっと生々しさが違っているように思うのだ。

			　キスが好き、好き好き大好き！　……くらいなら、可愛かわいらしく思える範はん疇ちゆうだが、『愛する人の一部になることに快楽を覚える』という類たぐいの性せい癖へきだったりすると、いかに彼女の主を自任しているとはいえ、おれにはその想いに応えてやれる自信がない。

			「……ぷはっ」

			　なんてことをつらつら考えているうちに、リリィは満足したらしい。首のうしろに回していた腕うでを解いて、おれのことを解放した。

			　おれもその頃には目が覚めていた。……頭を抱えたくなった。

			　朝っぱらからなにをしているのか。寝ぼけていたせいで自制がきいていなかった。

			「ご主人様……」

			　リリィはとろんとした目をしていて、あからさまに気配が危あやうい。

			　彼女が肉食系女子に分類されることを、おれはよく知っている。切り替えが必要だった。

			「……おはよう、リリィ」

			「うん。ごちそうさま」

			「お粗そ末まつさまでした。……いや。このやりとりはおかしいだろう」

			「あはは。おはよう、ご主人様」

			　挨あい拶さつを交わして、おれはリリィが提供してくれている寝床から立ち上がった。

			　軽く頭を振って、桃もも色の空気を振り払う。朝ということもあって昂たかぶりかけていた邪よこしまな感情を余よ所そに追いやり、改めておれはリリィに向き直った。

			「ところで、リリィ。お前、体調はもう大丈夫なのか？」

			　東の地を目指して旅をしていたおれたちに襲おそい掛かってきた最大の危機――白いアラクネとの死し闘とうから、今日で丸１日が経過していた。

			　その間、おれたちはアラクネの巣に逗とう留りゆうして、傷ついた体を休めていた。

			　特に眷けん族ぞくであるリリィとローズの負った怪け我がは、深刻なものがあった。

			　リリィは彼女自身が扱あつかえる第三階かい梯ていの回復魔法では完全に治癒できない大おお怪け我がを負っており、療りよう養ようを必要としていた。ローズはといえば、こちらも大破したパーツを作製しなければ、まともに動くことができない状態だった。

			　普ふ段だん、おれが眠っている間も少女の姿を維い持じしているリリィが今朝けさはそうしていなかったのは、実のところ、その余裕がなかったからだ。いまもよく見れば、笑顔に力がなかった。スライムから少女に姿を変えたばかりのため、胸を隠して裸の上半身を晒さらしているリリィだったが、さすがにこんな体調の悪そうな顔を見せられては、キスで昂たかぶった欲情も治まってしまった。

			「あは。まだちょっと辛つらいかなあ」

			「だったら寝てろ」

			　亜あ麻ま色の頭を撫なでてやると、リリィは嬉うれしそうに目を細めた。

			「うん。そうする……」

			　少女の上半身がスライムの体に沈しずみ込む。頭の先まで全部沈しずみ込んでしまうまで彼女の頭を撫なでていたおれは、最後にスライムのひらべったく広がった体に一度触れて振り返った。

			　少し離れた場所で、のっぺらぼうな人形の顔がこちらを眺ながめていた。

			「……おはよう、ローズ」

			　彼女は眷けん属ぞくのひとり、マジカル・パペットのローズだった。

			　どうやら一部始終を見られてしまっていたらしい。初めてのことではないとはいえ、恥ずかしいものは恥ずかしい。湧わきあがる羞しゆう恥ち心しんを抑おさえ込んで、おれは彼女に歩み寄った。

			「おはようございます、ご主人様」

			　いつものように加工用のナイフを片手に仕事に精を出すローズが、小声で挨あい拶さつを返した。声をひそめているのは、シーツにくるまった加か藤とうさんが近くで眠っているからだろう。

			「今日はずいぶんお早いのですね」

			「目が覚めたんだ。そのあと、起こされた」

			「仕方ありません。姉様は昨日、ご主人様に甘えられませんでしたから」

			　確かに昨日は一日中意識を落として回復に専念していたため、リリィはおれに甘えようにも甘えられなかった。さっきのはその反動が出たということなのだろうか。

			「特に一昨日おとといの晩、姉様は加か藤とうさんに少しいじめられましたので。理性では自分が悪いとわかっていても、感情のほうがご主人様に甘えたいと思ってしまったのでしょう」

			「一昨日おとといの晩か。そういえば、おれがいない間にあった出来事についてまだ詳くわしく聞いていなかったな。丁度いい機会だ。話してもらえないか。当人たちから聞くよりも、第三者のローズから聞くのが客観的でいいだろう」

			「わかりました」

			　おれはそれから30分ほど時間をかけて、あの日、おれが白いアラクネに攫さらわれていた時間に彼女たちにあった出来事をローズから聞き出した。

			　聞き終わったところで、おれは溜ため息いきをついた。

			「加か藤とうさんには、ずいぶんと世話になってしまったみたいだな」

			　今回、彼女にはおれの尻しり拭ぬぐいをさせてしまったようなものだった。

			　眷けん属ぞくたちの抱えた危あやうさについて、おれは薄うす々うす察さつしていた。取り乱したリリィ本人より、事前に有効な手立てを打ったなかったおれに落ち度がある。また、そうでなかったとしても、自分の眷けん属ぞくが世話になったのだから、その恩おんは主人であるおれが返すのが道理というものだろう。

			　加か藤とうさんを信頼のできる者に確実に保護してもらうこと。それくらいしかできることがないのが、心苦しいところだった。

			　続いておれは、ローズに彼女自身の仕事の進行状況について尋たずねた。

			「わたしの体のパーツについては、すべて昨日のうちに換かん装そう済ずみです」

			　その言葉の通り、ローズの体にはもはや痛いた々いたしいひび割れはなかった。

			　それだけではない。彼女の体はこれまでの木の質感がそのまま剥むきだしのものではなく、やや白みがかったマネキン人形のような見た目になっていた。

			　それを見て、おれはいまも自分の腰こしに吊つり下がっている剣のことを思い出した。

			　この剣はマジカル・パペットであるローズの作製した魔法道具のひとつだ。木材を削けずり出して作られたものなのに、『ダマスカス鋼こう』とリリィが評した金属に近い質感を持っている。そして、いまのローズの人形の体も、彼女が手ずから全身作り直したものだ。彼女の魔力によって本来の木材とは異なる性質を与えられていたとしても、おかしなことはなかった。

			「わたしの腕うでも上がりましたから、この体の強度は以前のものより増しております。ご主人様のお役に立てることと思います」

			「そうか。期待しておこう」

			「問題は武具です。２日前の戦いでかなりの数が使用不可能になってしまいました。これをすべて作り直すためには、そうですね、４日ほどはかかるものとお考えください」

			「それについては仕方ないな。かまわない。時間を掛けて良いものを作ってくれ」

			　これは一いち概がいに悪い話とも言えない。いまのローズは腕うでを上げている。武具を一新することは、そのまま戦力アップにつながるものと期待できた。

			　……しかし、そうするとローズはしばらく動かせないか。

			　リリィもまだまだ療りよう養ようが必要だ。

			　それは別に問題というわけではない。彼女たちはよく働いてくれた。休息は必要だろう。

			　問題はおれ自身にあった。

			　おれも昨日は倦けん怠たい感かんと幻げん痛つうに悩まされた。

			　命に別状はなかったとはいえ、おれの負った怪け我がはかなりの重傷だった。回復魔法の恩おん恵けいによって傷が癒いえたところで、失われた体力は戻ってこない。これが倦けん怠たい感かんの原因であり、幻げん痛つうのほうはといえば、人間の脆ぜい弱じやくな体がショックを引きずっているものと思われた。

			　しかし、さすがに今日になれば体調は回復していた。

			　これなら十分に動ける。動けるのに働かないのは怠たい惰だというものだろう。

			「悪いが、ローズ。ひとつ頼みがある」

			　おれの言葉を聞いたローズは、片膝ひざをついて頭をさげた。

			「ご主人様の望みはすべてに優先されます。なんなりとお申し付けください」

			「そこまでかしこまる必要はないんだが……まあいいか。頼みというのは、新しく作製する武具のことだ。できればおれの装備を優先してほしい」

			「それはもちろん、可能です。もともとそのつもりでした」

			「どれくらいにできあがる？」

			「そうですね。すでに作業は進めていますから、今日の昼までには完成すると思います」

			「そうか。なら、今日の昼からは、森の探たん索さくを再開できるということだな」

			「もう動かれるおつもりなのですか？」

			　やや驚き加減の問いかけに、おれは頷うなずいた。

			「これまでは東を目指して旅してきたわけだが、しばらくはここを移動できそうにない。だったら、その時間を利用して新しい眷けん属ぞくを探すのも悪くない。おれはもう動けるからな」

			「ですが、ご主人様もご存知の通り、姉様はまだ動けません。わたしの仕事を夜に回して随ずい伴はんするということですか？　そうすると、装備の再配備は遅れてしまいますが」

			「いや。ローズには武具を作るのに集中してもらう。幸い、リリィとローズが動けなくても、いまのおれには頼れる戦力がもうひとりいてくれているからな」

			「……彼女ひとりを伴ともなって探たん索さくをされるということですか？」

			　おれの意図を理解したらしいローズだったが、返ってきた声は硬かった。

			「なんだ、ローズは反対なのか」

			「ご主人様はまだ病み上がりです。無理はするべきではないと判断いたします」

			「そう心配せずとも、体のほうはちゃんと回復しているんだが」

			　言いながら体を捻ねじってみるが、痛むところはない。いまのおれは健康体だった。

			「ただ……確かに、病み上がりに無理をすべきじゃないというのは、ローズの言う通りか」

			　白いアラクネの襲しゆう撃げきで彼女には心配をかけたばかりだ。いまは心が敏感になっていても仕方ない。あまり心配をかけるのも申し訳ないし、ここは少し譲じよう歩ほすべきかもしれない。

			「わかった。それじゃあ、今日は大人しくして、きちんと体が治っているか様子を見よう。出発は明日の朝にする。それでいいな？」

			「……はい」

			　ローズはまだなにか言いたげだったが、ここは引き下がってくれた。

			　今日一日、静かにしていて問題ないようなら、彼女も納得してくれることだろう。

			　そう思って、おれはローズの作業を眺ながめつつ、大人しくしていることにした……のだが、加か藤とうさんが目を覚まし、一緒に朝食を摂とり、しばらくしたところで時間を持て余した。

			　これまで自覚のないことだったが、どうやらおれのなかには『なにかをしなければいけない』という強きよう迫はく観かん念ねんめいたものがあるらしい。念のために摂とった休息は、おれにとって苦痛の時間でしかなかった。

			　しかし困った。今更、やっぱり今日は外に出るなんて言えない。ローズに休息を摂とると宣言してしまった以上、素す振ぶりでもして体を鍛きたえるわけにもいかなかった。

			「どこへ行かれるのですか、ご主人様」

			　おれが立ち上がると、ローズは目ざとく声をかけてきた。彼女はひょっとすると、いまは休んでいるリリィの分までおれのことを見てくれていようとしているのかもしれない。

			「ちょっと外に空気を吸いに行ってくる」

			「然さ様ようですか。行ってらっしゃいませ」

			　おれが時間を持て余していることに気付いたらしく、呆あきれたような諦あきらめたような思念がパス越しに伝わってくる。おれはそそくさとその場を立ち去ったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　丸太を蜘く蛛もの糸で張り合わせたアラクネの巣は、２日前の晩にあった戦闘で一度ボロボロになっている。そこで昨日、ローズが修しゆう繕ぜんついでに手直しをしたのだが、その結果、驚くほど居住性が改善されていた。以前は人間だと歩くのに少し苦労するくらいだったのが、いまは靴くつを引っ掛けて転ばないように気を付ける程てい度どでいい。

			　おれはアラクネの巣の外に出た。靴が苔こけむした地面を踏ふむ。

			　求める白い色彩はすぐに見付かった。

			「ガーベラ」

			「うむ。主あるじ殿どのか」

			　アラクネの巣の外に出たおれが名前を呼ぶと、白いアラクネ、もといガーベラは、くすぐったそうに蜘く蛛もの脚あしを蠢うごめかせ、真っ白な少女の容よう貌ぼうをほころばせた。

			　この『ガーベラ』というのが、昨日おれがつけた彼女の名前だった。

			　早くもおれの知っている花の名前は尽つきていたため、これがなかなか苦労した。助けを求めようにもリリィは意識を落として休んでおり、結局、加か藤とうさんに手伝ってもらうことになった。

			　――ガーベラなんてどうですか。

			　――スパイダー咲きって呼ばれる咲き方をするものもあるんですよ。

			　――やった。これで決まりですね。

			　他人に名前をつけるという行為が物珍しかったのか、表情は乏とぼしいながらも加か藤とうさんは終始楽しげだった。とはいえ、手間をかけさせてしまったことには変わりない。申し訳なくもあり、ありがたくもあった。彼女がいなかったら、白いアラクネの名前は冗談抜ぬきにチューリップになっていたかもしれない。

			　もちろん、花の名前にこだわる必要はなかった。そもそも、最初の１体であるリリィにしたところで、もともとは花の名前から取ったわけではないのだ。

			　ただ、そうする必要はないが、そうするに足る理由ならあった。

			　自分だけ花の名前ではないことを、名前を付けられる当人が嫌いやがったのだ。

			　仲間外れは嫌いやなのだと彼女は言った。あんな出会いにもかかわらず……いいや。あんな出会いだったからこそか、彼女は仲間をとても大事に思ってくれている。

			　そんな彼女の態度を好ましく思いながら、おれは口を開いた。

			「そうだ、ガーベラ。前に言っておいたものだが、準備はできたか？」

			　昨日のうちに、おれはひとつ彼女に頼み事をしていた。

			　ガーベラは白はく貌ぼうに得意げな笑みを浮かべてみせた。

			「うむ。いまできたところだ。この通りだが、どうかの？」

			　差し出されたのは、滑なめらかな光沢のある白い布だった。

			　正確には、白い服だ。前合わせの簡素なつくりのものである。

			　この白い布は、アラクネの蜘く蛛もの糸で織おられたものだった。昨日、ちらっと見せてもらったのだが、木の棒数本と蜘く蛛も脚あしを使って、ガーベラは実に器用に布を織おることができるのだ。

			　おれは知らなかったのだが、水みず島しま美み穂ほの記憶を持つリリィによると、これは腰こし機ばたと言われるものらしい。道具にはガーベラなりのアレンジが入っているようだが、基本は同じだ。モンスターである彼女が少女の上半身に薄うす布ぬのを羽は織おっていたのも、この技能によるものだった。

			　物資に乏とぼしい現状、これを使わない手はない。もちろん、おれが依頼したのは、彼女が着ているシフォン生地めいた薄うす布ぬのより、もっとしっかりとした布地のものだが。

			　おれは手のなかの衣服の感触を確かめた。

			　蜘く蛛もの糸というと、イメージとしてはべたべたしていそうだが、そんなことはなく、布地は絹きぬのように滑なめらかだ。蜘く蛛もの糸は縦糸と横糸で性質が違うという雑学をどこかで聞いたことがあるが、この布に関しては縦も横も同じく粘ねん着ちやく性せいのない糸でできているらしい。

			「どうだ、主あるじ殿どの。なかなかのものであろ？」

			　自信があるのだろう。綺き麗れいな赤い目を輝かがやかせて、ガーベラは身を乗り出してきた。

			　こういうところは少しローズと似ている。彼女も自分の作ったものを見せるとき、いつもどこか嬉うれしげに、誇ほこらしげに、期待に満ちた態度を見せるものだ。ガーベラの場合、ローズほど落ち着いた性格をしていないため、ほとんど抱きつかんばかりの様子だった。

			　というより、これは、他人との距離の取り方がわかっていない部分もあるのかもしれない。あまりにも距離が近い。やろうと思えば、簡単に唇を奪うばえてしまうくらいに。

			「ああ、そうだな。おれも正直、ここまでのものが作れるとは思っていなかった」

			「であろ。であろ」

			「たいしたものだな。うん。……それはわかったから、もうちょっと離れてくれ」

			　おれはガーベラの肩に手をやって距離をとった。

			　直接掌てのひらに触れる華きや奢しやな少女の感触に鼓こ動どうが跳はねたが、顔には出さない。

			　……どうせパスで知られてしまっているのだから、あまり意味はないが。

			「あと、それを早く着てくれ。お前のその格好は、なんと言うか、目に毒だ」

			　今更言うまでもないことだが、ガーベラの格好はかなり扇せん情じよう的てきだ。昼の太陽の下だと、薄うす布ぬのも同然の透すけた上着では、きちんと肌はだが隠せていない。

			　それでいて彼女が、たとえば胸を隠すような素そ振ぶりは一切ないのだ。モンスターらしいといえば、そうなのだろうが、ちょっと理性の足りていない男なら、相手の下半身が蜘く蛛もであることなんて忘れて襲おそい掛かってしまいかねない無防備さだった。

			　まあ、その場合、普通に返り討ちにされて終わりだろうが。

			　襲おそわなくても、普通出会った時点で殺されて終わりという話もあるが。

			　そんな強大なモンスターが仲間になってくれたことを、おれは天に感謝すべきなのだろう。

			「早くしてくれ」

			　ただし、それとこれとは話が別だ。

			　まだもう少し褒ほめてほしそうだったガーベラだが、強く言われれば、あえて反抗する気はないようで、素直に指示に従ってくれた。

			「わかった。わかった。だからそう怒らないでおくれ。……しかし、おかしいのう。主あるじ殿どのとて満まん更ざらでもないと思ったのだが。先程からじっと妾わらわの体を見ておったことだしの」

			「……」

			　どうやらおれも少し理性が足りないところがあったようだった。

			　言い訳をさせてもらうなら、わざとではなかった。完全に無意識だった。……いや。この場合、無意識のほうがまずいような気もするが。

			　ひょっとして、欲求不満なのだろうか。

			　リリィとはずっと寝床を一緒にしている……というか、寝床になってもらっているが、初夜以来、関係は持っていない。生き抜ぬくのに必死でそれどころではなかったし、こんな状況でそうした行為に身を委ゆだねるのは不誠実なように感じていたからだ。

			　なにより近くで加か藤とうさんが寝ているうえに、ローズが起きて作業をしている。オープン・スペースでそうした行為に走るほど、おれは欲望に忠実ではなかった。

			　とはいえ、それがこうした場面で欲求不満として現れているのだとしたら、これからは少し気をつける必要があるかもしれない。

			　……頭の片かた隅すみで『男なんだから仕方ない』という囁ささやきが聞こえたが、悪魔の囁ささやきに素直になってしまっては、どこかの加か賀が某なにがしと同じだ。それはいけない。

			「着替えたぞ、主あるじ殿どの」

			　益体のない考えから復帰して、おれは視線を戻した。

			　……ほっとした。今度はちゃんと透すけていない。

			　健全、というには胸元が少し開きすぎているような気がするが、女性の服ふく飾しよくに関しては、おれに口出しできるところではないだろう。おれの元いた世界でも、休日ともなれば年頃の女の子がもっと過激な格好をしていることもあった。

			　それに実際、とても似合ってはいるのだった。

			　幻げん想そう的なくらいに真っ白でさらさらした長い髪に、繊せん細さいな顔立ち、神秘的な赤い瞳ひとみを持つガーベラは、腰こしから上だけならほとんど妖精の領域だ。つんと澄すましていれば純白の服が映はえる女神のような顔立ちも、浮かべている表情がやや幼おさないため可愛かわいらしい印象だった。

			「どうかの、主あるじ殿どの。似合うか？」

			「ああ。可愛かわいいよ」

			「お、おう？　か、かわいいとな……」

			　なんてことのない賞賛の言葉に、ガーベラは白すぎる肌はだを瞬またたく間に赤く染めた。

			　肌はだが白いから、首筋から胸元まで赤くなっているのがよくわかる。にまにまと口元がゆるんでいた。境きよう遇ぐうを考えれば当然のことだが、これだけの美び貌ぼうにもかかわらず褒ほめられ慣れていないのだ。これが人間の少女だったら、悪い男に騙だまされないか心配するところだった。

			　舞い上がったガーベラが落ち着くのを見計らって、おれは口を開いた。

			「それで、これも昨日話したことだが、これからはおれたちの服も作ってくれると助かる」

			　このまま少しずつ手持ちの衣服が駄目になって、結果、着たきりすずめというのは勘かん弁べんだった。衛生面もそうだが、精神的にも辛つらい。

			　衣食住は生活の基本だ。なるべくなら向上を図りたいところだった。

			「強度についても期待できるんだろう？」

			「うむ。なにせ妾わらわの蜘く蛛も糸を使っておるからな。そう簡単には破けんし、貫つらぬけぬ」

			「それは頼もしいな」

			「たとえファイア・ファングに喰くいつかれようと破けぬ品を作ってみせよう！」

			「期待してるよ」

			　そんなことになったら、服が無事でも中身のおれの体が耐えられない気がするが……やる気を削そぐようなことをあえて言うこともないだろう。ひとの手の入らない森のなかを歩くのだから、丈夫なほうがいいに決まっているのだ。

			　……と、そういえば、『森のなかを歩く』で思い出したのだが、ガーベラにはひとつ頼まなければならないことがあったのだったか。

			「ガーベラ。悪いんだが、お前にもうひとつ頼みたいことがある」

			「つまらぬことを気にするでない。妾わらわにできることがあるのなら、なんでもやろう」

			　そう請うけ負ったガーベラの表情は楽しげだった。初めてできた仲間のためにできることがあるのが、嬉うれしくてたまらないといった雰ふん囲い気きだ。

			　良い傾向だった。これならおれたちに馴な染じむのにも、そう時間は掛からないだろう。

			「明日なんだが、おれと一緒に森に入ってもらえないか」

			「主あるじ殿どのと？　もちろんそれはかまわんが、ほしいものがあるのなら、わざわざ主あるじ殿どのが行かずとも妾わらわが取ってくるぞ。たとえファイア・ファングの肉１００匹分であろうとお安い御用だ」

			「あんなマズい肉はそんな要らない。そうじゃなくて、おれが自分で探たん索さくをする必要があるんだよ。そういえば、まだ話していなかったな。モンスターを率いるおれの力には、おれがそのモンスターの近くにいる必要があってな……」

			　仲間に加わったばかりのガーベラとの知識の差を埋めながら、おれはこの異世界にやってきて初めてといえる手応えを感じていた。

			　みんなで大きな困難を乗り越え、新たな戦力が加わった。

			　きっとこれからはすべてが上手くいく。おれはそう信じていた。

		

	
		
			02　疑ぎ念ねんと信頼

			　

			「悪いな、急がせて」

			「……いえ」

			　明くる日、おれはローズから新しい装備を受け取っていた。

			　いつもの胸当てと下半身を守るプロテクター、そして大盾たてだ。ただし、それらは以前の木の質感そのままのものではなく、すべて黒みがかった硬質な物質に変化していた。

			　同じくローズが作製した『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』ほどではないが、これも以前より強度が上がっているらしい。全員に配備することができれば、戦力増が期待できるだろう。ローズは相変わらず良い仕事をしてくれる。

			「さて。それじゃあ、準備はできたことだし、おれはそろそろ行くよ」

			　探たん索さくの準備を終わらせて、おれはローズと加か藤とうさんに声をかけた。

			　そして最後に、置物のようにじっとしている半液体状のモンスターの表面を指先で撫なでた。

			「リリィも。行ってくるから」

			　返事はない。

			　リリィは回復のために意識を落としていた。これは人間でいうところの睡すい眠みんのようなもので、そうしている間、彼女は擬ぎ態たいを保てない。昨日の朝のように１日に何度か『目を覚ます』ものの、具合が悪そうにしている彼女の姿は見ていて少し辛つらかった。

			　強きよう靭じんな生命力を持つスライムだけに、あと数日以内に回復するそうだが、それまではそっとしておくべきだろう。挨あい拶さつを交わしたおれは、彼女たちのもとを離れた。

			「ご主人様」

			　しかし、巣を出る直前、追ってきたローズに呼びとめられた。

			　振り返る。なにか忘れ物でもあっただろうか。

			「本当に行かれるのですか」

			「……またその話か？」

			　おれは眉まゆをひそめた。昨日からローズは、今日おれが森の探たん索さくに出ることに反対していた。

			　白いアラクネとの死し闘とうはまだ３日前のことだ。彼女が心配するのも当然のことと言える。

			　ただ、いまの彼女は少し心配が行き過ぎている感があった。

			「何度も話をしただろう。おれはもう完全に復調してる。安心して良い」

			「それは承知しておりますが……」

			　ローズは言葉に詰まった様子だった。

			「他にも、そう。たとえば、安全面での問題もあるでしょう？」

			「というと、なんだ？　このアラクネの巣の安全のことか？」

			　安全面での問題……なるほど、そういう意味でも反対していたわけか。

			　だけど、それも考え過ぎというものだった。

			「大丈夫だ。いざとなれば、リリィを起こしてくれ。いまのお前たちふたりがいれば、どんなモンスターが来ようと、そうそう後れは取らないだろう」

			　現在、リリィは不調だが、それだって一度や二度の戦闘に耐えられないほどではない。

			　そもそも、もとはリリィとローズのふたりきりの戦力だったのだ。洞どう窟くつで暮らしていた頃には、食料を確保しにリリィが洞どう窟くつを出ている間、ローズだけが護ご衛えいに残っていた。それに比べれば、リリィとローズが残っている現状は、むしろ安全性は向上しているくらいだった。

			「それに、このアラクネの巣にはあまりモンスターが寄って来ないという話だ」

			　ハイ・モンスターである白いアラクネの巣にはモンスターが寄りつかない。寄りつくようなモンスターは、長い年月の間に排はい除じよされているからだ。

			「……わたしたちのことは、どうだってかまいません」

			　しかし、ローズは首を横に振った。

			「わたしが心配しているのは、ご主人様のことです」

			「……それこそ心配するようなことじゃないだろう。おれの護ご衛えいはガーベラだ。あの白いアラクネだぞ？」

			　ローズに言い聞かせながら、おれは小さな不ふ審しんを抱き始めていた。

			「なあ、ローズ。どうしてお前は、おれが森に出ることにそうも反対するんだ？」

			　いくらなんでもローズの心配は行き過ぎだった。そもそも、彼女がおれの方針に異を唱えることが珍しい。彼女は異論があっても胸の裡うちに抱え込んで、下された指令を黙もく々もくとこなすタイプだ。それが良いか悪いかは置いておいて、いまの言動は彼女らしくない。

			「ローズ。お前、なにか隠していないか？」

			「……それは」

			「お前のことだ。おおかた、『おれの意に沿わないことだから』とか考えて、本音を呑のみこんでいるんじゃないか？　変な遠えん慮りよはよせ。不満に思っていることがあるなら、全部言っていいんだ。お前はおれの眷けん族ぞくで、大切な仲間なんだから」

			　おれがそう促うながしても、ローズは迷っている様子だった。

			　それでもおれが我慢強く待っていると、彼女は唐とう突とつに跪ひざまずいて頭を下げた。

			「申し訳ありません。ご主人様」

			「……なんだ。突然、どうした」

			「わたしたち眷けん族ぞくに対する、ご主人様の想いは知っております。ありがたいことだと思いますし、それを無む為いにすることはわたしの望むところではありません」

			　ローズは頭を下げたまま、自分の心のなかを吐と露ろし始める。それと同時に、彼女の心のなかにある申し訳なさと羞しゆう恥ち心しんも、パスを介かいしておれのなかに流れ込んできていた。

			　だが、いったい、これはなんに対する感情だろう。

			　おれの抱いた疑ぎ問もんに答えるように、頭を下げたままのローズが続けた。

			「しかし、わたしはどうしても、あのガーベラを姉様ほど信頼することができないのです」

			「……なんだと？」

			　これはおれにとって予想外の告白だった。

			　おれがなにも言えずにいるうちに、ローズは更に言葉を連ねた。

			「せめてわたしか姉様、どちらかが自由に動けるようになるまでお待ちいただけませんか」

			　彼女が言っていることは、つまり、『ガーベラのことが信用できないから、自分かリリィのどちらかを護ご衛えいにつけろ』ということだった。

			「……それが、おれが森に出ることに反対していた本当の理由か」

			　少し眩暈めまいがした。ローズがどれだけ本気なのか、わかってしまったからだ。

			「ガーベラのことが許せないか」

			「……はい」

			「そうか」

			　ああ、くそ。これはおれが迂う闊かつだった。

			　３日前の夜、白いアラクネに手を差し伸べることをリリィがあっさりと受け入れてくれたものだから、おれはすっかりその可能性を失念していたのだ。

			　――わたしはご主人様をお守りするために存在します。そのためになら、この体など木き屑くずになってしまってもかまいません。

			　これは、ローズがかつておれに告げた言葉だ。

			　同じ眷けん族ぞくではあっても、ローズとリリィは違う。

			　ローズの担になう役割は、おれの身の安全の確保であり、その本質は守護者だ。主人であるおれのことを傷つけるものを許さない。それが彼女の在り方なのだ。

			　そんな彼女が、おれを傷つけたガーベラのことを許せなくても無理はない。むしろそのあたりは、彼女たちの主であるおれがうまく調整してやらなければいけない部分だった。

			「申し訳ありません」

			「そう何度も謝るな。許せないって気持ちは、どうしようもないことだからな……」

			　おれだってコロニー崩ほう壊かいの折におれを痛めつけた学生たちのことを許せと言われても、そんなのは無理だ。

			　彼らはパニックに陥おちいっていた。非常事態だった。普ふ段だんは彼らも善良な市民だった。状況が悪かったのであって彼らはなにも悪くなかった……などと、考えることは可能だ。

			　考えることだけなら。

			　本気でそう思うことはできそうにない。

			　彼らはみんな死んでしまったが、『死ねばみな仏様だから』などと、彼らの死を憐あわれむような気持ちもない。

			　人の心なんてものには、理性ではどうしようもない部分が存在するものなのだ。

			　もうひとりの眷けん族ぞくであるリリィはガーベラのことを許したが、だからといって、これはローズが彼女より狭きよう量りようだという話でもない。

			　リリィがおれの心を優先するのに対して、ローズはより実際的な意味でおれの安全を大事にしてくれている。それがこうした部分に現れているだけなのだ。これは彼女たちの個性であり、否定されてはならない人格の表れだ。少なくとも、おれはそれを無む下げに否定したくない。

			　付け加えるなら、残ざん酷こくなことを言うようだが、この一件に関しては完全にガーベラが悪い。

			　暴ぼう虐ぎやくの化け身しんであった白いアラクネが、おれたちを傷つけたことは事実なのだ。

			　やってしまったことは覆くつがえらない。どれだけ後こう悔かいしたところで、過去は変わらない。

			　もちろん、おれはガーベラを信じている。

			　他の眷けん族ぞくたちにも、彼女のことを信じてほしいと思っている。

			　だが、だからといって、ローズにガーベラを信用するように強制するのは違うだろう。それは本当の意味での信頼関係ではないし、そうして築かれる関係は、おれが彼女たちに望んでいるものとは、まったくの別物となってしまうはずだった。

			　ガーベラはこれから、初対面で失ってしまった信頼を勝ち得ていかなければならないのだ。

			　とはいえ、これはそれほど心配することではないとも思う。

			　時間をかけてこつこつ信頼を築いていく。人間関係の構築ということなら、むしろこちらのほうが本道だろう。おれ自身のことは脇わきに置くとしても、たとえばリリィが一度は敵対した白いアラクネのことを、ああもあっさりとあの場で受け入れたことのほうが例外的なのだ。

			　いまのガーベラに必要なのは、信頼に足るだけの実績だ。

			　実績があれば、いずれローズも彼女のことを認めてくれる。幸いなことに、ローズは理性的な性格をしている。すでに反省の色を見せているガーベラが認められることは、そう難しくないはずだった。

			　それに、現状はローズにとっても辛つらいはずだった。

			　彼女だってできることなら、同じ眷けん属ぞくであるガーベラを疑うたがいたくなんてないのだ。そうでなければ、おれがローズの告白から『恥』の感情を受け取ることがあるはずがない。

			　どちらにも歩み寄る気持ちがあるのだから、彼女たちは大丈夫だ。

			　もちろん、おれもご主人様として彼女たちを手助けするつもりだった。

			　さて、どうしたものだろうか……と、少し考えてみる。

			　ローズがガーベラを信頼できないのは、おれを傷つけた経けい緯いがあるからだ。

			　だから、ガーベラがローズの信頼を勝ち得る早道は、やはり『おれの役に立っているところをローズに見せること』になるのだろう。とすると、結果的にではあるが、おれがこれからガーベラを護ご衛えいにして森に出ようとしているのは正解だった。

			　新しい眷けん属ぞくを見付けることができれば、誰の目にもわかりやすい成果となるのだから。

			　ローズとの会話を切り上げたおれは、アラクネの巣の外に出た。

			　そこに、ガーベラが待っていた。蜘く蛛も脚あしを折りたたんで、ぼんやり空を見上げている。

			　ローズと話をしていたせいで、彼女に待ちぼうけを食らわせてしまったようだった。

			「悪い。待たせたな」

			「……いや。待ってなどおらぬよ」

			　空に向けていた視線を落としたガーベラは、やや硬い表情をしていた。

			　おれは首を傾かしげた。

			「なにかあったのか？」

			「う、うむ。なんの話だ？」

			　ガーベラはそそくさと立ち上がると、おれに背を向けた。

			「ほら、早く行かねば日が暮れてしまう。今日は日暮れまでに帰ってくるのであろ」

			　少し訝いぶかしくは思ったものの、彼女の言うことはもっともだった。

			　おれはアラクネの巣を出発した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　森を進んでいたおれたちは、スタブ・ビートルと呼ばれる虫型モンスターと遭そう遇ぐうしていた。

			　スタブ・ビートルは、大きさは70センチくらいの、見た目は巨大なカブトムシだ。

			　全身を分厚い外がい殻かくが覆おおっており、その堅けん牢ろうさは恐らくこの森でも有数のものだろう。ランスを思わせる円えん錐すい形がたをした巨大な角は頑がん強きようで、ちょっとやそっとの衝しよう撃げきで砕けることはない。

			　得意なのは空中からの突進攻撃。これはシンプルでありながら強力な攻撃で、コロニーでは最初期に１名だけだが、あのチート持ち集団である探たん索さく隊に死者を出している。

			　スタブ・ビートルは、こちらより先に接敵に気付いていたらしく、ぶぅんという羽音をおれたちが聞いたときには、すでに空高く舞い上がっていた。

			　この時点でおれがこいつを眷けん属ぞくにできる可能性はなくなった。スタブ・ビートルは敵対の意思を示しており、なにより、互いの間を繋つなぐパスの存在を感じ取れなかったからだ。

			　高さ数メートルの位置エネルギーを速度に変えて、スタブ・ビートルがおれに向かって飛んでくる。頑がん強きような外がい殻かくを武器とした弾丸のような体当たりだ。避けようにも、生きた弾丸はこちらを視認して方向転換をしてくる。このままだとおれはあの大きな角に胴体を貫つらぬかれて、ひょっとすると上半身と下半身が泣き別れになってしまう可能性さえあった。

			　だが、おれはなにも心配なんてしていなかった。

			「任せよ」

			　前に進み出たガーベラが、飛んでくるスタブ・ビートルの進路に蜘く蛛もの糸を投げつけた。
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			　べちゃっとガムのようにくっついた糸にかまわず、巨大カブトムシは当初の目標であるおれに突っ込んでこようとする。しかし、それを許すガーベラではない。

			「むんっ」

			　８本の脚あしをふんばり一見ほっそりとした腕うでで糸を引けば、パワー・タイプのモンスターであるはずのスタブ・ビートルはバランスを崩くずし、制せい御ぎよを失った飛行はあっという間に墜つい落らくに転じた。立派な角が引っ掛かって地面を何度も不規則に跳はねながら、巨大なカブトムシの丸っこい体がガーベラのもとに引き寄せられていく。

			「これで仕し舞まいだの」

			　あわや激突というところで、ガーベラは蜘く蛛も脚あしを突き出した。

			　達人の槍やりの一撃を思わせるひと突きは、頑がん強きようなはずの外がい殻かくをあっさりと貫つらぬき、地面に縫ぬいつける。びくびくと脚あしを震わせてスタブ・ビートルは沈ちん黙もくした。

			「終わり……だな」

			　おれは詰めていた息を吐き出した。ガーベラの実力は知っているが、やはり戦闘ともなると緊きん張ちようする。命のやり取りにはどうにも慣れなかった。

			「ちょっと休きゆう憩けいしてはどうかの、主あるじ殿どの」

			　顔に気疲れが出ていたのかもしれない。ガーベラが提案してきた。

			「そうだな。無理をしても仕方ない。ひと休みするか」

			　おれはその場に腰こしを降ろして、持ってきた木製の水筒から水分を摂せつ取しゆした。

			　体の芯にわずかに疲ひ労ろう感かんがあった。自分でも気付かないうちに、気を張っていたのかもしれない。もう少しこまめに休きゆう憩けいを取ったほうがよさそうだった。

			「主あるじ殿どのよ」

			　そうしておれが自分の状態をチェックしていると、ガーベラが声をかけてきた。

			「『荷造り』ができたのだがの」

			「早いな」

			　ガーベラの手には、蜘く蛛も糸でぐるぐる巻きの繭まゆにされたスタブ・ビートルの屍しかばねがあった。

			　彼女が言った『荷造り』というのはそのままの意味で、持って帰るときに便利なように、また、そのまま運んで『中身が零こぼれて』こないように、モンスターの屍しかばねを蜘く蛛もの糸でぐるぐる巻きにして、繭まゆのなかに閉じ込めてしまっているのだった。

			　では、どうしてモンスターの屍しかばねをわざわざ持って帰ろうとしているかというと、これはアラクネの巣で体を休めているリリィへのお土産みやげなのだった。

			　リリィには捕ほ食しよくした生き物に変化する擬ぎ態たい能力がある。まだおれたちが出で遭あったことのない、すなわち、リリィが捕ほ食しよくしたことのないモンスターは、喰くわせれば彼女の戦力になるのだ。

			　本来の目的とは違っているが、これもひとつの成果だろう。これで新たな眷けん属ぞくを連れて帰ることができれば、万々歳というものなのだが……と、考えている暇ひまがあるなら動くべきか。

			「よし。それじゃあ、出ようか」

			「待て待て、主あるじ殿どのよ」

			　勇んで立ち上がったところで、おれはガーベラに呼び止められた。

			「まだ座ったばかりであろ。もう少し休んだほうがよい。主あるじ殿どのはあまり体力がないのだしの」

			「……それはまあ、お前たちに比べれば貧弱かもしれないが」

			　虚きよ弱じやく体質みたいに言われると男として少し引っ掛かってしまうのだが、相手はあの白いアラクネだ。彼女の目から見れば、おれなんて赤ん坊より頼りなく見えるのかもしれない。

			「わかった。もう少し休もう」

			「うむ」

			　おれはその場にあぐらをかいて再び座り込んだ。

			　それを見て満足そうに頷うなずくと、ガーベラも８本の脚あしを折り畳たたんで座った。

			「……」

			　おれがいる場所から、ゆうに３メートル以上も離れて。

			「なあ、ガーベラ。なんだか遠くないか」

			　ふたりでいて、この距離感はない。

			　普通なら嫌きらわれていることを疑うたがってしまうレベルだった。

			「そ、そうかの？」

			　ガーベラは不器用に視線を逸そらした。

			　あからさまに怪しい。なにかあったとしか思えなかった。

			「ガーベラ？」

			　おれが名前を呼ぶと、びくりと細い肩が跳はねた。

			「な、なにかの？　妾わらわはなにも……」

			「……」

			「ううう……」

			　おれがじっと見詰めていると、まるで白百合が萎しおれるように、少女の上半身がうなだれた。

			　どうやら観念したらしい。素直なのはいいことだった。

			「なにがあった？」

			　おれが尋たずねると、ガーベラはおずおずと口をひらいた。

			「……主あるじ殿どのはよいのかの？」

			「なんの話だ？」

			　おれが訊きき返すと、彼女は気まずげな口調で答えた。

			「妾わらわは……つい先日、主あるじ殿どのを襲おそったばかりであろ。そんな妾わらわとふたりきりというのは、少し無用心なのではないかのう」

			　いまにもこの場から消えてなくなってしまいそうな物腰だった。

			「ガーベラ。お前……」

			　そこでおれはぴんときた。

			「おれとローズの会話を聞いていただろう？」

			「な、なんのことかのっ!?」

			　声は上うわ擦ずり、赤い目は泳いで、蜘く蛛も脚あしは落ち着きなく震えていた。

			　いくらなんでもうろたえ過ぎだった。

			「聞いていたんだな」

			　おれはひとつ溜ため息いきをついて、目を逸そらすガーベラのもとへ歩み寄った。

			　ぴくんと肩を震えさせた彼女だったが、逃げ出しはしなかった。

			　ただ、観念したように俯うつむいた。

			「なるほどな。それでお前、様子がおかしかったのか」

			　おれがガーベラと森の探たん索さくに出ることにローズは反対していた。

			　あのやりとりを聞いてしまったガーベラは、ローズが自分のことをまだ疑うたがっていると知って、おれと距離を取っていたらしい。

			　ふたりきりで森に出ている時点で、多少距離を取ったところでなんの意味もないのだが……そのあたりについてはもはやなにも言うまい。彼女が不器用なことは知っている。そうでなければ、おれたちと邂かい逅こうしたあの夜のような失敗は犯すまい。

			　ここでの問題は、ガーベラがそれを重く受け止めているということだ。

			　これだけ落ち込んでいるということは、もともと彼女のなかに自分を責める気持ちはあったのだろう。どうやらおれたちに一度は敵対したことが、いまはガーベラと呼ばれるようになった彼女にとって、大きな負い目になっているらしかった。

			　少し考えてから、おれは口をひらいた。

			「それじゃあ、なんだ。ガーベラはおれたちをまた傷つけるつもりなのか？」

			「まさか！　そんなことはない！　妾わらわは本当に主あるじ殿どのたちには感謝しておるのだ！」

			　喰くい気味にまくしたててから、はっと気付いたようにガーベラは細い肩を落とした。

			「だが、ローズ殿の言うことにも一理あると、妾わらわ自身も思ってしまったのだ」

			　しゅんとしたその姿は、華やかな美人であるだけに、大輪の花が閉じてしまったようでさえあった。

			「妾わらわは危険だ。主あるじ殿どのたちを害してしまいかねん。それは事実なのだ……」

			　これはどうやら、だいぶ重症らしい。

			　おれはそう確認して、内心、眉まゆをひそめた。

			　おれたちは少人数のチームだ。力を合わせてこの世界で生き残らなければならない。

			　あまり負い目が大きすぎると、それが不和を生むこともあるかもしれない。

			　眷けん属ぞくのケアは主人であるおれの責務だ。加えて言うなら、彼女を味方に引き入れたのはおれなのだから、きちんと面倒は見てやらなければならなかった。

			　……というのは半分建たて前まえで、こうして落ち込んでいる彼女のことを放っておけないというのが、おれの本音なのだが。

			　しかし、どうやって元気付けたものだろうか。

			　思案するおれの前で、ガーベラが俯うつむき加減で口を開いた。

			「主あるじ殿どのたちは妾わらわを受け入れてくれた。妾わらわはそんな主あるじ殿どのたちの役に立ちたいと思っておる。これは本心なのだ」

			　両手の指を合わせて、ガーベラはおれを上目遣いで見た。

			「し、しかしだ。持って生まれた性質は変わらぬ。妾わらわはいまでも主あるじ殿どののことを独占したいし、捕とらえてしまいたい。……いいや。出で逢あったときより、いっそう、そう感じる心は強くなっておるかもしれん」

			　そう言って、ちらちらとこちらをうかがってくる瞳ひとみには、透すき通る赤色の下に、燻くすぶる慕ぼ情じようが透すけて見えていた。

			「妾わらわのことを許し、受け入れてくれたみなのことを、妾わらわはいずれ傷つけてしまうやもしれぬ。それが妾わらわは怖いのだ」

			　ガーベラと名付けられた白いアラクネは蜘く蛛もである。

			　獲物を捕とらえて縛しばり付けることは、彼女にとって本能的な行為だ。そうしたいと思ってしまうのは自然なことで、彼女が彼女である以上、これはもう変えられるようなものではない。

			　けれど、そう思ってしまうことと、実際に行動に移すかどうかということは、当然のことながらイコールではない。おれはそう思うし、そう信じている。

			「安心しろ、ガーベラ」

			　結局、おれは自分が思ったことを素直に伝えることにした。

			「お前はおれを……おれたちを、もう二度と傷つけたりはしないよ」

			　どうせおれたちの間にはパスが繋つながっていて、嘘うそや誤ご魔ま化かしを口にしたところで隠しおおせるとも思えない。だったら、そのままの心を伝えたほうがいい。

			「主あるじ殿どのはどうしてそう思うのだ？」

			　おれが断言したことが意外だったのか、ガーベラは蜘く蛛もの下半身をきちきちと鳴らして身じろぎをした。

			「ローズ殿の言い分は正しい。妾わらわ自身、妾わらわのことを信用してはおらぬのだ。なのに、主あるじ殿どのはどうしてそのように思える？」

			「どうしてって……それは、あの夜のお前の姿を見ているからだよ」

			　おれたちと争い、打ちのめされたガーベラは、あの夜、たった独ひとりでこれから先の生しよう涯がいを過ごす自分を想像したはずだ。

			　ほんの短い時間ではあったものの、ああして孤独に震えた時間は、これまで彼女が生きてきた時間の何倍にも感じられただろう。おれも同じ経験をしたからわかるのだ。

			　あれをなによりも辛つらいと感じられるなら、彼女はきっと大丈夫だ。

			「『おれたちを傷つけることが怖い』って言っていただろう。だったら、お前はおれたちの信頼を裏切ったりはしないさ。だって、そうだろう？　おれたちを傷つける未来に恐怖を覚えているってことは、それだけおれたちのことを、真剣に考えてくれているってことなんだから」

			　だから、心配することなんてなにもない。

			　ガーベラが自分の欲求に負けて、おれたちを害することはありえない。

			　彼女にはそんなものより大事なものがあるのだから。

			「おれはお前を信じている」

			　ガーベラの蜘く蛛もの体の前に垂たれた、ほっそりとした手を握にぎって告げる。

			　こうして繋つながった手から、おれの信頼が伝わればいい。それが彼女の力になればいい。

			「だから、お前もお前自身をもうちょっと信じてやれ」

			「主あるじ殿どの……」

			　ガーベラはおれのことを身じろぎひとつせずに見詰めていた。

			　かと思うと、突然、がばっと顔を伏ふせた。

			　手を振り払われてしまったおれは、びっくりして固まった。

			「ガ、ガーベラ？」

			「あ、主あるじ殿どの……」

			　呻うめくような声。ガーベラは両手を顔にあてて、長い髪で顔を隠すように俯うつむいていた。

			　ただ、顔を隠している意味はあまりなかった。のぞいている耳は真っ赤だし、俯うつむいたことで露あらわになったうなじまでが、朱色に染まっていたからだ。

			「ガーベラ？　お前、いったい、どうした……」

			「あ、主あるじ殿どのよ。わかった。主あるじ殿どのが眷けん族ぞくである妾わらわのことを、心の底から信じてくれていることは、よくよくわかった」

			　ガーベラは片手を挙げて、心配するおれの言葉を遮さえぎった。

			「だから、そのくらいにしておくれ」

			　わけもわからず戸と惑まどうおれに、ガーベラは小さな声で告白した。

			「……そろそろ押し倒してしまいそうだ」

			「なるほど」

			　納得した。

			　さっきから、きちきちきちきちきちきちきちきち、蜘く蛛も脚あしがうるさいとは思っていたのだ。

			　どうやら我慢しているらしい。

			　有言実行は偉えらいが、これ以上、彼女の自制心を徒いたずらに試すこともないだろう。

			　おれは大人しく、彼女が落ち着くまで待っていることにした。

			「……悪かった。待たせたの、主あるじ殿どの」

			　やがてガーベラは、赤らんだ顔を上げた。

			　表情に暗いものはなく、おれはまずそのことにほっとする。

			「とにかく、主あるじ殿どのが妾わらわのことを信じてくれておることはわかった」

			「おれだけじゃない。リリィだってそうだろう」

			「うむ。しかし、ローズ殿はそうではなかろ」

			「まあ、それは確かに、そうだが」

			「主あるじ殿どのよ。妾わらわはどうするべきなのだろうか」

			　それは単なる嘆なげきではない。この状況をどうにかしようという前向きな言葉だった。

			「ガーベラは、ローズに信頼してほしいと思っているんだな」

			「無論だ」

			　迷いのない返答が嬉うれしくて、おれはついガーベラの白い頭を撫なでていた。

			「なら、そのために努力しないとな」

			「あ……」

			　ガーベラは透すき通るような白い頬ほほを朱に染めると、嬉うれしそうな顔をした。

			「誰かに信じてほしいと思うのなら、それだけのものを積み上げないといけない」

			「……うむ。そうだの」

			　ガーベラは顔を赤らめたまま頷うなずいた。

			「まずはこの探たん索さくを上じよう首しゆ尾びに終わらせることだな。あいわかった。妾わらわは全力をもって、主あるじ殿どのを助けよう」

			「ああ。頼りにしてる」

			　ガーベラの表情にはもはや弱々しいものはなかった。

			　どうやら彼女の不安は払ふつ拭しよくされたらしい。自然とおれの口元にも笑みが浮かんでいた。

			「よし。それじゃあ、今度こそ行こうか」

			「うむ。道中の安全については任せておくれ」

			　足取りも軽くおれたちは探たん索さくを再開したのだった。

		

	
		
			03　心のなかにある深い洞うろ

			　

			　森には危険が溢れている。

			　悪い視界。飛び出した枝葉。覚おぼ束つかない足元。ただ移動するだけでも、気を付けなければいけないことはたくさんある。忘れてはならない。ここは人間の領域ではないということを。

			　……それはわかっていたつもりだったが、失敗がゼロとはいかないのが人間だ。

			「うおっ!?」

			　踏ふみ込んだ足が滑った。

			　疲れのせいか視界が滲にじんだところで、繁茂する苔こけの上で足裏が滑ったのだ。

			　途と端たん、おれはバランスを失った。慌てて突き出した手は、目的の木の枝にわずかに届かない。そのままおれは無ぶ様ざまにすっころぶ――寸前で、体を支えられた。

			「危ないのう。気を付けよ、主あるじ殿どの」

			「……悪い」

			　引っ繰り返りかけたおれの体を、即座に回り込んだガーベラが抱き留めていた。

			　あたりの警戒をしつつ、おれのことも見てくれていたらしい。結果、おれの後頭部は彼女の豊かな胸に半分埋まってしまっていたが、ガーベラにはそれを気にした様子もない。上下逆様になった整った顔が、おれのことをうしろから心配そうに見詰めていた。

			「大丈夫かの？」

			「ああ。手間をかけたな」

			「別にこれくらいはかまわんがの」

			　ガーベラはおれが地面に足をきちんとつけたことを確認した。

			「……」

			　そして、一度ぎゅっとおれの頭を抱きしめてから、手を離して解放した。

			「な、なにかの？」

			　振り返ったおれがジト目で見ると、ガーベラは上うわ擦ずった声で言った。

			　きちきちと蜘く蛛も脚あしが音をたてていた。どうやら彼女のこれは癖くせのようなものらしい。

			「べ、別に妾わらわは役得などと思ってはおらんぞ」

			「語るに落ちるって言葉があるんだが、意味はわかるか？」

			「な、なんとなく」

			「……まあいい」

			　あまり追及しても仕方ない。そのあたりで切り上げることにして、おれは探たん索さくを再開した。

			　ほっとした様子でガーベラも森を進み始めた。

			　今度こそ気を付けて森を歩きながら、おれは口のなかでつぶやいた。

			「……これは、困ったな」

			　こんなことを考えるのは照れくさいのだが、ガーベラはおれに好意を抱いているらしい。ここまであからさまにされて察さつせずにいられるほど、おれは他人の好意に鈍どん感かんではなかった。

			　相手がガーベラでなければ、あるいは、気付かなかった可能性もあったかもしれない。

			　おれは異性に人気のあるタイプではない。不細工というわけではないが、顔が良いわけではない。あえて言うなら真ま面じ目めそうな印象の、平凡な顔立ちをしている。女の子が一緒にいても面白くない、話をしていてもつまらない性質の男だという自覚もある。

			　おれのような男が魅力的な異性から、おいそれと好意を向けられるはずがない。

			　ガーベラが相手でなければ、おれがそう思ってしまった可能性は大いにあった。

			　だが、そうした『逃げ』をガーベラの真っ直ぐな態度は許してくれない。

			　そうして彼女から向けられる好意は、素直に嬉うれしいと感じられるものだった。

			　下半身が蜘く蛛もの少女から向けられる好意を、普通の男子はどのように感じるのだろうか？

			　嬉うれしいと思えるのだろうか。

			　気持ち悪いとすら感じるのではないか。

			　そうした人間からすれば、おれは単なる異常者かもしれない。

			　……だからなんだという話だが。今更、他人の目なんて気にするつもりはない。

			　ガーベラのことは仲間として好いている。その感情を男女の仲に進めることにも、心理的に抵抗はない。少なくとも、おれにとって彼女の下半身が蜘く蛛もであることはどうでもよかった。

			　とはいえ、おれはすでにリリィの好意を受け止めてしまっている身の上だ。

			　日本で生まれ育った男子の当たり前の感性として、ひとりの女性を愛すべきだという感覚は持ち合わせている。

			　ガーベラの好意には応えられない。

			　……相手が人間の女性なら、おれの思考はそこまででストップしていたことだろう。

			　だが、それと同時におれは、ここが現代日本ではないということ、自分がこの異世界にいるということを自覚しなければならなかった。

			　おれは眷けん族ぞくである彼女たちの主あるじだ。

			　おれにとって彼女たちが特別なように、彼女たちにとっても、おれという存在は特別なものだ。それについては、白いアラクネ襲しゆう来らいという最大の脅きよう威いを乗り切ったあの晩に、十分過ぎるくらいに知ることができている。

			　言うまでもなく、おれと彼女たちの関係は、もとの世界に存在しない類たぐいのものだ。当然、あの頃の価値観を持ち込むべきではないし、そうすれば無理が出ることは明らかだった。

			　きちんといちから考え直さなければならない。

			　彼女たちとの関係のことを。

			　……ガーベラとローズのことといい、考えるべきことが多くて頭が痛くなりそうだが。

			　しかし、これは大事な彼女たちに関することだ。真剣に考えなければいけないし、なにより、ちゃんと考えて答えを出したいとおれ自身思うのだ。

			　こんなことを悩むことができる余裕がある現状を、おれは喜ぶべきなのだろう。

			「主あるじ殿どのよ。困ったとは、なんの話だ？」

			　前を行くガーベラが振り返った。さっきのおれの独ひとり言が聞こえていたらしい。

			　おれは曖あい昧まいな笑みを返した。彼女との今後の関係について悩んでいると、まさか素直に答えるわけにもいかない。

			「いや。やっぱり新しい眷けん族ぞくは、なかなか見付けられないものだと思ってな」

			　誤ご魔ま化かすために口にした台詞せりふだったが、これはこれで実際に困った状況ではあった。

			　おれたちがふたりで森の探たん索さくを始めてから、すでに３日が経過していた。

			　この３日間、勇んで探たん索さくを続けたものの、新たな眷けん族ぞくを見付けることはできていない。

			　収穫がなかったわけではない。

			　ガーベラの下半身にある蜘く蛛ものふっくらとした腹部には、コロニーで鉄てつ砲ぽう蔓つると呼ばれていたモンスターが蜘く蛛も糸でぐるぐる巻きにされて回収されている。これは木に巻きついた蔓つる性せい植物の姿をしたモンスターで、百合のような花から種を散弾のように飛ばしてくるものだ。

			　これをリリィに与えることで、彼女はより強くなる。また、ガーベラもモンスターを倒すことで、微び々びたるものだが魔力を獲得する。それは決して意味のないことではない。

			　探たん索さく自体は順調なのだ。

			　だが、それはおれの求めている成果からは程遠かった。

			　そもそも、どうしておれがすぐにでも探たん索さくに出ようと思ったのかと言えば、おれ自身がなにもしていない時間に堪え切れなかったというのもあるのだが、それ以上に、おれたちの状況が変化したからというのが大きい。

			　白いアラクネとの戦いは壮そう絶ぜつなものだったが、力を合わせて危機を乗り切った結果として、おれたちは力強い味方を得ることができた。おれたちの置かれた状況は、あの夜を境にして大きく変わったと言っていい。これまでと比べるべくもなく先行きは明るい。

			　いまはガーベラの名前を得た白いアラクネは、この森で最強のモンスターの一体だ。互角に戦えるモンスターなどそういないことは、リリィたちの奮ふん戦せんが逆に証明してしまっている。

			　通常モンスターの脅きよう威いに怯おびえなくてもいいだけで行動の自由は飛躍的に向上する。それに加えて、レア・モンスター以上はおれの能力の対象なのだから、これも脅きよう威いではない。

			　あえていうなら、ガーベラのようなハイ・モンスターに関しては、彼女のときにそうであったように接触には危険が伴ともなうかもしれないが、これは狙ねらって出会えるようなものではない。

			　これまでは安全を期して慎重に行動せざるを得なかったが、これからはそうではない。眷けん族ぞくを集めるために、より大胆な行動を取れるようになっているのだ。たとえば、ガーベラだけを伴ともなって森を探たん索さくしている現状も、そのひとつだろう。

			　だからこそ、望む成果が出ていない現状が歯は痒がゆい。普ふ段だんならともかくとして、いまはガーベラとローズの関係改善という目的があるのだ。

			「……これは少し、やり方を変えるべきかな」

			　結果が伴ともなっていないのなら、工夫するべきだ。

			　リリィやローズが動けない時間を有効利用しているという観点で見れば、現状でも悪くはない。悪くはないが――それでは以前となにも変わらない。折角、ガーベラという新戦力が加わったのだから、もっと効率のいい方法に切り替えるべきだった。

			　ぱっと思いつくこととしては、探たん索さく場所を変えることだろうか。

			　成果の出ない原因としては、なによりモンスターとの遭そう遇ぐうについて、数をこなせていないのが大きい。

			　３日間で８体。このあたりの地域はまだ探たん索さく隊の狩りの影響があるためモンスターの生息数が少ないことを考えると、これは決して悪い数ではない。しかし、このなかに眷けん族ぞくになってくれるモンスターがいなくても仕方ないところではあるだろう。

			　数をこなすためには、ここでは駄目だ。遠出をする必要がある。

			「どうかしたのかの、主あるじ殿どの？」

			　黙だまり込んだおれのことを、ガーベラが不思議そうな顔をして見ていた。

			　彼女がローズに信頼されるために、どうしても成果がほしい。

			「……ガーベラ。ひとつ話があるんだ」

			　決意を新たにして、おれは話を切り出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「要するに、遠出に連れていけということかの？」

			「まあ、大体そういう理解でかまわない。近場でモンスターが多くいるところがあれば、それでもいいんだが」

			　休きゆう憩けいがてら腰こしを落ちつけて、おれが自分の考えを話して聞かせると、ガーベラはほっそりとした眉まゆの間に皺しわを寄せて考え込んだ。

			「うーむ……」

			「あと、なるべくなら日帰りできる範囲で頼む」

			　日帰りできないとなると、ローズあたりに反対される可能性があった。

			「そうさな。心当たりはいくつかある。たとえば、ここらあたりの生き物が水源として利用しておる泉などはどうかの？　モンスターと遭そう遇ぐうすることは難しくないと思うが」

			「おお。それはいいな」

			　こういう情報がほしかったのだ。予想以上の手応えに胸が躍おどった。

			「他の心当たりも全部教えてくれるか」

			「わかった。任せておくれ」

			　役に立てるのが嬉うれしいらしく、ガーベラの声は弾んでいた。

			「あとは聞いたなかからどこにするかだな。よし、ガーベラ。相談に乗ってくれ」

			　しかし、おれが相談を持ちかけると、途と端たんにガーベラは及び腰こしになった。

			「わ、妾わらわがか？」

			「面倒か？」

			「い、いや。そういうわけではなくての！」

			　慌てた様子でガーベラは両手を胸の前で振った。

			「ただ、妾わらわでなくとも他にもっと適当な者がいよう。そちらに相談してはどうかの？」

			「ここにはガーベラしかいないだろ」

			「それはそうだが。ほ、ほら、今日は一度帰ってもよいのではないかの」

			「そうは言ってもな……」

			　おれは頭を掻かいた。

			「たとえばリリィだけど、正直なところ、彼女にはあまり負担をかけたくない」

			「うむ。確かに、療りよう養よう中の者に負担をかけるのはな……」

			「そして、ローズには話せない。それはわかるだろ？」

			「それはそうだな……」

			　ガーベラはやや沈しずんだ様子を見せた。ローズに話をすれば反対される可能性が高いことは、彼女にもわかっているのだ。

			「……しかし、それでもやはり妾わらわは不適切なのではないかの。妾わらわはこれまで力に任せてすべてを解決してきた女だ。頭を使うのは得意ではない」

			「おれはそうは思わないが」

			　ガーベラが他の眷けん属ぞくたちに比べて頭が悪いとは、これまで数日、彼女とやりとりしてきたおれには思えなかった。彼女は単に心が幼おさなく、不器用で、そのうえ恐ろしく巡めぐり会わせが悪いだけで、決して愚おろか者というわけではない。

			　だが、彼女自身はそうは思えないらしい。

			「他にも相談相手はまだおるであろ。たとえば……そうだ、あの恐ろしい小娘はどうだ？」

			「加か藤とうさんのことか？」

			　ガーベラのなかで、加か藤とうさんの評価がだいぶ散々なことになっていた。

			　おれの眷けん族ぞくのなかで圧倒的に強いガーベラが、もっとも腕力に乏とぼしい人間の加か藤とうさんを恐れているというのもおかしな話だが、それだけあの晩のやりとりが堪こたえているのだろう。

			「あの娘は大したものだ。妾わらわなどより、余程、こうした相談ごとには向いていよう」

			　確かに加か藤とうさんに相談すれば、なんらかの示し唆さが得られるかもしれない。

			　そう期待させるだけのものが彼女にはある。

			　ガーベラの提案は、本来ならそう悪いものではなかった。

			　だが、おれは首を横に振った。

			「加か藤とうさんに相談するのは、なんと言うか、違うだろ」

			「なにが違うのだ？」

			「なにがって……」

			　ここで疑ぎ問もんを向けられたことに、おれは戸と惑まどった。

			　これまでリリィやローズを相手にしていれば、これだけで納得してくれたからだ。

			「加か藤とうさんは眷けん属ぞくじゃない。人間だ」

			「人間であるといかんのか？」

			　ますますガーベラは不思議そうな顔になった。

			　どうにも話が通じない、といったふうに。

			「あやつは人間だから仲間ではないということかの。だが、妾わらわが過あやまちを犯したあの晩は、リリィ殿やローズ殿と一緒に、主あるじ殿どののことを助けておったろ」

			「それは……」

			　おれはガーベラの指摘に反論をしようとして、それ以上、言葉が続かなかった。

			　ガーベラの言い分が正しかったからだ。

			　加か藤とうさんは人間だが、おれのために戦ってくれた。

			　手に武器を持っていたわけではないが、彼女は彼女なりのやり方でおれのために体を張ってくれた。命を賭かけておれのことを救ってくれた。

			　だから……だから？

			　いや。いや。待て待て待て。思考がなにか変な方向に転がっていないか。

			　なんだか、まずい予感がした。なにがまずいのかわからないが、この会話はおれにとって、なんと言うか……都合が悪い。

			「てっきり、あやつも主あるじ殿どのの仲間だと思っていたのだがの」

			　ガーベラはおれのそんな狼ろう狽ばいに気付くことなく、続けて尋たずねた。

			「しかし、だとすると、主あるじ殿どのにとって加か藤とう殿はなんなのだ？」

			　彼女がおれにとってなんなのか。それはとても簡単な質問だった。

			　彼女はおれの保護対象だ。それ以上でも、それ以下でもない。

			　それ以外ではありえない。なぜなら彼女は警戒すべき人間だからだ。

			　出会って初めて言葉を交わしたときにそう思った。それはいまに至るまで変わっていない。

			　だからそれはとても簡単な質問で……なのに、おれは答えを返すことができなかった。

			　おれはふと加か藤とうさんの控ひかえ目な笑顔を思い出していた。

			　――無事で良かったです、先輩。

			　――主人である先輩に信頼されて、信頼して、尽つくして、愛されて。それはとても幸福なことですから。

			　――ガーベラなんてどうですか。

			　――やった。これで決まりですね。

			「……」

			　実はおれにはひとつ、加か藤とうさんに関して気になっていることがあった。

			　どうもあの晩からこの方、彼女の印象が違って見えるのだ。

			　話をしていて、以前に感じていた不安感があまりない、と言えば伝わるだろうか。

			　白いアラクネ襲しゆう来らいに際して、彼女が精神的に立ち直ったからだろうかとも考えたのだが、それもどこかしっくりこなかった。

			　確かに彼女は前よりよく話をするようになり、その結果として笑顔を見せる回数も増えた。

			　これは変化に他ならない。

			　だが、それは劇的というほどのものでもないのだ。

			　彼女はいまでも無表情で、どこか暗い印象は変わらない。どんよりとした目をしていて、たまに見せる笑顔はわずかに口元をほころばせるくらい。落ちた影は払ふつ拭しよくされたわけではない。

			　彼女は以前とそう大きく変わっていないのだ。

			　それなのに、おれの目にはなにかが決定的に違って見えている。

			　加か藤とうさん自身は『なにも変わらない』のに、『違って見えて』いる。

			　だったらこれは、『おれの見え方が変わった』のだと考えるほうが自然なのではないか？

			　白いアラクネに攫さらわれたおれを助けるために、あの夜、加か藤とうさんはその身を危険に晒さらした。おれは彼女に助けられた。だから彼女を見る目が変化した。これはそういうことなのではないだろうか。

			　逆に言えば、おれはずっと加か藤とう真ま菜なという名の少女を見誤ってきたのではないか。

			　思い返してみれば、おれは加か藤とうさんに出会ったそのときから、彼女のことを疑うたがっていた。

			　裏切るに違いないという目で、彼女のことを見ていた。

			　歪ゆがんだレンズ越しに見れば、どんな景色だって歪ゆがんで見えて当然だ。

			　それがいまになってようやく、彼女という存在をなんのバイアスもなしに見ることができるようになった。

			　多分、これはそういうことなのだ。

			　……そうと気付いたいま、果たしておれはどうするべきだろうか？

			　さっきガーベラは、おれにとって加か藤とうさんはなんなのかと尋たずねた。

			　彼女はおれにとって保護対象だ。それ以上でも、それ以下でもなかった。

			　そう考えて、おれはこれまでずっと彼女とまともな人間関係を構築せずにきたのだ。

			　だけど、それは間違いだった。おれのことを助けるために命さえかけた彼女のために、せめておれは信頼を返すべきなのではないか？

			　そう。人間である彼女に、信頼を……。

			「……」

			　かつてコロニー崩ほう壊かいの日、おれは顔見知りのクラスメイトに殺されかけた。

			　人間は汚きたない。人間なんてのは屑くずばっかりだ。いつ裏切るかわかったものではない。

			　その確信はいまに至っても変わらない。

			　だけど、加か藤とうさんに限っては、おれのことを裏切る可能性は低いだろう。

			　そんな人間が自分の命を賭かけてまで、おれのことを助けようとするはずがない。

			　論理的に考えて、それはあまり考えられそうにないことだ。

			　なによりおれの感性が、彼女のことは信用してもいいと告げている。

			　だから、もう一度、彼女のことだけは信じてみてもいいのかもしれない。

			　もう遅いかもしれないが。

			　今度こそ彼女のことを信じて……。

			　そうだ。信じて……。

			「う……っ!?」

			　突然こみあげてきたものに、おれは咄とつ嗟さにその場を離れた。

			「あ、主あるじ殿どのっ!?」

			　うしろからガーベラの慌てた声が聞こえたが、かまってなんていられない。

			　近くにあった木にもたれかかると、その根元に胃のなかのものを吐き出した。

			　脳のう裏りに鮮せん明めいに浮かび上がるのは――おれのことを見下ろす無数の目だった。

			　そして、あの日のすべてが蘇よみがえる。

			　痛み。苦しみ。悲しみ。ぐちゃぐちゃに踏ふみ躙にじられた心。

			　殴られて、蹴け飛とばされて、踏ふみ潰つぶされた。あばらから異音がした。痛い。痛い。怖い。まぶたを開けば、光を失った眼球と目が合った。死体の目だった。おれと同じように痛めつけられて、すでに殺された知り合いのものだった。そして、彼を殺したのも顔見知りだった。

			　死にたくない。信じたくない。

			　そう思って振り仰あおげば、そこには狂気に駆かられて歪ゆがみ切った笑みが並んでいる――……。

			「ぁ、が……うげぇ」

			「だ、大丈夫か、主あるじ殿どの!?」

			　すぐうしろについてきていたガーベラが、おれの肩に手を置いた。

			　その瞬間、パスを介かいしてガーベラの心が流れ込んできた。

			　おれのことを気遣ってくれる彼女の想い。どうすればいいのかわからないという混乱。そして、嘆なげき。『眷けん属ぞくである彼女』の『主あるじであるおれ』に対する感情のすべて。

			「……ぁあ？」

			　それでやっと、おれはここが崩ほう壊かいするコロニーではないことを思い出した。

			　おれがいまや何者であるのかという自覚が、精神世界から現実世界へと続く縁えにしとなる。

			「がーべ、ら？」

			「主あるじ殿どの！　気付いたか!?」

			　気付けば視界が滲にじんでいる。頬ほほをぼろぼろと涙がこぼれていた。

			　背中でもさすってくれると楽になるのだが、モンスターであるガーベラはどうすればいいのかわからなかったらしい。泣きそうな声が聞こえた。

			「あ、主あるじ殿どの。妾わらわはなにか悪いことを言ってしまったのか……？」

			「そんなことは……うっ!?」

			　おろおろしているガーベラに声をかけようとしたところで、おれはもう一度嘔吐えずいた。

			「あ、ああっ……主あるじ殿どのっ！」

			「だ……大丈夫だから、ちょっと落ち着け」

			　少しずつ状態は落ち着きつつある。うろたえるガーベラの存在が、おれが彼女の主あるじであるという意識を呼び起こし、結果として精神安定剤のような働きをしてくれていた。

			　吐と瀉しや物ぶつ混じりの唾つばを吐き捨てる。

			　唇は震えているが、これで少しだけ話しやすくなった。

			「ちょっと疲れが出ただけだ。大したことじゃない」

			「本当かの？　顔が真っ青だが」

			「問題ない。少し休めば、すぐ治まる。お前にはわからないだろうが、人間っていうのは繊せん細さいな生き物なんだよ」

			　誤ご魔ま化かしのために口にした言葉だが、後半は割と冗談になっていなかった。

			　ああ、くそっ。なんて無ぶ様ざまな。

			「……悪いが、水筒を持ってきてもらえるか。口のなかが気持ち悪い」

			　さっきまで休きゆう憩けいをしていた場所に、おれの水筒が転がっていた。

			　いまはそこまで歩くことさえ億おつ劫くうだった。

			「お、おう。あいわかった。待っていておくれ」

			　ガーベラは弾かれたビー玉のように水筒に駆かけ寄っていく。その背中をぼんやり見送りながら、自分の心のなかにある深い洞うろを覗のぞき込んで、おれは愕がく然ぜんとしていた。

			　まさか自分でも、ここまで病的だとは考えていなかったのだ。

			　おれの人間に対する不信感は、どうやら生理的なレベルで根付いてしまっているらしい。これまでそれに気付かずにいたのは、それこそ症状が重いことの表れだろう。

			　おれはＰＴＳＤという言葉を思い出した。

			　パラノイアという言葉も同時に思い出したが、あまり詳くわしく知らなかった。

			　ＰＴＳＤというのは、たとえば死にかけるような悲ひ惨さんな体験によって刻まれた心の傷が原因で起こる、一種の精神疾しつ患かんのことだ。

			　人間の心はとても脆もろいものだから、死という最大の恐怖を前にして、ときに簡単に砕けてしまう。あるいは、ひとの尊そん厳げんを失うような出来事に関しても発症することがあるという。

			　ＰＴＳＤを発症した者は、トラウマの原因となった出来事、および、その関連した事柄に対して『回かい避ひ行動』を取ったり、その出来事の『フラッシュバック』を起こしてパニックに陥おちいったり、『体調不良』になったりする。

			　おれの場合は、いっそわかりやすい。『クラスメイトに裏切られて殺されかけたこと』が原因に違いなかった。

			　今回、初めてパニック症状を味わったわけだが、なるほど、最悪な気分だった。

			　ガーベラが近くにいてくれたから持ち直せたものの、そうでなければ、それこそ失神してしまっていたかもしれない。

			　おれは自分の心の問題を自覚して、同時にもうひとつの事実を認めざるを得なかった。

			　それは、『おれは加か藤とうさんのことを心から信頼することはできない』ということだった。

			　たとえばの話だが、おれは加か藤とうさんに武器を持たせられるだろうか。

			　彼女に背中を預けることができるだろうか。

			　実際にそうする必要があるかどうかは、この際、問題ではない。他人を信頼するとはつまりはそういうことで、おれにはそのどちらもできそうにないことこそが大きな問題だった。

			「主あるじ殿どのっ、水を持ってきたぞ！」

			「……ありがとう」

			　おれは礼を言って、ガーベラから水筒を受け取った。

			　口をゆすいで少し水を飲んだら、気持ちは落ち着いてくれた。

			　ただ、立ち上がる気力はなかった。

			　吐と瀉しや物ぶつを撒まき散らした木の根元からよろよろと離れると、その場に座り込む。

			　そうしておれが思い出していたのは、加か藤とうさんの『目』だった。

			　出会ったときに見て、これまでにもたまに見せた、あの視線のことだ。

			　底の見えない執しゆう着ちやくをはらんだ……いいや。それも、違う。違うのだ。

			　いまのおれの目には、あれは別のものに見える。

			　あれは、おれという人間のことをひたむきに見詰めている、ただそれだけの瞳ひとみだった。

			　これまでおれは、彼女はなにを考えているのだろうかと思っていた。疑うたがっていた。けれど、蓋ふたを開けてみればなんてことはなかった。彼女の意図は明白過ぎるくらいに明白だった。

			　加か藤とうさんにはこの異世界で、おれ以外に頼る人間がいなかった。そんな彼女がおれを頼ろうとするのは当然のことだ。打算的な部分でもそうだが、言葉では言い表せないような酷ひどい目に遭あった彼女にしてみれば、むしろ心情的な部分でこそ他人を頼りたいに違いなかった。

			　こんな簡単なことなのに、あのときのおれは彼女の気持ちを理解してやれなかった。

			　理解できなかったから、彼女の態度を不気味だと思ってしまった。

			　……いいや。決め付けていたのだ。なにか企たくらんでいるに違いないと。

			　結果として、おれは彼女から向けられているだけのものを返すことができなかった。

			　そして、これからも返すことはできない。

			　ここまでわかっていてなお、おれの体と心は、彼女という『人間』を拒きよ絶ぜつしていた。

			　彼女に命を救ってもらった身でありながら、それはあまりにも不実なことだった。

			　なにより加か藤とう真菜という名の少女が哀あわれだった。

			　おれには彼女の孤独が想像できる。おれ自身がかつてそうだったからこそ、彼女の気持ちは手に取るようにわかった。

			　わかるのに、おれにはそれをどうすることもできないのだ。

			「……なにが、『誰かに信じてほしいと思うのなら、それだけのものを積み上げないといけない』だよ」

			「主あるじ殿どの？」

			　それはつい数日前、いまも心配そうに呼びかけてくるガーベラに告げた言葉だった。

			　その言葉は時間を越えて、いまのおれに突き刺さっていた。

			　なんて欺ぎ瞞まんだ。あの台詞せりふはおれが口にしてはいけないものだった。だって加か藤とうさんは、おれのために命さえ賭かけてくれたのに、おれの信頼を得ることができないのだ。

			「主あるじ殿どの……」

			　ガーベラはしばらくおろおろとしていた。

			　こういうときにどうすればいいのかわからなかったらしい。

			　それは仕方のないことだった。おれだって、おれ自身をどうすればいいのかわからない。

			　やがて彼女はおれの傍そばにそっと座った。

			　彼女と隣り合って座ると、自然と折りたたまれた蜘く蛛も脚あしを向けられることになる。

			　そっと引き寄せられて、おれは蜘く蛛も脚あしにもたれかかった。

			　触れているのは虫の節せつ足そくだが、気持ち悪いとは思わなかった。白い毛並みの感触がむしろ心地良かった。

			「悪かったの、主あるじ殿どの」

			「うん？」

			「妾わらわの不用意な言葉でこんなふうになってしまったのであろ？」

			　体調不良なんて言い訳では、さすがに誤ご魔ま化かし切れなかったらしい。

			　罪ざい悪あく感かんを覚えているのか、ガーベラの声こわ色いろは暗かった。

			「妾わらわは主あるじ殿どのの気持ちがわからぬ。主あるじ殿どのと加か藤とう殿の間のことも理解できぬ。妾わらわは恐らく主あるじ殿どのに会うのが遅過ぎたな……」

			　おれの眷けん族ぞくたちはみんな、自我を獲得する過か程ていにおいておれの心の影響を受けている。

			　ただ、ガーベラはおれのなかにある人間に対する悪感情を共有していない。なぜなら彼女は、おれの心の傷がある程てい度ど癒いえたあとで得た眷けん族ぞくだからだ。

			　いまのおれが相手をしているのは、それでも癒いえきらなかった深い傷だ。ガーベラにはどうすることもできないものだ。それに彼女は不用意に触れてしまった。

			　それは事実だ。けれど、おれはかぶりを振った。

			「……いや。むしろおれは、お前に感謝しなくちゃいけない」

			「え……？」

			「だってガーベラがいてくれなければ、おれは自分の間違いに気付かないままだった」

			　リリィやローズではこうはいかなかっただろう。彼女たちはおれが人間に対して抱いている感情を理解していて、それだけに気を遣い過ぎてしまうから。

			　ガーベラがおれを落ち込ませたのは、決して意図したことではない。彼女にしてみれば、これは失敗以外の何物でもないのだろう。

			　だが、これは価値ある失敗だ。

			「悪いが、しばらくこのままでいさせてもらえるか？」

			　おれがそう言うと、ガーベラは不心得顔ながらも、こくこくと頷うなずいてくれた。

			「ありがとう」

			　おれは目を閉じた。

			　そうしておいて、考える。

			　おれは加か藤とうさんのことを見誤っていた。そのせいで彼女を孤独にさせた。それなのに彼女はおれのために命さえ賭かけて戦ってくれたのだ。

			　だったら、おれは彼女の行いに応えなければならない。

			　果たしておれは自分のこの傷を乗り越えて、加か藤とうさんがおれにしてくれただけのものを、彼女に返すことができるだろうか。

			　時間はかかるだろう。ひょっとしたら無理かもしれない。それでも努力はしなければならない。それが彼女に恩おんを受けたおれの果たすべき責任だと思うからだ。

			　……今頃、孤独なはずの加か藤とうさんは、どうしているだろうか。

			　それを思うと、心の痛みはなかなかひいてはくれなかった。

		

	
		
			04　人形の願望　～ローズ視点～

			　

			　わたしにとって創造することは、ほぼ存在意義に等しい。

			　いつもそうしているように、わたしは愛用のナイフを手に取ると、手頃な大きさに切り出した木材を削けずり始めた。

			　マジカル・パペットならどの個体でも持っているこの魔法のナイフは、思うがままに木材を加工することができる。

			　とはいえ、もちろん、作り手の腕うでは重要だ。

			　通常のマジカル・パペットは必要なときしか道具を作ったりしない。

			　けれど、わたしはご主人様の言いつけにより、日々常に新しい道具を作製している。そのためか最近、自分でもそうとわかるくらいに魔法道具の作製技術が向上していた。

			　もっとうまくモノを作ることができるようになりたい。

			　そうすれば、もっとご主人様のお役に立てるだろうから。

			　こうして木を削けずっている時間は、わたしにとって至福の瞬間だ。

			　役に立っているという確かな実感がある。

			　わたしはいま、生きている。

			　血の通わぬ人形の分際ながら、そんな大それたことを考えてしまうくらいに。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ローズという名前を与えられたわたしにとって、誕生の瞬間はふたつある。

			　ひとつは、マジカル・パペットの名前で呼ばれるモンスターとしての発生だ。

			　母体であるわたしと同種のモンスターは、この深い森を徘はい徊かいするうちに少しずつ魔力を集め、己おのれの分身を作製した。そうしたいくつもの作品のうちの一体が、このわたしということになる。

			　そして、もうひとつはもちろん、ご主人様に出で逢あったあのときのことだ。

			　あの瞬間、名もなきマジカル・パペットは、ローズという一個の人格を得た。

			　そのときからわたしはご主人様に、武具や防具を始めとした様々な物品を作製するという大切なお役目を与えられている。

			　あるときは魔法のかかった武具を作り、またあるときは生活必需品や簡単な家具を準備した。

			　そしていまはアラクネの巣で、先日破は壊かいされてしまった武具を作製している。

			「……」

			　そんなわたしの作業をじっと見守っている視線があった。

			　ご主人様ではない。彼は森へ探たん索さくに行ってしまった。

			　わたしの反対を押しのけて。……いや、それはいい。

			　いまはいい。

			　いまは目の前の、この視線のことだ。

			「……見ていて楽しいものですか？」

			「はい」

			　シーツに身を包んだ加か藤とうさんが、ほんのわずかな笑みを唇の端に乗せて頷うなずいた。

			「なかなか面白いですよ。不思議だなあって思います」

			　そういって加か藤とうさんは、わたしが作製した丸盾たてを手に取った。

			　滑なめらかな表面を持つ黒い盾たてだった。

			「材料はただの木なのに、作り終わったら金属にしか見えないなんて」

			　盾たての黒い表面を加か藤とうさんが少し伸びた爪で弾く。ぎぃん、と鈍にぶい音がした。

			　最近のわたしの作品は、大抵がこうした黒っぽい色合いに変化する。

			　変化は見た目だけのものではなくて、性質は硬くて粘ねばり強いものになっている。

			　それは本来の木材の質感とはまるで似ても似つかぬものだ。
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			　しかし、それがどう『不思議』だというのだろうか？

			　わたしが作ったものは魔法のかかった品物になる。わたしはマジカル・パペットであり、それがモンスターとしての特性であるから、そこに不思議なことなど欠片かけらもない。

			　わたしには、加か藤とうさんがどこに疑ぎ問もんを抱いているのかがわからなかった。

			「不思議、ですか？」

			「はい。……あれ？　ローズさんにとっては、これって不思議なことじゃないんですか」

			　わたしが頷うなずくのを見て、加か藤とうさんは少し難しげな顔をした。

			「そっか。ローズさんはわたしたちみたいに、教科書で原子なんかの概がい念ねんを習ったわけじゃないですもんね。……そういえば、地球でも昔はツバメだかなんだかが、砂浜にもぐってハマグリになるって考えられていたことがあるって、水島先輩が言ってたことがありましたっけ」

			　ぶつぶつとつぶやく加か藤とうさん。

			　彼女と受け答えをしつつ、基本は黙もく々もくと木材を削けずるわたし。

			　これは最近、このアラクネの巣でよくある光景だった。

			　ちなみに、リリィ姉様は療りよう養ようのために離れたところで休んでいるので、会話には参加していない。そろそろ動いても大丈夫なのだが、完全回復するまでは休んでいるようにご主人様に厳命されているのだった。こういうところは、ご主人様は心配性だった。

			　ともあれ、そういった経けい緯いから、加か藤とうさんの話し相手はもっぱらわたしが務めていた。

			「魔法道具の作製」

			　加か藤とうさんは、黒い盾たてを指の腹で撫なでる。

			「ローズさんにしてみれば普通のことなのかもしれないですけど、わたしからすればすごいことですよ。魔法ってすごいですね」

			「わたしのこれは、魔力を利用していますが、厳密には魔法ではありません」

			「魔法ではないとしたら、すごいのはローズさんの腕うでですね。これだけのモノを作れるんですから」

			「ありがとうございます」

			「真ま島じま先輩もそう思ってますよ、きっと」

			　思わず顔を上げると、薄らと笑みを浮かべた加か藤とうさんが、こちらを見ていた。

			　彼女はわたしがなにを一番喜ぶか、よくわかっているらしい。

			「なにか手伝うことがあったら言ってくださいね」

			　どこまでわかっていて言っているのだろうか。

			　そんなことを考えながら、わたしはいまのいままでかたちを整えていた丸盾たてを差し出した。

			「では、これを廃はい棄き場所に持って行っていただけますか」

			「あれ？　これも捨てちゃうんですか」

			「雑念が混じりましたから」

			　まだ大体のかたちを作っただけの盾たてを、加か藤とうさんに渡す。

			　彼女は眉まゆを下げ気味にして、それを受け取った。

			「ひょっとして、邪魔しちゃいました？」

			「いいえ。これはそれとは別件です」

			「ならいいんですけど。……前々から思っていたんですけど、ローズさんって結構たくさん失敗作を出していますよね」

			　離れたところにある木片の小山へと、加か藤とうさんは視線をやった。

			　それは全部、ここ数日のうちにわたしが作っては捨てを繰り返した失敗作だった。

			　資源は周囲にいくらでもあるとはいえ、かけた時間は少しもったいない。

			　けれど、わたしはこと自分の作品について妥だ協きようするつもりはなかった。

			「わたしの武具にはみなの命がかかっていますから。少しでも納得のいかないものを提供するわけにはいきません」

			「ああ。なるほど。ローズさんは職人さんなんですね」

			　好ましげな口調で言って、加か藤とうさんはさっき渡した失敗作を捨てにいった。

			　わたしはその間に、新しい木材を見み繕つくろって作業を再開する。

			　木は生き物であり、それぞれに癖くせがある。加工するためには、その癖くせをきちんと理解しなければならない。それは魔力を込めて作品を仕上げるわたしであっても変わらない。

			　この手で触れて、よく観察すれば、どのようなかたちが最善であるかは自ずとわかる。

			　まずは大体のかたちに削けずるところから。最終形のイメージは、この時点で大体頭に浮かんでいる。あとはそれに近付けるだけだ。

			　作業を進めているうちに加か藤とうさんが戻ってきて、わたしの目の前に再び座った。

			　シーツを引き寄せ、肩にかけると彼女は目を細める。昨日、雑談の合間に聞いたところによると、シーツに包まれていると安心するのだそうだ。『赤ん坊が自分のタオルを持っていると落ち着くようなもの』という比ひ喩ゆは、赤ん坊時代のないわたしには理解しづらいものだったが。

			　そうしていつもの通りシーツに包まれた加か藤とうさんは、おもむろに口を開いた。

			「さっきの失敗の原因だっていう『雑念』は、ガーベラさんのことですか？」

			　ばきりと音を立てて、わたしの手のなかで木片がふたつに割れた。

			「……」

			　しばしの間、呆ぼう然ぜんとする。

			　わたしの時間が再び動き出したのは、申し訳なさそうな顔をした加か藤とうさんが頭を下げてからのことだった。

			「すみません。今度こそ、邪魔しちゃいましたね」

			「……いえ」

			　原因は加か藤とうさんだが、やってしまったのはわたしのミスだ。

			　わたしは首を横に振って、使い物にならなくなった木材を脇わきに置いた。

			　新しいものを手に取る。それを改めて削けずりつつ、わたしは尋たずねた。

			「どうしてガーベラの件だと？」

			「ごめんなさい。以前に真島先輩と話をしているのが、聞こえてしまいました」

			　というと、３日前の朝のやりとりだろうか。

			　ガーベラに対する不信感を、ご主人様に訴うつたえたときのことだ。

			　あれを聞かれてしまっていたのだとしたら、今更隠してもあまり意味はないだろう。

			「加か藤とうさんのおっしゃる通りです」

			　わたしの作業を邪魔している『雑念』の正体は、ガーベラに関わることだった。

			　わたしはどうしても、あのガーベラのことが気になっていたのだった。

			　ご主人様はガーベラのことを許している。彼の眷けん族ぞくを自任するのなら、わたしもまた彼女のことを許すべきだ。頭ではそうわかっている。

			　しかし、どうしても感情がついていかないのだ。

			　――わたしは、ご主人様の盾たてだ。

			　彼の被るすべての災さい厄やくを、この造り物の体で肩代わりしたい。

			　その結果として、この身が残ざん骸がいと化したとしても、わたしは一向にかまわない。

			　そう思い定めたわたしにとって、ご主人様を守り切れなかったあの夜の出来事は、あまりにも苦い記憶だった。

			　力及ばず蹴け散ちらされて、ご主人様を奪うばわれたときに感じた絶望。

			　アラクネの巣に辿たどり着き、傷ついたご主人様を見たときに覚えた激げき怒ど。

			　どちらの感情もわたしのなかで、いまだに埋うずみ火びとして嫌いやな熱を帯おびている。

			　それだけでも、わたしが彼女を許すことは相当に難しい。

			　更には、これは恐らくお互いにとって致ち命めい的てきとさえ言えることだと思うのだが、ガーベラがあのような凶きよう行こうに至った理由について、わたしはまったく理解できなかったのだ。

			　――ご主人様を自分だけのものにしてしまいたい。

			　ガーベラが暴走した動機は、蜘く蛛もとしての彼女が生来持つ、そうした衝動にある。

			　大切なものを自分だけのものにしたいという情動は、ひょっとしたら、多かれ少なかれ誰でも抱くものなのかもしれない。

			　ところが、わたしにはその手の感情がまったくといっていいほど存在しなかったのだ。

			　これはもう、どちらが良いとか悪いとかいう問題ではない。

			　確かなのは、持って生まれたこうした性質の違いのために、わたしは彼女を理解することができないということだった。

			　誰かを許すということは、その相手を理解することなしには難しい。

			　致ち命めい的てきとはそういうことだ。

			　わたしにだって、ご主人様が許している彼女のことを受け入れたい気持ちはある。

			　……あるのだが、どうしてもそこが引っ掛かってしまう。

			　許せないと感じてしまう。ご主人様がそれを望んでいないとわかっていても。

			「……お恥ずかしい限りです」

			　わたしはご主人様の意に沿えていない。彼の眷けん族ぞくとして、それは恥ずべきことだった。

			「恥ずかしがる必要はないと思いますけれど」

			　しかし、そういうわたしに加か藤とうさんは首を横に振った。

			「ローズさんは少し、自分を殺し過ぎるきらいがありますね」

			「自分を殺し過ぎる……ですか？」

			「眷けん族ぞくとして真島先輩のことを第一に考えるローズさんの姿勢は理解していますし、相手を立てようとするところは美徳だと思います。けれど、あまりそれが行き過ぎると、今度は自分というものがなくなってしまいますよ？」

			「それではいけませんか」

			　加か藤とうさんの言い分は、わたしにはいまひとつぴんとこなかった。

			「ご主人様はガーベラを受け入れると決め、彼女のことを許されました。でしたら、わたしは彼の意に沿うべきでしょう。なぜなら、わたしたちはご主人様の望みを叶かなえるために存在するのですから。そのためにならわたしの意思など、どうだってかまわないではありませんか」

			「ローズさんはそういうと思っていましたけどね……」

			　加か藤とうさんの口調には、苦笑めいたものが混じっていた。

			「ですけど、そういうことならそれこそ、ローズさんが自分を殺してしまうことを、真島先輩は喜ばないのではないですか？」

			「……それは」

			　わたしは言葉に詰まった。彼女の言い分を否定することは難しかった。

			　ご主人様はわたしたち眷けん族ぞくのことを大事にしてくださっている。ともすると、主人である自分自身よりも、わたしたちのほうが大事だと思っているようにさえ見えるくらいに。

			「でしたら、加か藤とうさんはガーベラの件をどうしたらいいと考えているのですか？」

			　現状、わたしはわたし自身を持て余している。

			　加か藤とうさんに話を聞いてもらえるこの機会は、わたしにとって悪いものではなかった。

			　わたしの脳のう裏りには、ナイフの１本さえ持たずに自分自身の戦いに臨んだあの夜の加か藤とうさんの姿が、いまも鮮せん明めいに焼き付いている。所しよ詮せんモンスターでしかないわたしたちなんて比べ物にならないくらいに、彼女は心というものに通じているのだ。

			　彼女なら、袋小路にあるわたしの心に行き先を見出してくれるかもしれない。

			　そう期待させるだけのものが、加か藤とう真菜という名の少女にはあった。

			「……ローズさんが許せると思ったときに許してあげれば、それでいいんじゃないでしょうか」

			　加か藤とうさんはほんの少し間をおいてから口をひらいた。

			「自分の心を殺してはいけません。それは真島先輩が望むことではありませんし、きっとどこかで歪ゆがみが出ます」

			「歪ゆがみですか」

			「たとえば、ローズさんはガーベラさんに対する感情を押し殺していましたけど、それは彼女から贖しよく罪ざいの機会を奪うばっていたと見ることもできるでしょう？　そうなれば、いつまで経っても彼女はあなたに受け入れられることがない」

			「……そういう見方もあるのですね」

			　加か藤とうさんの意見は、わたしにとって興味深いものだった。

			　気付けば、わたしは作業をする手をとめて、加か藤とうさんと向き合っていた。

			　彼女との会話にはそれだけの価値があったのだ。

			「あとはお互いの努力次第でしょうね。ガーベラさんのほうは……きっと先輩がどうにかしてくれていると信じるとして」

			　加か藤とうさんはここではないどこかを見る目をしていた。

			　昏くらい目だ。だが、その眼差しはしっかりしている。

			　きっと彼女の目に見えている世界は、わたしのそれとは違っているのだろう。

			「ローズさんは、ガーベラさんのことを受け入れてあげたいと思ってるんですよね」

			「はい。それはもちろん。ですが、どうしても彼女のことを許せる気がしないのです」

			「そうですか。……そうでしょうね。ある意味、それは当然のことかもしれません」

			　当然のこと。加か藤とうさんはわたしの現状をそう表現した。

			「だってローズさんには、自分の欲がありませんから」

			「欲……ですか？」

			「そう言ってしまうと、悪い印象がありますかね」

			　加か藤とうさんは小さく笑った。

			「だけど、真島先輩だって、『自分のことを家族みたいに愛してくれる存在に傍そばにいてもらいたい』と思ってますよね。先輩が『そうしたひとたちを愛して、自分もそれに誠実に応えたい』と願っていることは、眷けん族ぞくであるローズさんがよく知っているところでしょう。これだって、ある種の欲です。わたしはそれを先輩らしいことだと思います」

			「……欲」

			「欲と言って受け入れがたければ、望みと言い換えてもかまいません。それはレトリック上での些さ細さいな違いですから。大切なのは、それこそが彼の『人間らしさ』だということです。そのあたりの事情は、リリィさんやガーベラさんだって同じでしょう」

			　それはたとえば、リリィ姉様なら『ご主人様に愛されたい』と願っている、というようなことだろうか。

			　あるいはガーベラなら、『他の眷けん族ぞくに仲間として受け入れてもらう』ことを望んでいると言えるのかもしれない。

			「ローズさんはこの欲が偏かたよっているように見えるんです。『なにかをしたい』、『してほしい』、そして『してあげたい』。欲求には様々なかたちがありますけど、ローズさんはこの最後のひとつ、『してあげたい』に酷ひどく偏かたよっているように見えます」

			「それはつまり、わたしの人格が欠けつ陥かん品ひんだということですか？」

			「それは違います」

			　加か藤とうさんは強い口調でわたしの疑ぎ問もんを否定した。

			「偏かたよっているのは、ただ未発達であるからです。間違っても欠陥なんかじゃありません」

			「そうと言い切ることは……」

			「できます。言い切れます。だってローズさんが心を得てから今日まで、まだ数ヶ月と経っていないんでしょう？　心が育っていなくて当然じゃないですか」

			　指摘されたわたしは、虚きよを突かれた気持ちになった。

			　確かにその通りだった。

			　わたしには誕生の瞬間がふたつある。

			　マジカル・パペットとしての発生と、ローズという名の個体としての誕生のふたつだ。

			　しかし、どちらがより本質的な意味で『誕生』と言えるかといえば、それは後者に違いない。

			　意思なき人形としての生など、いくら重ねても薄っぺらな紙束でしかない。それに比べて、仕えるべき主あるじを得て彼のために奉ほう仕しする日々の、なんと色いろ鮮あざやかなことだろうか。

			　マジカル・パペットであるわたしには、ああ、確かに赤ん坊時代などない。だが、こと感情面においては、いまこそが生まれたばかりの赤ん坊のようなものなのだ。

			　わたしの情じよう緒ちよは未発達で未熟だ。

			　水島美穂の記憶を持つリリィ姉様はもとより、あのガーベラにさえ及ばない。

			　わたしはご主人様のために在りたい。彼のために働きたい。彼のためになるなにもかもを『してあげたい』。それだけが、これまでのわたしのすべてだった。

			　未発達とはそういうことで、だからこそ、ご主人様がほしいという『なにかをしたい』という衝動に端を発するガーベラの暴走が、わたしには理解できなかったのだ。

			　以前にわたしは、かつての級友を返り討ちにして沈しずむご主人様を前にして、人の心の機き微びがわからないと嘆なげいたことがあるが、それだってこのあたりが理由なのかもしれない。

			「ですが、そもそもわたしに、そうした類たぐいの欲などというものがあるのでしょうか」

			　それが『人間らしさ』のひとつの表れであるのなら、人形であるこの身に十全な情じよう緒ちよが備わっていなくてもおかしなことはないように思える。

			　けれど、加か藤とうさんはかぶりを振って、この懸け念ねんを否定した。

			「ありますよ。真島先輩が傍そばにいてほしいと望んでいるのは、都合のいいお人形ではないでしょう。確固たる人格を持った他者であるはずです。だからこそ、いまはこうしてローズさんとガーベラさんの仲がややこしいことになっているわけですし。だったら、ローズさんに自分の望みがないはずがありません」

			「ですが、本当にわたしはなにも思いつかないのです」

			　わたしが困り切っていることがわかったのか、加か藤とうさんは思案げな表情を見せた。

			　考え込むことしばし。彼女の眉まゆの間に寄っていた皺しわが消えた。

			「ローズさんはこれまでに、幸せだなって思ったことはありませんか？」

			「幸せ、ですか？」

			　加か藤とうさんの問いかけに、わたしは首を傾かしげた。

			「はい。その幸せをもう一度。そんなふうに思えるのなら、それはローズさんの望みって言えるんじゃないですか？」

			「なるほど」

			　わかりやすい示し唆さを得て、わたしは考え込んだ。

			　ご主人様のために尽つくしているいまこそが、わたしにとっての幸せではあるのだが……。

			「先輩のために働けたとか、先輩の役に立ったとか、そういうこと以外ですよ？」

			　釘を刺されてしまった。まあ、言っていることはわかる。

			　わたしが探すべき自身の望みは、『なにかをしたい』とか、『なにかをしてほしい』というかたちのものでなければならない。そうであればこそわたしは、これまでわたし自身も知らなかったわたしの一面を見付け、成長することができるのだから。

			　幸せ。

			　しあわせ。

			「……」

			　その単語を頭に浮かべたときに、ふと脳のう裏りによぎったものがあった。

			　――……むしろ、幸せ過ぎて怖くなります。

			「ローズさん？」

			　その台詞せりふは、かつて自然と漏もれたものだった。

			「なにか思いつきました？」

			「あ、いえ。その……これは、違います」

			　ちょっとした仕草に気付いて尋たずねてくる加か藤とうさんに、わたしは咄とつ嗟さに否定を返した。

			　誤ご魔ま化かしたというより、これでは単なる嘘うそだった。

			　とはいえ、それも仕方なかった。

			　だって、さすがに『これ』はないだろう。

			　いくらなんでも、『これ』は許されない。

			　確かに加か藤とうさんはわたしに、これまでの短い生しよう涯がいで経験した幸せの記憶について尋たずねた。

			　その点で言うのなら、『これ』は完かん璧ぺきだ。わたしの一番の幸せの思い出であり、文句なしに彼女の告げた条件に合致する。……だけど、それを『もう一度』などとは。

			　高望みというレベルですらない。僭せん越えつ至し極ごくとはまさにこのことだ。

			　願っていいはずがない。望んでいいわけがない。

			　わたしはただの人形なのだから。

			「ローズさん、嘘うそついてますよね」

			　けれど、加か藤とうさんはざっくりとわたしの言い訳を切り捨てる。

			　彼女にしてみれば、わたしの拙つたない嘘うそなんてお見通しということらしい。

			「ローズさんが『そうしたい』って思ったってことは、もう相当本気で思ってますよね」

			　それは、いつかの夜にリリィ姉様を追い詰めていたときを彷ほう彿ふつとさせる容よう赦しやのなさだ。

			　違うのは、たった一点だけ。

			　あの夜はご主人様のために彼女はそうしていた。

			　今日はわたしのために彼女はそうしている。

			　ひょっとすると、彼女は持ち前の鋭い感性で見抜ぬいているのかもしれない。わたしが成長するために、これは絶対に必要な通過儀礼なのだということを。

			「わ、わたしは……」

			　そんな彼女の確信を持った態度に、背を押されたということもある。

			　だが、やはり決め手は他にあった。

			　わたしは自分の望みを自覚してしまった。知らなかった頃には、もう戻れない。

			　自覚した望みに従いたいと、ちらりとでも思ってしまったこと。

			　それこそが、わたしにとって決定的だった。

			「ご……」

			　思い切って、勇気を振り絞しぼって、わたしは自分の望みを言葉にする。

			「ご主人様に……」

			　言葉にしてしまう。

			　

			「ご主人様に……抱きしめてほしい」

			　

			　言葉にして、案の定、わたしはそれを後こう悔かいした。

			　ご主人様に抱きしめてほしい？

			　なんだ、それは。どういうつもりだ。

			　言っていいことと悪いことがあるだろう。

			　確かにわたしは一度、ご主人様に抱きしめられたことがある。

			　ご主人様の学友であったという、卑ひ劣れつな男子生徒を返り討ちにした夜のことだ。

			　抱きしめられて、抱き返して、眠りに落ちたご主人様と一晩中寄り添っていた。

			　眠ることのないわたしにとって、あれこそが一夜の夢だ。

			　もちろん、あれは極めて例外的な出来事だ。

			　それはわたしだって重々承知している。

			　所しよ詮せん、夢は夢でしかない。それを本気で望むのは愚おろか者のすることだ。

			　身の程を知れ。

			　お前はただの人形だろう。

			　……そう言い聞かせても、今更自分の心は偽いつわれない。

			　なんてことだろうか。

			　わたしは本気で、ご主人様に抱きしめてほしいと願ってしまっているのだ。

			「……あぁ、もう！　可愛かわいいなあ、ローズさんは！」

			　突然、わたしは正面から抱きつかれた。

			　加か藤とうさんに。

			　硬こう直ちよくしていたわたしだったが、我に返ると、恐る恐る彼女の肩を押し返した。

			「申し訳ありません。加か藤とうさん。離れていただけますか」

			「あ、ごめんなさい。わたしったら、つい」

			　ひょいっと体を離して、加か藤とうさんはバツが悪そうに眉まゆを下げた。

			　そんな彼女はどこかリリィ姉様に似ていて……そうではないことに、すぐに気付いた。

			　これは多分、姉様が擬ぎ態たいしている水島美穂に似ているのだ。

			　日常のなかにある、極々当たり前の少女の姿。

			　だとしたら、こちらが加か藤とう真菜という名の少女の本来の姿なのかもしれない。

			「ローズさんが抱きしめてほしいのは、わたしじゃなくて真島先輩ですもんね」

			「え、はい。その、いや。しかし」

			「なんですか？」

			　きょとんとした加か藤とうさんに、おずおず告げる。

			「……わたしのような人形が、ご主人様に抱かれようなどとは僭せん越えつというものでしょう」

			「そんなことないです」

			　それは咎とがめるような口調だった。

			「そんなことを言って、ローズさんは諦あきらめちゃうんですか」

			「ですが、こんなわたしの我わが侭ままに、ご主人様を煩わずらわせるわけには……」

			「きっと真島先輩は、ローズさんが我わが侭ままを言ったら喜びますよ」

			「我わが侭ままを言われているのにですか？」

			「わたしが見る限り、先輩って、尽つくしてもらってばかりいると、それを申し訳なく思うタイプじゃないかと思うんですよ」

			「それは……」

			　……ありえる、とわたしは思ってしまった。

			　わたしがご主人様のために尽つくすのは当然のことなのに、彼はそれをよしとはしないところがある。

			　だったら、これはご主人様にとってもいいことなのか。

			　ああ、いやしかし。

			　駄目だ。駄目だ。これは悪魔の囁ささやきだ。

			「諦あきらめちゃ駄目ですよ」

			　加か藤とうさんは言う。

			　それは悪魔の囁ささやきというよりも、むしろ慈じ母ぼの後押しのような優しげな声こわ色いろだった。

			「ローズさんは先輩を困らせたくない。だったら、先輩が望んで抱きしめてくれれば、それでいいということですよね？」

			「それでいいといいますか、それは望ぼう外がいの事態なのでは？」

			　あの一夜の出来事が、そうといえばそうだが。

			　あんなことが二度あるとは思えない。

			「だから、諦あきらめちゃ駄目ですってば」

			　言葉とともに、ぎゅっと手を握にぎられた。華きや奢しやな、弱々しい少女の手だ。

			「望みが実現するように努力しちゃおうじゃないですか。ローズさんの望みは叶かなえられるものなんだから」

			「……あなたは、わたしにどうしろと？」

			「簡単ですよ」

			　加か藤とうさんはじっとわたしのことを見詰めた。

			「真島先輩が抱きしめたいって思えるくらいに、ローズさんが可愛かわいくなればいいんです」

			「わたしが……可愛かわいく？」

			「そうです。幸い、ローズさんには道具を作る腕うでがあるでしょう。魔女とか、母親の形見の木とか、特別な舞台演出装置なんてなくったって、自分を可愛かわいく仕立て上げるためのとっておきの魔法が使えるはずです」

			　加か藤とうさんの提案は、決して不可能ではなかった。

			　わたしはマジカル・パペット。魔法のナイフを持つモンスターだ。

			　なにかを創造することは、ほぼ存在意義に等しい。

			　であれば、自分自身の存在だって、もう一度新しく創り上げることができるはずだ。

			　だが、できるできないは、なにも実現可能かどうかだけで決まるものではない。

			「ですが、ただの人形でしかないわたしが、そのような真ま似ねをして許されるものでしょうか？」

			「いいに決まってます」

			　それは今日一番、強い口調だったかもしれない。

			「いいですか、ローズさん。女の子が男の子に抱きしめてほしいと願ったときに、可愛かわいくなろうとするのは当たり前のことです。お化粧をしたり、自分磨きをしたり……そうした行為は、女の子にとって大事なことなんです。それを咎とがめる権利は先輩にだってありません」

			「ですが、わたしは人形です」

			「なにを言っているんですか。考えてもみてください。お人形さんがおめかしして、ご主人様に抱かれるのは、それこそ自然なことだと思いませんか？　女の子であるにせよ、人形であるにせよ、ローズさんが先輩のために綺き麗れいになることを邪魔する理由なんて、ひとつだってないんです。だってローズさんは人形の女の子なんですから」

			　諦あきらめちゃ駄目です、と加か藤とうさんは繰り返した。

			　その一途な視線を受け止めながら、わたしは迷う。

			　そんなことをしてもいいのかという眷けん族ぞくとしての非難。

			　そんなことをしても意味なんてないという合理性。

			　わたしをがんじがらめにしてきた、ありとあらゆるすべてのもの。

			　それらすべてを天秤の一方において、わたしの望みと秤はかりにかける。

			　果たしてどちらかに傾くのか。

			　その結果をじっと見詰めていたわたしは……不意に、自分がとても愚おろかなことをしているのに気付いた。

			　そうして秤はかりにかけている時点で、わたしの望みの持つ重みは明白だったからだ。

			　理り屈くつではない。

			　理り不ふ尽じんで不合理な、この気持ち。

			　ああ。そうか。

			　これが『なにかをしたい』ということなのか。

			　そのときようやくわたしは、ひとの心というものの一端を理解したのかもしれなかった。

			「たとえば、わたしが精一杯に装ったとして――」

			　わたしは最後に尋たずねた。

			　あとから考えてみれば、きっと後押しがほしかったのだと思う。

			「――ご主人様は、喜んでくださるでしょうか？」

			「きっと喜んでくれますよ」

			　加か藤とうさんはわたしの決断を控ひかえ目な笑顔で祝福してくれた。

			　その言葉に嘘うそはなく、励はげましの文句には慈じ愛あいが込められている。

			　いまのわたしには、それがきちんと感じ取れた。

			　本当にありがたいことだった。彼女がいなければわたしは、心のなかの倉庫に鍵をして仕し舞まっておいた自分の望みを、古びて錆さび付いてしまうまでずっと放っておいたことだろう。

			　大切なものを大切だとも気付かないままに、いつかわたしは朽くち果てていったことだろう。

			　いまならガーベラのことだって、いつかは許せるような気がしていた。

			　彼女のやってしまったことは腹立たしいが、それでも、彼女にそうさせた動機を意味不明だと切って捨てるような気持ちは薄れている。

			　いますぐには無理かもしれないが、いずれは。そう遠くないうちには、きっと……。

			「もちろん、ローズさんが可愛かわいくなれるようにわたしも協力しますからね。全力でバックアップさせてもらいます」

			「ありがとうございます」

			　わたしは眷けん族ぞくモンスターと人間という垣かき根ねを越えて、そのとき、個人としての彼女に純粋な感謝の念を抱いた。

			「加か藤とうさんは……」

			　だからこそ、疑ぎ問もんに思った。

			「……わたしたちに腹を立ててはいないのですか？」

			「腹を？」

			　加か藤とうさんは目をまるくした。

			「わたしが？　ローズさんに？　いったいまた、どうして？」

			「ご主人様があなたを保護すると決めてからというもの、我々はあなたをずっと警戒していました。あなたを内なる敵として認識していたのです。それはすでにご存じなのでしょう？」

			「ええ、まあ。以前、リリィさんにも面と向かって言われてしまいましたしね」

			　ガーベラとの死し闘とうに臨む直前、リリィ姉様は加か藤とうさんに対して、それまで抱いていた疑ぎ念ねんを正面からぶつけた。だというのに、加か藤とうさんは本心から気にしていないらしく、その口調は何気ない日常の出来事を語るときと変わらなかった。

			「それに、あのときにも言いましたけど、あれ以前に勘かん付づいてもいましたから」

			「でしたら、あなたはわたしに怒りを向けるのが普通なのではありませんか？　少なくとも、あの加賀という男は、ご主人様に殺される前に怒り狂っていましたが」

			　ご主人様と目の前の加か藤とうさん以外で唯ゆい一いつ、生きて話をしているところを見たことのある人間の男の姿を、脳のう裏りに思い浮かべる。もっとも、顔立ちはそろそろおぼろげになりつつあったが。

			「あの人と一緒にされるのは……さすがにちょっと嫌いやですけど」

			　相当不ふ愉ゆ快かいなのか、加か藤とうさんのほっそりとした眉まゆの間に浅い皺しわが寄っていた。

			「申し訳ありません」

			　わたしは頭を下げた。

			「しかし、あながち的まと外はずれではないかと思います。隠し事をされていたら、ひとはそれを不ふ愉ゆ快かいに思うものでしょう。加か藤とうさんが我々に悪感情を抱いていてもおかしくないはずです」

			　これだけの手助けをしてもらっておいて、疑ぎ問もんをそのまま放っておくことはできなかった。

			　ともすれば、加か藤とうさんはわたしの悩みを解決するために、こうして時間を割さいて話しかけてくれたようにも思えるのだ。

			「そうですね。わたしとしては、ローズさんたちの立場ならわたしを疑うたがうのは無理ないと思ってるんですけど、それでも、普通なら多少なり不ふ愉ゆ快かいな気持ちになるかもしれませんね」

			　加か藤とうさんはわたしの指摘に頷うなずいた。

			「だったら……」

			「でも、わたしは別に怒ってませんよ」

			　それは不可解な言葉だった。

			　普通なら怒るようなことをされても、加か藤とうさんは特に不ふ愉ゆ快かいな気持ちにはならなかったのだという。

			　わたしが理解できていないことを察さつして、加か藤とうさんは首を傾けた。

			「……うーん。そうですね」

			　さっき観察していた完成品の丸盾たてを再び手に取って、加か藤とうさんは胸に抱えた。

			　折った指を唇に添えて、シーツのなかで考える仕草。薄い唇が言葉を紡つむぐ。

			「わかりやすく言うなら、わたしはあなたたち眷けん族ぞくに共感を覚えているんですよ」

			「共感……ですか？　人間であるご主人様に対してではなく？」

			「はい。眷けん族ぞくであるあなたたちに」

			　そういう加か藤とうさんの言い分は、なるほど、一点を除けば納得のいくものだった。

			　わたしたちに共感しているからこそ、その立場に理解を示すし、怒りを抱くこともない。

			　それはわかる。

			　だが、そもそもどうして共感を抱くことになるのかがわからない。

			　わたしたちはご主人様の眷けん族ぞくだ。ご主人様に尽つくすことが存在意義だ。それは、自身の隠された望みを知ったいまになっても変わらない、わたしのなかの真実だった。

			　そんなわたしたちに共感するところが、どうして人間の加か藤とうさんにあるのだろうか。

			「それに、ローズさんには感謝していますしね」

			　と、加か藤とうさんは続けた。

			「だって、わたしを相手にして疑うたがうことなく、普通に話をしてくれているじゃないですか。そんなのはローズさんだけです」

			「わかるのですか？」

			　驚いて尋たずねると、加か藤とうさんはやや苦笑めいた表情を見せた。

			「こうしてわたしの話を聞いてくれましたし、あの夜だって、最初からわたしを一緒に連れて行ってくれるつもりだったでしょう。ローズさんが素直な性格をしているのは知ってます。腹芸のできるタイプではないですし、あれが口先だけならすぐに顔に出ていたでしょう」

			「わたしの顔はのっぺらぼうですが」

			「はい。だから、そこの部分は冗談なんですけど」

			「……」

			　加か藤とうさんの言動がどこまで本気かわからないが、わたしがわかりやすいというのは事実だ。

			　自覚のあることだが、わたしはご主人様も含めたこの一行のなかで、恐らく一番頭が悪い。

			　真ま面じ目めで実直と言えば聞こえはいいが、実際のところは愚ぐ直ちよくで融ゆう通ずうがきかないというのが正解だろう、と自分では思っている。ガーベラの件がいい例だ。わたしが仮に加か藤とうさんを疑うたがっていたとしたら、それはすぐに彼女に伝わってしまっていたに違いなかった。

			　だから、確かに加か藤とうさんの言う通り、わたしはご主人様やリリィ姉様とは違って、彼女のことを疑うたがったりはしていない。

			　裏切るのではないか、とか。

			　なにを考えているのだろうか、とか。

			　そういうことは考えていないのだ。

			　というより、疑うたがう理由がわからないというのが正確だろうか。

			　正直なところ、ご主人様のことを痛めつけた人間という生き物について、わたしはあまり良い印象を抱いていない。加か藤とうさんのことも、初対面ではあまり好いていなかった。

			　だが、彼女と過ごすうち、わたしのなかでの彼女の立ち位置は徐々に変わっていった。

			　このあたりの事情は多分、リリィ姉様とわたしで違うはずだ。なぜなら、『戦う力のないご主人様の身の安全を守る』役割を受け持つわたしと『戦う力のない』加か藤とうさんの間には、もともと、ある程てい度どの親和性があったからだ。また、水島美穂の記憶を持つリリィ姉様と違って、わたしが自我を得てから長い時間を過ごした他者として、加か藤とうさんの占める割合は大きかった。

			　こうしたことから、わたしは白いアラクネに襲おそわれたあの夜も、加か藤とうさんを連れて行くことに躊躇ためらいはなかった。それに彼女はご主人様のために体を張って行動してくれた。このあたりが、わたしが同じ眷けん族ぞくであるガーベラを疑うたがい、加か藤とうさんを疑うたがうことのなかった理由だった。

			　今更、彼女を疑うたがう理由がない。

			　……というよりも。

			　これはあまり考えたくないことだし、決して口に出すつもりはないのだが。

			　わたしからは、加か藤とうさんに対するご主人様の疑うたぐり深さは、やや異様なものに見えていた。

			　異様というか、はっきり言ってしまうと、異常だとさえ感じていた。

			　とはいえ、ご主人様がそうなってしまっている原因は、人形のわたしでも推測できてしまうくらいに明白だ。

			　ご主人様の心に刻まれた深い傷。その痛みがいまでも彼を苛さいなみ続けているのだ。

			　恐らく、その傷が癒いえない限り、ご主人様は加か藤とうさんを受け入れることができないだろう。

			　それはもう、ご主人様自身にもどうしようもないことなのだ。

			「わたしのことを信じて下さっているローズさんには、本当に感謝しているんですよ」

			　その結果として孤独な境きよう遇ぐうにある加か藤とうさんのことは、以前からずっと気になっていた。

			「できることなら、お友達になってほしいくらいに」

			　だから、こんなことを言い出されてしまったときには、わたしは驚くとともに、納得もしていたのだった。

			「友人に、ですか……？」

			「難しいですよね、やっぱり」

			　難しい、とわたしは咄とつ嗟さに思った。

			　彼女には恩おんがある。ご主人様のこともそうだし、わたし自身も今日は世話になった。

			　恩おんは返さなければならない。しかし、わたしは眷けん族ぞくで、彼女は人間だ。

			　立場が違う。立ち位置が違う。価値観が違う。そしてなにより種族が違う。

			　わたしたちは、なにもかもが絶望的なまでに違ってしまっている。

			　だから友人になることは不可能だ。

			　いや、しかし。

			　大事なのは、そこではないのか？

			「……駄目ですよね、やっぱり」

			　加か藤とうさんは薄く笑みを作っている。

			　いまのは冗談なのだと、かたちだけの笑みを浮かべている。

			　そんなふうに儚はかなく笑う彼女の顔を見ていると、心がぎゅっと締めつけられる感覚がした。

			　わけのわからない感情が、わたしのなかで暴れ回っている。

			　これまでなら、わたしはそうした衝動的な想いを、無用なものとして即座に押さえつけてしまっていただろう。

			　だが、いまのわたしはそれがなんなのか知っていた。

			　それは、つい先程知ったばかりのものだ。

			　彼女に教えてもらったばかりのものだった。

			　それが大切なものなのだと、わたしはきちんと弁わきまえている。

			　胸のなかの衝動に背を押されて、気付けばわたしは彼女の哀しい笑顔に語りかけていた。

			「わたしはご主人様の命令があれば、あなたに刃やいばを向けるでしょう」

			「はい？」

			　加か藤とうさんは目を丸くした。

			　驚きもするだろう。わたしだって、わたし自身のこの台詞せりふに驚いている。

			　ややあって、加か藤とうさんは不思議そうに首を傾かしげた。

			「どうして突然、そんな当たり前のことを？」

			　これを当たり前のことだと思っているのか。

			　それなのに、わたしに友人になってほしいと言ったのか。

			　なにが彼女にそう言わせるのか、いまのわたしには推測することさえできない。

			　わたしは加か藤とう真菜という少女の内面を、ほんの欠片かけらでさえ推し量ることができていない。

			　けれど、そんなわたしにも、はっきりとわかることがひとつだけある。

			　それは彼女が本気でさっきの言葉を口にしたということだ。

			　だったらわたしもそれに誠実に応えよう。幸いなことに、わたしは『なにかをしたい』という気持ちを、他ならぬ彼女から教わっている。

			　どうすればいいのかという合理ではなく、どうしたいのかという衝動に後押しされて、わたしは彼女に応えた。

			「それでもよいとあなたが言うのなら」

			「はい」

			「わたしもあなたの友人になりたいと、そう思います」

			　加か藤とうさんが目を見開いた。

			　なにを言われたのかわからない、というように視線が揺らぐ。

			　歳の割に幼おさなげなその顔立ちに、じわじわと理解の色が広がっていった。

			「あ」

			　ほんの一瞬だけ、泣きそうに彼女の顔が歪ゆがんだ。

			「……ありがとうございます、ローズさん」

			　加か藤とうさんはそれを驚異的な精神力で持ち直した。
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			　けれど、堪え切れなかったかのように、その口元には微笑ほほえみが刻まれていた。

			　それだけで、わたしは自分の選択が間違いではないと確信できたのだ。

			「それじゃあ、これからよろしくお願いしますね、ローズさん」

			　加か藤とうさんがわたしに手を差し出した。それは、白い蜘く蛛もの暴走に力を合わせて立ち向かったあの夜の再現のようでいて、明確に違った光景だった。

			「って、今更な感じもしますけど」

			「いえ。これは必要なことなのでしょう」

			　ナイフから手を離して、差し出された加か藤とうさんの手を握にぎる。

			「こちらこそ、これからもよろしくお願いします。加か藤とうさん」

			　

			　これが、わたしが真菜と友人になった、その最初の日の出来事だった。

		

	
		
			05　暗あん雲うんの兆きざし

			　

			「ぐるぅあぁあ！」

			　荒々しい吠ほえ声をあげて、灰色狼、ファイア・ファングが深い森のなかを疾しつ駆くする。

			　生い茂る木々の間を縫ぬうようにして駆かけ抜ぬけ、潅かん木ぼくを踏ふみ潰つぶし、おれたちの背後に回りこもうとするその動きは、おれでは目で追うのがやっとのスピードだ。

			　しかし、それは白い蜘く蛛もの機動力を上回るものではない。

			「ぐるぅ……っ!?」

			　驚きよう愕がくの唸うなり声。狼の正面に白い影が立ち塞ふさがる。

			「通せんぼ、だの」

			　ほんの一瞬前までおれの隣にいたはずの白い蜘く蛛もが、少女の顔でにやりと笑った。

			「ふんっ」

			「ぎゃうんっ!?」

			　白い蜘く蛛も、もといガーベラは、ファイア・ファングの鼻はなつ面つらを素す手でで殴りつけた。適当に突き出されただけの拳こぶしは、膂りよ力りよく任せであっても十分な殺さつ傷しよう能力が乗っている。狼の牙きばが数本へし折れて宙を舞い、体長２メートルを超える巨狼は、進路と逆方向に吹き飛ばされた。

			　これだけで首の骨が折れてしまいそうなものだが、さすがはモンスターというべきか、ファイア・ファングは鼻血を垂たらしつつも起き上がった。

			「ぐるるるるる……っ！　がぁあっ！」

			　唸うなり声をあげて牽けん制せいしておいて、一転、不利を悟ったファイア・ファングが逃げ出す。

			　もちろん、これを大人しく見送ってやる理由はない。

			「主あるじ殿どの！」

			　素早く戻ってきたガーベラは、おれの手から大盾たてを受け取って背負うと、その細ほそ腕うでにおれの体を抱き上げた。ここまで流れるような作業である。

			　戦いにおけるガーベラの動作は、ひとつひとつが機き敏びんでいて無駄がない。ともすると、目を奪うばわれてしまうくらいに。

			　戦闘の申し子である彼女は、こうした場でこそ輝かがやく。

			　……普ふ段だんの、どちらかといえば残念な感じが嘘うそのようだった。

			　あれはあれで可愛かわいらしいところではあるので、決して悪くはないのだが。

			「舌を噛かまぬように気をつけよ」

			「出会ったときにも同じことを言ってほしかったな」

			「……それは言わぬ約束ではないかの」

			　下手な冗談にガーベラは嫌いやな顔をしたが、これくらいは許してほしいものだった。

			　なにせ、いまのおれは彼女に『お姫様抱っこ』をされているのだから。

			　情けなくて涙が出そうだが、移動速度の問題から甘んじて受け入れるしかなかった。いっそのこと、荷物のように肩に担かついでいってくれとも言ったのだが、それだと森を駆かけ抜ぬけるときに危険だと却下されてしまった。

			「ゆくぞ」

			　声をかけておいて、ガーベラは弓から放たれた矢のように駆かけ出した。

			「うっ、お!?」

			　ぐんぐんと加速して、森の木がうしろに流れていく。信じられないスピードだった。

			　速度自体は現代日本で慣れた乗用車並みだが、ここは障害物だらけの森のなかだということを忘れてはならない。同じスピードで走れたとして、おれなら数メートルも行かないうちに木にぶつかってしまうだろう。反射神経が桁けた外はずれだった。

			　しかもガーベラは、抱えているおれになるべく振動がいかないよう気を遣ってくれているようだった。仮におれが彼女におぶさるかたちだったなら、掴まっていることなんてできなかったに違いない。

			　抱えられて走っているうち、おれも徐々に目が慣れてきた。

			　目の前を走るファイア・ファングの背中が確認できる。こちらも凄すさまじいスピードで森を駆かけていた。

			　だが、ガーベラの動きは更にその上をいく。だからこそ、あえて一定の距離を保って追い続けることもできるのだ。追われる側にしてみれば、たまったものではないだろう。

			　逃げ切れないことを悟ったのか、ファイア・ファングが足をとめる。

			　こちらも足をとめたガーベラと向かい合い、大きく息を吸った。

			「うおぉおぉおおぉんっ！」

			　それは雄お叫たけびか、それとも悲鳴か。手負いのファイア・ファングの遠吠えから数秒後、応えるように方々から狼の吠ほえ声が響ひびいてきた。

			　元来、狼とは群れるものだ。コロニー周辺では探たん索さく隊が狩かり残した『はぐれ』ばかりだったので事情は違ったが、普通ファイア・ファングは群れで行動する。さっき遭そう遇ぐうしたときには偶ぐう然ぜん１匹でいたようだが、こうして追い詰めれば助けを求めることは予想できた。つまり……。

			「……作戦成功だな」

			　おれが小さくつぶやくと、ガーベラが頷うなずいた。

			「うむ。５、６匹というところかの」

			　言い終わるや否や、左右の森から狼が飛び出してきた。

			「ぐるぅあぁあ！」

			　ファイア・ファング最大の攻撃手段、口腔から吐き出される赤い炎が森を舐める。

			　炎にまかれる直前、ガーベラは垂直に跳び上がって木々の上に避難した。

			「ぐっ……！」

			　がさがさと枝葉が肌はだにこすれて痛んだが、おれは歯をぐっと食いしばって堪える。

			　ガーベラはすぐに別の木に跳ちよう躍やくした。

			　その直後、さっきまでいた木に幾筋もの炎が吐きかけられ、松たい明まつのように燃え上がった。

			「残念ながら、妾わらわたちの同どう胞ほう足りえる者はおらんようだの」

			　ガーベラの言葉に眼下を見れば、そこにはおれたちのことを見上げて唸うなる６匹の狼の姿がある。いずれもパスの存在は感じ取れない。

			「そのようだな」

			「よし。ならば、躊躇ためらう理由はないな」

			　不敵に笑うガーベラの手から、放射状に蜘く蛛もの糸が飛んだ。

			　狼の半数はこれを回かい避ひしたが、残りは逃げ切れずに捕まった。ガーベラはいとも容易たやすく３体の狼を一本釣りにすると、頭から地面に叩き落とした。

			「終わらせるかの」

			　ガーベラが狼たちを殲せん滅めつするのに、そう時間はかからなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さすがに６頭ものファイア・ファングをそのまま持って帰ることはできないため、その場で処理することにした。解体して、食べられる部分とそうでない部分に分ける。

			　ガーベラとふたりで毛皮を剥はいでみたのだが、出来はあまりよくなかった。この手の作業はこれまでローズ任せだったので、こうして離れたことで彼女のありがたみがよくわかった。

			　生臭い解体現場から場所を変えたところで、おれは改めてガーベラに話を振った。

			「……さて。こうして探たん索さく場所を変えてみたわけだが、いまのところは成功だな」

			「そうさの。ただ、結局のところ眷けん属ぞくは見付けられておらぬわけだが」

			「それは仕方ないことだろう。今日の半日以下の時間だけで、ここ３日間に匹ひつ敵てきする試し行こう錯さく誤ごができたんだ。悪くはないだろう」

			　おれたちは、ガーベラの言っていた泉の近くへと足を延ばしていた。

			　確かにこのあたりにはモンスターが多く生息しているようで、続けざまにおれたちは３体に遭そう遇ぐうしていた。その最後の１体が、先程のファイア・ファングというわけだった。

			　なるべく多くのモンスターと遭そう遇ぐうするためには、群れを探すのが効率的だ。白いアラクネの戦闘能力であれば、それらを蹴け散ちらすのは造作もない。

			　最初から群れにぶつかることができれば手っ取り早くていいのだが、場合によっては、先程のように単独行動をしていることもある。そこでおれは一計を案じることにした。

			　モンスターは『己おのれの意思を持たない』が、おれたちのいた世界でいうところの『野生動物程てい度どの知能は持ち合わせて』いる。ならば、仲間を呼ぶのを待ってやれば、効率よく探たん索さくを行うことができると考えたのだ。

			　それが先程の戦闘の一部始終というわけだった。事前に立てていた作戦は見事に的中し、たかだか数時間のうちに８体ものモンスターと遭そう遇ぐうすることができた。

			「そろそろ帰らないと日が暮れる。あとは、明日だな」

			　悪くない状況だった。

			　……その一方で、残された時間はあまりない。

			　そろそろリリィは復調する。ローズだって武器の補ほ充じゆうを終わらせてしまうだろう。それ自体は喜ばしいことだが、そうなればガーベラが手柄を立てるチャンスは失われてしまう。

			　早くしなければ……。

			　胸のなかの焦あせりを抑おさえつけながら、おれは帰路についた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アラクネの巣に帰ると、リリィの満面の笑みが出迎えてくれた。

			「おかえりなさい、ご主人様！」

			　腕うでに抱きついてくる彼女の表情には疲れの色は見て取れない。それどころか、妙にテンションが高かった。

			「ただいま。……大丈夫なのか、寝ていなくて」

			「それはもう全然。起きたのはついさっきだけどね。ガーベラも、おかえりなさい」

			「う、うむ。ただいま、だの」

			　そういえば、こうしてリリィが腕うでに抱きついてくるのは、数日ぶりのことかもしれない。おれは森を歩き疲れて、帰ってくるとすぐに食事を摂とって眠ってしまっていたし、リリィはリリィで１日の大部分を活動休止して過ごしていたので、すれ違いになっていたのだ。

			　こんなに嬉うれしそうなのは、ひょっとして鬱うつ憤ぷんを溜めこんでいたからかもしれない。

			　おれとしても、元気な彼女とこうして触れ合えることは嬉うれしい。

			　……嬉うれしいと同時に、これはちょっと困ったことでもあった。元気になったリリィが探たん索さくについてくると言い出すことは、目に見えていたからだ。

			　ガーベラのためには、もう少しの間はおれと彼女のふたりきりで探たん索さくを行っていたほうが、都合がいい。どうしたものだろうか。

			　リリィが準備した愛情たっぷりの夕食を前にして、おれはそんなことばかり考えていた。

			　食事はお馴な染じみとなりつつあるファイア・ファングの肉だった。……相変わらず、まずい。硬い。リリィの愛情は、素材の不出来を覆くつがえすことはできなかったらしい。

			「明日からは、わたしも一緒に行くからね」

			「病み上がりなんだ。もう少しくらいゆっくりしていたらどうだ」

			「大丈夫だってば。もうぴんぴんしてるんだから」

			「おれだって、治ってから１日は大事をとっただろ」

			　リリィの不服そうな表情に気付かないふりをして、おれは食事を続けた。

			　下手な時間稼ぎではある。明日で成果が出るかどうかと言えば、はっきり言って望み薄だ。しかし、機会が与えられないよりマシだった。

			「そうだ。そういえば、みんなに話さなければいけないことがあったんだった」

			　おれはやや強引に話題を変えることで、リリィの反論を封じてしまうことにした。

			　それに、話があるのは嘘うそではない。今日、例の泉のことをはじめとしてガーベラから話を聞いた結果、いくつかわかったことがあったのだった。

			「この森を脱出する目め途どが立ちそうなんだ。ガーベラのお陰でな」

			「ガーベラの？」

			　リリィが視線を向けると、ガーベラは硬い表情で頷うなずいた。

			　ローズだけでなく、彼女たちの間にもまだわだかまりが残っていた。

			　リリィは自然体なのだが、ガーベラのほうが一方的に負い目を感じているようなのだ。

			　あの日の戦いで誰が一番大きな被害を受けたのかといえば、今日まで療りよう養ようを余儀なくされていたリリィだろう。ガーベラが負い目を感じるのも仕方のないことではあった。こういうシーンを見るたびに、早くどうにかしなければと思うのだが、ままならないものだった。

			「ガーベラは昔、この森の端まで行ったことがあるんだよな？」

			「う、うむ。そうだ」

			　フォローのために口を挟はさんでやると、ようやくガーベラは語り始めた。

			「最初から話すべきかの。あれはもう、ずっと昔のことだ。リリィ殿やローズ殿は知らぬだろうが、主あるじ殿どののような人間たちがこの森のなかに大勢入ってきたことが、これまでの妾わらわの長い生しよう涯がいで三度あったのだ。妾わらわが人間という生き物を見たのは、主あるじ殿どのを除けばそのときだけになる」

			「へえ」

			　リリィが感心したような声をあげた。

			「この世界って、ご主人様たち転移者以外にも人間がいたんだねえ」

			「おれも同じことを思ったよ」

			　転移してきたのが深い森の奥だったため、これまでおれたちはこの異世界で人間の存在を確認できていない。この世界にひとがいるのかどうかは未知数なところがあった。

			「とはいえ、あの山小屋があった時点で、いるだろうってことは推測できていたけどな」

			「んー、そっか。そういえば、あれがあったっけね」

			　加か藤とうさんを保護した、いまは残ざん骸がいと化したあの山小屋のことだ。

			　あれを見付けた時点で、この世界に人間がいることは予想できていた。

			　とはいえ、最悪のケースとして、おれが転移してきたこの世界が猿さるの支配する惑わく星せいだったり、直立するナメクジが生きる世界だという可能性はあった。モンスターなんてものがいる以上、それは決して笑い飛ばせない深刻な懸け念ねんだったのだ。

			　そういう意味で、実際に人間を見たことがあるというガーベラの目撃談は、おれにとって価値あるものだった。

			「当然、この深い森のなかに多くの人間が踏ふみ入ってくれば、それだけの痕こん跡せきが生まれる。妾わらわたちモンスターがそれに気付かぬわけもない。それはもう、怒ど涛とうのように押し寄せたよ。当時の妾わらわも、その１匹だった。逃げる人間を追いかけて、気付けば妾わらわは森の端におった」

			「恐らくガーベラが戦ったのは、人間の軍隊だったんじゃないかと思う」

			　ガーベラの話をおれも補足した。

			「統一した武装に身を固めた一団だったそうだ。といっても、ガーベラが到着したときにはすでに大混乱に陥おちいっていて、軍隊としての体を為していなかったそうだが」

			　上半身を守る鎧よろい。兜かぶと。そして、片手剣に盾たて。聞く限り、この世界のどこかの国に属する兵士といったところだろうか。説明を交えつつ尋たずねてみたところ、銃器の類たぐいは見られなかったらしい。主武装が槍やりではなくて剣なのは、障害物の多い森での運用を考えたためかもしれない。

			「それで、そのときのガーベラの経験によると、森から出るためには、おれたちが言っているところの北の方角に真っ直ぐ行くのが最短距離ということだ」

			「一応断っておくが、遥はるかに昔のことだからの。いまは森の境界が変わっておる可能性もある」

			「それでも、なにもわかっていないのに比べれば、ずいぶんな前進じゃない！」

			　ぱんと両手を合わせたリリィは、にっこりガーベラに笑いかけた。

			　やはり彼女はガーベラに対して思うところはないらしい。むしろその笑顔は、わかりやすく態度で歩み寄りを示そうとしているようにも見えた。考えるべきことが多過ぎる現状、彼女がそういう態度でいてくれることは、確実におれの心労を減らしてくれていた。

			「あれ？」

			　そのリリィがなにかに気付いたように目をまるくした。

			「……第一次遠征隊の進路って、確か東向きじゃなかったっけ」

			「ああ。どうやら遠征隊のトップには運がないらしいな」

			　彼らのあとをついていっていたおれたちも、あまり運が良いとは言えないが。

			　もちろん、途中で彼らが気付いて、進路を変えている可能性もある。その場合、加か藤とうさんに情報を残し、第一次遠征隊を追った水島美穂の幼おさな馴な染じみ・高たか屋や純じゆんは、永遠に追いつかない追いかけっこをしていることになるが。

			「もっとも、東に向かっても、いずれは森を抜ぬけられるだろうけどな」

			　まさかこの森だって永遠に続くわけでもないだろう。実際、北側では森が途切れているそうだし。

			「それじゃ、これからわたしたちは北へ向かうということ？」

			「……それなんだがな、正直なところ、少し迷っている」

			　東へ向かえば第一次遠征隊と合流できる可能性がある。加か藤とうさんの保護を頼むのなら、こちらを選ぶべきだ。

			　しかし、その一方でそちらへ向かえば、森を抜ぬけるのは遅くなるだろう。

			　遅かれ早かれ、おれはこの森を出なければならない。以前にも考えた通り、この森のなかは生存環境が悪過ぎるためだ。ガーベラが眷けん族ぞくに加わってくれたお陰で、安全面ではかなり状況が改善されたが、たとえば、栄養問題などは彼女の腕力でどうにかなるようなものではない。

			　人里を訪れて必要な物資を手に入れるためには、北に向かうべきだ。

			　いまなら確実に森を抜ぬけられる。その先で、人間の住む集落を見付けられる可能性は高い。軍隊があるのなら、国家だってあるだろう。どのようなかたちであれ、秩ちつ序じよだった社会なしに軍団が編成できるはずがないのだから。

			　ただ、この場合は逆に、遠征隊に合流できないため、加か藤とうさんの身み柄がらを保護してもらえる安全な受け入れ先が見付かるかどうかという問題が生じてしまう。難しいところだった。

			「まあ、急いで決断を下す必要もないだろう」

			　おれはそう結論づけた。急いては事をし損じるとも言う。いますぐに決めてしまわなければならないことでもない。しっかりと考えてから、行動に移すべきだろう……。

			「……そういえば」

			　と、そこで口を挟はさんだのは、これまでおれたちの話に耳を傾けていた加か藤とうさんだった。

			「――っ！」

			　その声を聞いて、おれは思わず、丁度、ファイア・ファングの肉串に伸ばしたところだった手をとめていた。

			「……どうした、加か藤とうさん」

			　おれはそう答えると、改めて掴んだ肉串をかじった。

			　すぐに動きを再開したので、おれの様子がおかしいことに気付いたのは、傍そばに寄り添っていたリリィくらいのものだっただろう。彼女は少し不思議そうに、おれの横顔を見詰めていた。

			「いえ。少し気になったことがありまして。いまの話を聞く限りガーベラさんは、わたしたち以外には、森のなかに軍隊が入ってきたその３回だけしか人間を見たことがないんですよね」

			「そうだったはずだ。……だな？」

			「う、うむ」

			　自分で答えるように視線で促うながすと、ガーベラはこくりと小さな子供のように頷うなずいた。加か藤とうさんに対しては、やはり苦手意識が先行しているらしい。

			「学校の制服……わたしたちのような服を着た人間にも、会ったことはないんですか？」

			「主あるじ殿どのの同どう胞ほうだという転移者のことか？　いいや。妾わらわは出で遭あったことがないな」

			「だったら……先輩？」

			　加か藤とうさんがこちらに水を向けてきたので、おれは肉串から目を上げた。

			　この頃には動どう揺ようもおさまっていた。

			　それでも彼女と目が合ったときには、心臓が変な音をたてたが。

			「以前にバラバラ死体を見付けたことがあったじゃないですか。ほら。ハイ・モンスターにやられたんじゃないかって話をしていたあれです。ガーベラさんが他の転移者たちに会っていないというのなら、あれは彼女の仕業じゃなかったってことになりますね」

			「……そういえば、そういうことになるのか」

			　以前におれたちは、チート能力者を含めた５人のバラバラ死体を見付けたことがあった。

			　殺されていたチート持ちは、固有能力こそ持たないものの、高い身体能力と魔力とを兼ね備えた『ウォーリア』と呼ばれる存在だった。反則的な戦闘能力を備えた彼らは、正面からではハイ・モンスターくらいじゃないと殺せないし、それだって難しいくらいだというのがリリィの話だった。

			　そもそも、おれたちが以前にねぐらにしていた洞どう窟くつから移動することを決めたのは、そうして存在が示し唆さされたハイ・モンスターとの遭そう遇ぐうを恐れてのことだった。

			　その後、おれたちは『ハイ・モンスターである白いアラクネ』に襲しゆう撃げきを受けた。

			　だから、てっきりおれは、あれは彼女の仕業かと思っていた……というより、最近はいろいろあってほとんどあの件については忘れていた。しかし、言われてみれば、確かにガーベラが犯人というのはありえない。それに、よく考えてみれば他にもおかしな点があった。

			　あそこにあった死体はどれも、獣に噛かみ殺されたものだった。しかし、白いアラクネはハイ・モンスターであっても、大型肉食獣タイプのモンスターではない。

			「バラバラ死体？　なんのことかの、それは」

			　案の定、ガーベラはそれを知らなかった。

			　それでは、彼女の他にもこの近辺には、モンスターのなかでも例外的な存在であるハイ・モンスターが存在するということだろうか。

			　そうでなければ理り屈くつが合わないのだが、それもそれで引っ掛かるところがあった。

			　基本的にモンスターというのは、同種以外のモンスターとは馴れ合わず、場合によっては敵対さえする。どこかのコンピュータＲＰＧの戦闘よろしく、別種のモンスターが肩を並べて仲良く襲おそいかかってきたりはしないのだ。

			　実際、いまおれたちが滞たい在ざいしているアラクネの巣には、モンスターが寄りつかない。長い年月のうちに、ここに近付くようなモンスターは排はい除じよされてしまっているからだ。

			　おれたちがバラバラ死体を見かけた地点からここまで、人の足で５日かかった。モンスターならもっと短い期間で移動可能だろう。

			　ハイ・モンスターになるためには、長い年月を生きて魔力を蓄たくわえる必要がある。たとえばガーベラは、人間であるおれの気が遠くなるような長い時間を生きている。仮にもう１体のハイ・モンスターがいるとしたら、この狭い地域に強大なモンスターが長い期間共存していた、ということになるのだ。

			　そういうこともある、のだろうか……？

			　否定するだけの証しよう拠こもない以上、そう納得しておくしかなさそうだった。

			「なんにせよ、頭にとどめておくに越したことはないな」

			「そうですね」

			　……それにしても、加か藤とうさんは優秀だ。

			　おれが気付かなかったことも、こうしてきちんと指摘してくれる。

			　切れ者……と言ってしまうと、微妙に的を外しているような感がある。加か藤とうさんは、なんというか要領がいいのだ。おれ自身が要領の悪いほうだということを差し引いても、彼女は敏さとく賢い性質をしているように見えた。その割に貧乏くじを引くことが多いような気はするが……それは、あくまで彼女自身がそういうふうに立ち回っているからなのだろう。

			　なにが彼女にそうさせているのか。

			　そう考えると、不思議だった。

			　……なにを考えて、そうしているのか。

			　そう考えると、不ふ審しんでさえあった。

			「……」

			　おれは奥歯を噛かんで苦い思いを飲み下した。

			　命の恩おん人じんに対して、こうした考え方をしてしまう自分自身に嫌いや気けが差した。

			　自覚ができるようになっただけマシという考え方もあるが、それがなにかの言い訳になるような状況でもない。命の恩おん人じんである彼女に対して義理を欠かいていることは事実なのだ。

			　そうした道義的な面だけではなく、先程も考えたように加か藤とうさんにはおれに足りないところをフォローできる能力がある。相談するなら彼女にするべきだと言ったガーベラは正しい。そういう意味でも、やはり彼女との関係については早急にどうにかする必要があった。

			　

			　おれはその必要性を認識しながらも、いまはどうすることもできず、ガーベラにとって残された貴重な機会である明日に備えて早めに眠りについた。

			　

			　……これが失敗だったと気付いたのは、少しあとになってからのことだった。

		

	
		
			06　心の通路、魔力の道

			　

			　次の日、おれは朝早いうちにアラクネの巣を出発することにした。

			「主あるじ殿どのよ。頼まれていたものができたぞ」

			　出発する直前に、ガーベラから服の上下を渡された。

			　以前に依頼していたガーベラ作の衣服だった。

			　驚くほどの速度で布を織おるガーベラだが、さすがにこの短期間での作製は無理があったらしく、布地の半分以上は以前からストックしていたものを使ったらしい。

			　簡素なつくりをした前合わせの上着は、やや厚手の長なが袖そでで、森のなかを歩くことを前提にした丈夫なものだ。ズボンも白なので、上下とも白になってしまっている。普ふ段だんはまずしないコーディネイトに違い和わ感かんを覚えたが、そこに文句を言うのは贅ぜい沢たくというものだろう。

			「似合うぞ、主あるじ殿どの」

			「……そうか？」

			　ガーベラは着替えたおれの姿を見て、なぜかもじもじと頬ほほを赤らめていた。

			　おれが自分の作った衣服を着ているのが嬉うれしかったのか、同じ白い服を着ているためペア・ルックめいた印象になっていることに気付いたのか、はたまた、これだって材料は蜘く蛛もの糸なわけで、見ようによっては『彼女が生み出した糸に包まれている』と言えるおれの姿を見て、蜘く蛛もとしての本能になにか感じるものがあったのかもしれない。

			　……あまり深く考えないことにして、おれは更に服の上からローズ作の黒く変色した防具を装着した。

			　最後に『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』を帯に差して準備は完了だ。

			　ローズが作る武具とガーベラの織おる衣服は、現在は完全に分業になってしまっているが、将来的には互いの領分で協力し合ってほしいものだった。

			　もちろん、いまでもおれが命令すればやってくれるのだろうが、この繊せん細さいな時期に無理強いをして、のちのちまで禍か根こんを残すようなことになっては目も当てられない。どうせすぐに結果が出るようなことでもないのだし、特段、急ぐ必要もない。やはりこうしたことは、彼女たちのわだかまりをなくしてからにするべきだろう。

			「主あるじ殿どのよ」

			　ふと気付くと、身み悶もだえていたはずのガーベラが気遣わしげな顔でこちらを見詰めていた。

			「どうした？」

			「いいや、なに。少し主あるじ殿どのの顔色が悪いように思えてな」

			「おれが？」

			　思わず自分の頬ほほを撫なでる。指先の感触は、心なし冷たいように思えた。

			「……いや。特に問題はない。気にするな」

			　確かに最近は考えることが多く、昨日はあまり寝付けなかった。

			　けれど、体調が悪いわけでもないし、さほど眠気も感じない。連日歩き詰めのため少し疲れは残っているが、十分に活動可能な範はん疇ちゆうだ。この程てい度どで休んでなどいられない。

			「行こう」

			　やや心配そうに眉まゆ尻じりを下げるガーベラを促うながして、おれはアラクネの巣を出発した。

			　実際に動き始めてみれば、問題ないというおれの言葉が嘘うそではないとわかったらしく、ガーベラもそれ以上なにも言わなかった。

			　おれたちは１時間ほどかけて、目的地である泉のすぐ近くまでやってきた。

			　この周辺の生き物たちの水源となっているだけあって、泉の規模はかなり大きい。

			　おれたちは更に１時間ほど歩き続け、２体のモンスターに遭そう遇ぐうした。

			　熊の体に兎うさぎの頭がついたモンスターはラフ・ラビット。もう１体は、泉の水面を割って飛び出してきた、体長１メートルほどのザリガニのようなモンスターだった。こちらはコロニーで聞いたことがないので、仮にビッグ・シザーズと名付けることにした。

			　どちらも、もう１回遭そう遇ぐうしたいところだった。というのも、両方とも初めて出で遭あうモンスターだったため、リリィに捕ほ食しよくさせて戦力増強を図る必要があったからだ。

			　……一度食べさせれば十分なのでは？　という意見はもっともだが、おれが言っているのはそういうことではない。

			　リリィが擬ぎ態たい能力を発揮するためには、モンスターの体の大部分を喰べる必要がある。

			　言い換えるなら、おれたちはラフ・ラビットとビッグ・シザーズの肉を食べることができないということだ。

			　もちろん、これらの肉をあえて食べる必要はない。ファイア・ファングの肉なら、十分に備び蓄ちくがあるからだ。

			　ただ、あえて食べる必要性はないのだが、食べたいという欲求はあった。

			　まずくて硬いファイア・ファングの肉には、もう飽き飽きしていたからだ。

			　おれは特別、食にこだわりのあるほうではないが、ずっとこんな食生活が続くと、さすがにうんざりもする。トカゲやネズミ以外で、そろそろ別の動物の肉が食べたい。

			　特に、ビッグ・シザーズは美味しそうだ。

			　ザリガニだから多少泥どろ臭くさいかもしれないし、大味かもしれないが、その程てい度どならなにも問題ないと確信を持って言い切れる。とにかく現在の食環境は劣れつ悪あく過ぎるのだ。

			　とはいえ、あまり悪戯いたずらに荷物を増やすわけにもいかない。食料としてビッグ・シザーズを持ち帰るのは、次回のお楽しみということになりそうだった。

			　そんなことを考えながらおれが休きゆう憩けいしている間に、ガーベラは例の『荷造り』を終えていた。

			　ラフ・ラビットが巨大なため、それを包んだ蜘く蛛も糸の繭まゆも非常に大きく膨ふくらんでいた。それをずるずる引き摺ずるガーベラの姿は、少しユーモラスだった。

			「お疲れ様」

			「主あるじ殿どのこそ。お疲れ様だの」

			　労いたわりの言葉を口にしたガーベラが、ローズ作の水筒を差し出してくる。

			　近くに泉があるものの、生水をそのまま飲んで腹でも壊したら目も当てられないため、飲料水については持参したものを利用していた。

			　水というのは重いものなので、歩きながら喉のどを潤すために持ち歩いている少量以外については、すべてガーベラに預けてあった。

			「ありがとう」

			　礼を言っておれはガーベラから水筒を受け取ろうとした。

			　そのときだった。

			「……ッ」

			　目に映る景色が滲にじみ、視界にちかちかと小さな光が無数に散った。

			　それはほんの一瞬の出来事だった。

			　しかし、タイミングが悪かった。

			　おれの手はガーベラが差し出した水筒を受け取り損ねていた。

			「あ」

			　指先で弾いてしまった水筒が地面に落ちる。こぽこぽと音をたてて水がこぼれた。

			　慌てて拾ひろい上げたが、中身は３分の１ほどに減っていた。

			　……やってしまった、と思った。

			　もちろん、なくしてしまった水のことではなかった。

			「どうした、主あるじ殿どの」

			　ガーベラが不ふ審しんそうな顔をして、おれのことを見詰めていた。

			「気になっておったのだがの、主あるじ殿どのよ。どうもお主、様子がおかしくないかのう」

			「……おかしいというのは？」

			「たまにだが、らしくもないミスをしておるように見えるのだ。ひょっとして、妾わらわになにか隠し事をしておらんかの？」

			　ガーベラは、じぃっと赤い瞳ひとみで見詰めてくる。

			　じいっと、じいぃいっと。……視線に込められた力が緩ゆるむことはない。

			　どうもガーベラには確信があるらしい。

			　どうにかして誤ご魔ま化かせないかと思ったのだが、この分だと無理そうだった。

			　ここ最近というもの、日中は大体ガーベラと一緒にいた。ただの人間でしかないおれが森を探たん索さくする際に、フォローをしてくれていたのは他ならぬ彼女だ。今回のことがなかったとしても、気付かれるのは時間の問題だったかもしれない。

			「大したことではないんだけどな」

			　必要な前置きをしてから、おれはガーベラに事情を明かした。

			「どうも最近、たまに目がおかしくてな」

			「目が？」

			「ああ」

			　自覚したのは、本当に最近だった。思い出せる限りでは４日前の朝、寝起きにリリィと話をしたときが初めてだろうか。

			「視界が滲にじんだり、悪いときには、ちかちか白い光が見えたりしてな……」

			「大事ではないか！」

			　叫んだガーベラが８本脚あしで迫ってきて、おれの顔を両手で掴んだ。

			　白いアラクネたる彼女の最速だ。回かい避ひできるスピードではない。おれは至近距離で、神の手によるものとしか思えない彼女の美び貌ぼうを直視することになった。

			「むぅ」

			　吐と息いきの届く距離で、じっと顔を覗のぞかれる。思わずどきりとしてしまったおれだったが、ガーベラのほうに色っぽい雰ふん囲い気きは皆かい無むだった。

			　彼女は怖いくらいに真剣な表情でおれの目を見詰めていた。

			　もちろん、そんなことで他人の体調がわかるなら、医者は要らない。

			　この世界にも医者くらいはいるだろう。……それとも、いないのだろうか。魔法が存在する、このような世界だと。

			「ほんのたまにだ。大したことじゃない。さっきも言った通り、体の調子は悪くないんだ」

			　やや早口におれが言い訳をすると、ガーベラの眉まゆの間に小さな皺しわが生まれた。

			「本当だろうの？」

			「ああ。疲れていると、人間ってのは視界が滲にじんだりするものなんだよ。よくあることだ」

			「昨日も主あるじ殿どのは似たようなことを言って、妾わらわを誤ご魔ま化かそうとせんかったか？」

			「……とにかく、離れてくれ」

			　身から出た錆さびという言葉を思い浮かべながら、おれはガーベラの顔の下半分を押しやるかたちで、ぐっと彼女を引き剥はがした。女性相手にいささか乱暴だったかもしれないが、人一倍どころではなく頑がん丈じようなガーベラは、さほど気にした様子もなかった。

			　思案げに鼻を鳴らすと、彼女は腕うで組くみをした。

			「しかし、白い光のう。……ん？　んん？　もしや、ひょっとして……」

			　筆で描かれたような真っ白な眉まゆが、ほんの少し持ち上げられた。

			「どうした、ガーベラ」

			「いやなに。ちょっと気になることがあっての」

			　ガーベラはほっそりとした手を、おれの目の前に突き出してきた。

			「確認してみるかの。ほれ、主あるじ殿どの。ちょっと見ておれ」

			「うん？」

			「……あまり妾わらわはこうしたことは得意ではないのだがの」

			　そう言ってガーベラが目を細めてから数秒後。

			「え？」

			　言われるがままガーベラの指先を見詰めていたおれは、思わず間抜ぬけな声をあげた。

			　ガーベラの指先に、白い光がちかちかと瞬またたいていたのだ。

			　それはおれがここ数日というもの、たまに見ていた光そのものだった。

			「な、なんで……」

			「やはりの」

			　ガーベラは少し疲れた様子で手をひいた。

			　すでにその指先から、先程の光は失われている。

			「まさかとは思ったがの」

			　ガーベラは小さく溜ため息いきをついた。

			「主あるじ殿どのは魔力を感知する力を手に入れておる」

			「魔力を……おれが？」

			「うむ。間違いない」

			　大おお真ま面じ目めな顔で頷うなずくガーベラからは、冗談を言っているような気配は感じられない。

			　だが、とてもではないが、おれは彼女の言い分をそのまま呑のみ込むことはできなかった。

			「そうはいうけどな、ガーベラ。おれには魔法の適性なんてないはずだ。コロニーにいた頃、チート能力者の魔法使いに、はっきりとそう言われたんだから」

			「それを妾わらわに言われても困るのだがの」

			　もっともな苦言を口にしながらも、ガーベラはそこで思考を停止しなかった。

			「……しかし、それが本当だとすると、確かにおかしな話ではあるか」

			　蜘く蛛も脚あしを折りたたんで改めてその場に座り、ガーベラは小首を傾かしげた。

			「魔法など魔力さえあれば誰でも習得できる。その身に十分な魔力さえ宿っていれば、魔力を見ることもそう難しくはない。そもそも、魔法を扱あつかうためには、魔力の感知は必須の技能だからの。……しかし、素そ養ようというものはなかなか変化せぬ」

			「そういうものか」

			「うむ。ここで素そ養ようといっておるのは、要するに魔力の総量のことだからの。主あるじ殿どのはなんらかの理由で、保有する魔力量が増加したということになる」

			　なんらかの理由で。

			　どうにも嫌いやな表現だった。

			　別に不利益をもたらすようなことではないし、おれ自身にとってはむしろ好都合ではあるのだが、自分の身に起きた変化が原因不明というのは単純に気持ちが悪い。

			「モンスターを倒したから、というのは？　確かモンスターを倒すと、その身に宿っている魔力を獲得できるんだよな？　コロニーだと、それで探たん索さく隊の強化をしようとしていたが」

			「その方法なら確かに魔力は増加するが、効率はそれほどよくはないぞ？　先程、素そ養ようとは変わりづらいものだと言ったであろ。１００や１０００の桁で殺したところで、魔力の向上を実感できるかどうか。無論、妾わらわがそうするのと主あるじ殿どのがそうするのとで違いはあるがの」

			「もともとの魔力量が違うからか」

			「そういうことだの。だがまあ、そもそも主あるじ殿どのは妾わらわと一緒にいただけで、とどめを刺したわけでもあるまい」

			「それもそうだな」

			　とすると、モンスターを倒してきたことは関係がなさそうか。

			「あるいは、もう少し効率の良い手段があって、主あるじ殿どのが知らず知らずのうち、そうした手段をとっていたということもありえるが……」

			「それはちょっと考えづらいな」

			「だの」

			　おれは頭を掻かいた。

			「わからないな。これで魔法が使えるようになるなら、万々歳ではあるんだが」

			　と言ったところで、おれはふと眉まゆを寄せた。

			「……どうした、ガーベラ？」

			　なぜかガーベラが、こちらを微妙な表情で眺ながめていた。

			「なにを言っておるのだ、主あるじ殿どの」

			「うん？」

			「主あるじ殿どのはすでに魔法を使っておるではないか」

			　呆あきれたように言われてしまったが、生憎、心当たりはない。

			「……なんのことだ？」

			「本当に気付いておらんのか。妾わらわたちの間にはパスが繋つながっておるだろ？」

			　ガーベラはやや呆あきれ顔になって言った。

			「あれも立派な魔法の一種であろうが」

			「……そうなのか？」

			「なぜ主あるじ殿どのが知らぬのだ」

			「そんなことを言われてもな……」

			　おれは頭を掻かいた。

			　探たん索さく隊のチート持ちではない普通の学生であっても、習えば魔法は使えるが、残留組の一般生徒のなかで魔法を習得する機会に恵まれたのは、ほんの一握にぎりの例外だけだった。

			　おれが知っている魔法の知識は、あくまでもコロニーで聞きかじった程てい度どのものでしかない。実態を知らないため、これまでそんなことは考えたこともなかったのだ。

			　もっとも、言われてみれば、なるほど、おれたちの間を繋つないでいるこの不思議な力は、魔力によるもの以外には考えられない。

			　おれは無意識のうちに魔法を使っていたということだ。

			　言うなれば、チート持ちとしてのおれの固有能力は、常時発動タイプの魔法なのだろう。

			　モンスターと心を繋つなぐ魔法だ。

			　そう考えると、ちょっとファンシーな感じもあって、おれみたいな男には似つかわしくないようにも思えるが……。

			「……」

			　考えてもみれば、おれはどうしてこのようなチート能力を与えられたのだろうか。

			　ふと、疑ぎ問もんに思った。

			　異世界に転移してきた人間は、チート能力を授さずかる。

			　ここまではいいとしよう。原因は不明だが、みんながそうだということは、そこにはこの異世界独特のなんらかの必然があるのだろう。

			　それでは、おれがこの能力を与えられたことにも、なんらかの必然性があるのだろうか。

			　だとしたら、どうしてまた、こんな能力を？

			　と言うと、不平不満があるようにも聞こえるかもしれないが、おれは別に文句を言いたいわけではない。

			　コロニーにいるうちに気付けるようなわかりやすい能力であれば、あんな目に遭あうことはなかったとか、常時発動型は使い勝手が悪過ぎるだろうとか、その割にチート能力としては微妙な強さだとか……。

			　そういった不平不満を並べたてるつもりは、本当にないのだ。

			　なぜなら、そうした能力を持てばこそ、おれはリリィたちに出会えたのだから。

			　たったその一点だけでも、文句なんてあるはずがなかった。

			　だから、おれはただ疑ぎ問もんに思っただけだ。

			　おれという存在は、どうしてこんなふうなのだろうか、と……。

			「……む？　待てよ、パスだと」

			　そこで不意に、ガーベラが声をあげて、おれの意識は思索から呼び戻される。

			　視線をやると、なにかに気付いたかのようにぴたりと動きをとめるガーベラの姿があった。

			　どうかしたのだろうか？

			　と、思ったのとほぼ同時に、数分前と寸分違わぬ跳ちよう躍やくを見せて、ガーベラはおれの顔を両手で捕ほ獲かくした。

			　またか、と思ったが、少し様子がおかしかった。

			「……」

			　先程と同じようにおれの目を覗のぞき込むガーベラの赤い瞳ひとみは、今度はどこか別のところに焦しよう点てんを結んでいるように見えたのだ。

			「……そういうことか」

			「おい、ガーベラ」

			　おれは低く不機嫌な声を意識して、彼女の名前を呼んだ。

			　不機嫌さを装ったのは、そうでもしないと声が上うわ擦ずってしまいそうだったからだ。

			「ひとりで納得していないで説明してくれ。あと、離してくれると助かるんだが」

			　いい加減、自分が女性としてとんでもなく魅力的だということを、ガーベラは自覚するべきだと思う。

			　ただでさえ好意を向けられていることで、おれは気持ちがぐらついているのだ。

			　彼女はおれの眷けん族ぞくで、おれにとっては特別な存在だ。そのうえ、昨日は心が弱ったところを甘えさせてもらいもした。なにかの拍子に、ぐらっときてもおかしくない。

			　眷けん族ぞくである彼女たちとの関係について、スタンスを曖あい昧まいにしたまま無責任に手を出すわけにはいかない。そう心に決めているのだから、この決心を守らせてほしいものだった。

			「うむ。すまんかったな」

			　素直におれの要よう請せいに従って、ガーベラは手を離してくれた。

			　しかし視線は外れないまま、おれの目の奥をじっと見詰めている。

			　おれが居心地悪い思いをしていることに、ガーベラが気付く様子はなかった。

			　それはまるで、それどころではないのだと言外に告げるようでもあった。

			「主あるじ殿どのよ。驚かずに聞いておくれ。お主の体のなかにはな、妾わらわの魔力が存在しておる」

			「……は？」

			　あんまりに予想外なことを言われて、おれはぽかんとしてしまった。

			「……それは、その……どういうことだ？」

			「はっきりしたことは言えぬ。普通、そんなことはありえぬはずなのだ」

			　ガーベラは真っ白な長い髪を横に揺らして首を振った。

			「しかし、推測はできる。恐らくだが、妾わらわたちの間にあるパスが原因ではなかろうか。あれは妾わらわたちの心を繋つなぐ魔法だからの。妾わらわたちと主あるじ殿どのを魔力的に結んでおる」

			「ちょ、ちょっと待ってくれ」

			　おれは混乱を抑おさえつけて尋たずねた。

			「じゃあ、なんだ。おれのなかの増加した分の魔力っていうのは、ガーベラから受け取ったものだっていうのか？」

			「あるいは、そこにリリィ殿やローズ殿の魔力も含まれておるかもしれぬ。とはいえ、それは妾わらわに検出することができないくらいに微量なのだろうが」

			「そんなことが……」

			　反論しかけたところで、おれは自分のなかに、彼女の主張を否定する材料がないことに気が付いた。

			「確かに……確かに。それならガーベラを眷けん属ぞくにした途と端たん、例の『目の前がちかちかする』現象が起きたことは説明できるか」

			　少なくとも、ガーベラを眷けん族ぞくにする以前には、そのようなことはなかった。

			「だけど、おれのなかにある魔力がガーベラのものだけというのはどうしてだ？」

			「それは単純に、保有する魔力量の問題なのではないか？　たとえば、妾わらわたち眷けん族ぞくの魔力がパスを介かいして『漏もれて』おるのだと考えてみたらどうかの。同じ比率の『漏もれ』なら、絶対量が多いほうが『漏もれ』は多くなるのではないか」

			「なるほど」

			　ガーベラを眷けん族ぞくにするまでは、同様の現象が起ってはいても、自覚できるほどではなかったということか。

			　そういえば、コロニーでは『魔力は魂たましいに宿るものだ』と聞いていた。

			　魂たましいというのがどういうものなのか、ただの学生であるおれは語ることができないし、『魂たましい』を『心』や『精神』といったものと区別することもできない。しかし、仮にそれらが似たものだとするのなら……そうでなくても密接な関係があるのなら、『おれたちの心を繋つなぐ』力を持つパスが『魂たましいに宿る魔力』を通したとしても、おかしなことはないのかもしれない。もちろん、確かなことはなにも言えないのだが……。

			　とはいえ、おれにとって重要なのは、そこではなかった。

			「つまり、なんだ」

			　唇を舌で湿らせてから、おれは少し掠かすれた声で尋たずねた。

			「眷けん属ぞくを増やせば増やすだけ、おれの魔力は強くなるってことか？」

			「そういうことになるだろうな。あるいは、いまのままでも、妾わらわたちの魔力をうまく流しこんでやることで、主あるじ殿どのの魔力量を増やすことは可能かもしれぬ」

			「それが本当だとすれば……悪くないな」

			　おれの身に備わった能力はあまり強力なものではない。単純に戦力的な意味でもそうだが、なにより致ち命めい的てきだったのが、おれ自身に戦う力がないことだった。

			　肝かん心じんのおれが脆ぜい弱じやくでは、どれだけ強力な戦力を集めようと、弱点につけこまれてしまいかねない。今回の発見には、おれの能力の抱えるこうした弱点を埋められる可能性があった。

			　おれは本当に久しぶりにわくわくとした気持ちを覚えていた。魔法というワードには、それだけの力があったのだ。

			「戻ったら早速、リリィに魔法を教えてもらえるよう頼んでみるか」

			　それはもともと、おれ自身に魔法の才能がなかったから外していた選択肢だった。

			　これまでは、剣でも振って体を鍛きたえていたほうがまだマシなくらいだったのだ。

			　だが、いまや状況は変わった。多少なり素そ養ようが生まれたのなら、それを生かす方向に動くべきだろう。これから先も眷けん族ぞくが増えるたびに魔力が増加し続けるなら、尚更のことだ。

			「そうすると、ここ数日気付かずにいたことも悔やまれるな」

			　それは素直な心情だったが、口に出してしまったのは失敗だったかもしれない。

			「主あるじ殿どのがもっと早いうちに誰かに相談しておれば、もう少し早く動き出せたのではないかの。……ああ、いや。違うのか」

			　ガーベラはなにかに気付いたように、かたちのよい眉まゆを下げた。

			「これは、妾わらわのせいだの」

			「……」

			　おれが自分の身に起きている異い変へんについてこれまで誰にも話さなかったのは、これが理由で外出をとめられてしまうと都合が悪かったからだ。

			　その理由としてガーベラのことがあるのは、否定できない。

			　とはいえ、この件に関して彼女が責任を感じる必要なんてあるはずがない。

			「別に、お前のせいじゃない」

			　しゅんとして肩を落としたガーベラの真っ白な頭を、ぽんとおれは軽く叩いた。

			「主あるじ殿どの……」

			「おれがしたいから、そうしているだけのことだ。言ってしまえば、これはおれの我わが侭ままみたいなものだよ」

			　様々な要因が絡み合った結果として、仲間たちに伏ふせていることが多くなってしまっているのは事実だ。これはあまりいいことではないかもしれない。

			　けれど、近く状況は変わるだろう。

			　いいや。おれが変えるのだ。変えなければならない。

			　自分自身の問題も、眷けん属ぞくである彼女たちの問題も。

			　全部、おれが解決する。

			　そうしなければならない。そうでなければならない。

			　彼女たちを率いる主あるじであるおれには、その責任があるのだから……。

			「うむ？」

			　と、そのときだった。

			　落ち込んで眉まゆを下げていたガーベラが、表情を強こわ張ばらせた。

			「――主あるじ殿どのッ！」

			　さすがに超一流の戦闘屋だけあって、切り替えは一瞬だった。空気がぴりっと引き締まる。

			　彼女の視線を追いながら、おれは腰こしを浮かせていた。

			　こうした反射的な行動が取れるくらいには、おれも場馴れしつつあった。

			　木々の向こうに、獣の影があった。ぱっと見て一瞬、ファイア・ファングかと思ったが、それにしては影が小さい。と言っても、中型犬くらいはあるのだが。

			「……狐きつね？」

			　三角の耳に、膨ふくらんだ尻尾しつぽ。狐きつねにしては大型だが、同じイヌ系統のモンスターであるファイア・ファングの巨体に目が慣れていたため、その姿はずいぶんと小さく見えた。

			　もちろん、体たい躯くの小ささは、危険度の大きさとまったく関係のない事柄だ。

			　おれは即座に、コロニーで聞いた知識を脳のう裏りに呼び醒さました。

			「こいつは……『風船狐』か！」

			　コロニーでの呼称を、おれが叫ぶとほぼ同時。

			　すぅぅぅううっと息を吸った狐きつねの体が、大きく膨ふくれ上がった。

			　それこそ風船のように、ついさっき小さいと思った体が、みるみるうちに膨ふくらんでいく。

			　もともとの５倍以上の球形に膨ふくれ上がった狐きつねは、殺意を帯おびた視線をこちらに向けていた。

			　たとえばこれはフグのように、威い嚇かくのために膨ふくらんだのか？

			　いいや、違う。これこそが、風船狐の攻撃手段なのだ。

			「ぎゃあぉおっ！」

			　膨ふくれ上がった体が収縮する。

			　咆ほう哮こうとともに吐き出されたのは、橙だいだい色に燃え上がるみっつの火球だった。
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			「主あるじ殿どの！」

			　ガーベラはおれのことを抱きかかえると、その場を飛び退すさった。その結果、おれたちを捉とらえることができなかった火球は、うしろに立っていた木々に激突した。

			「――っ!?」

			　轟ごう音おんとともに巻き上がる爆炎。火球が炸さく裂れつした樹木の幹みきがへし折れ、炎上する。

			　咄とつ嗟さにガーベラが切り離して置き去りにした『荷物』――倒したモンスターを包んだ蜘く蛛もの繭まゆが、爆発の余波を受けてどこかに吹っ飛んでいくのが、おれの視界の端に映った。

			　あのなかには、熊の巨体を誇ほこるラフ・ラビットの屍しかばねがくるまれていた。あれを余波だけで吹っ飛ばしてしまえるあたり、火球の爆発はかなり強力なものなのだろう。

			「……とんだ狐きつね火びもあったもんだな」

			　風船狐の吐き出す炎には物理的な衝しよう撃げきが伴ともなっている。ファイア・ファングの炎よりも火力は低そうだが、威力は単純に比較できるものではなさそうだった。

			「安心せよ。妾わらわの敵ではない」

			　おれの心のなかで頭をもたげた脅きよう威いを感じ取ってか、ガーベラが心強い言葉をくれた。

			　彼女の台詞せりふはもっともなものだった。

			　２、３秒程てい度どとはいえ、風船狐が火球を吐き出すためには準備の動作が必要だ。ガーベラには通用しない。

			　さっきはまだ態勢が整っていなかったので、念のために回かい避ひを選択したようだが、いまなら火球を吐き出す前に対応することが可能なはずだった。

			　実際、風船狐が攻撃を選択したのなら、彼女はすぐさまこれを叩き潰つぶしたことだろう。

			「む？」

			　だが、そうはならなかった。

			　風船狐は初撃を回かい避ひされたのを見届けるや、尻尾しつぽを巻いて逃げ出したのだ。

			　ある意味、見事な判断だった。……いや。褒ほめている場合じゃない。

			「逃げるぞっ！」

			「わかっておる！　ゆくぞ、主あるじ殿どの！」

			　おれの記憶が正しければ、風船狐はファイア・ファングと同じく、群れをつくるタイプのモンスターだ。逃げ出した先に群れがいる可能性は高い。

			　おれたちは昨日のファイア・ファングに対してそうしたように、逃走する風船狐の追つい跡せきを開始した。

		

	
		
			07　再びの暴ぼう虐ぎやく　

			　

			　風船狐の逃げ足は、昨日追つい跡せきしたファイア・ファングより若じやつ干かんだが速いように感じられた。

			　それとも、これはすばしこいというべきだろうか。

			　体格が小さな分、風船狐は小回りがきいた。直線ではファイア・ファングが勝つかもしれないが、障害物の多い森のなかなら、風船狐に軍配があがるだろう。

			　とはいえ、それも五十歩百歩だ。ガーベラから逃れられるほどではない。

			「……仲間に合流せんな」

			　追走すること数分、ガーベラがぽつりとつぶやいた。

			「『はぐれ』か？」

			　舌を噛かまないように十分に注意しながら、おれは文字通り目と鼻の先にあるガーベラの美び貌ぼうに問い掛けた。

			「やもしれぬな」

			　更に３センチ顔を寄せて、ガーベラが囁ささやき返した。

			「だとしたら、これ以上、追つい跡せきする意味もないがの」

			「そうだな。そろそろ頃合かもしれない。次に機会があったら仕掛けてくれるか」

			「あいわかった。……とはいえ、茂みのなかを進んでおるから、蜘く蛛も糸で捕とらえることは難しそうだがの。主あるじ殿どのを抱えていては、あまりスピードを出すわけにもいかんし……」

			　おれの要よう請せいに頷うなずいたガーベラが、ふと片かた眉まゆをあげた。

			「しめた」

			　赤い目が細められる。

			「奴め。失敗しおった。ひらいた場所に出たぞ」

			　ガーベラの言葉通り、おれにも木々の向こうに遠く森が途切れている場所が見えた。

			　森を探たん索さくしていると、たまにこういう場所に行き当たることがある。

			　直径10メートルくらいだろうか。いびつな円形に、ぽっかりと森がひらけていた。

			　まばらな下生えの間に、赤茶けた地面が垣かい間ま見える。自然にできたものには見えないから、ひょっとすると、最近、このあたりで森林火災のひとつでもあったのかもしれない。

			　そんなことを思う１秒の間に、ガーベラはその場に到着していた。

			　ガーベラが森を抜ぬけるのとほぼ同時に、風船狐が向かい側の茂みへと再び入り込む。

			「逃がさぬ！」

			　おれを抱えたガーベラが、そんなハンディ・キャップなど欠片かけらもうかがわせない機き敏びんな跳ちよう躍やくを見せて、森のなかの小さな広場に着地した。

			　そして、それが危き難なんの引き金となった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ここでひとつ、仮定の話をしよう。

			　モンスターと遭そう遇ぐうする効率を上げるためにおれたちが行っていた、『群れを相手にする』というこの方法だが、これについて他の誰かに話をしていたなら、どうなっていただろうか？

			　リリィに話をしたなら、きっと心配する彼女がこの場にいただろう。

			　それがローズだったら反対されてしまって、そもそもここには来れなかったかもしれない。

			　そして、もしも加か藤とうさんに相談ができていたのなら、彼女はおれが気付けなかった大きな陥かん穽せいにきっと気付いてくれていた。

			　おれの命を脅おびやかす落とし穴は、おれ自身の認識にあったのだ。

			　以前におれは、こう考えたことがあった。

			　――ガーベラがいる以上、通常のモンスターの脅きよう威いには怯おびえなくていい。

			　――レア・モンスター以上なら、おれの能力の対象なのだから、これも脅きよう威いではない。

			　――あえて言うなら、警戒すべきはハイ・モンスターくらいのものだが、これは狙ねらって出会えるようなものではない。

			　こうした認識は間違いではない。

			　間違いではないが、ただ、おれはひとつの要素を計算に入れ忘れていた。

			　それは、『自分自身が抱える脆ぜい弱じやく性』という致ち命めい的てきな要素だった。

			　それこそが自分に備わったこの能力最大の弱点だと、おれ自身認識しているつもりだった。

			　けれど、それでは認識が甘かった。検討が不十分だった。考えが足りていなかった。

			　……いいや。考えるだけの余裕がなかったのだ。

			　ガーベラとローズの間にあるわだかまりの解決。

			　加か藤とうさんに対する、おれ自身の負い目の解消。

			　最近になってわかった、その他諸もろ々もろの事柄についての検討と対策。

			　考えなければならないことはいくらでもあって、どれも一朝一夕で解決するようなことではなかった。そのため、どうしてもいくつかの見落としが出てきてしまっていたのだ。

			　たとえば、昨晩、加か藤とうさんがバラバラ死体について指摘した件について、まったく気付かなかったことだって、そのひとつの例だろう。

			　そして、それが最悪のかたちで露ろ呈ていしたのが、この瞬間だった。

			　このときのおれは、戦闘面でガーベラを超える存在などありえないと判断していた。

			　それは間違いではなかったが、考えをそこで停止してしまったのは失敗だった。

			　確かに白いアラクネは圧倒的な強さを誇ほこっている。正面からぶつかり合えば、この森にいるどんなモンスターであっても彼女に勝つことは難しい。

			　けれど、『だからなにがあっても大丈夫』とはならないのだ。

			　なぜなら、あくまで彼女は『ひとり』だからだ。

			　当たり前のことではあるが、おれたち人間はこの２本の腕うでに抱え込み、２本の足で支えることのできるものしか抱えられない。

			　ガーベラには脚あしが８本あるが、それでも限界があることには変わりない。

			　ありきたりな言い方をするなら、おれが忘れていたのは、『誰でもひとりでできることには限りがある』ということだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……なっ!?」

			　ガーベラに抱えられて森のひらけた場所に出た瞬間、おれは目を瞠みはった。

			　これまでおれたちが追ってきた風船狐が広場の向かいの茂みに突入するのと入れ替わりに、体を大きく膨ふくれ上がらせた別の風船狐が、茂みから身を起こしたのだ。

			　森の広場を囲んだその数は、ゆうに30体を超えていた。

			　そうしておれは思い知る。

			　おれが真実警戒すべきだったのは、遭そう遇ぐうするかどうかもわからないようなハイ・モンスターの存在ではなく、『ガーベラでさえ対処し切れない数の通常モンスターに襲おそわれる』という、数の暴力による蹂じゆう躙りんだったということを。

			　

			　――その瞬間、狩人と獲物の関係は逆転した。

			　

			　おれが自分の浅はかさを後こう悔かいしたときには、すでに危き難なんの引き金は引き絞しぼられていたのだ。

			「うぁあぁああ!?」

			　総数１００を超える火球が、おれたち目掛けて殺到した。

			　それはほとんど押し寄せる壁かべに等しかった。３６０度、全周を囲まれては逃げ場がない。

			　赤い炎に照らされた景色が、絶望で真っ暗になった。

			　迂う闊かつとしか言いようがなかった。

			　モンスターには人間のような情じよう緒ちよや意思はないが、動物程てい度どの知能はある。

			　狼、ライオン、ハイエナなど、おれがかつていた地球では、群れで戦略的に狩りをする野生動物が数多く知られていた。

			　だったらモンスターにだって、そうした方法を用いるものがいてもおかしくない。

			　森にひらけたこの広場は彼らの狩場であり、誘い込まれたおれたちにとっての処刑場に他ならなかった。

			　これはもうどうしようもない。

			　本気でおれはそう思ったし、走そう馬ま灯とうさえ頭に過よぎった。

			　だが、そのときだった。

			　おれのことを抱えたガーベラが、抗あらがいの叫び声をあげたのだ。

			「させるかぁあ！」

			　ガーベラは片手を振り抜ぬき、射出した十数本の蜘く蛛も糸を鞭むちのように振り回した。

			　ほとんど無意識のうちに、おれはガーベラの手が振り切られた方向を目で追っていた。

			　そこには、迫り来る火球があった。

			　鞭むちのようにしなって躍おどる蜘く蛛も糸が、飛来する火球のいくつかに激突した。

			　おれは先程見たばかりの、風船狐の火球によって爆破炎上する木々を思い出した。

			　ある程てい度どの硬度のものにぶつかれば、風船狐の火球は弾ける。それはもちろん、ハイ・モンスターの膂りよ力りよく任せに振り回された蜘く蛛も糸であっても変わらない。

			　蜘く蛛も糸に打ち据えられた火球が、空中で次々と爆発した。

			　どうせ避けられないのなら、その前に爆破してしまえばいい。

			　ガーベラの思いついたのは、こんなところに違いなかった。

			　それは乱暴極まりない決断であり、これ以外にない最短の回かい避ひ方法でもあった。

			　爆発はたかだか数メートルの距離で起こった。爆発に巻き込まれるよりマシとはいえ、熱風が押し寄せてくるのはどうしようもない。ガーベラはぎゅっとおれの体を抱きしめるとその身を盾たてにして庇かばってくれたが、それでも高温は容よう赦しやなくおれの肌はだを焼いた。

			　目を閉じて耐えるだけのことしか、おれには許されていなかった。

			　あげたはずの悲鳴は爆音に掻かき消されて、おれ自身の耳にさえ届かない。

			　堪える。堪える。

			　一陣の風が通り過ぎるほんの数瞬の時間が、その何十倍にも感じられた。

			　そうして爆風は肌はだを通り過ぎた。だが、それで終わりではなかった。

			「済まぬ、主あるじ殿どの！」

			　半分気を失いかけていたおれの耳に、辛かろうじてガーベラの声が届いた。

			　なんのことだと思うより早く、状況が動いた。

			「うっ、ぁあぁあぁぁあっ!?」

			　わけもわからないうちに、おれは再び燃え上がるような熱のなかにいた。

			　蜘く蛛も糸によっていくつかの火球が破裂して攻撃の密度が低くなったところへ、おれを抱えたガーベラは思い切りよく突っ込んでいったのだ。

			　火球が弾けたあとの地面は熱されて、空気はまだ高い熱を帯おびていた。幸いだったのは、ガーベラの跳ちよう躍やく力をもってすれば、突入と離り脱だつは一瞬だったということだろうか。

			　気付けばおれは、森の湿った空気のなかにいた。

			　ほぼ同時に、背後で大爆発が起きた。

			　閉じていた目を薄らとあけると、立ち昇る赤い炎が視界に入った。

			　風船狐が吐き出した数多あまたの火球が、おれたちがほんの一瞬前までいた広場の中央に着弾し、一斉に爆発したのだ。

			　ぞっとした。

			　ガーベラの決断が一瞬でも遅ければ、おれたちはあの爆発のなかに取り残されていた。

			　恐らくガーベラひとりだけなら、あの状況でも生き残ることはできただろう。

			　だが、一緒にいるおれはただでは済まなかったはずだ。

			　死体が原形をとどめていられたかどうかさえ怪しい。

			　いまの離り脱だつの際でさえ、おれは剥むき出しの顔面や手足にかなりの火傷やけどを負っていた。出発前にガーベラが蜘く蛛も糸で織おった特製の服を渡されていなければ、全身に大火傷やけどを負ってショック死していたかもしれない。

			「離り脱だつするぞ！」

			　叫ぶガーベラは身を低くかがめて跳ちよう躍やくした。

			　彼女は必死で風船狐の群れからおれを連れて逃れようとする。

			　しかし、３度目の跳ちよう躍やくを繰り返そうとしたところで、ガーベラは蜘く蛛も脚あしの先にある鉤かぎ爪つめを地面に突き立てることで急制動をかけて停まった。

			　そうせざるをえなかったのだ。

			「そんな、まさか……ありえぬ」

			　血を吐くような呻うめき声は、彼女に似つかわしくないものだった。

			　おれも霞かすみつつある視界のなかに、彼女を絶句させたものを捉とらえていた。

			　無数の巨大な百合の花が、木々から垂たれ下がって咲いていた。

			　それが蔓つる植物のような姿をしたモンスターだということを、おれは知っていた。

			　昨日、リリィへのお土産みやげとして狩ったのが、このモンスター……鉄てつ砲ぽう蔓つるだったからだ。

			　鉄てつ砲ぽう蔓つるは木々に寄生し養分を吸いつつ、百合のような花から種の弾丸を撒まき散らし、積極的に獲物を襲おそうモンスターだ。

			　そんな凶暴なモンスターが見渡す限りの木々に取り付いた群生地へと、おれを抱えて逃亡するガーベラは足を踏ふみ入れてしまった。

			　反応は激烈だった。

			　百合のような花から打ち出される無数の種の弾丸が、空間を蹂じゆう躙りんする。

			　最初の一発が左手の甲こうに撃ちこまれたことだけは知覚できた。

			　あとはもう、衝しよう撃げきだけだ。

			「がっ、あ！　ぁあ!?」

			　肩に喰くらって、腹にめり込んで、腿ももから血が噴き出した。

			　火傷やけどのせいで意識が飛びかけ、全身の感覚が半ば麻ま痺ひしていたのは、おれにとって幸運だったかもしれない。もちろん、最悪の不幸のなかにいるということを差し引けば、だが。

			　いいや。それとも、これを『運が悪い』と表現するのは不適切だろうか。

			　なぜなら、『逃走中に鉄てつ砲ぽう蔓つるの群生地を通りかかるなんて運のない』などと考えるのは、問題を取り違えているからだ。

			　いくらおれが運の悪い男だとしても、さすがにそんな偶ぐう然ぜんがあるはずない。

			　これも含めて、風船狐の必殺の罠わなの一部だと考えるほうが自然だった。

			　風船狐から逃げ出そうとしたガーベラがこの方向を選んだのは、当然ながら気紛れな選択の結果ではないだろう。恐らく、彼女はもっとも逃走確率の高い方向――すなわち、風船狐の囲いの薄い箇所を突破したはずだ。

			　そこに罠わなが張られていた。

			　つまり、風船狐は鉄てつ砲ぽう蔓つるを利用したのだ。

			　この異世界に棲すむモンスターは、コンピュータＲＰＧの戦闘のように、肩を並べて襲おそいかかってきたりしない。

			　けれど、一方がもう一方を利用するかたちでの共闘ならありえるのだ。

			　あれだけの必殺の状況を作り上げたうえで、それでも網を食い破ってくるものには、更に確実な死を与える。ひょっとするとそれは、モンスターとしては比較的脆ぜい弱じやくな身体能力しか持たない風船狐が、この森のなかで生き残るために獲得した習性なのかもしれない。

			　数秒の蹂じゆう躙りん劇ののち、鉄てつ砲ぽう蔓つるの斉射が終わった。

			　ガーベラが何発を捌さばき、何発を代わりにその身に受け止めたのかはわからない。おれが頭部などの致ち命めい的てきな位置に攻撃を受けなかったということは、彼女は必死でおれのことを守ろうとしたということなのだろう。

			　けれど、それも虚むなしい抵抗だった。

			　周囲には、再度弾丸を充じゆう填てんする鉄てつ砲ぽう蔓つる。

			　背後には、迫りくる風船狐の大群。

			　辛かろうじておれを守り抜ぬいてきたガーベラだが、それもここまでだった。

			　というより、ここまでしのぎ続けただけでも賞賛されるべき奮ふん戦せんで、これ以上を望むのはいくらなんでも求め過ぎというものだった。

			　朦もう朧ろうとした意識で、おれは自分の死を覚悟した。

			「ふざ……けるな」

			　しかし、まだガーベラは諦あきらめていなかった。

			　あるいは、そうした諦あきらめの悪さ……ある種の生き汚きたなさこそが、彼女をして長い年月を生き延びさせ、ハイ・モンスターへの道を切り開いてきたものなのかもしれない。

			　彼女を諦あきらめさせるには、それこそ加か藤とうさんがそうしたように、まだ幼おさないその心をずたずたに引き裂さく以外にない。彼女はそういう類たぐいの怪物だった。

			「ふざけるな！」

			　目に見えた未来を全力で否定するかの如く絶ぜつ叫きようしたガーベラが、ここまでずっと抱えていたもの――おれの体から手を離した。

			　自由になった彼女は、地面に転がったおれをすぐさま下半身の蜘く蛛もの体の下に匿かくまった。

			「……」

			　おれは地面に仰あお向むけになった。

			　視界に映っていたのは、ハイ・モンスターたる白いアラクネ、その本来の姿だった。

			　彼女は気の遠くなるほどの時間を独ひとりぼっちで過ごしてきた。

			　独ひとりで戦い抜ぬいてきた。そのため、誰かを守る戦いに慣れていない。

			　彼女の真価は単独での戦闘にこそある。

			　おれという足あし枷かせを失って、いまや彼女は自由だ。鉄てつ砲ぽう蔓つるが斉射から次弾を装そう填てんし、風船狐が追いついてくるまでの、ほんの短い時間を見逃さず、彼女は攻勢に出た。

			「もう二度と！　妾わらわのせいで！　主あるじ殿どのを死なせかけて堪たまるものかぁあああッ！」

			　ガーベラは自由になった両りよう腕うでを振るった。

			　一度に操れる限界いっぱいの蜘く蛛も糸が、周囲一帯に無差別にばら撒まかれる。

			　木々も、モンスターも、なにもかも関係ない。

			　狙ねらいもなにもあったものではなく、取りこぼしも多かったが、そうした細かいことをガーベラは気にしない。その必要がない。彼女が蜘く蛛もの下半身で隠したおれ以外のすべてのものに無差別にまとわりついた蜘く蛛もの糸の先は、いまや彼女の手に握にぎられていた。

			「あぁあぁぁぁあああああ！」

			　血を吐くような少女の叫びが、森の空気を震わせた。

			　ガーベラの８本の蜘く蛛も脚あしが、地面を噛かんだ。

			　鉤かぎ爪つめが地面に深く突き刺さって、ガーベラの体をその場に固定する。

			　

			　そうして、暴ぼう虐ぎやくの化け身しんである白い怪物は再さい臨りんした。

			　

			　ガーベラがしたことは、『蜘く蛛も糸をただ全力で引っ張る』というシンプルな行為だった。しかし、そのシンプルな行為を、桁けた外はずれの力を持つ怪物のなかの怪物が行えば、どうなるか？

			　――世界が、彼女に向けて収しゆう斂れんした。

			　そのように見えるくらい、目の前の光景は荒こう唐とう無む稽けいなものだった。

			　目に映るすべてが、凄すさまじい勢いで白い蜘く蛛もへと引き寄せられていく。

			　樹木が土ど壌じようごと根っこからひっこ抜ぬける。飛んできた木々同士がぶつかり合って、轟ごう音おんをたててへし折れる。巻きついていた鉄てつ砲ぽう蔓つるは為すすべもなく引き千切られ押し潰つぶされ、あわや巻き込まれるところだった風船狐は、泡あわを喰くってその場を逃げ出した。

			　彼女の蜘く蛛も糸に捕まったものも、そうでないものも、この流れに巻き込まれてしまえば同じことだ。

			　ぶつかり合って、押し潰つぶされて、引っ掛けられて、持ち上げられる。

			　引っ張り上げられたすべてのものは、最後に上空で激突して砕け散った。

			　破は片へんと断だん片ぺんと残ざん骸がいが、一緒くたになって空から牡ぼ丹たん雪ゆきのようにボタボタと降り注いだ。

			　原形を保っているものは、なにひとつとして残っていない。

			　こんな場合だというのに、おれは笑ってしまいそうになった。

			　まったく、なんて出で鱈たら目めだ。

			　これだけの戦力を擁ようしておきながら、今回の失態を晒さらしたというのだから救えない。

			　これでは彼女たちのご主人様失格じゃないか。

			　本気でそう思うし、いっそ死んでしまいたいくらい自分が情けなかった。

			「主あるじ殿どのっ！　しっかりしろ！」

			　……それでも、おれは死ぬわけにはいかなかった。

			　おれのこの命は、かつてはリリィとローズが、いまはガーベラが必死になって守ってくれたものだ。おれには石に噛かじり付いてでも生き延びる義務があった。

			「すぐにリリィ殿のところに連れて行く！　気を強く持て！」

			　その言葉に応えるだけの余力はすでにない。

			　全身から血液が抜ぬけている。

			　肌はだは焼き焦げて、赤かったり黒かったり派は手で派は手でしい。

			　体は満まん身しん創そう痍いの言葉をそのまま示す見本標本だ。

			　だけど……死んでたまるか。

			　

			　ガーベラに抱えられて運ばれながら、おれはただ必死で生にしがみついていた。

		

	
		
			08　姉妹の在り方

			　

			　ガーベラはおれのことを抱えて、アラクネの巣へ直行した。

			　おれの意識は朦もう朧ろうとしていた。世界は遠く、痛みはあまり感じない。

			　途中でモンスターに出会うことなく、白いアラクネに叶かなう限りの全速力で、おれはリリィたちが待つアラクネの巣に担かつぎ込まれた。

			「ご主人様!?」

			「せ、先輩！」

			　振り返ったローズが彼女らしくもない悲鳴をあげ、加か藤とうさんが蒼あお褪ざめた。

			「ご主人様！」

			　リリィが飛びついてきて、半ばもぎとるようにしておれの身み柄がらを受け取った。

			　おれは床に仰あお向むけに寝かされた。鎧よろいが引き剥はがされ、血まみれの服が剥はぎ取られた。

			　リリィが息を呑のんだ。あるいは、それは悲鳴を呑のみこんだのかもしれない。

			　すぐさまリリィの手から白い光が溢れ出した。

			　彼女の得意な回復魔法だ。鉄てつ砲ぽう蔓つるにつけられた弾だん痕こんからの出血の勢いが弱まった。

			　さすがは魔法。おれは安心して温かな光に身を委ゆだねた。

			　……のは、本当に最初だけだった。

			「があぁああああっ!?」

			　治ち療りようが進むということは、馬鹿になっていた神経が回復するということだ。

			　傷はまだ治り切っていないにもかかわらずだ。

			　本来なら回復魔法には多少なり鎮ちん痛つう作用があるはずなのだが、現状はそのフォローできる範囲を超えているらしかった。もちろん、鎮ちん痛つう剤なんて気の利いた代物はない。

			　歯を食いしばって堪えることしか、おれには許されていなかった。

			　加か藤とうさんがなにかを叫んだ。

			　口のなかにリリィの指が入ってきた。舌を噛かまないように指で顎あごを固定したのだ。

			　今度はリリィが叫んだ。

			　硬くつるつるした手足によって、体が押さえつけられた。痛みにのたうちまわるおれのことを、ローズが押さえつけたに違いなかった。

			　ガーベラの声だけが聞こえなかった。

			　彼女はどこに行ったのだろう。

			　痛つう覚かくから切り離されて逃とう避ひする脳のう味み噌その一部は、ずっとそんなことを考えていた。

			「火傷やけどは回復魔法でどうにかなる。けど、撃ち込まれてる種は……」

			　リリィの悲痛な声が聞こえた。

			　なにやらやりとりがあった。

			　ほとんど動物に退行していたおれには、言葉を理解するだけの能力がない。

			　いまのおれにはなにもない。あるのは痛みだけだった。

			「……ローズ、ナイフを」

			　耳が音だけを拾ひろった。

			　意味はよくわからない。

			　理解したく、ない。

			「ごめん、ご主人様」

			　異物が――体に――めり――込んで――。

			「うぐぉおっ、うぅおがっ、がぁが!?」

			　痛い……痛い、痛い痛い痛い痛い痛い痛い――ッ！

			　激痛が脳のう味み噌そに叩きつけられる。

			　これが痛みだというのなら、これまでおれが感じていたものは、なんだったのか。これはもう、おれという存在を破は壊かいするために与えられたナニカだとしか思えなかった。

			　悶え、苦しみ、不自由な体で可能な限りにのた打ち回る。

			　喰くいしばられたおれの歯が、口のなかに突っ込まれたリリィの指を噛かみ千切りそうになる。途と端たんにどろりと彼女の指が溶けて、擬ぎ態たいを解除したスライムの柔じゆう軟なんな体組織が、このままでは喰くいしばり過ぎて折れるところだったおれの歯を受け止めた。

			　痛つう覚かくに電流が走るたび、不自然な動きで体が跳はねた。

			　反射的に暴れ回ろうとした腕うでが、人形の腕うでに阻はばまれてぎしぎしと軋きしんだ。

			　肉が潰つぶれて鬱うつ血けつしても、体は勝手に跳はね回った。

			　腹、肩、鎖さ骨こつ下、脇わき腹ばら、腿もも。

			　次々に摘てき出しゆつされる種が、ぼたぼたと重たく湿っぽい音をたてて床に転がった。

			　地じ獄ごくのような時間が過ぎていった。

			　いっそ意識を失ってしまいたかったが、それがまずいことはわかっていた。

			　イメージとしては、嵐あらしの船につかまる船員だ。手を離したら最後、暗いところに沈しずんでいって、二度と浮き上がってこられない……。

			　おれにできるのは、ただ堪えることだけだった。

			　堪えて、堪えて、堪えて……そうしてどれだけの時間が経っただろうか。

			　痛みが痛みだと認識できなくなった頃、血ち腥なまぐさい作業が終わった。

			　再び回復魔法が与えられた。

			　魔法は偉大だ。これがなければ、何度死んでいたものかわからない。

			「そんな。どうしてなの……!?」

			　獣も同然の存在に成り果てていたおれが正気を取り戻したのは、ずいぶんと時間が経ったあとのことだった。

			「種は全部、取り除いた。傷は塞ふさがったし、火傷やけどだって。なのに、どうして……？」

			　回復魔法の白い光が、まぶたの向こう側に感じられた。

			　リリィの懸命な治ち療りようのお陰だろう、体中を苛さいなんでいた痛みはなくなっていた。

			　ただ、異様に体がだるかった。

			　暴れ回れば体力は削けずられるし、酷こく使しされた筋肉は疲ひ弊へいする。おれは痛みにのたうち回り、さっきまで大暴れしていた。あまり覚えていないが、そのはずだ。だから疲れ果てているのは当然のことで……けれど、このだるさは疲労ばかりが原因ではないように思われた。

			　根本的なところで、なにかが体から抜ぬけ落ちてしまった感覚があった。

			　いまも抜ぬけ落ちているような悪お寒かんがある。

			　たとえるなら、おれという器の底に穴が開いているような……。

			　そのせいか、体中に力が入らない。まるで体が自分のものではないようで、指ひとつ動かすことができない。意識の端から白い靄もやが迫りつつあった。

			　このまま意識が落ちたら、もう二度と目覚めることはない。

			　そんな嫌いやな予感は、傷が癒いえたはずのいまも消えていなかった。

			　それだけの大おお怪け我がをしてしまった、ということだろうか？

			　回復魔法が決して万能ではないことは知っている。

			　第三階かい梯ていのリリィの回復魔法では部位欠けつ損そんは回復できないし、深い傷を負ったリリィは数日間の療りよう養ようを余儀なくされていた。死んでしまえば、そもそも回復魔法での治ち療りようは不可能だ。

			　その限界を、おれの体は超えてしまったのだろうか。

			　だとしたら、おれはこのまま死んでしまうのか。

			　……死にたくない。

			　死ぬわけにはいかない。

			　だって、おれはまだ彼女を……。

			「……妾わらわのせいだ」

			　そのときだった。

			　ガーベラの声が、聞こえた。

			　ずいぶんと久しぶりに彼女の声を聞いたような気がした。

			　おれは薄うっすらと目を開けた。

			　たったそれだけの作業が、いまのおれにとっては酷ひどい重労働だった。

			　細く視界が開ける。傍そばにはリリィとローズがいた。

			　リリィはスライムから手のかたちに戻した右手をおれの口のなかに突っ込み、もう一方の手には回復魔法の魔法陣をまといつかせ、おれの胸の辺りに置いていた。

			　さっきまでローズはおれに半ば馬乗りになって体を押さえつけていたはずだが、いまはおれの右側に座っていた。これは、またおれが暴れ始めたときに押さえつけるためだろう。

			　ローズの肩に手を置くようにして立つ、硬い表情をした加か藤とうさんの姿も見えた。

			　……ガーベラは、どこだろうか？

			　目だけを動かし、おれはガーベラの姿を探した。

			　すぐに彼女は見付かった。

			　おれから３メートル以上離れた床の上、８本の脚あしを折って萎しおれる少女の姿があった。

			「妾わらわの……せいで……」

			　ガーベラは悄しよう然ぜんと肩を落としていた。

			　ただでさえ透すけるように白い顔が、いまは紙のように白くなっていた。

			「……経けい緯いを説明してもらえる？」

			　リリィが尋たずねた。

			　抑よく制せいされた声だった。声からも表情からも、彼女がなにを考えているのかはわからない。パスからそれを感じ取るだけの余裕も、いまのおれにはなかった。

			「妾わらわたちは――」

			　ガーベラは素直にこれまでにあったことを語り始めた。

			　おれとふたりで探たん索さくを始めたこと。おれの意図と、ふたりの間であったやりとり。なかなか眷けん属ぞくが見付けられず、他の方策を探しているうち、モンスターの多くいる水源の存在に思い至ったこと。群れを相手にし始めて、これでうまくいきそうだと思った矢先の惨さん事じ……。

			　大筋で、彼女の認識はおれと同じだった。

			　ただ一点だけが、決定的に違っていたが。

			「……全部、妾わらわのせいだ」

			　ガーベラは真っ白な頭を抱えて蹲うずくまった。

			「やはり妾わらわは変われなかった。持って生まれた性質は変わらぬ。妾わらわは主あるじ殿どのにとっての災わざわいでしかなかった」

			　ガーベラには負い目がある。

			　一度はおれたちのことを傷つけてしまったという、拭ぬぐえない過去だ。

			　それがいまや、ある種のトラウマとして彼女を苛さいなんでいた。

			「なんと愚おろかしい。わかっていたはずではないか。ともにいれば、いずれ主あるじ殿どのたちを傷つけてしまうということは……！」

			　ガーベラのために、おれはいろいろと画策していた。また、ガーベラという戦力なしには、今回の『群れを相手にする』という行動はありえなかった。そういう意味では『ガーベラのせいでこんなことになった』という見方も、しようと思えばできないこともない。

			　けれど、それはもちろん、そうした見方もできるというだけのこと。失敗したのはあくまでおれ自身であってガーベラではない。

			　ガーベラはよくやってくれていた。ここでおれが息をしていられるのは、全部彼女の尽じん力りよくの賜たま物ものだ。責任を感じる必要なんて欠片かけらもない。自分のせいでおれが傷ついたというガーベラの認識は間違っている。おれはそう断言できた。

			　けれど、ガーベラが同じように考えるとは限らない。

			「妾わらわは主あるじ殿どのの傍そばにいては、ならなかったのだ……」

			　ガーベラは沈しずみ込み……そして、おれの目もく論ろ見みも、この時点で崩くずれていた。

			　おれはガーベラに手柄を立てさせることで不幸な出会いで生じた失点を挽ばん回かいし、ローズに彼女のことを認めてもらうつもりだった。

			　なのに、失地回復どころか、このザマだ。

			　理由がなんであれ、ガーベラがおれを守り切れなかったことは事実だ。

			　おれのせいで彼女に失点を重ねさせてしまったのだ。

			　落ち込んでいるガーベラに声をかけてやろうにも、衰すい弱じやくしている体は声を出すことさえままならない。彼女のために弁べん明めいをしてやることもできない。大切なものが失われていくのを、おれはただ見ていることしかできないのだ。

			　……ああ、くそ。

			　どうしてこのようなことになってしまったんだろうか。

			　おれだって考えなしに動いていたわけではない。

			　楽観的に、遊び半分でいたわけではない。

			　どうしようかと考えて、思い悩んで、これで大丈夫なはずだと思って。

			　けれど見落としばかりで、頑張ってきたすべては裏返って、目を覆おおうばかりの大惨さん事じ。

			　痛い目に遭あって、死にかけて、いまにも死んでしまいそうで。

			　挙あげ句くの果てに、大切なものを失うのだ。

			　本当に、どうしてだろう。

			　おれはみんなが仲良くしてくれれば、それだけでよかったのに……。

			「ガーベラ」

			　そのときだった。

			　落ち着いた声が、ガーベラの名前を呼んだ。

			　それがリリィの声であることに、最初おれは気付けなかった。

			　それくらい彼女は落ち着いていた。おれの危き難なんを目の当たりにして、リリィは取り乱してなどいなかった。

			　艶つややかな唇を軽く噛かみ締めてこそいたものの、顔色は平静を保っていた。

			　それは取り繕った落ち着きなのかもしれない。擬ぎ態たいしたもの、なのかもしれない。もともと彼女はそういう存在で、自分を別のものに見せることに長けている。

			　だが、たとえそうであったとしても、取り繕えるだけの自分を彼女が保っているということは確かだった。それは以前の彼女にはできなかったことだ。

			「あなた、ご主人様が傷ついたのが、自分のせいだって言ったの？」

			　リリィの声こわ色いろは常より低かった。

			「だから、ご主人様の傍そばにはいられないって？」

			　抑よく制せいされた感情がわずかに語尾に漏もれていた。

			　それは怒りの感情だった。

			　リリィは静かに怒っていた。

			　けれど、それはおれが傷ついたことに対して生じた感情ではなかった。

			「そんなことを、ご主人様が望むと思っているの？　なんのために、ご主人様が無理をしたと思ってるの？　その想いを、あなたは無駄にするの？」

			　ガーベラが自分を責め続けていることに対して、リリィは腹をたてていたのだった。

			「だが、妾わらわは……」

			「『だが』も、『しかし』も要らない。ガーベラはなにもわかってない。ホント、なにもわかってない。ご主人様の気持ちも、わたしたちの気持ちだって……っ！」

			　かぶりを振ったリリィは、見る者をたじろがせる強い視線をガーベラに向けた。

			「ねえ、ガーベラ。わたしは仲間になる前のあなたに……『白いアラクネ』に教わったコトがひとつだけあるの」

			「……妾わらわに？」

			「ええ。それはね、わたしには力が足りないってこと……心も体も未熟過ぎて、わたしひとりじゃご主人様を守れない。それはもう思い知ってるの。嫌いやってくらいにね」

			　それは実際、『教わった』というより、『事実を突きつけられた』というほうが正しいのだろう。声こわ色いろは苦く、けれどリリィは自分にとって嫌いやなことから目を逸そらさない。

			「だけどそのときに、力を合わせることの大事さも一緒に知ったつもり。多分ね、わたしたち眷けん属ぞくは、それぞれいろいろなところが足りていない不完全な生き物なのよ。だから補おぎない合わないと、姉妹同士で力を合わせないと、そうでないと、きっとわたしたちは駄目なの」

			　リリィの声には一本、芯が通っていた。

			　恐らく、これは彼女のなかですでに答えが出ている問題なのだ。

			「わたしはご主人様の最初の眷けん属ぞく。それはつまり、わたしたち眷けん属ぞくの長女だということ。わたしはそれにふさわしくなろうって決めたの」

			　胸を張って宣言するリリィの姿は、おれが知っているものより、ひと回り大きく見えた。

			「頼りない姉だけれど、わたしは妹を拒きよ絶ぜつしたり、見捨てたりしない」

			「リリィ殿……」

			「たとえあなたが自分自身をどう思っていようと、そんなの知らないんだから」

			　そういえばリリィは、おれのことを傷つけたガーベラのことを最初から受け入れていた。

			　どうしてだろうかと思っていたのだが、そんなふうに考えていたらしい。

			「わたしは、あなたにもご主人様のことを支えてほしい。それは、前にも言ったよね」

			「だが」

			　言いかけて、先程のリリィの言葉を思い出したのか、ガーベラは口を噤つぐんだ。

			「リリィ殿とともに支えようにも、いまの主あるじ殿どのに今更、妾わらわがなにをできると言うのだ？」

			　回復魔法の使い手であるリリィと違って、ガーベラには戦いに傷ついた者を癒いやす術すべがない。

			「妾わらわにできることなどない。あるとしたら、こうなる前のことだったのだ。主あるじ殿どののことを守り切れなかった妾わらわに、今更なにが……」

			「ううん。できることならあるよ」

			　リリィは目を伏ふせ気味にして、ガーベラの言葉を否定した。

			　これまでの毅き然ぜんとした姿から一転して、それはどこか申し訳なさそうな表情だった。

			「というより、ガーベラにしかできないことがある、かな」

			「妾わらわにしかできないこと？　そんなことが、あるのか？」

			　こくりと頷うなずき、リリィはおれに視線をやった。

			「見ての通り、ご主人様は衰すい弱じやくしてる。どうしてだかガーベラにはわかる？」

			「大きな怪け我がをしたからであろう。人間というのは脆ぜい弱じやくなものだと聞く」

			「うん。それは正しい。けど、この場合、そうじゃない」

			　ガーベラは訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

			「……どういうことだ？」

			「わたしには、水島美穂って人間の記憶がある。今日まで生きてきたモンスターとしての記憶もある。だから言えることだけど、いまのご主人様は普通じゃない」

			「普通ではない、とな。具体的にはどういうことだ」

			「ご主人様の傷は、もうとっくに癒いえてるの。わたしの回復魔法はちゃんと効いている。ここまで回復しているなら、もう大丈夫なはずなのよ」

			　ますますガーベラは不可解そうな表情になった。

			「だが、主あるじ殿どのの顔色はどんどん悪くなっておるではないか」

			「うん。だから衰すい弱じやくの理由は別にあるの。それがなんなのかもわたしにはわかっている。どうしてそうなっているのかまではわからないけれど……」

			「うむ？」

			「ご主人様の体にはね、魔力が足りていないのよ」

			　端的にリリィは言って、ガーベラを見やった。

			「ガーベラ。あなたもいつまでも目を逸そらしていないで、きちんと見てちょうだい。あなたにならわかるはずよ」

			　リリィの指摘にガーベラはびくりとした。

			　罪ざい悪あく感かんのせいだろう、これまで彼女は横たわるおれから目を逸そらしていたのだ。

			　促うながされてようやく、ガーベラはおずおずとおれに視線を向けた。

			「……確かに、主あるじ殿どのの魔力は枯こ渇かつしておるようだな」

			　おれの姿を映した赤い目を細めて、ガーベラがつぶやいた。

			　彼女は以前におれの魔力の増加と、その原因とを見抜ぬいた実績がある。そんな彼女がリリィと同じ診み立たてだということは、おれの魔力が枯こ渇かつしているというのは事実なのだろう。

			　ガーベラの言葉にリリィは頷うなずいた。

			「この世界で生きている者は、多かれ少なかれ魔力を持っている。特に多く魔力を蓄たくわえる生き物がモンスターだけれど、どんな生物にも魔力自体は備わっている。そして、どういうわけか、転移者であるご主人様たちも魔力を持っている。魔力に関わるようなチート能力を持っていなくても魔法を使えるというのは、誰もが魔力を持っているということだから」

			　リリィはそこで一度言葉を切って、かぶりを振った。

			「それは、いまはどうでもいいことね。……とにかく、魔力が足りないというのは異常なことだっていうこと。本来あるものが枯こ渇かつして機能不全を起こすというのは、そう不思議なことではないでしょう？　たとえばわたしなら体組織を保てなくなるし、ローズなら動けない。どういうふうに魔力が生体機能に影響してるのかは知らないけれど、異世界出身の人間にも、魔力が枯こ渇かつすることによる悪影響はあるみたいね」

			「……リリィ殿が言いたいことはわかった」

			　事情を呑のみ込んだガーベラは、難しい顔をしていた。

			「だが、それを妾わらわにどうしろというのだ。原因がわからないのでは、治ち療りようのしようがないではないか」

			「根こん治ちは無理ね。原因がわからないもの。……だけど、対症療法ならできるかもしれない」

			「対症療法？」

			「うん。ガーベラにはね、ご主人様に魔力を分けてもらいたいの」

			　リリィの要よう請せいを聞いたガーベラが、赤い目を見開いた。

			「輸ゆ血けつみたいなものを想像してもらえればいいんだけど……って言ってもわからないか。ええっと、ご主人様との間にあるパスは魔力を通すわけでしょう？　パスを通じてわたしたちの魔力がご主人様に漏もれていて、彼の魔力が増えていたという話だったよね。だったら、意図的に魔力を分け与えることも可能なはずじゃないかなってこと」

			「ちょっといいですか、リリィさん」

			　そこで口を差し挟はさんだのは、加か藤とうさんだった。

			「わたしにとって輸ゆ血けつのたとえはわかりやすかったです。そこで疑ぎ問もんに思ったんですけど、『血液型の違い』のようなことが起きる可能性はないんですか？」

			　顔色こそ悪かったが、加か藤とうさんは流石さすがの冷静さを保って処置に伴ともなう危険性を指摘した。

			「そうね。だけど、それは大丈夫」

			　リリィはちらりと加か藤とうさんに目をやった。

			「……だと思う。すでにご主人様はガーベラの魔力を受け入れているわけだから、問題が起きる可能性は低い……と、思う」

			「もしも問題が起きたらどうするのだ！」

			　ガーベラの声は、ほとんど悲鳴に近かった。

			　無理もないことだ。リリィの考えはあくまで推測に過ぎない。下手を打てば、おれは彼女が行った『輸ゆ血けつ』の結果、死亡してしまいかねないのだ。しかし……。

			「うん。ガーベラの意見はわかる。そんなことをしてなにが起こるのか、わたしだって怖い。だけど、『そんなことをしなければどうなるか』は、言わなくてもわかるでしょ？」

			　そうなれば、おれはこのまま衰すい弱じやく死するだけだ。

			　勝負を賭かけるならいま、この場面しかないのだ。

			「どういうわけだかわからないけど、ご主人様の魔力はどんどん減っている。だけど、減る量と同じだけの魔力を与え続ければ……」

			「『うまくやれば大丈夫』だとしても、『うまくできるかどうか』がわからぬではないか！　たとえば、許容量以上の魔力を与えてしまったら!?　ひょっとしたら、妾わらわが……妾わらわがこの手で、主あるじ殿どのを殺してしまう可能性だって……っ！」

			「そこは、あなたを信じるしかないわ」

			　至し極ごくあっさりとした口調でリリィは言った。

			　表面上、彼女は平静を装っていた。

			　おれの口内にいまだに突っ込まれたままの指だけが、細かく震えていた。

			「少なくとも、わたしたちの誰がやるよりもうまくいくはず。それに、あなたほどの魔力量なら、継けい続ぞくして魔力を与え続けることも可能でしょう」

			　ふたつの属性魔法と回復魔法を操り、魔力の扱あつかいに長けたリリィだが、彼女はおれの衰すい弱じやくを少しでも喰くいとめるために魔法をかけ続けていなければいけない。それに彼女はガーベラほど保有する魔力量が多くない。

			　ローズでは創作以外の方面で魔力をそこまでうまく操れないし、加か藤とうさんは問題外。

			　最初にリリィが言っていた通り、確かにこれはガーベラにしかできない仕事だった。

			　しかし、である。

			　たとえばの話、そうしなければ死んでしまうとわかっていても、躊ちゆう躇ちよなく怪け我が人の腹を裂さくことのできる人間がどれだけいるだろうか？

			　ましてやそれが大切な相手だったら？

			　相手のことが大事であればあるだけ、平静を保つことは難しい。動どう揺ようしてしまえば、失敗するのは目に見えている。ときに医者が身内の手術を躊ちゆう躇ちよするのと、これは同じ理り屈くつだった。

			「わ、妾わらわは、そんな……っ」

			　もしも自分が大事なひとを殺してしまったら。

			　そんなことを思ってしまった時点で、身動きなんて取れなくなって当然だった。

			　そう。当然なのだ。

			　なのに、こうなることをリリィは予想していなかったのだろうか？

			　そんなはずが、なかった。

			「お願い、ガーベラ」

			　ガーベラを真っ直ぐ見詰めていたリリィが、すっと深く頭を下げた。

			「あなたがご主人様を傷つけることを恐れているのは知ってる。これがご主人様の命を奪うばってしまうかもしれない行為であることも理解してる。だから、これがどれだけ残ざん酷こくなお願いなのかもわかってる。だけどわたしは、ガーベラにこの場を託たくしたいの」

			　すべての事情を理解していて、それでもリリィは頭を下げた。

			　なにが彼女にそうさせるのかは、すでに彼女自身の口から告げられていた。

			「お願い、ガーベラ。ご主人様を助けて」

			「リリィ殿……」

			　ガーベラはリリィのことをじっと見詰めていた。

			　彼女の瞳ひとみのなかには、おれを傷つけてしまうことに対する病的なまでの恐れが沈殿していた。けれど、下げられたリリィの亜あ麻ま色の頭を瞳ひとみに映すうち、恐れは徐々に消えていった。

			　孤独を恐れる性質のガーベラは、その裏返しとして『仲間のためになりたい』という気持ちがひと一倍強い。

			　リリィの真しん摯しな言葉は、そんな彼女の心を揺り動かすに足るものだった。

			　ガーベラの端たん整せいな顔立ちから弱気が抜ぬけて、その代わりに決然とした意思が宿った。

			　白く細く長い髪が、ゆっくりと上下に揺れた。

			「……あいわかった」

			「ガーベラ！」

			　華やいだ声をあげてリリィが顔を上げる。

			　ガーベラはやわらかな美び貌ぼうに、ぎこちない笑みを浮かべて彼女に応えた。

			「任されよう」

			　うずくまっていた蜘く蛛もが折っていた脚あしを伸ばした。

			　立ち上がったガーベラは、一歩ずつ前に進み始める。

			　３メートル。２メートル。おれとの間にあった距離がなくなっていく。

			「……」

			　しかし、決然としていたはずのその歩みは、不意に迷うように鈍にぶくなった。

			　原因は明白だった。

			　ガーベラの赤い瞳ひとみには、彼女のことを見上げる木製人形の姿が映っていたのだ。

			「……ローズ、殿」

			　定まったはずの決意が揺らぎ、消えたはずの怯おびえが再び浮き上がる。

			　ガーベラにおれの身を委ゆだねることに、もっとも反対していたのがローズだった。

			　この大事な場面で彼女がどう思い、なにを告げるのか。ガーベラはそれを考えずにはいられなかったのだろう。

			「……なにをしているのですか」

			　果たして、のっぺらぼうな顔でガーベラのことを見上げるローズは言った。

			「早くご主人様に魔力を与えて差し上げてください」

			「え？」

			　ガーベラが間の抜ぬけた声をあげた。

			　なにを言われたのか理解できない様子で瞬またたきを繰り返す。

			　身構えていただけ、拍子抜ぬけするような感覚を覚えたのかもしれない。

			　それはおれも同じだった。

			「よいのか？」

			「なにがですか」

			「ローズ殿は妾わらわのことを信頼していないのではなかったのか？」

			「……」

			　この問いかけにローズは沈ちん黙もくした。といっても、不機嫌に黙だまり込んだわけではない。どのように答えるべきか考えている様子だった。

			　ローズが黙だまり込んでいた時間は、それほど長いものではなかった。

			　考えをまとめるのにほとんど時間がかからなかったということは、ひょっとすると彼女もガーベラとの関係についてこれまでずっと考えていたのかもしれない。

			「リリィ姉様も先程、同じことを言っていましたから、これは繰り返し……というより、蒸し返すような問いかけになってしまいますが」

			　ローズはそう前置きをして尋たずねた。

			「ガーベラは先程、『ご主人様がこのような目に遭あったのは自分のせいだ』と言っていましたね？」

			「あ、ああ……」

			「リリィ姉様には悪いですが、わたしは、あなたの言う通りだと思います」

			　ローズのことを見詰めるガーベラの顔が、泣きそうなものになった。

			　どうしてもローズには受け入れてもらえないのだと、彼女はそう思ったに違いなかった。
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			　けれど、それは早合点だった。

			「ですが……それを言うのなら、わたしだって同じことです」

			　こんなふうに、ローズは続けたのだ。

			「いいえ。わたしのほうが責任は重い。わたしはどうしてもあなたを許せなかった。どうしても受け入れられなかった。わたしの愚ぐ直ちよくさと頑がん迷めいさと未熟さが、この事態を引き起こした」

			「い、いや。ローズ殿が妾わらわを許せなかったのは、主あるじ殿どのを思えばこそであろう」

			「だとしても、その結果がこれなのですから言い訳にもなりません。少なくとも、わたしがあなたを責めるのはお門かど違ちがいというものでしょう。それなのに、これ以上の間違いを犯すとしたら、それは頑がん固こを通り越して、ただ愚おろかというものです」

			　そこまで言ってから、ローズは首を横に振った。

			「いえ。これではまだ誤ご魔ま化かしになってしまっていますね。……自分の心を殺さずに伝えなければいけないこともあるのでしたか」

			　自分に言い聞かせるように言ったローズは、肩に乗せられた加か藤とうさんの手にちらりと顔を向けてから、改めてガーベラに向き直った。

			「ガーベラ。わたしはあなたのことが好きになれません。『とある出来事』があって、あなたの望みについて理解することはできるようになりました。自分ではどうしようもない望みというものがあることも、いまなら理解できます。ですが、それが気に喰くわないということには、変わりありません。そんな理由でご主人様のことを傷つけたのかと、いまでもわたしはあなたに憤いきどおりを覚えます。しかし……」

			　ローズは自分のなかの気持ちに目を向けるように一拍の間をおいたあとで、己おのれのなかの真実をガーベラへと告げた。

			「それでも、あなたはわたしの妹なのです」

			「ローズ殿……」

			　ガーベラの赤い目が、大きく見開かれた。

			「わたしだってリリィ姉様の妹なのです。『ご主人様があなたを受け入れているから、わたしも受け入れなければいけない』という義務感ばかりではなく……わたしにだって、妹であるあなたのことを受け入れたいと思う気持ちがなかったわけではありません」

			　自分の意見を殺しがちだったローズが、ガーベラに抱いている複雑な思いを告げるのは……思い返してみると、これが初めてのことだったかもしれない。

			　同時にそれは、わかりやすい和解と歩み寄りの台詞せりふでもあった。

			「ご主人様のこと、よろしくお願いします」

			　ローズは頭を下げて、ガーベラに道を譲ゆずるように身をひいた。

			　彼女たちが和解するためには、きっかけこそが必要だったのかもしれない。それがこのような機会になってしまったのは、運の悪いことだと言わざるを得ないが……それでも、ふたりの眷けん属ぞくのわだかまりが解けたことは祝福されるべきことだった。

			「主あるじ殿どの」

			　そうしてガーベラは、おれの枕元にやってきた。

			　その顔に弱気の色はない。彼女の背中をリリィとローズの言葉が支えているのがわかった。

			「妾わらわにその身を預けておくれ」

			　かざされた両手の五指から、それぞれ白い糸が垂たれた。

			　おれの全身と、ガーベラの指とが繋つながれる。

			「始めるぞ」

			　ガーベラは蜘く蛛も糸に魔力を伝わせ始める。

			　ほっそりとした指先が白く輝かがやき、その光は糸の導どう線せんを伝わっておれの体へと流れ込む。

			　おれという器のなかから漏もれ出ていき、足りなかったなにかが埋め合わされる。

			　全身が震えた。魔力というものの感触を、そのとき、おれは初めて実感したのだ。

			　ガーベラは真しん摯しそのものの表情で作業に没頭していた。

			　期待に応えようとする彼女の姿を、リリィとローズが見守っていた。

			　……きっともう、彼女たちは大丈夫だ。

			　そう思った途と端たんに、ふっと気が抜ぬけた。

			　怒ど涛とうのように眠気が押し寄せてきて、おれの意識をさらっていく。

			　最後まで見届けることなく、おれはそこで意識を失った。

		

	
		
			09　ご主人様の在り方

			　

			　おれが目を覚ましたのは、翌日のことだった。

			　減り続けていたおれの魔力は、その頃には落ち着いたようだった。原因はわからないままなので、はっきりしたことは言えないが、とりあえず安心しても良さそうだ。

			　リリィから聞いた話だと、ガーベラはおれの容よう態だいが落ち着くまで、ずっとつきっきりで魔力を送り続けてくれていたらしい。

			　頑がん強きようさについては折り紙つきのガーベラでも、魔力と集中力を消しよう耗もうするこの作業は堪えたらしく、おれの無事を確認するや気を失うように眠りに落ちたということだった。おれが目覚めたときには、おれの体に倒れ込むようにして眠っていた。

			　そういえば、こうした魔力の扱あつかいは苦手だと言っていたか。

			「お疲れ様」

			　白い頭をなでてやると、きちきちと蜘く蛛も脚あしが鳴いた。

			　ひとつのことをやり遂げた者の充実した笑顔が、彼女のやわらかな美び貌ぼうを蕩とろけさせていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「今回は本当に助かった」

			　おれは背後にいるリリィに声をかけた。

			　おれたちふたりはアラクネの巣のなかに設しつらえられた小さな個室に移動していた。

			　これはおれが不在にしている間に、ローズが造った『風呂場』だった。と言っても、『人が入れるくらいの大きな桶おけが置いてある仕切りのあるスペース』という程てい度どの簡素なものだが。

			　隔かく離りされたスペースには、いまは他に誰もいない。

			　ずいぶんと久しぶりに感じられる、おれとリリィのふたりきりの時間だった。

			「おれの治ち療りように関してもそうだが、ガーベラの件に関しても助けられた。リリィがいなかったらどうなっていたことか。苦労をかけてすまなかったな」

			「別に良いよ、そんなの」

			　苦笑まじりにおれの謝罪に応えたジャージ姿のリリィは、ローズが作製した鋏はさみで目の前に座るおれの髪をじゃきりと切った。
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			　２ヶ月近いサバイバル生活で伸び気味だった髪は、今回、風船狐の火球にやられたときに一部が焦げて、長さがまちまちになってしまっていた。

			　リリィには長さを切り揃えるよう頼んでいた。どうせ普ふ段だんも安い散さん髪ぱつ屋で適当に切ってもらっていたので、素人の彼女に任せることに不満はない。こんなものは、見苦しくなければそれでいいのだ。

			「あのときも言ったけど、わたしはみんなのお姉さんだもの。当然のことをしただけだよ」

			「そういえば、そんなことを言っていたな」

			「むしろわたしとしては、ローズのことをほめてあげてほしいかな。あんなふうにガーベラのことを認めてあげられるとは、思ってもみなかったもの」

			「ああ。おれももっと時間がかかるものと思っていた。ひょっとすると、今回ガーベラがおれのことを守り切れなかったことが原因で、ふたりの仲が決けつ裂れつしてしまうんじゃないかと心配していたくらいだ」

			「わたしも同じだよ。ローズはもっとかたくなだと思ってた。けど、あの子はあの子なりにガーベラのことを考えてあげていたんだね」

			「そうだな」

			「もちろん、ガーベラも頑張ってた。今日までの敢かん闘とう賞は確実にあの子だと思うな」

			　話しながらリリィが切った髪が、腰こしにタオル一枚きりのおれの体にぱらぱらと散った。

			　こうしておれが半裸でいるのは、どうせ切った髪を洗い流すのだから、そのついでに汗と汚れを落としてしまおうと考えたからだった。

			　リリィはおれが風呂に入るための介かい添ぞえ人にんでもある。

			　というのも、まだおれの体はうまく動いてくれないのだ。

			　これは恐れていたガーベラから魔力の供給を受けたことの副作用――ではなくて、単純に衰すい弱じやくが原因の体力不足だった。とにかくだるくて、まともに体が動かないのだ。

			　幸いなことに、少なくともいまのところ、他に不具合の予兆はない。痛むところは特になく、せいぜい手足に火傷やけどの跡と、鉄てつ砲ぽう蔓つるの種を摘てき出しゆつした跡が薄ら残ってしまったくらいのものだ。もっとも、まだ自分の体の不調に気付いていないだけという可能性もないではないので、油ゆ断だんは禁物だろう。結局、魔力が失われていた理由もわからず仕じ舞まいだ。こうしてリリィが付き添ってくれているのも、そのあたりの事情があってのことだった。

			「ガーベラの頑張りには、本当に命を救われたな」

			　鋏はさみが髪を切る小気味よい音を聞きながら、おれはつい溜ため息いきを漏もらした。

			「リリィも、ローズもそうだ。みんな、いつの間にか成長していたんだな。……全然、気付かなかった。視野が狭くなっていた証しよう拠こだな」

			「それは仕方がないことなんじゃないかな」

			　大体のところは切り揃え終わったらしく、リリィはしゃきしゃきと鋏はさみを鳴らすと、今度は毛先を整え始めた。

			「わたしはご主人様が、わたしたちのことをどれだけ大事にしてくれてるか知ってるつもり。ローズとガーベラの間の不和は、ご主人様にとっては大問題だった。大事なものであればあるだけ、力が入って空回りしてしまうのは人間なら普通のことだよ」

			「普通のこと、か」

			「うん。そう、普通のこと。……あ。ご主人様、目、閉じて」

			　散さん髪ぱつが終わり、リリィは小さい手桶おけに水を汲むと、おれの頭を洗い始めた。

			　細い指が髪を掻かき分け、頭皮をくすぐる。頭頂部に注がれた水が顎あごを伝って床に流れる。

			　目を閉じたままでおれは会話を続けた。

			「リリィの言う通りかもな」

			「うん？」

			「焦あせって空回りしていたって話だ」

			　思い返せば、初見の敵である風船狐に対して、いきなり群れを相手にしようなんて迂う闊かつな真ま似ねをしたのも、焦あせりの表れだったのかもしれない。

			「おれがどうにかしないとって焦あせって、結果として死にかけた。それどころか、おれを守りきれなかったことが原因で、下手を打てばローズとガーベラの間に決定的な溝ができるところだった……」

			　おれの頭を洗い終わったリリィが、濡れタオルで余分な水を拭ぬぐってくれる。そして、大きな桶おけに張った水のなかにおれが浸かるのを手助けしてくれた。

			　贅ぜい沢たくを言えばお湯がいいのだが、こうして水浴びができるだけでも十分気分はさっぱりする。こんな気持ちではその快楽も半減だが。

			「情けないな。おれはお前たちを率いるリーダーなのに」

			　少し気がゆるんだせいか、胸の奥底に沈しずめていたはずの弱音が口をついて出た。

			「いつだって余裕がないし、個人的なことで思い悩んで追い詰められて、思いついた方策は穴だらけ。お前たちの問題を解決してやる力もない」

			　魔力不足で死にかけた命の瀬せ戸と際ぎわで、すべてが水すい泡ほうに帰きす寸前の光景を目の当たりにして、おれは『どうしてこのようなことになってしまったんだろうか』と思った。

			　いまになって一連の出来事を思い返してみれば、答えは明らかだ。

			　おれが主あるじとして至らないから。理由はただ、それだけだった。

			　リリィはおれの焦あせりと空回りを、『人間として普通のこと』だと言った。

			　だが、普通では駄目なのだ。おれは彼女たち眷けん属ぞくモンスターを従える主あるじなのだから。

			　おれが主あるじとして十分な能力を備えていなかったから、あんな大失敗をする羽目になった。リリィたちのお陰で危き難なんを切り抜ぬけることこそできたものの、それは結果論でしかない。おれがなにもできなかったことは変わりないのだ。

			　彼女たちは確実に成長している。しかし、おれはてんで駄目だ。

			「焦あせって、空回って、なにもできなかった。なにも得られなかった」

			　吐き出した溜ため息いきは重く、吸った息は胸を腐くさらせるように感じられた。

			「本当に情けないな」

			「ご主人様……」

			　おれのことを半ば抱きかかえるようにして風呂桶おけにまで運んでいたリリィが動きをとめた。

			　そのままの体勢でおれの顔を覗のぞき込んでくる。大きな瞳ひとみがおれのことを見詰めた。

			　おれが見返すと、彼女は一度目を伏ふせた。

			　彼女はなにかを考えている様子だったが、パスでは思考までは読み取れない。

			「……ねえ、ご主人様」

			　やがてリリィは顔を上げた。

			　花咲くような微笑ほほえみが満面に広がっていた。

			「それってさ、仕方のないことなんじゃないかな」

			　それは優しい慰なぐさめの言葉……では、なかった。

			　彼女の笑顔には、妙な迫力があったのだ。

			「リ、リリィ……」

			　不ふ穏おんなものを感じ取って、おれは無意識にうしろに下がろうとした。だが、いまおれがいるのは、サイズは大きめとはいえ桶おけのなかだ。逃げ場所などない。

			　いっそ彼女の態度に気付かないふりをしたいところだったが、残念ながらおれたちの間にはパスがある。彼女が感情を昂たかぶらせていることは筒抜ぬけだったし、彼女のほうもおれが気付いていると勘かん付づいている。それに彼女自身、どうやらそれを隠すつもりもないらしかった。

			「わたしはね、ご主人様。結構、今回の一件については怒ってるんだよ」

			　眉まゆを少し寄せた抗議の表情で、ばしゃんと水音をたてて膝ひざ立ちになったリリィが詰め寄ってくる。着ているジャージが濡れてしまっていたが、彼女はそんなのお構いなしだった。

			　おれが上半身を反らせると、その分だけ彼女は体を倒して追ってきた。華きや奢しやとしか言いようがない女の子の手が、おれの二にの腕うでを掴んで逃げられないようにした。

			「どうしてわたしに相談してくれなかったの？　どうしてひとりで抱え込むの？　どうしてわたしたちのことを頼りにしてくれないの？」

			「……頼りにしてない？　なにを言ってるんだ。そんなことがあるはずないだろう」

			「誤解だって言うの？」

			　おれは頷うなずいて抗こう弁べんした。

			「お前たちがいなかったら、おれなんかとっくにモンスターの胃のなかだ。さすがのおれでも、それくらいはわかってる。頼りにならないなんて、そんなこと思うわけがない」

			「思うわけがない、か。うん。だろうね。そうなんだろうね」

			　やけにあっさりとリリィは頷うなずいた。

			　ほろ苦い笑みが口元に浮かんでいた。

			「ご主人様の言う通り。ご主人様はわたしたちのことを頼りにならないとは考えていないんだろうね」

			　どこか悲しげな笑顔でリリィは言った。

			「なのに、頼ってくれないんだよね」

			「……」

			「ご主人様は、わたしたちのことを『頼りになる相手だ』と思っているのに、『頼りにしてくれない』んだ。……違う、かな？」

			　今度こそ、おれは否定の言葉を見付けられなかった。

			　おれがすべてをリリィに、そして眷けん族ぞくたちに伏ふせていたのは、紛れもない事実だった。

			　ローズとガーベラの一件然しかり。加か藤とうさんとの問題についてだってそうだ。ガーベラには一度甘えたものの、あれは結果的にそうなっただけのことで、最初はどうにかして誤ご魔ま化かそうとしていた。細かいところでは、他にも視覚の異常について黙だまっていた経けい緯いがある。

			　頼りになるはずの仲間を頼ることなく、ひとりで問題を抱え込む。

			　指摘されてみれば、おれにそうした性質があることは明らかだった。

			　けれど、おれにだって言い分がないわけではなかった。

			「おれはお前たちの主あるじだ。お前たちを率いる責任がある。これはその責任の範はん疇ちゆうだろう」

			　主あるじとしておれは、眷けん属ぞくである彼女たちの問題を解決しなければいけない。

			　おれ自身に起きた問題は自分で解決して、彼女たちに負担をかけるようなことがないようにしなければいけない。

			　それは、まがりなりにも集団を率いるリーダーとしての責任というものだ。

			　力不足を嘆なげきこそすれ、そのスタンス自体に問題はない。そのはずだ。

			「それは違うよ」

			　しかし、リリィは亜あ麻ま色の髪を揺らしてかぶりを振った。

			「どうしてわかってくれないの？　あれもこれもどれもこれもってひとりで抱え込んでいたら、失敗して当然じゃない」

			「だから……だからそれは、おれの力不足のせいだろう」

			「力不足だとなにが悪いの？　それを補おぎなうために、わたしたち眷けん属ぞくがいるんじゃないの？」

			　訴うつたえかけるリリィの上目遣いの視線を受け止めて、おれはどきりとさせられた。

			　感情の振れ幅を受け止め切れずに、彼女の瞳ひとみは湖こ面めんのように大きく揺らいでいたのだ。その眼差しは、おれの抱いたちっぽけな矜きよう持じを揺るがすのに、十分な破は壊かい力を持っていた。

			「もちろん、わたしだって知ってるよ？　ご主人様が責任感の強い性格だってことは。内罰的なところがあるのも、よく知ってる。知ってる、けど……」

			　リリィの目からぽろぽろと涙が零こぼれ落ちた。

			「抱え込むのは、もう仕方ないことだけど……少しくらいは頼ってよぉ」

			「リリィ……」

			　彼女の泣き顔を見て、おれはふと思い出した。

			　風船狐の罠わなにまんまと引っかかり、ぼろぼろになってここに帰ってきたときのことだ。

			　おれのことを見たリリィは当初こそ動転した様子を見せたものの、あとは終始、自身を律して治ち療りように当たっていた。

			　おれの知っているリリィなら、パニックになっても仕方がないくらいなのに。

			　彼女が涙を見せることはなかった。

			　けれど、だからといってそれは、『リリィがなにも感じずにいられるようになった』ということとイコールではないのだ。

			　リリィは毅き然ぜんとした仮面の下で、動どう揺ようする自分を抑おさえつけていたのだろう。彼女自身の言い方を借りるなら、『長女としてふさわしいように』振る舞っていたのだ。

			　いまこのときまで、彼女はずっと我慢していたに違いなかった。

			　けれど、ここにはおれたちふたりしかいない。

			　リリィが姉として強く振る舞う理由はなかった。

			「怖かったんだから。ご主人様が死んじゃうんじゃないかって……」

			　動どう揺ようする自分を抑おさえて、長女としての責任を全うしたリリィは、出会ったばかりの頃の、水島美穂の遺体を喰くらって少女の姿を得たばかりの頃の彼女ではない。

			　変化は確実に訪れている。それはいったい、なんのためなのか？

			　わからないなんてことは、口が裂さけても言えやしない。

			　それはもちろん、彼女自身が口にしたように、『おれを支える』ためなのだろうからだ。

			　ローズやガーベラだってそうだ。彼女たちもおれを支えるために、それぞれのかたちで努力してくれている。

			　なのに、肝かん心じんのおれが彼女たちを頼りにしないのでは、その献けん身しんが報むくわれない。

			　……おれも精一杯にやっていたつもりだったが、なにかを間違えていたらしい。

			　目の前でこぼれる涙こそが、その証しよう拠こだった。

			　ともあれ、いまは後こう悔かいに身を委ゆだねていていい場面ではないだろう。

			　おれには他にやることがあった。今度こそ間違えるわけにはいかない。

			「……悪かった」

			　泣いているリリィに手を伸ばして、彼女を抱き寄せる。

			　リリィは抵抗しなかった。むしろ自分から身を投げてきた。

			　ぎゅっと抱きしめると、彼女は腕うでのなかで嗚お咽えつを漏もらし始める。心労をかけてしまったのだなと改めて思った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらくおれたちは寄り添ったままでいた。

			　不思議なくらい穏おだややかな時間だった。こんなふうに穏おだややかであれたなら、あんな失敗とは無縁えんでいられたに違いない。

			　やがて、すんすん鼻をすする音が消えた。

			「……これは、わたしのなかにある水島美穂の知識を参照して言うんだけどさ」

			　落ち着いたらしいリリィが口をきいた。

			「リーダーにはいろいろなタイプがあるんだよね」

			「タイプ？」

			　リリィがこくりとうなずいた。前髪がおれの裸の胸にこすれて、少しくすぐったい。

			「ぐいぐい人を引っ張るパワフルなタイプとか、カリスマ性で惹ひき付けるタイプとか……」

			「どちらも、おれには当てはまらないな」

			「うん。そうだね」

			　おれは苦笑を漏もらし、リリィもあえておれの言葉を否定することはなかった。

			「だけどね、ご主人様。そんな人たちに、わたしたちはついて行きたいと思わないんだよ」

			「……」

			「『いつだって余裕がないし、個人的なことで思い悩んで追い詰められて、思いついた方策は穴だらけ。お前たちの問題を解決してやる力もない』だっけ？　さっき、こんなふうにご主人様は言ってたよね？」

			　リリィは下から覗のぞき込むようにして、おれのことを見上げた。

			「いつだって余裕があって、なにひとつ思い悩むようなことはなくって、問題をなんでも解決してくれて、目に映るすべてを救う力のあるリーダー。それは、ある種の理想だよ」

			　おれの嘆なげきを引っ繰り返すことで、これまでおれが抱えていた『彼女たち眷けん属ぞくの主あるじとして、おれ自身のあるべき姿』のイメージを浮き彫りにしたリリィは、それを『理想』と表現した。

			「そういうひとがもしも存在するのなら、すごく素敵だなってわたしも思うよ。だってそれはみんなが夢見るお伽とぎ噺ばなしのなかの英雄だもの。否定なんてできるはずない」

			　リリィは首をゆっくりと振った。

			「だけどね、そんなひとがいたとしても、わたしたちはついていきたいとは思わないよ。だって、それは『あなた』じゃないもの」

			　そういうリリィの瞳ひとみには、彼女の言葉に耳を傾けるおれの姿が映し出されている。

			　いまここにいるおれのことを、彼女はしっかりと見詰めていた。

			「わたしが好きなのは理想として描かれた誰かじゃない。幻げん想そうを好きになんてなれないよ。わたしはね、わたしたちのためになんとかしようって、たとえ力足らずでも必死になってくれるご主人様が好きなの。力足らずかどうかなんて、どうだっていいんだよ」

			「……だけど、おれはお前たちの主あるじで、リーダーとして引っ張っていかないといけないんだ。そんなおれが力足らずじゃ駄目だろう？」

			「そんなことないよ」

			　リリィはぐりぐりと亜あ麻ま色の頭を胸板に押し付けてくる。

			「だったら逆に聞くけれど、ご主人様はわたしたちが役立たずなら見捨てるの？」

			「まさか！」

			　おれは即座に否定した。

			「まさか、そんなことありえない！」

			「……うん。ご主人様なら、そう言うだろうって思ってた。ふふ。眷けん族ぞくとしては、ほんとはここで喜んじゃ駄目なんだけどねえ」

			　顔を上げたリリィは、口元に微び苦く笑しようを浮かべた。

			「でも、嬉うれしい」

			　リリィはそっと両手でおれの頬ほほを挟はさんだ。

			「だけど、ご主人様。だったら、それはわたしたちだって同じなんだってわかってほしいな」

			　リリィの掌てのひらが慈いつくししむようにおれの頬ほほを撫なでる。

			「支えさせて。もっと頼って。ひとりで無理ばかりしないで。力足らずだっていいんだよ。わたしたち眷けん属ぞくは力を合わせないと駄目な生き物だけど……それはね、きっとご主人様も同じなんだから」

			「おれも……同じ？」

			「うん。それがきっと、ご主人様とわたしたち眷けん属ぞくの在るべきかたちなんじゃないかな」

			　おれたちの在るべきかたち。

			　リリィが口にしたその言葉は、おれがこれまで一度も考えてこなかったことだった。

			　なぜなら、おれにとってそれはあえて考えるまでもないことだったからだ。

			　考える必要はないのだと、思い込んでいたことだったからだ。

			　おれは彼女たちを引っ張っていかなければいけないと思っていた。

			　そうでなければならないと決めつけていた。

			　だが、本来それは『こうであるべき』と決められるようなものではないのだ。

			　さっきリリィの言った通り、リーダーの在り方は様々だ。リーダー本人の資質と集団の性質とを鑑かんがみて、個々にベターなかたちを探っていくしかない。

			　確かに、神様のようなカリスマ性を備えていたり、大勢を引っ張っていくパワーがあったり、なにもかもを解決できるような知性があれば、それに越したことはないだろう。

			　けれど、おれはどこにでもいる平凡な学生でしかない。

			　歯は痒がゆいことだが、それがいまのおれだ。真島孝たか弘ひろという名の17歳のおれなのだ。

			　あの運命の日、生と死の境にあった洞どう窟くつで自分の身に備わった能力を自覚したおれは、突然リリィたち眷けん属ぞくを率いる主あるじになった。

			　けれど、だからといっておれ自身の中身はなにも変わらない。

			　なんの準備もなく、おれのようなどこにでもいる小僧が、ステレオタイプなリーダーの資質を発揮できるわけがない。それなのに、立派なリーダーとして振る舞おうとしても、そんなのどこかで無理が出るに決まっていた。

			　――彼女たちの主あるじとして、おれがどうにかしなければ。

			　――全部、おれが解決する。

			　そんなふうに考えていたのは、ある意味で思い上がりだった。

			　おれのことを見ていて、助けてくれる人がいる。

			　支えたいと言ってくれる人がいる。

			　彼女たちと手を取り合って、同じ目的を見据えて、協力してことに当たっていく。

			　多分、リーダーとしておれの目指すべきは、そこなのだ。

			　いまのおれたちになら、それができるはずだった。なぜなら、おれは自分の未熟と限界とを自覚して、それを受け入れることができるようになった。成長したリリィたちだって、おれが引っ張ってやらなければいけないような存在では決してない。

			「おれたち全員が力を合わせる。支え合って生きていく。それがおれたち本来の在り方なのだとしたら……おれはずっと勘違いをしてきたんだな」

			　だからこそ、ここがおれと彼女たちの新しいスタート地点だった。

			　奇しくも、あの洞どう窟くつと同じくリリィとふたりきりの狭い空間で、おれは決意を胸に抱いた。

			　みんなで助け合って、この異世界を生き抜ぬいていこう。

			　おれの身に宿ったこの力は、そのためにこそ在るのだから。

			「ありがとう、リリィ。お陰で目が覚めた」

			　大事なことを教えてくれた目の前の少女が愛おしくて、おれは万ばん感かんの想いを込めて感謝の言葉を口にした。

			「これからもよろしく頼む。おれのことを支えてくれ」

			「うん……うんっ。ご主人様っ！」

			　感極まった様子のリリィが、ぎゅっとおれの体を抱き締めた。

			　こちらからも抱き返した。

			　顔を寄せ合って、微笑ほほえみを交わし合い、元から近かった距離をもっと近付ける。

			　濡れたジャージの生地越しに体が触れる。物足りない。全然足りない。互いの隙すき間まを埋めるように抱き締め合う。おれたちの間を繋つなぐパスがリリィの望みをおれに告げる。

			　それは、いまおれが望むことでもあった。

			「ご主人様……」

			　視線が絡んで、鼻先が触れ合い、吸い込まれるように唇が合わさる。

			　ふとおれはこれが久しぶりの『ふたりきり』であることを思った。

			　だからなんというわけでもないが。

			　おれだって、いまは満足に動けないわけだし。

			　首のうしろへと腕うでを回すリリィを抱きとめ、口づけを交わし、ぐっしょりと重く濡れたジャージの生地越しに豊かな彼女のふくらみを感じながら、そんなことをおれは考えて――

			「痛っ」

			　――左手の甲こうに走った痛みに、小さく苦鳴をあげた。

			「あ。ごめんなさい」

			　おれが漏もらした声に、我に返った様子でリリィが離れた。

			　おれの体に負担をかけてしまったと思ったらしく、細い眉まゆが下がっていた。

			「いや。リリィがなにかしたわけじゃない」

			　おれは突然の痛みに驚いて丸めた体を伸ばし、手を振ってみせた。

			「なにか急に手が痛くなって……」

			　と言いかけたおれは、ぎょっとした。

			「どうしたの……」

			　リリィも目を見開いた。

			　絶句する彼女が見詰める先。おれが先程、痛みを感じた左手の甲こうの上。

			　そこに、緑色の突起物が生えていた。

			　生え際からは赤い血がわずかに流れていて、ぽたりぽたりと風呂桶おけのなかに落ちては希き釈しやくされていた。これがさっきの痛みの原因だろう。

			　緑色の突起は、いまもにょきにょきと急成長している。

			　そこでようやく、おれはそれが植物の苗であることに気付いた。

			　これだけの異常事態のなか、それがただの苗であるはずもない。その先端部には、鎌かま首くびをもたげる蛇へびを思わせる、目鼻のない口だけの頭部がついていた。

			「ゴ、シュジ、サマ」

			　……喋しやべった。

			　木が軋きしむようなたどたどしい発音ではあったが、それは確かにおれを主あるじと慕したう眷けん属ぞくモンスターの呼びかけだった。

			　言葉もないとはこのことか。どうして『おれの体からモンスターが生えてくる』のか、意味がわからない。そんな予兆はひとつだって……。

			「……あ」

			　真っ白になった頭がその事実に思い至ったのは、ちょっとした奇跡だったかもしれない。

			「なあ、リリィ。ちょっと記憶が曖あい昧まいで確認したいことがあるんだが」

			「なぁに、ご主人様」

			「おれの左手から鉄てつ砲ぽう蔓つるの種を抜ぬいた覚えってあるか？」

			　鉄てつ砲ぽう蔓つるに襲おそわれたおれが、最初に種の弾丸を撃ち込まれたのは左手の甲こうだった。あれだけ衝しよう撃げき的な場面だから、改めて思い出すと気分が悪くなるくらい記憶は鮮せん明めいに残っている。

			　その一方で、リリィがおれの体から種を抉えぐり取ったあの作業のときに、左手から種を抜ぬかれた覚えがおれにはなかった。

			　とはいえ、あのときはおれも意識が朦もう朧ろうとしていた。記憶にないだけという可能性もあるかと思ったのだが、作業を行ったリリィが首を横に振ったことでその可能性もなくなった。

			　ということは……やはり、そういうことなのだろう。

			「ひょっとして、おれの魔力の枯こ渇かつは、こいつが原因か？」

			　おれは魔力不足で死にかけた。

			　鉄てつ砲ぽう蔓つるは寄生性のモンスターだ。宿主から養分を吸い取ることは、その生態と言える。

			「いや。でも、それはあくまで樹木からだ。人の体から生えてくるなんて出で鱈たら目めは……」

			「あ。待って、ご主人様。それはちょっと違うよ」

			　リリィがおれの言葉を遮さえぎった。

			「鉄てつ砲ぽう蔓つるの攻撃手段は百合みたいな花から打ち出される種でしょう？　当たり前のことだけど、種はふつう繁はん殖しよくの手段であって攻撃のための武器ではないよね」

			「まあ、そうだな」

			「なのにどうして鉄てつ砲ぽう蔓つるが弾丸みたいに種を撃ち出すと思う？」

			　言われて考えてみれば、それは確かに奇妙な生態だった。おれの知識にある限り、生物が種や実を作るためには大きなエネルギーが必要なはずだ。それをただ攻撃の手段として使い捨てるなんてありえない。

			「しかし、だったらどうしてなんだ？」

			「それはね、それが鉄てつ砲ぽう蔓つるのライフサイクルだからなの。鉄てつ砲ぽう蔓つるの種は撃ち殺した獲物から養分を吸って発はつ芽がするの。わたし、これまでに何度か見たことあるもの」

			「だから、おれの体から生えてくることもありえないことではないと？」

			　冬とう虫ちゆう夏か草そうよろしく自分の死体から生えてくる植物を思い浮かべて、おれはぞっとした。

			　魔力を与えてくれたガーベラがいなければ、おれは干涸ひからびて死んでいるところだったのだ。この状況はあくまでも、出で鱈たら目めな性能を誇ほこる彼女の尽じん力りよくによるものに過ぎない。

			「それに、そもそも、これって本当に鉄てつ砲ぽう蔓つるなのかな？」

			「どういうことだ？」

			「だって姿かたちが全然違うじゃない」

			　言われてみれば、確かに目の前のモンスターは、鉄てつ砲ぽう蔓つるとは造形が異なっていた。

			　もっとも大きな違いは、百合に似た花が咲いていないことだ。

			　これでは鉄てつ砲ぽう蔓つるとしての機能が果たせない。とすると、これは――

			「――リリィと同じ、ユニーク・モンスターか？」

			　モンスターのなかで極々稀まれに起こる突然変異種。

			　おれに宿ったモンスターが、丁度、それだったということだろうか。

			　そんな偶ぐう然ぜんがあるものだろうか。

			　そんなふうに考えるなら、いっそのこと、こう考えたほうがしっくりくる。

			「おれに宿ったからこそ、こいつはユニーク・モンスターとして発はつ芽がした……？」

			　おれの体は仮にもチート能力者のものだ。拳こぶしひとつでドラゴンを殺してしまうような、条理を引っ繰り返すびっくり箱と同じものなのだ。なにが起こってもおかしくない。

			「……おれの体にもう一度、他の種を埋め込んでみれば、はっきりするが」

			「馬鹿言わないで。今度こそ死んじゃう」

			「だよな」

			　もう一度同じことがあって生き残れる保証はない。ガーベラだって、あんなの二度と御ご免めんだろう。彼女の頑張りを無む為いにする提案などできるはずもなく、これはもちろん冗談だった。

			「それで、ご主人様、この子をどうするつもりなの？」

			　下手な冗談を言ったおれをちろりと睨んで、リリィが尋たずねた。

			　おれは寄生モンスターの生えていない側の右手で、短くなった髪を掻かいた。

			「どうするって、剥はがすわけにもいかないだろ」

			　この寄生モンスターとの間にもしっかりパスは感じられるし、敵意を持っていないことは伝わってくる。

			「ゴシュジン、サ、マッ！　サマ！」

			　まだ生まれたばかりなせいか知能は高くないようで、おれを呼ぶ以外の言葉も話せない様子だった。しかし、それでも無邪気におれのことを慕したっていることは伝わってくる。これを引き抜ぬいて殺してしまうというのは、かなり罪ざい悪あく感かんを刺激される行為だった。

			　それに考えてもみれば、おれの体に種を撃ち込んだのはあの場にいた鉄てつ砲ぽう蔓つるであって、あくまでこいつは発はつ芽がしただけだ。母体を殺しかけたとしても、生まれてくる子供に罪はない。シチュエーションは少し違うかもしれないが、そういった考え方もできないではなかった。

			「見たところ状態は安定しているようだし、あえて殺さなければいけない理由もない。そもそも引き剥はがせるのか、こいつ」

			　おれの体に根を張っているようだが、どれだけの深さで根付いているのかわからない。下手すると、腕うでを切り落とす必要さえあるかもしれない。それはあまりにもリスクが高かった。

			「ゴシュジ、サマ！　ゴシュ、サマ！　サマ！」

			　そんなことを考えていたのが伝わったのか、抗議するように軋きしむ声が鳴いた。

			「わかった、わかった。剥はがしたりはしないよ」

			「良いの、ご主人様？」

			　リリィの問いに、おれは肩をすくめた。

			　自分を殺しかけた存在に寄生されているというのは微妙な気分だが、それを言えば、ガーベラを受け入れた経けい緯いだって似たようなものだ。

			　と、そんなことを考えたからだろうか。

			「主あるじ殿どの！　主あるじ殿どのはどこだ！」

			　噂うわさをすれば影が差す。壁かべを隔へだてた向こう側で、なにやら慌ただしい物音がした。

			「……今度はなんだ」

			「そこか、主あるじ殿どの！」

			　おれの声を聞きつけたらしい。独特の足音がおれたちのもとへと向かってきた。

			「主あるじ殿どのっ！」

			　慌ただしくも空間を仕切っていた板がどけられて、真っ白な髪をなびかせたガーベラが風呂場に入ってきた。どうやら目覚めたばかりらしく、細い髪に少し寝ね癖ぐせがついている。

			　そんな彼女の姿を目の当たりにして、おれとリリィは揃ってぽかんとした。

			　それだけ、いまのガーベラの姿は衝しよう撃げき的だったのだ。

			「ガーベラ」

			　おれは尋たずねた。

			「お前、頭になにを乗っけてるんだ」

			　蜘く蛛もの糸を思わせる白く長い髪を垂たらすガーベラの頭の上に、だらんと手足を垂たらした獣が１匹、乗っかっていた。

			　尻尾しつぽは大きくふくらんで、ぴんと立った耳は三角形。まるくふわふわとしたやわらかな薄い茶ちや褐かつ色しよくの毛に覆おおわれた体は、どう見ても生まれて数ヶ月と経たない子供といった雰ふん囲い気きだ。

			　口が開いて、鋭いがちいさく可愛かわいらしい歯が露あらわになる。そのまま息を呑のみこむと、掌てのひらに乗ってしまいそうなもこもこした体がひとまわり大きく膨ふくらんだ。

			　まるで風船のように膨ふくらんだ体が縮むとともに、口からけぷっと細い煙けむりが立ちのぼる。

			　これはもう見間違いようがなかった。

			「風船狐……」

			「……の子供だねえ。ガーベラ。あなた、それどこで拾ひろってきたの？」

			　おれの言葉を引き取ってリリィが尋たずねる。さっきのげっぷの拍子にバランスを失った仔こ狐ぎつねを受け止めようとわたわたしていたガーベラが、ぴたりと動きをとめた。

			「拾ひろってきたわけではない。ついさっき、やってきたのだ」

			「やってきたって……」

			「風船狐の襲しゆう撃げきを受けたあの場所からここまで、それなりに離れておろう。この仔こ狐ぎつねの足では、一日くらいかかってもおかしくはないのではないかの」

			　昨日、おれたちはあの場所から全速力で逃げ出した。そのため、あの場にいた大勢の風船狐のなかに眷けん族ぞくになってくれるモンスターがいたかどうか、確認はできていなかった。

			　よく見れば、仔こ狐ぎつねの毛並みはずいぶんと汚れていた。

			　おれが死にかけている間に、この仔こ狐ぎつねにも大冒険があったのかもしれない。

			「それで、どうしてガーベラはそいつを頭に乗っけてるんだ」

			「知らぬ。妾わらわではなく、こやつに聞け。登ったのは妾わらわではない」

			「降ろせばいいだろ」

			「触って壊れたらと思うと、とてもそんなことはできん」

			　とんでもない！　と信じられないものを見るような目をおれに向けるガーベラは、一応、この仔こ狐ぎつねもモンスターだということを忘れているらしい。

			　おれがなんとも言えない気持ちでガーベラのことを眺ながめていると、騒さわぎを聞きつけたローズや加か藤とうさんもやってきて顔を覗のぞかせた。

			「どうしましたか、ご主人様。……おや？」

			「あら。なにやら大変なことになってますね」

			　ガーベラの頭に乗っている仔こ狐ぎつねと、おれの手の甲こうから生える寄生植物を見て、彼女たちは目を丸くする。あっという間に浴場は賑にぎやかになってしまった。

			「ご主人様」

			　腕うでのなかのリリィが身じろぎをした。

			　おれが意図を読み取って解放すると、彼女は身を起こして苦笑いをした。

			「なんだか『そういう雰ふん囲い気き』じゃなくなっちゃったねえ」

			「……そうだな」

			　おれも苦笑を返した。久々だったふたりきりの時間は、これで終わりらしい。
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			「ご主人様」

			「うん？　……ああ。ありがとう」

			　先に立ったリリィが、おれが立ち上がるのを助けるために手を伸ばしていた。

			　礼を言っておれがその手をとると、リリィはどこか嬉うれしげな表情で口をひらいた。

			「でも、良かったじゃない」

			「なんの話だ」

			「『焦あせって、空回って、なにもできなかった。なにも得られなかった』って、さっきご主人様は言っていたけどさ」

			　首を傾かしげたおれに、リリィは満面の笑顔を向けた。

			「ご主人様とガーベラの頑張りは、意味のないことじゃなかったんだよ」

			　

			　こうして四番目と五番目の眷けん属ぞくが、おれたちの仲間に加わったのだった。

		

	
		
			10　守りたい景色

			　

			　更に数日を休養にあてたおれは、完全に復調するまでの時間を有効利用するために、今後の方針について仲間たちと話し合いの機会を設けることにした。

			　すなわち、ここに留まるか、人里を求めて北へ向かうか、それとも第一次遠征隊との合流を求めて東の選択肢を採るか、ということだ。

			「早めに人里を訪れるべきじゃないかな。幸い、ガーベラの証言があって、この世界に人間がいることも、この森を脱出する目め途ども立っているんだから」

			　リリィは北へと森を抜ぬける案を支持した。

			「ご主人様の体のことを考えると、物資の補給はなるべく早いほうがいいと思うんだ」

			　ここまではおれが以前に考えたことと同じだったが、リリィは少し別のところにも目を向けていた。

			「ご主人様はこれまでに何度か大きな怪け我がをしてるよね。怪け我がを治すためには十分な休養と、滋じ養ようのある食事を摂とる必要があるでしょう？　だけど、この森のなかでは必要なものを必要なだけ手に入れられない。いつか無理が出るんじゃないかっていうのが、わたしは心配なの」

			　実際、おれの体は以前より少し痩せているとリリィは指摘した。

			　自分ではわからないのだが、よくおれに抱きついてくる彼女は、おれの体に起きた些さ細さいな変化を本人以上に敏感に感じ取っていたらしい。いまは誤ご魔ま化かしがきいているが、いつまでもそれが続くとは限らない。倒れてからでは遅いのだ。リリィたちの足を引っ張るのは、金こん輪りん際ざい、御ご免めん蒙こうむりたいというのが偽いつわらざるおれの本音だった。

			　リリィの指摘を聞いたローズやガーベラも、彼女の意見を支持した。

			　あと他に考えるべきことがあるとしたら、それは加か藤とうさんのことだった。

			　彼女のためを思えば、まずは東へ向かい、第一次遠征隊に合流して彼女の保護を頼んでから、改めて北を目指すというのも、そう悪くない選択肢に思えた。

			　だが、当の加か藤とうさんが、北を目指すべきだと主張した。

			　東に向かったとしても遠征隊と合流できるとは限らない、というのが彼女の意見だった。

			　もっともな話だった。こうして、北へ向かうことが決まったのだった。

			　あとは、いつ出発するかということだけだ。

			　出発の日は近い。その日に向けておれは準備を整えていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ようやく体から倦けん怠たい感かんが抜ぬけた、その日の夕方。

			　おれはリリィを連れてアラクネの巣のすぐ外に出ていた。

			　ただでさえ薄暗い森のなか、墨すみを垂たらしたような夕暮れが、目に映るすべてのものを薄うす闇やみに溶かしている。

			　おれは肩を何度か回したあとで、左手の甲こうに視線を落とした。

			「さて。テスト開始だ。いけるか、アサリナ」

			「ゴシュ、サマ！」

			　木々がしなり軋きしむような声でおれの呼びかけに応えて、鉄てつ砲ぽう蔓つる改め、寄生蔓・アサリナ――加か藤とうさんと相談してつけた名前だ――が、おれの左手の甲こうから伸びた。その姿はまるで巣穴から飛び出してきた蛇へびのようで、するする長い体を伸ばすと目標を見定める。

			「いけ！」

			　おれの号令に従って、緑の蛇へびは身を翻ひるがえした。

			　長く５メートルも伸びた先端部が、正面にあったひと抱えもある木に真っ直ぐ突き立った。樹皮の破は片へんが飛び散り、幹みきに硬いものがめりこむ鈍にぶい音が、葉鳴りとともに森に響ひびいた。

			「ぐっ……よし、戻れ」

			　手首から肩にかけてかかる負ふ荷かに歯を食いしばって堪えて、おれはアサリナを戻らせる。

			　ターゲットにした木に近付いて首尾を確かめてみると、生木の幹みきには直径２センチ、深さ３センチほどの穴が穿たれていた。

			　成果に満足して頷うなずくと、おれは左手の甲こうで身をくねらせて頭を振るアサリナを右手の指先で撫なでた。それが嬉うれしいのか、アサリナは不自由な言葉で鳴いた。

			「ゴシュ、シュ、シュ、サマ！　サマ！」

			　アサリナには、本来の鉄てつ砲ぽう蔓つるの攻撃手段である種の弾丸が扱あつかえない。彼女には、それを可能とする器官が存在しないからだ。

			　これが成長することで生まれてくるものなのか、それとも、彼女が鉄てつ砲ぽう蔓つるから分ぶん岐きした新たな種である証なのかは、いまの時点ではわからない。

			　種の弾丸が使えないのは残念だったが、代わりにアサリナには、鉄てつ砲ぽう蔓つるに比べて強力な運動性能があった。伸しん縮しゆく自じ在ざいの体は鞭むちのような運用も可能だし、いまのように一直線に突き出すことで、強烈な打だ突とつを繰り出すことも可能だった。

			　迎げい撃げきされて切断されてしまわないかということだけが心配だったのだが、それは杞き憂ゆうだとすでにわかっていた。

			　というのも、アサリナの体は千切れたら、その先にまた頭部が生えてくるのだ。

			　植物体の先端は蛇へびの頭部のように見えるが、実際にはそこに中ちゆう枢すう神しん経けいが宿っているわけではない。どちらかといえば、アサリナの本体はおれの左ひだり腕うでに張っている根のほうなのだ。

			　その根のせいで左ひだり腕うでの動きにやや違い和わ感かんがあるが、これはそのうち慣れるだろう。

			　そうしておれの左手に根付いたアサリナは、普ふ段だんからおれの魔力を少しずつ啜すすっている。それは生命維い持じのためでもあるし、有事に戦闘を行うエネルギー源にするためでもある。

			　発はつ芽が前とは違って、意思を持ったいまのアサリナは魔力を吸い取る量をきちんと調節できている。たとえば、おれの魔力が少ないときには吸収量を少なく、余っているときには多くする――といったように。言うなれば、アサリナは『おれが使わなかった余よ剰じようの魔力を充電池のように溜めておける』のだった。

			　逆におれのほうに魔力を引き出すことこそできないが、彼女はおれの魔力を燃料として、おれの戦力として働いてくれる。これは画期的なことだった。

			　というのも、これでおれはようやく、単独で戦闘に堪えるだけの力を手に入れられる――かもしれないからだ。

			　もちろん、これはあくまでもアサリナの力だ。おれの力ではない。

			　だが、おれと彼女を引き剥はがすことができない以上、戦闘単位としておれたちふたりを分けることに現実的な意味はない。

			　力を借りなければいけないのは相変わらずで、情けないことだと思うが、ここで意地を張っても仕方ない。リリィに泣かれてしまうようなことは、もう二度とあってはならないのだ。

			　おれはおれのできることをやろう。いまのおれは素直にそう思うことができていた。

			「威力はそれなりに期待できそうね」

			　座り込んでおれのことを見ていたリリィが、立ち上がってこちらに近寄ってきた。

			「あとは、パスを使ってどれだけ細かい指示を出せるかだけど……どうにかなりそう？」

			「要練習ってところだな」

			　戦いの最中にわざわざ口頭で指示を出していては、当然、間に合わない場面もあるだろう。そう考えると、アサリナの一心同体での運用は、戦闘に必要不可欠の技術と言える。

			　このためにパスが使えないものかと、おれは考えていた。

			　これまでパスについてわかっていることとして、距離が近ければ近いほど伝でん導どう率りつが高くなることが挙げられる。これまでの経験上、身体的な接触をしていた際に、より多くの情報がやり取りされていたことからの推測だが、間違ってはいないだろう。

			　それに加えて、自分の内面を相手に伝えようとすれば、ある程てい度どではあるが意図的に情報量を増やせることもわかっている。敵だった頃のガーベラをリリィたちが撃退したときのことを思い出せば、これはわかりやすいだろう。

			　アサリナはおれの体に根を張っているわけだから、接触に関してはこれ以上ないレベルと言っていい。あとは正確に素早く指示を伝える訓練あるのみだった。

			　もちろん、おれの指示が間に合わないときには、アサリナの判断で動いてもらうことにもなるはずだ。そういう意味では、おれの武器としての役割だけでなく、半自動での防御機構のような働きも彼女には期待されていた。

			「うまくいけばいいんだけどね」

			　アサリナと指先で戯たわむれながらリリィが言った。

			「いつでもご主人様の傍そばにいられるっていうのは、大きなアドバンテージだもの」

			「そもそも物理的に離れられないからな」

			　アサリナの戦闘力はかなり低い。正面から戦う分には、恐らく通常モンスターと渡り合うことさえ難しいだろう。だが、常におれとともにいられるということは、戦闘能力の低さを補おぎなって余りあるアドバンテージとなりうる。それはリリィの言う通りだった。

			　ただ、そこからリリィが口にしたことについては、おれの考えと少しずれていたが。

			「だけど、そっか。アサリナはご主人様とずっと一緒にいられるんだよね」

			　アサリナと戯たわむれていた手を引っ込めると、リリィは背中で指を組んだ。

			「それって、ちょっとだけ妬やけるかも」

			　腰こしを折っておれのことを見上げた彼女は、少しだけ唇を尖らせていた。

			　特別な事情がない限り、リリィは大抵おれの近くにいる。

			　それでも本人的には足りないらしい。

			　とはいえ、互いに特別な感情を抱いている男女の関係なんてこんなものだろう。

			　いつだって一緒にいたいのが当たり前、なにかと口実を見付けてはくっついていたいのが当たり前だ。

			　……おれだって似たようなものだ。口には出さないというだけで。

			「暗くなってきたな。夕食ができているだろうし、そろそろ戻ろうか」

			　可愛かわいく拗すねる彼女から目を逸そらして、気のないふうを装って提案する。

			「そうだね。ご主人様は病み上がりなんだし、あまり無理をしないようにしないと」

			　ぎゅっと右みぎ腕うでに抱きついてくるリリィ。

			　……口に出さなくても、気恥ずかしいおれの心情は彼女に知られてしまっているらしい。

			　それは、決して悪い気持ちではなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アラクネの巣に戻ってくると、夕食の準備ができていた。ローズが作った囲い炉ろ裏りでは焚たき火びが赤々と燃えており、串に刺さった具材が火にかけられている。

			　今日のメニューは、大ザリガニ、ビッグ・シザーズの肉だ。これはガーベラが狩ってきたもので、ローズが泥なんかを綺き麗れいに取り除いて処理してくれていた。

			　口に入れてみると、ビッグ・シザーズの肉は思った以上に淡たん白ぱくで味がなかった。もっと塩味がほしい。とはいえ、ファイア・ファングの肉に比べれば幾分マシだったが。

			　いまは焼くだけしかできないが、生のまま醤しよう油ゆでもかけたら美味しく食べられそうな気がしないでもない。加か藤とうさんも似たようなことを考えたようで、ローズを相手に日本の寿司と刺身について他た愛あいのない話をしていた。

			　最近、彼女たちが会話をする姿をよく見かける。おれのいない間、彼女たちはずっとふたりきりでいたから、交流を深める機会でもあったのかもしれない。

			　その他にも、少し以前とは変わった光景があった。

			　細い身を伸ばして肉串を取ってくれたアサリナに礼を言って、おれは左隣に座るガーベラに視線をやった。

			　彼女の頭の上には、幼おさない狐きつねの子供が短い脚あしをだらっと垂たらして腹はら這ばいになっていた。

			「これ、あやめ。お主はどうして妾わらわの上に乗っかろうとするのだ」

			　この『あやめ』というのが、おれが幼おさない風船狐につけた名前だった。

			　頭の上のあやめを見上げてガーベラは細い眉まゆを下げていた。とはいえ、彼女も本気で嫌いやがっているわけではないのだろう。白いアラクネの身体能力をもってすれば、幼おさないあやめを捕まえることなんてわけはない。そうしていない時点で彼女の内心は簡単に推測できた。

			「くぅー、くぅー」

			「そこで不満そうに鳴かれても困るのだがの。文句を言いたいのは、妾わらわのほうだというに」

			「くぅ？」

			「……仕方のない奴だの」

			　どうやら幼おさないあやめはガーベラのことを好いているらしく、彼女と一緒にいることが多い。

			　子供らしく落ち着かなくちょろちょろしているのだが、気付くとガーベラの蜘く蛛もの平べったい腹部や、白い頭の上に乗っかっている。ガーベラのほうも、あやめのマイペースな行動に手を焼きつつも、新しくできた妹の存在を好ましく思っているようだった。

			　いまもあやめがぴょんとガーベラの頭から飛び降り、お転てん婆ばな女の子めいた奔ほん放ぽうさで駆かけ出すと、付き合い良くガーベラは立ち上がった。

			「むう。少しはじっとしておれんのかの」

			　とかなんとか言いながらも、面倒見良くガーベラはあやめを追いかける。

			　それは微笑ほほえましい日常のワンシーンとしておれの目に映った。

			　あやめはガーベラにじゃれるように走り回る。そして最後に、加か藤とうさんと話をしていたローズのもとに駆かけ寄った。

			「おや。どうしましたか、あやめ。危ないですよ」

			　食事を摂とる必要のないローズは夕食時もいつも通り仕事をしているので、右手にはナイフ、左手には削けずり出しかけた剣を持っていた。下手にじゃれついては危ない。

			　そうしたローズの心配にかまわず、あやめは甘えた声で鼻を鳴らしながら、木製の硬い膝ひざのあたりに鼻はな面づらを押し付けた。

			「仕方がないですね」

			　ローズは手にしていたものを地面に置いて、作業を中断した。

			　迷うように手を彷徨さまよわせたあとで、彼女はぎこちない手つきであやめの頭を撫なでる。

			　そこに、あやめを追ってガーベラがやってきた。

			「すまぬな、ローズ殿。あやめが邪魔をした」

			「いえ。気にしなくてもかまいません」

			　ガーベラを見上げたあやめは、ローズに撫なでられるまま、その場に身を伏ふせた。

			　どうやらいまは、普ふ段だんあまり触れ合うことのないお姉さんに甘えたい気分らしい。

			　気持ち良さそうなあやめとは対照的に、ガーベラは気まずそうな顔で立ち尽つくしていた。

			　そんな彼女のことを、あやめを撫なでるローズの目鼻のない顔が見上げた。

			「可愛かわいいですね、あやめは」

			「う、うむ」

			「そんなところで立っていないで、座ったらどうですか？」

			「うむ」

			　ガーベラは頷うなずき、８本脚あしを折りたたんで座った。

			　あやめを挟はさんで、ガーベラとローズが隣り合って座るかたちだ。

			「……」

			「……」

			　ふたりは口を利かない。完かん璧ぺきに固まってしまっている。

			　彼女たちを交互に見て、あやめがふわふわの尻尾しつぽを振った。

			「くう？」

			「お見合いしていないで、なにか喋しやべったらどうですか？」

			　ジト目になった加か藤とうさんが、呆あきれたように言って溜ため息いきをついた。

			「ほら、あやめ。お姉さんたちふたりは話し合いをするみたいですから、あなたはこっちにいらっしゃい」

			　ちちちと舌を鳴らして加か藤とうさんが呼ぶと、あやめはローズとガーベラとを見比べたあとで、ローズの手をすり抜ぬけて彼女のもとに向かった。

			　残されたふたりは互いに顔を見合わせた。

			　このまま会話のひとつもせず席を立つことはできない状況になっていた。こうなれば、もう観念するしかない。なにより、一番下の妹がつぶらな黒い瞳ひとみでふたりを見詰めているのだ。

			　おしゃべりしないの？

			　なんでだまってるの？

			　……と、そんな声が聞こえてくるような視線で見られてしまえば、気まずいなんて言っていられない。

			「これは、ご主人様が仰おつしやっていたのですが」

			　話題を探す数秒の空白ののちに、会話のボールを投げたのは、姉であるローズだった。

			「わたしの特技である魔法道具作製と、あなたの機はた織おりの技術を組み合わせて、より良い防具を作れないものかと」

			「ほう」

			「検討する価値のある良案だと思いますが、あなたはどうですか？」

			「そうだの。良い考えだと妾わらわも思うよ」

			　ガーベラはぎこちなく言って、まだ少し硬い笑みを浮かべた。

			「……たとえばローズ殿は、どういうものを考えておるのかの」

			「そうですね」

			　会話が流れ始めてしまえば、あとはスムーズなものだった。

			　ふたりともに創作という分野では一芸に秀ひいでている。日常会話だとまだぎこちないところもあるものの、こと創作物に関してなら話題は尽つきない様子だった。

			　そのきっかけを作ったあやめはというと、控ひかえめな笑みを浮かべてふたりの会話に耳を傾ける加か藤とうさんの膝ひざの上で丸くなって、くぅくぅ寝息を立て始めていた。なんともマイペースなものだが、あやめのお陰で空気が和なごんだのは確かだった。

			　おれの眷けん族ぞくのなかで最弱なのは、間違いなくあやめだろう。

			　運動性能はかつておれたちが住んでいた世界の子犬に毛が生えた程てい度ど。モンスターらしく耐久力はあるようだし、風船狐としての特性である火球を吐くことも可能だが、それだって単独戦闘に耐えるほどではない。

			　だが、あやめの存在はおれたちにある種の安らぎを与えてくれていた。これだけでも得え難がたい資質であり、彼女もまたおれにとって、なくてはならない存在となっていた。

			「こんな日々がずっと続けばいいね」

			　傍そばに寄り添うリリィの言葉に、おれは万ばん感かんの思いを込めて頷うなずいた。

			「ああ。そうだな。本当に、そう願いたい……」

			　それが叶かなわぬ願いであろうことは、なんとなくだが予感していた。

			　この森を抜ぬけることで、おれの置かれた環境は激変する。

			　人の世界に足を踏ふみ入れてしまえば、否いや応おうなしにおれは人間という同族に向き合わざるを得なくなるだろう。

			　おれはリリィたち眷けん属ぞくを率いる主あるじだ。たとえなにがあろうとも、モンスターである彼女たちと助け合って生きていこうと心に決めている。

			　だが、モンスターを率いるというおれの特質が、この世界の人間にどのように受けとめられるのかは、いまのところわからない。

			　いずれ巡り合うだろうおれと同じ異邦人たる学生たちが、どのようなかたちでおれたちと関わり合うのかもわからない。

			　受け入れられる必要はまったくないが、せめて敵対だけはしてくれるなと願う。

			　それでも、もしも彼らと敵対することになってしまったなら、そのときはおれも覚悟を決めて、同族である人間たちと戦おう。目の前の、この光景を守るために。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　おれがアラクネの巣を出発したのは、それから更に数日後のことだった。

			　向かう先は北の方角。

			　森の切れ目と、その先に広がっているはずの人界へと、おれたちは歩を進め始めた。

		

	
		
			11　北への旅路

			　

			　おれたちの北への旅路は順調なものだった。

			　最大戦力として白いアラクネのガーベラ、索さく敵てき要員としてファイア・ファングの嗅きゆう覚かくを擬ぎ態たいするリリィ、おれたち人間を守って堅実な戦いをするローズ――この布ふ陣じんを打ち崩くずすことは、たまに遭そう遇ぐうするせいぜい数体程てい度どのモンスターにできることではなかった。

			　ここにどうにかして新入りのあやめとアサリナの働きを追加したいものだったが、いまのところはまだ彼女たちが活躍するような場面は出てきていない。

			　もちろん、そんな場面に遭そう遇ぐうしないほうが幸運ではあるのだが、そうとばかりも言っていられないのが実情だ。いざというときのために戦力を拡かく充じゆうしておくに越したことはない。

			　今日も一日の道どう程ていを消化して夕食を終えたあと、おれはアサリナと戦闘を想定したテストを行っていた。

			「……ぐ」

			「ちょっと待ってね。すぐに治すから」

			　おれが呻うめき声をあげて蹲うずくまると、駆かけ寄ってきたリリィが回復魔法の魔法陣を展開した。

			　患部はアサリナの宿る左ひだり腕うでだ。温かな光を浴びて関節の痛みが緩かん和わされる。

			　だが、おれの眉まゆの間に寄った皺しわはそのままだった。

			「……問題、だな」

			　口のなかが妙に苦い。知らず声こわ色いろは呻うめくようなものになっていた。

			　アラクネの巣を出て、今日で３日目。おれは夜よ毎ごとにアサリナと戦闘を想定した訓練をしていた。細かい指示はまだ難しいが、簡単な命令なら口頭でなくてもパスを介かいして伝えられるようになりつつある。これに関しては、思っていたより順調な滑り出しと言えるだろう。

			　しかし、ここにきて想定していたものとはまた別の問題が浮上していた。

			「弱い弱いと思ってはいたが、ここにきて祟たたってくれるな」

			　指を開いたり閉じたりして、腕うでの回復具合を確かめる。

			　異世界でのサバイバル生活を通じて、火傷やけど跡や細かい傷がついた無骨な手だった。

			　ただの人間の脆ぜい弱じやくな肉体だった。

			　……その脆ぜい弱じやくさが問題になっていた。

			　作用には必ず反作用がある。それは魔法なんて摩ま訶か不ふ思し議ぎが存在するこの異世界でも変わらない世界のルール、物理法則というものだ。

			　鍛きたえていない人間が不用意にモノを殴れば拳こぶしを痛めるし、手首を挫くじくこともある。それと同じことがおれの身にも起こっていた。すなわち、アサリナの攻撃の際の反動に、おれの腕うでが耐えられなかったのだ。

			　いざというときに全力が出せないようでは話にならない。

			　アサリナに無理を言って試しに全力を振るってもらった結果が、手首と肘ひじを同時に痛めて悶もん絶ぜつするという醜しゆう態たいだった。目も当てられないとは、このことを言う。

			「ゴシュ、シュ、サマ……」

			「お前のせいじゃない。気にするな」

			　どこか力なく鳴いて、手の甲こうから生える１センチほどの突起にまで縮こまったアサリナを指先で撫なでてやる。そうすることでおれ自身癒いやされはしたものの、頭痛の種は残ったままだ。

			　これでは、十分にアサリナの力を発揮してもらうことができない。

			「……どうしたものかな」

			　座り込んで考え込んでいたおれだったが、結局、なにも思いつかず、がりがり頭を掻かいて溜ため息いきをついた。

			　傍らのリリィに視線をやる。彼女は指先を唇に当ててなにやら考え込んでいる様子だった。

			「リリィには、なにかいい考えはないか？」

			　おれが問いかけると、リリィは大きな黒い瞳ひとみをこちらに向けた。

			「うーん。ひとつ考えがないでもないけど」

			「本当か」

			「うまくいくかどうかはわからないけどね。やってみる価値はあると思う」

			　思案げにしているということは、彼女のなかでもまだ考えがまとまっていないのだろう。とはいえ、少しでも可能性があるというだけでも検討する価値はある。

			「話してもらえるか」

			「もちろん。ただ、だったら協力を頼まないとね」

			「協力……？」

			「ガーベラの助けが必要なの。二度手間になるし、ここから先はあの子と一緒に話しましょ」

			　と、リリィが言うので、おれたちはローズやガーベラたちのいる焚き火の傍そばに移動した。

			　焚き火を中心にして、おれたちは車座になる。

			　おれの左右にリリィとガーベラ、正面にローズと加か藤とうさんという配置だ。あやめはもうおねむらしく、ガーベラの蜘く蛛もの腹の上でくぅくぅ寝息を立てていた。

			「して、用というのはなにかの」

			　早速尋たずねてくるガーベラに、リリィはおれが直面している問題を語った。

			「ふむ。状況はわかった。妾わらわになにかできるとも思えぬが……」

			　話を聞き終えたガーベラは難しい顔をしていた。

			「リリィ殿には腹ふく案あんがあるのだな？」

			「うん。ガーベラに頼みたいことがあるの」

			　ガーベラの確認の言葉に、リリィは頷うなずきを返した。

			「実はガーベラには、ご主人様の魔法の訓練に付き合ってほしいのよ」

			「魔法の訓練とな？」

			　これはまったくの予想外だったらしく、ガーベラは赤い目を丸くした。

			「しかし、それはリリィ殿が先生役を務めておったのではないかの」

			　ガーベラを眷けん族ぞくとしたことで保有する魔力が増大したおれは、ここ数日のことではあるが、リリィに魔法の初歩的な手て解ほどきを受け始めていた。

			　これはアサリナとの訓練のあとに行われており、今夜もその予定だった。

			　リリィはその先生役をガーベラに頼みたいのだという。

			「魔法なら妾わらわよりもリリィ殿のほうが得意であろう。リリィ殿が引き続き、主あるじ殿どのに教えるのではいかんのか」

			「単純に属性魔法を教えるだけなら、わたしが教えるのが一番いいと思うんだけどね」

			　リリィはおれの体越しに手を伸ばして、おれを挟はさんで逆側に座るガーベラの手首を取った。

			「ふむ？」

			「ほら。ご主人様も」

			「……ん？　あ、ああ」

			　不ふ心こころ得え顔がおのガーベラと同じく、おれも首を傾かしげつつ腕うでを差し出した。

			「よいしょっと」

			　リリィはおれたちの手を引っ張ると、前ぜん腕わん同士をぴたりとくっつけた。

			　少し低めのガーベラの体温が手首から肘ひじまで感じられて、なんとなく気恥ずかしい。ガーベラも同じようで、少し頬ほほを赤らめていた。

			「ガーベラの腕うで、綺き麗れいだよね。傷ひとつなくて、滑なめらかで、細くってやわらかくて」

			「リリィ殿も同じであろ。妾わらわよりも細いくらいではないか」

			「わたしのは擬ぎ態たいだから。それに、ガーベラと比べられちゃうとね」

			　そういって苦笑を零こぼすリリィは、生前は文句なしの美人だった水島美穂の容よう姿しを引き継いでいる。一部が違うというか、グレード・アップしている部分も体幹前方部に存在するが、その他はほぼ全身が水島美穂そのものであり、当然、見た目は可か憐れんな美少女だ。

			　だが、ガーベラと比べられてしまえば、ちょっとばかり分が悪い。

			　ガーベラの美び貌ぼうは桁が違う。それは人あらざる者の美しさであり、あくまで人間を模もしているリリィとは別次元のそれだった。

			　もちろん、それらは元来比べられるものではないし、比べるようなものでもない。あえてそういう目で彼女たちを見比べるにしても、日本人として馴な染じみがあるのはリリィの可か憐れんさだろうし、彼女を支持する男性も多いだろう。このあたりは完全に、個人の趣味の範はん疇ちゆうだ。

			　それはそれとして、だ。

			「話が逸それていないか」

			「っと、そうだったね」

			　リリィは小さく舌を出して、話題を軌き道どう修しゆう正せいした。

			「ご主人様にはね、自分の腕うでとガーベラの腕うでを見比べてみてほしいの」

			「腕うでを？」

			　言われるままに、おれはガーベラの腕うでを見た。

			　女の子の腕うでだ。

			　細かい傷と火傷やけど跡が残るおれの腕うでとは比べ物にならない、しなやかで綺き麗れいな腕うでだった。

			「ガーベラの腕うでって、細いでしょ。アサリナの攻撃の反動に耐え切れないご主人様の腕うでより華きや奢しやだよね」

			　それはそうだ。おれは男で、ガーベラはモンスターとはいえ女性だ。内実はどうあれ、外見はおれのほうが当然がっしりしている。

			「だけど、ガーベラと腕うで相撲したら、ご主人様は勝てないよね」

			「まあ、そうだな」

			　これもまた事実なので抵抗なく頷うなずく。

			「勝ち負けがどうこうというか、腕うでごと拉ひしやげて潰つぶされるんじゃないのか」

			「妾わらわはそんなことはせぬ！」

			　ガーベラが即座に主張するが、リリィが言いたいのはそういうことではないだろう。

			　おれの脳のう裏りには、記憶に新しいガーベラの勇姿――鉄てつ砲ぽう蔓つるの群生地を丸ごと引き抜ぬいた、白い蜘く蛛もの暴ぼう虐ぎやくの様が思い浮かんでいた。

			　あれは猛たけ々だけしくも美しい光景だった。

			　おれがどれだけ鍛きたえたところで、あんなことはできないだろう。

			　……いや。そうでもないのか？

			　おれはなんとなく、リリィの言わんとすることがわかったような気がした。

			「わたしたちモンスターとご主人様たち人間じゃ、筋肉の質からして違っているとはいえ、いくらなんでもガーベラの細ほそ腕うでと怪かい力りきは釣り合っていないよね。そこには当然、この世界特有の現象が関係しているの」

			「つまりは、魔力か」

			　たとえ物理法則として不可能なことでも、この世界にはこの世界特有の法則がある。それに従っているのなら、おれの常識に外れた事柄でも実現は可能なのだ。

			「そういうこと」

			　おれの言葉に頷うなずいたリリィは、おれたちふたりの手を離すと、乗り出していた身をひいた。

			「ミミック・スライムのわたしは、魔力でこの姿を維い持じしている。マジカル・パペットのローズは人形の体を動かしている。寄生蔓のアサリナもこれは同じね。風船狐のあやめは、魔力で炎を生み出すことができる。そして、それはガーベラも同じ」

			「ああ。魔力によって常時身体能力を強化しておるな。とはいえ、こんなものはモンスターなら例外なく、無意識のうちに行っておることではあるが」

			　魔力による身体能力の強化。そう聞いておれが思い出したのは、この異世界に転移させられた直後に見た、ドラゴンを素す手でで殴り殺す学生の姿だった。

			　ああしたチート能力者の出で鱈たら目めも、保有する魔力の莫ばく大だいさと、それを運用する能力とが組み合わさって生み出されたものだったということだ。そして、いまの話を聞く限り、どうやらそれは特別な資質を必要とする技能ではないらしい。そのあたりは魔法と同じなのだろう。巧こう拙せつの差こそあれ、魔力さえあれば誰にでも習得は可能ということだ。

			　だとしたら、おれにも可能性はあるはずだ。あれほどのことはできないにしても、少しでもこの体が頑がん丈じようになってくれるだけで、かなり状況は好転する。最低限、この脆ぜい弱じやくな体が左ひだり腕うでに宿るアサリナの土台として働くようになってくれれば、それでいい。問題はそれがどの程てい度どの困難を伴ともなうのかということだが。

			「その分だと、リリィ殿が妾わらわにしたい提案と言うのは、『魔力を利用した身体能力強化を主あるじ殿どのに教えろ』ということなのだな。だが……」

			　ガーベラは困こん惑わくを眉まゆに表した。

			「それならやはり、リリィ殿が教えてもよいのではないかの。こんなものは、妾わらわだけの技術ではない。妾わらわのやり方をあえて真似る必要もなかろう」

			　ガーベラの言い分はもっともだった。

			　極論、これに関しては、眷けん族ぞくの誰が教えてもかまわないように思える。

			「無論、妾わらわが教えるのが嫌いやというわけではない。しかし、もともとはリリィ殿がすべて教える予定だったのであろ。……よいのか？　主あるじ殿どのになにかを教えられる機会を、むざむざ妾わらわなどに譲ゆずってしまって」

			「それはあんまり良くないんだけどね」

			　おれからすればどこかずれているように思えるガーベラの心配を聞いて、リリィは苦笑したものの、妹分の懸け念ねんに対して否定を返すことはなかった。おれに魔法の手て解ほどきをすることを、彼女も楽しんでいたらしい。そう聞かされるとどこかむず痒い気持ちになった。

			　そんな楽しい時間を放ほう棄きしてでも、身体能力強化に関しては、ガーベラが教えるべきだとリリィは判断したということだった。

			「多分、ガーベラが教えるのが一番効率がいいと思うんだ」

			「ふむ。なにか理由があるのだな？」

			「うん。っていうのもね、ご主人様のなかに在る魔力は、ほとんどガーベラの魔力じゃない？だったら、ガーベラのやるようにしてみるのが、まずは一番の近道だと思うの」

			　おれの魔力はガーベラを眷けん属ぞくにしたことで増えた。これは、パスを通じてガーベラの魔力の一部がおれに流れ込んできているからだ。

			　もともとの保有魔力量が少なかったため、現状のおれの魔力はほとんどガーベラのものといってしまって良い状態だ。そうした魔力を運用するのだから、もともとの持ち主であるガーベラにその使い方を教わるべきだというのが、ここでのリリィの主張だった。

			「なるほどの。それは確かに道理だ。しかし、とするとひとつ訊ききたいことがあるのだがの」

			　リリィの話に理解を示したガーベラは、新しい疑ぎ問もんを投げかけた。

			「主あるじ殿どのはリリィ殿から属性魔法を教わり始めておるのだろ。それはどうする？　並行するのか？　それとも属性魔法は諦あきらめて、身体能力の強化を行うということかの？」

			「そのあたりに関しては、ご主人様の選択に委ゆだねる感じかな。わたしはただ、アサリナの攻撃の反動に耐えられるようになる良い案はないかって訊きかれただけだもの」

			　言葉を交わしていたふたりが、揃ってこちらを向いた。

			「どうするの、ご主人様？」

			　代表してリリィが尋たずねてくる。

			「そうだな」

			　おれはしばし考え込んだ。

			　属性魔法か、身体能力の強化か。あるいは、その両方か。

			　リリィとガーベラの会話を参考にして、それぞれのメリットを検討する。

			「……ガーベラに身体能力の強化を教わろうと思う」

			　決断までに、そう時間は掛からなかった。

			「おれにはいま、左手にアサリナが宿っている。属性魔法を覚えれば、確かに支援火力にはなるだろう。だが、どうしても防御面に不安が残る。それに対して、身体能力が強化されれば、敵からの攻撃に対するおれ自身の対応力は多少なり向上するはずだ。距離をとっての戦いがしたいのなら、アサリナに任せればいいしな」

			　勘違いしてはならない。おれに必要なのは戦闘の役に立つことではない。

			　おれの仕事は、なにがなんでも生き残ることだ。仲間たちの足を引っ張らないことが重要なのだ。風船狐の罠わなに嵌はまって死にかけたことで、おれはそれを十二分に思い知っていた。

			「おれの魔力はもともとガーベラのものだったから、身体能力の強化に関しては成長を見込めるっていうリリィの指摘もある。ある程てい度ど、攻撃をアサリナに任せられる分だけ、かたちになるのも早いはずだ。属性魔法を覚えるのは、そのあとでもかまわないだろう」

			　おれは自分の考えを語り終えたあとで、申し訳ない気持ちでリリィに視線を向けた。

			「属性魔法を教えてくれていたリリィには、悪いんだが……」

			「ううん。言い出したのはわたしなんだから、そんなこと気にしなくていいんだよ」

			　気を悪くした様子もなく、リリィはにこりと笑顔を見せた。

			　おれも笑顔を返して、今度はガーベラに視線を巡らせる。

			「あとはガーベラも。手間をかけて悪いな」

			「それこそ気にすることではない。妾わらわにとっては、主あるじ殿どのになにかを教えるということは、純粋に嬉うれしいことなのだからの」

			　本当に嬉うれしげに、ガーベラは透すき通るような白い頬ほほを朱に染める。こうした子供っぽいあけすけさを見せるから、彼女の印象はどうしても可愛かわいらしいものになってしまう。

			　もちろん、それが悪いことであるはずがない。

			「ありがとう」

			　おれは微笑ほほえましい気持ちで礼を言って、膝ひざに手を置いて立ち上がろうと力を込めた。

			「じゃあ、話もまとまったことだし、いまからでも……」

			「あの、真島先輩」

			　そうして早速、訓練を始めようとした矢先のことだった。

			　おれの台詞せりふは遮さえぎられた。

			　その声は、これまでずっとおれたちの会話の聞き役になっていた少女のものだった。

			「すみませんけど、少しお時間をもらえませんか」

			　焚き火を囲んで車座になった、おれの対面。

			　揺らめく橙だいだいの炎越しに、まっすぐおれを見詰める加か藤とうさんの姿があった。
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			◆　◆　◆

			　

			　加か藤とう真菜という名のひとつ年下の少女に対して、おれには負い目がある。

			　白いアラクネに連れ去られたあの夜に絶体絶命のところを助けてもらいながら、彼女が向けてくれているだけのものを返すことができない、という大きな負い目だ。

			　それはいまだに解決されていない。

			「……。どうした、加か藤とうさん？」

			　思えば、ずいぶん久しぶりに加か藤とうさんと言葉を交わしている気がした。

			　最近だと、彼女と話をしたのは、あやめとアサリナの名付けのときくらいのものだ。

			　あのときはきちんと議題があって、みんなで案を出し合って話し合ったというだけで、『加か藤とうさんと会話を交わした』という感じではなかった。

			　こうして話しかけ、話しかけられするのは、本当に久しぶりのことだった。

			　これはいま気付いたことなのだが、どうやらおれは無意識のうちに、彼女と接することを避けていたらしい。

			「すみません。訓練を始めようとしていたのに、引き留めるようなことになってしまって」

			「それは別にかまわないが」

			「ありがとうございます。お話をしたいことがあったものですから」

			　そう言った加か藤とうさんは、いつも纏まとっている薄汚れたシーツから抜ぬけ出すと、ローズの隣で居住まいを正した。どうやら真ま面じ目めな話らしい。

			「実は真島先輩に、ひとつお願いがあるんです」

			　そうして彼女が告げた『お願い』の内容は、おれが予想もしていないものだった。

			「リリィさんの手があくようだったら、わたしに魔法を教わる機会をもらえませんか」

			「……魔法を？」

			「はい。時間をかければ、わたしにだって魔法を習得することはできるはずですよね」

			　可能か不可能かでいえば、可能ではあるはずだった。コロニーでの定説では、『チート能力としてでなくても、魔法は習得できる』ということだったのだから。

			　可能ではあるのだ。しかし、おれはすぐに快こころよい返事をしてやることができなかった。

			「お願いできませんか」

			「……」

			　いまのところチート能力を自覚していない、つまり純正の一般人と変わらない加か藤とうさんが覚えられる魔法など、たかが知れている。モンスターとの戦闘の際に、自衛のために使えるレベルのものさえ修得することは難しいだろう。

			　以前のおれと同じで、時間を掛けてまで彼女が魔法を修得する意味はない。彼女の魔法が通用するとすれば、それは相手が人間で、それも不意を打てたときくらいのものだ。

			　たとえば、おれを背後から不意打ちする、とか。

			　その程てい度どにしか使えない。

			　……そこまで考えて、おれは自分の頭を殴り飛ばしたくなった。

			　一度は命を賭かけておれのことを救うために尽じん力りよくしてくれた恩おん人じんに対して、なんて疑うたがいを抱いているのだろうか。

			　だが、加か藤とうさんが魔法を覚えたところで、それくらいにしか使つかい途みちがないというのは事実だった。である以上、彼女に抱いてしまった疑うたがいを払ふつ拭しよくすることは難しい。そもそも、加か藤とうさんに『魔法を教わることを許可する』ということは、彼女に『武器を与える』ということだ。それができるなら、おれは彼女との関係についてこうも思い悩んだりしていない。

			「……」

			　結果として、おれは口を噤つぐんで無言を返すことになった。

			　そんなおれの姿を見て、加か藤とうさんは静かに口をひらいた。

			「……回復魔法」

			「え？」

			「回復魔法を、覚えたいんです」

			　それは、おれの懸け念ねんを払ふつ拭しよくする発言だった。

			「駄目、でしょうか？」

			「それは……」

			　習得するのが回復魔法なら、加か藤とうさんに武器を与えることにはならない。おれのなかで、警戒レベルがひとつ下がるのが自覚できた。

			　……それなら、彼女に魔法を覚える機会を与えることにも問題がない、か？

			　どうだろうか。少なくとも、検討する余よ地ちはあるように思える。

			　おれはそう考えを改めかけたが、それ以上、考えを進めることはできなかった。

			「その話、少し待ってくれんかの」

			　ガーベラがおれたちの会話に待ったをかけたからだ。

			　申し訳なさそうに眉まゆを下げた彼女の赤い目が、焚き火の炎越しに加か藤とうさんを見詰めていた。

			「リリィ殿の手があくようなら……という話だったな。悪いのだが、リリィ殿には主あるじ殿どのに魔力の扱あつかいを教える際に、妾わらわの手助けをしてほしいと考えておるのだ」

			「手助けですか？　それはどのような？」

			　加か藤とうさんのことが苦手なガーベラは表情を少し硬くしたものの、説明を求める彼女の視線を受け止めて答えた。

			「妾わらわはモンスターだ。人間の勝手などわからぬ。主あるじ殿どのにうまくコツを教授できるかどうか、正直なところ自信がないのだ。その点、モンスターでありながら、人間としての記憶も持つリリィ殿が力を貸してくれれば心強い」

			「そうね。少なくとも最初は、念のためにわたしが付いていたほうがいいと思うな」

			　リリィもガーベラのこの意見に同意した。

			「ふたりに同時に教えることはできないんですか？」

			　加か藤とうさんのこの質問に、リリィは首を横に振った。

			「難しいと思う。加か藤とうさんが魔法を使おうとすれば、まずは魔力の感触を掴むところから始めないといけないもの」

			　目に見えず、手でも触れられないものを扱あつかうことは誰にもできない。

			　魔法を使うためには、まず魔力を感じ取ることができなければ話にならないのだ。

			「これはそれなりに時間がかかるの。ご主人様の訓練と同時進行は、ちょっと難しいかな」

			　リリィの説明を聞いた加か藤とうさんは、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

			「魔法を使うために、まず魔力を感じ取る訓練が必要だって話はわかります。けど、それは真島先輩も同じなんじゃないですか？　だったら、一緒に教えてもらうことだって……」

			「残念だけど、この件に関しては、ご主人様は特別なの」

			「特別、ですか」

			「うん。例外と言っても良い」

			　リリィの大仰な言いように、加か藤とうさんが少し鼻白んだ様子を見せた。

			「というと……魔力を目もく視しできていたことですか」

			「それは確かに、加か藤とうさんに比べれば有利な点ではあるけれど、例外ってほどじゃないかな」

			　ある程てい度どの保有魔力があれば、魔力を見ることは誰にでもできる。その程てい度どなら、リリィは特別や例外なんて単語は使わない。そもそも、おれの素そ養ようはいまも大したものではないのだ。

			　だから、リリィがここで言わんとしていることは、偶ぐう然ぜんの成り行きさえ絡んだおれならではの事情だった。

			「ご主人様はついこの間、魔力不足で死にかけたでしょう？　ガーベラが魔力を分け与えることで、辛かろうじてご主人様は命を繋つなぐことができた。そのときにね、本当に偶ぐう然ぜん、ご主人様は魔力を感知する術すべを身につけているのよ」

			　リリィの話を聞いて、おれは自然とあのときのことを脳のう裏りに蘇よみがえらせていた。

			　蜘く蛛もの糸を伝わって注ぎこまれる魔力が体を満たしていくあの感覚は、意識を失う寸前の出来事にもかかわらず、いまでも鮮せん明めいに思い出すことができた。

			　自分という器が満たされる感覚、とでもいえばいいだろうか。

			　枯こ渇かつしていたからこそ、それが満たされる感覚を得た。あれは他に代え難い体験であり、他人と共有することがひどく難しい経験だった。

			「本来なら他人への魔力の譲じよう渡となんて、そうそうできることじゃない。ご主人様にしたところで、もう一度やったら次に成功するかどうか。魔力が枯こ渇かつして死に掛けたっていう偶ぐう然ぜんのシチュエーションも込みで、これは極めて例外的なケースなの」

			「……そうすると、わたしが同じようにすることはできそうにないですね」

			　同様のショートカットを使えるのなら、加か藤とうさんもおれに追いつける。

			　だが、彼女がおれの真ま似ねをすることはできない。

			「真島先輩とは違って、わたしは地道にやらないといけないわけですね」

			「そういうこと。魔力を目もく視しできないのはどうしようもないとして……まずは誰かが魔力を扱あつかっているところに接触して、魔力の流れを掴むところからかな？　だけど、ご主人様が会え得とくしようとしているのは身体能力の強化だから、実際に体を動かしながらの訓練になると思う」

			「そうなると、ますますわたしに付き合ってもらうのは難しいですね」

			「そもそも、習しゆう熟じゆく度どの違う人間を同時に教えるのは、効率が悪いでしょう。教室に詰め込まれて、学校の授業を受けてるわけじゃないんだから」

			「それもそうですね」

			　さすがにいまのおれたちにしたところで、そこまで余裕があるわけではない。

			「残念です」

			　おれたちの事情は、ここまでずっと行動をともにしてきた加か藤とうさんも理解してくれているのだろう。彼女はあっさりとお願いを引っ込めた。

			「いいの？」

			「真島先輩たちに迷惑を掛けてまで、魔法を教わりたいわけではありませんから」

			　リリィの問いかけにも未練なく答える。さっぱりとしたものだった。

			「面倒なことを言い出してすみませんでした」

			　加か藤とうさんはぺこりと頭を下げた。

			「……」

			　下げられた彼女の頭を眺ながめつつ、おれは胸の奥にしこりを感じていた。

			　……これで本当にいいのだろうか。

			　加か藤とうさんには借りがある。恩おんがある。負い目がある。

			　これくらいの小さな願い事なら、どうにかして叶かなえてやるべきなのではないか。

			　おれはそんなことを思ったが、それを口に出すことはできなかった。

			「……しまった」

			　背後を振り返ったリリィがつぶやき、勢いよく立ち上がった。

			「む」

			　ほぼ同時に、ガーベラもおれの隣で蜘く蛛も脚あしを伸ばしていた。彼女の蜘く蛛もの腹で寝ていたあやめが飛び起きて、ぐるるると唸うなり声をあげておれの背後の森の奥を見詰めた。

			　ローズはすでに、傍らに置いてあった斧おのを引き寄せて戦闘準備を終えている。

			　そこでようやく、おれや加か藤とうさんの反応が追いついた。

			　仲間たちの視線を追ってうしろを振り向いたおれの視界に、森の奥の暗がりからこちらにやってくる複数の人影らしきものが映り込んだ。

		

	
		
			12　人形のお願い

			　

			　夜の森の暗がりで蠢うごめく影が、こちらに一歩ずつ近付いてくる。

			　ただの人間でしかないおれのお粗そ末まつな視覚は、数秒経ってようやく、影が人間の輪りん郭かくをしていることを認識した。

			　腰こしほどまでしかない潅かん木ぼくを前進する体で掻かき分けて、こちらに歩いてくる人影は全部で５人。彼ひ我がの距離はまだ遠く、月明かりも焚き火の灯りも、彼らのいるところまでは届かない。

			　この異世界の住人か、それとも、おれと同じ転移者か。

			　目を細めて暗くら闇やみを見透すかしたところで、おれは彼らの素す性じようを判別するのが酷ひどく難しいことを悟った。

			　現れた彼らは、すっぽりと頭部を覆おおう兜かぶとを被っていたからだ。

			　降ろしたバイザーで、目鼻立ちは完全に隠れてしまっている。

			　全身を覆おおう鈍にび色いろをした鎧よろいといい、完全武装の兵士の装いだった。

			　面倒なことになった、とおれは小さく舌打ちをした。

			　相手の正体がわからない。よって、相手の出方もわからない。

			　こちらから先に相手を発見できなかったのは、痛手だった。なるべくなら、接触前に相手がどのような人間であるのか、確認しておきたかったのだが。

			　……いや。こうなってしまったことを悔やんでも意味はない。

			　いまはとにかく、交渉を試みるべきだろう。

			「お前たちは、いったい……」

			「ご主人様。さがっていて」

			　言いかけたおれの行く手を、リリィが細い腕うでを横に伸ばして遮さえぎった。

			　兵士たちを見据える彼女の目は、完全に敵を見るときのそれだった。

			「リリィ。なにを……？」

			「警戒はしてたんだけどね。ちょっと運がなかったかな。風下にいたのなら、こんなの気付かないはずないのに」

			　リリィは伸ばした腕うでをすっとスライドさせて、こちらに歩み寄ってくる兵士たちを指さした。

			「ほら。そろそろご主人様の目でも見えるはずよ」

			　おれはその言葉に従い、徐々に距離が縮まっていく人影に目を凝らした。

			　そこにいるのは、５人の兵士……では、なかった。

			「……うっ!?」

			　焚き火の灯りが照らし出したのは、『５体の兵士だったモノ』だった。

			　わかりやすいのは顔面だろう。５人は全員が兜かぶとをかぶっていたが、そのなかにひとりだけバイザーが壊れてしまっているものがいた。

			　焚き火の灯りに照らし出された男の顔は、原形を留めていなかった。モンスターにでも噛かみ裂さかれたのか、顎あごから下が存在しない。辛かろうじて、白人系の顔立ちをしているらしいことが判別できるくらいのものだった。

			　全身を覆おおっていた鎧よろいも、ひしゃげたり砕けたりしてしまっている部分があり、片方の腕うでがなくなってしまっている者さえいた。きっとこれは、彼らが生前、致ち命めい傷しようを受けたときに失ってしまったものなのだろう。内臓を引きずって歩いてくる者もいることに気付いて、おれの喉のどの奥に酸っぱいものがこみあげてきた。

			　この異世界に来てから、無残な死なら何度となく見た。しかし、これほど酷ひどく損そん壊かいした死体が動いているというのは一種独特のおぞましさがあった。

			「ぁあ、あぁあ……」

			　中ちゆう途と半はん端ぱにひらいた死者の口から、意味のない虚うつろな呻うめき声が吐き出された。

			　耳を撫なでる死の感触に、おれはぞっと肌はだを粟立たせた。

			　……間違いない。

			　こいつらはコロニーで一度だけ発生したことのある、アンデッド・モンスターだ。

			　コロニーではほぼ忌いみ名に近かった、その名前を『グール』という。

			　さっきリリィが無意味だと言ったのも頷うなずける。たとえ人の姿を辛かろうじて保っていたところで、彼らがモンスターである以上、どんな交渉も成立する余よ地ちはない。

			「ぁ、ぁ、あ、あぁ、アアアアァア――ッ！」

			　次の瞬間、森の奥から現れた５体のグールは、獣の速度でおれたちに襲おそいかかってきた。

			「うっ」

			　損そん壊かいした死体が向かってくるというおぞましさに、おれの体は竦すくんだ。

			　これがチート能力者である探たん索さく隊にさえ被害を出した、アンデッド・モンスター特有の恐ろしさだ。ひとのかたちをした相手に刃やいばを振り下ろすことにはどうしても躊ちゆう躇ちよが生まれるし、すでに息をしていない死体が襲おそいかかってくる不自然さに、ひとは本能的に怯ひるんでしまう。

			　ただし、それは相対した者が人間であったときの話だ。

			　おれが擁ようするのはモンスターの一団だ。相手が人間であろうが元人間であろうが、彼女たちには関係のないことだった。

			「――シィイイッ！」

			　戦端はローズの投げつけた戦斧が切った。

			　グールの１体が胸に斧おのを喰くらって、凄すさまじい勢いで背後に倒れ込んだ。

			　鎧よろいが刃やいばを喰くいとめたことで両断こそ免れたものの、ダメージは深刻だった。そのうえ、体に突き刺さった斧おのによって、地面に縫ぬいとめられるかたちになっては動けない。

			　残り４体のグールは、仲間がやられたことにもかまわず突進してくる。そもそも彼らに仲間意識などないのだ。

			　彼我の距離が詰まる。だが、ローズとほぼ同時に動き出した者はもうひとりいた。

			「死者にあまり近付かれたくはないの。主あるじ殿どのが病気でももらってはかなわん」

			　そう言ってガーベラが、その場で蜘く蛛もの糸を射出した。

			　糸は広い範囲をカバーするように撒まき散らされ、兵士の体とその周囲の諸もろ々もろの物体にまとわりついた。力の強いグールの動きを完全に阻はばむことはできなかったが、時間稼ぎとしてはこれで十分だった。

			「切り裂さけ！」

			　仲間たちが作った数秒の猶予を魔力の集中に費やして、リリィが青色の魔法陣を構築する。

			　――第二階かい梯ていの水魔法。性質は３本の剣。

			　透明な水の剣が宙を滑るように飛び出し、狙ねらい違わず兵士の兜かぶとに突き刺さった。

			　完かん膚ぷなきまでに脳のう髄ずいを破は壊かいされたグールが、地面に突つっ伏ぷし倒れる。彼らのアンデッド・モンスターとしての中枢が、人間だった頃と同じく頭部に宿っていることは、コロニーですでに確認されていたことだった。

			「ア、ァ、アァああッ！」

			　残った最後のグールが蜘く蛛もの糸を引き千切って前進した。

			「ぎゃお！」

			　そこに、あやめの吐き出した火球が激突した。

			　攻撃を避けるという発想がないのか、それともカウンター気味だったので対応し切れなかったのか、グールはまともにそれを喰くらった。

			　小規模な爆発が起こり、グールの足が停まる。

			「任せてください」

			　そこに予備の斧おのを手にしたローズが突とつ貫かんした。

			「シィイイィ――ッ！」

			　大上段に振りかぶられた斧おのが、正面から兵士の頭部を粉ふん砕さいした。

			　それを見届けて、おれは引き寄せていた大盾たてを下ろした。詰めていた息を吐く。

			　ここまで10秒と経っていない。５体のグールは危あやうげない戦いの末に殲せん滅めつされた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦闘開始直後にローズの斧おので動きをとめていたグールにとどめを刺してから、おれたちはふた手に分かれることにした。ひとつのグループが襲おそいかかってきた死体の検分をし、もうひとつのグループには、少し離れたところに改めて野営の準備をしてもらうことにしたのだ。

			　死後時間が経って腐ふ乱らんした死体は、衛生的とは言えない。近付かれる前に仕留めたとはいえ、臓ぞう物もつなりなんなりが撒まき散らされたすぐ傍そばで寝るのは、健康上よろしくない。肉体的にも、精神的にもだ。そこで、野営場所を移すことにしたのだった。

			　死体の検分には、おれとローズとで当たった。

			　実際に死体に触れる検分役は、以前バラバラ死体を見付けたときと同じくローズが務めている。おれはその作業を見守るかたちだった。野営設営のための人手は足りているし、それなら実際に死体を検分する人間が多いほうが良いだろうという判断だった。

			　加か藤とうさんもおれと同じ立場だが、女性である彼女に死体を観察させるのもどうかと思い、この場からは外れてもらった。今頃、向こうであやめの相手でもしてくれていることだろう。

			「ご主人様の見る限り、彼らはご主人様と同じ転移者ではなく、この世界の住人だということなのですね」

			　ローズは桶おけにたっぷりと準備した水で、遺い留りゆう品ひんを洗っては地面に並べていく。

			　彼女の背後に立つおれは頷うなずいて、地面に並べられた遺体に視線をやった。

			「ああ。おれや加か藤とうさんとは顔立ちからして違うだろ」

			　裸に剥むかれた死体は、すべて成人男性のものだった。グールとなった者への対処の都合上、どれも顔面を大きく損そん壊かいしているものの、彼らがおれたちの世界でいうところの白人系の顔立ちをしていることは辛かろうじて判別できた。

			「もちろん、おれたちと同じく、この世界に迷い込んだ西せい欧おう人じんって可能性もないではないけどな……」

			　考え始めれば、どんな可能性だって否定はできない。ある程てい度どのところで見切りをつける必要があった。

			「少なくとも、おれはこんな言語は見たことがない」

			　彼らのうちのひとりが懐ふところに携たずさえていた書しよ簡かんに、おれは目を落とした。

			　黒く変色した血で紙面のほとんどが潰つぶれてしまっていたが、一部残っている箇所を見る限り、アルファベットやその近縁の言語でないことだけは確かだった。

			　恐らく異世界の言語、なのだろう。

			　どちらかといえば、文字のかたちは漢字の草書に似ている。残念ながら、本当に草書だったところで、知識のないおれではそうだと判別を付けることはできないが。

			「とはいえ、おれも元いた世界の文字なんてほとんど知らないからな。はっきりとしたことは言えないが」

			　これがおれの知らない、おれたちの世界の言語だという可能性は否定できない。

			　死体はなにも語らない。情報を得るにしても限度がある。おれは思わず溜ため息いきをついた。

			　ようやくこの異世界で自分たち以外の人間に会えたと思ったのに、これだ。おれはこの世界でつくづく人間というものに縁えんがないらしい。

			「ローズはなにか気付いたことはあるか」

			「そうですね」

			　ひと通り遺い留りゆう品ひんを洗い終えたローズは、並べて置いてあったもののなかから、掌てのひらに掴みとれるサイズのものをいくつか選びとっておれに手渡した。

			「指輪か」

			「はい。全員が似たものを着用しておりました」

			　手て甲こうの下に付けていたらしい。剣を握にぎるときに邪魔にならないような、細い金属環の指輪だ。飾りに小さな黄色い石が嵌はまっており、そこに、それぞれ指輪ごとに違う白文字が描かれていた。これは、この兵士たちが所属する組織の証明書のようなものなのかもしれない。

			「もうひとつ気付いたことがあります」

			　横たえられた男たちの遺体をローズは手で示した。

			「彼らの死体はあまり腐敗が進んでいません。せいぜい死後数日といったところでしょう」

			　それがどうしたのかと尋たずねかけたところで、おれも気付いた。

			「なるほどな。ローズが言いたいのは『ここから歩いて数日以内の距離で、こいつらは殺されたんじゃないか』ってことだな？」

			「はい」

			　普通の人間と違ってアンデッド・モンスターには休息が必要ないことを考こう慮りよしても、せいぜい人の足で10日以内の距離ではないだろうか。

			　それは、おれたちでも十分に足を延ばせる距離だった。

			「あるいは、その近くに彼らの拠きよ点てんがあるのかもしれません」

			「なかったとしても、そこに人がいたことは確かなんだ。なんらかの手掛かりが得られる可能性はあるだろうな。あとは、どうやってそこまで辿たどり着くかだが……」

			「リリィ姉様なら、ファイア・ファングの嗅きゆう覚かくを駆使することで彼らの足取りを逆に辿たどることも可能かもしれません。さっき彼らは北西の方角からやってきましたから、北を目指してきたこれまでのわたしたちの進路から、それほど逸それることもないでしょう」

			「失敗したら失敗したで、元の通り真っ直ぐ北へ向かえばそれでかまわないからな」

			　どうせ曖あい昧まいな方角しか指針のない旅だ。試すだけの価値はあった。

			「よし。リリィに話をしてみよう。よく気付いてくれたな、ローズ」

			「いえ。たいしたことではありません」

			「謙けん遜そんすることはない。他になにか気付いたことはないか」

			「そうですね。他には特に思い当たりません」

			　得られる情報はこれくらいか。あと確認しておくべきことは……。

			「こうして彼らの遺い留りゆう品ひんが手に入ったわけだが、なにか有用そうなものはなかったか？」

			「携帯食がありましたが、傷いたんでいましたので手は出さないほうがよろしいかと」

			「武器はどうだ？　鎧よろいはどれも壊れているみたいだが、腰こしに剣をさげていた奴がいただろう」

			「検分しましたが、あえてお使いになるほどの品ではないかと」

			「そうか。だったら全部処分しても……いや」

			　言いかけたおれは、その途中で考え直した。

			「この指輪だけは持って行くことにしよう」

			「指輪をですか？」

			「ああ。こいつらを知っている奴にもしも会うことがあれば、形見に渡してやるのもいいだろうと思ってな」

			　おれは手にしていた指輪だけ、まとめてズボンのポケットに突っ込んだ。

			「それじゃあ、さっさと墓を掘って埋めてやろう。もうアンデッドとして起き上がってくることはないとはいえ、死体が転がっている近くで眠るのは落ち着かないからな」

			「はい」

			「剣や鎧よろいも処分するとしたら、それなりの深さの穴を掘る必要があるか。人手を増やしたほうが良さそうだな。そろそろ向こうの準備も終わっただろうし、ちょっと行って呼んでくるか」

			　おれはリリィたちのところに向かおうと歩き出した。

			　この森のなかで互いにあまり離れてしまうのも危険なので、彼女たちは大声を出せば聞こえるくらいの距離で、今日の寝床を用意してくれている。

			　とはいえ、万が一のことを考えれば、たとえ短い距離であろうとおれがひとりになるのは得策ではない。当然、護ご衛えいであるローズはおれのうしろをついてくる――はずだった。

			「うん？」

			　なのに足音が聞こえない。おれは足をとめて振り返った。

			「どうした、ローズ？」

			「ご主人様……」

			　そこには、立ち上がりこそしたものの、元いた場所を動かずにいるローズの姿があった。

			「その、ひとつ申し上げたいことがあるのですが、よろしいでしょうか」

			「それはもちろん、かまわないが……」

			　彼女の物腰に迷うような雰ふん囲い気きを感じて、おれは不ふ審しんに思った。

			　そもそも、おれが求めたわけでもないのに、ローズが自分から意見を言おうとすること自体が珍しい。そのうえ、このような態度を取られてしまえば、不ふ審しんも抱こうというものだった。

			　なにかあったのかと思うが、まずは話を聞かなければどうしようもない。

			「なんだ、話をしたいことっていうのは」

			　おれが促うながすと、躊躇ためらいがちながらローズは言った。

			「ひとつ提案をさせていただきたいのです」

			　提案？　と、おれは内心首を傾かしげた。

			　……いま調べていた兵士たちについてのことだろうか。

			　しかし、もしそうだとしたら、さっき言えばいいだけのことだし、ここでローズが言い淀よどむ理由がない。

			　けれど、だったらなにを……？

			　考えながらおれが見詰める先で、逡しゆん巡じゆんするようにローズは俯うつむいた。

			　だが、それもほんの数秒のことだった。

			　ローズは軽く拳こぶしを握にぎって顔を持ち上げた。その仕草には決然としたものが感じられた。

			「提案というのは他でもありません。加か藤とうさんの先程の『お願い』についてのことです」

			「……なに？」

			「魔力の扱あつかいについて彼女に教える役目を、わたしに務めさせていただきたいのです」

			　目を見開いたおれに対して、白みがかった質感の胸部パーツに手を当てたローズは、真しん摯しに言葉を紡つむいだ。

			「あくまで魔力の感覚を掴むための訓練だけなら、わたしでも相手を務めることは可能なのではないでしょうか」

			「それは……」

			　加か藤とうさんがまずこなすべきステップとして、リリィは『魔力を扱あつかっている誰かに接触して、魔力の流れを掴む』ことを挙げていた。確かにこのステップだけなら教師役が魔法を使える必要はない。ローズでも十分に先生役を務めることは可能だった。

			「わたしが魔法道具を作る際には、当然、魔力を扱あつかっています。そうした作業の最中に、加か藤とうさんには魔力を感じ取る訓練をしていただこうと考えております」

			「お前の作業に支障はないんだな？」

			「それはもちろんです」

			　このあたりはあくまで確認だった。

			　おれだって、まさかローズが自分の仕事を放り出すとは考えていない。

			　彼女は自分に与えられた仕事に忠実過ぎるくらいに忠実だ。それだけに、加か藤とうさんのためにあえておれに意見を申し立てるという彼女の行動に、こうして驚きもしたわけなのだが。

			「最初はわたしについていてもらい、然るのち、リリィ姉様に頼むかたちを考えております。その頃にはご主人様の訓練も進んでいらっしゃるでしょうし、リリィ姉様の手もあいているかと思います。いかがでしょうか？」

			　……悪くない。

			　それがローズの提案を聞いたおれの、正直な感想だった。

			　彼女の提案は、加か藤とうさんの件について生じていたデメリットを綺き麗れいに打ち消していた。

			　おれとしても、恩おん人じんである加か藤とうさんの小さな要求を叶かなえてやりたい気持ちはあった。それは彼女に対する疑うたがいとはまた別のところに息づいている、おれの正直な気持ちだった。

			「……」

			　しかし、おれはそこまで考えていながら、許きよ諾だくの台詞せりふを舌に乗せることを躊躇ためらってしまっていた。

			　……本当に大丈夫なのだろうか？

			　そんな思いが湧わき上がってきたためだった。

			　理り屈くつで言えば、大丈夫のはずだ。

			　加か藤とうさんが習得するのは回復魔法だけだ。回復魔法では何者も傷つけられない。武器を与えたことにはならないし、よっておれが反対する理由もない。

			　そうなったのは、加か藤とうさん本人があくまで習得する対象を回復魔法だけに限定したからだ。

			　まるでおれの心を読んだかのように、だ。

			　実際のところ、加か藤とうさんの性格を考こう慮りよすれば、彼女は事前にきちんとおれの反応を予想したうえで、あのお願いを口にしたに違いない。言い換えるなら、おれが疑うたがいを抱くことがわかっていたからこそ、魔法の種類を回復魔法に限定したのだ。それはつまり、加か藤とうさんがおれのなかにある彼女に対する疑うたがいを、きちんと把は握あくしているということに他ならない。

			　恩おん知らずな態度をその本人に知られてしまっていることに羞恥を覚えると同時に、おれのなかにはひとつの疑ぎ問もんが芽を出していた。

			　おれはどうしても、人間である加か藤とうさんのことを根本的なところで信じることができない。それはとても不実なことで、彼女にとって不ふ愉ゆ快かいなことのはずだ。

			　それなのに、そんなおれの内実を知っていながら、加か藤とうさんは一度は命を賭かけておれのことを助けてくれた。いまはおれたちの助けになるために、回復魔法を覚えたいとまで言い出してくれている。

			　……どうして？　なぜ、彼女はそうまでしてくれるのだろうか？

			　加か藤とうさんがなにを考えているのか、おれにはまったくわからなかった。

			　――この異世界で彼女が孤独だから？

			　――他に頼れる相手がいないから？

			　以前におれは、彼女の内面をそう推測したことがあった。実際、そうした一面がないわけでもないのだろう。

			　けれど、それだけでは彼女の態度は説明できないように思うのだ。

			　たとえば、リリィはおれに『力足らずでもいいんだよ』と言ってくれた。

			　おれだって彼女たち眷けん属ぞくに対して、『たとえ役立たずであろうと見捨てたりなんてしない』と言い切れる。

			　おれたちにとって互いの存在は特別で、掛け替えのない大切なものだ。だから迷惑を掛けられることを苦痛になんて思わないし、苦しいときに頼りにしてくれなければ、むしろそれを悲しく思いさえする。

			　けれど、加か藤とうさんはリリィたちと違う。

			　彼女はおれの眷けん族ぞくではないし、おれもまた彼女の主人ではない。

			　それはつまり、おれは彼女にとって特別な存在ではありえないということだ。

			　彼女にとっておれは、あの山小屋で偶ぐう然ぜん出会った行きずりの保護者でしかない。

			　そのはずだ。そのはずなのだ。

			　だとしたら加か藤とうさんは見返りを求めないまま、ただの他人でしかないおれのために、命を張ってくれたとでもいうのだろうか？

			　……そんなはずがない。もしもそうなのだとしたら、彼女はモンスターであるリリィたち以上に、人間らしさというものに欠かけている。

			　ここまでの考えが正しいのなら、必ず見返りはあるはずなのだ。

			　彼女の考えていることがわからないおれには、それが目に見えないというだけのことで。

			　そう。彼女がなにを企たくらんでいたとしても、おれにはそれが見抜ぬけない……。

			　……ああ。くそ。

			　だから、これがいけないというのに。

			　おれのなかの加か藤とうさんに対する『なにを考えているのか』という疑ぎ問もんは、いつの間にか、『なにか企たくらんでいるのではないか』という疑ぎ念ねんにすり替わってしまっていた。

			　これはもう、病気のようなものだった。

			　というより、心の病気そのものだった。

			　――自分が疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっているだけなのだと、いまのおれは自覚している。

			　――自分のなかの病的な部分については、ガーベラのお陰で把は握あくができている。

			　――こんなの考え過ぎだとは思うし、これが酷ひどい考え方だと認識もしている。

			　しかし、たとえそうだとわかっていても、おれにはこれをどうしようもなかった。

			　だからこそ、ひとはこれを病と呼ぶのだから……。

			「ご主人様」

			　完全に固まってしまっていたおれのことを、女性のものにしてはやや低めの声が呼んだ。

			　聞き慣れたローズの声だった。

			　おれはいつの間にか地面に落ちてしまっていた視線を、のろのろ上げた。

			　そうして思わず目を見開いた。

			　頭を深々と下げたローズの姿が、視界に入ったからだ。

			「お願いします、ご主人様」

			　頭を下げたローズが言った。

			「わたしは彼女の願いを叶かなえてやりたいのです」

			「……」

			　おれはただ呆ぼう然ぜんとしていた。

			　まさかローズがこんなことを言うなんて、思ってもみなかったからだ。

			　どう反応すればいいのか咄とつ嗟さには判断がつかない。

			「……」

			　結果として、おれは沈ちん黙もくを返すことになった。

			　それをどう勘違いしたものか、ローズはますます深く頭こうべを垂たれた。

			「出過ぎた真ま似ねをしていることは理解しております。お怒りになるのは、ごもっともです。お叱りは謹つつしんでお受けいたします。しかし、どうか……」

			「ちょ、ちょっと待て。おれは別に怒ってなんてない！」

			　おれは慌ててローズの早とちりを否定した。

			　怒るなんてとんでもない。

			　こんなことでおれが彼女に怒りを覚えるわけがなかった。

			　……そう。そんなはずないのだ。

			　だってこれは、以前におれが願ったことだ。

			　まだ話をすることもできなかった頃のローズに、おれは、『なにをしてほしいのか、なにをおれに望むのか、それをその口から聞いてみたい』と願ったことがあった。

			　まさかそれが、『加か藤とうさんの願いを叶かなえてやりたい』なんてことだとは、予想もしなかったが……だからといって、それが喜ぶべきことだという事実に変わりはない。

			「ローズが自分の意見を持つどころか、願望を口にするようになったんだ。それがどんなことであろうと、おれにとっては嬉うれしいことだよ」

			　それはおれの本音だった。

			　ただ、その一方で疑ぎ問もんにも思った。

			「差し支えなければ聞かせてもらえないか」

			　おれは尋たずねた。

			「どうして加か藤とうさんのために頭を下げようと思った？　なにがお前にそうさせるんだ？」

			　おれの知らないなにかが、ローズをここまで変えたのだ。

			　それがなんなのか知りたいと思うのは、極々自然な衝動だった。

			「それは……」

			　どことなく恥ずかしげに、ローズは言い淀よどんだ。

			　そんな彼女の心が無機質な人形のものだとは、たとえここにいるのがおれ以外の誰であったとしても、思わなかったに違いない。

			　恥じらう彼女の態度は、どこか年頃の少女めいてさえ見えたのだ。

			　けれど、それも道理だったかもしれない。

			「それは彼女がわたしの友人だからです、ご主人様」

			　胸の前で拳こぶしを握にぎりしめたローズは、おれの問い掛けにそんな答えを返したのだ。

			　そして、彼女が返したその答えは、不思議なくらいすとんとおれの胸のなかにおさまった。

			「……友達か」

			　最近よく話をしていた、ローズと加か藤とうさんの姿を思い出す。

			　あれは仲の良い友達同士の会話だったのだと、おれは今更ながら気付いた。

			　そうすることで、ローズの変化についても納得がいった。

			　良くも悪くも、ひとはひとによって変わる。

			　それはきっと一方が意思を持つ人形であっても変わらない。

			　こうして意見や願望を表明するようになったことなんて、ローズに起こっている変化の、ほんの氷山の一角に過ぎないのだろう。

			　ローズの姿を見る限り、加か藤とうさんの存在は、彼女にとっていい方向に働いている。

			　それはつまり、少なくともローズにとって加か藤とうさんは良い友達だということで――

			「わかった」

			　――そんなことを思った瞬間、これまでのことが嘘うそみたいに、おれはあっさりと口をひらくことができていた。

			「加か藤とうさんに魔力を操る手ほどきをしてやってくれ」

			「よろしいのですか？」

			「ああ」

			　驚きを隠せない様子でローズが尋たずねてくるのに、おれは頷うなずきを返した。

			　……そうしながら、汗ばんだ掌てのひらをぎゅっと握にぎりしめていた。

			　おれの脳のう裏りには、崩ほう壊かいするコロニーで目の当たりにした、クラスメイトの引き攣つって歪ゆがんだ醜みにくい笑みが映し出されていた。

			　やはりいまのおれには、過去の亡ぼう霊れいたちの悪意を乗り越えることはできそうにない。

			　情けないことではあるが、わかっていたことでもあった。

			　おれという人間は、そこまで強くあることはできない。

			　だからおれが人間である加か藤とうさんを信じられないのは、いまでも変わらずそのままだ。

			　けれど……。

			「ローズのことなら信じられる。きっと、悪いようにはならないだろう」

			　多分、この言葉はローズには別の意味に聞こえたはずだ。

			　ローズならきちんと加か藤とうさんを教え導みちびくことができるだろうと、そんなふうに解かい釈しやくされたはずだった。

			　それならそれでかまわなかった。なぜなら、それは彼女に伝えることが目的の台詞せりふではなかったからだ。

			　それはおれのなかにある、自分ではどうしようもないものを屈くつ服ぷくさせるための言葉だった。

			　おれはローズのことなら信じられる。そのローズが、加か藤とうさんは友達なのだという。初めてできた友人のために、してやりたいことがあるのだという。だったら、ローズの主あるじとして彼女を応援してやることの、なにを躊躇ためらうことがあるだろうか。

			　それだけではない。

			　おれにとっても加か藤とうさんは、いまや大事なローズの友人だ。

			　そんな彼女に便べん宜ぎを図ってやることは、極々当然のことではないだろうか。

			「加か藤とうさんのことはローズに任せる。それでいいな」

			　これが、いまのおれが加か藤とうさんに報むくいるためにしてやれる、精一杯の理論武装だった。

			「……」

			　気付けば、脳のう裏りの亡ぼう霊れいたちの姿は見えなくなっていた。

			　ゆるゆると息をついたおれに、ローズが再び頭を下げた。

			「ありがとうございます、ご主人様」

			「……気にするな。礼を言うのはこちらのほうなんだから」

			　言葉の意味がわからなかったらしく、顔を上げたローズは不思議そうにしていた。

			「申し訳ありません、ご主人様。それはいったい、どういうことでしょうか」

			「わからないのならそれでいい」

			　ほんの少しだけ笑って、おれは踵きびすを返した。兵士の死体を埋める墓はか穴あなを掘る人手を確保するために、リリィたちを呼んでこなければいけない。

			　今度こそうしろからローズも付いてくる。

			「……ああ。そうだ」

			　数歩進んだところで、おれはふと思い立って足をとめた。体半分だけ振り返る。

			「加か藤とうさんのことはこれでいいとして、ローズ自身には、ほかになにか望みはないか？」

			　ローズがおれにしてくれたことを自分で理解していない以上、今回の一件で彼女に礼を言ったところで、それは単なるおれの自己満足になってしまう。

			　だからせめて、行動で彼女の無自覚な働きに報むくいたい。おれはそう考えたのだった。

			「これまでお前は、本当によくやってくれている。求めるものがあるのなら、おれはそれに応えたい」

			「わたしは別に……」

			「言っておくが、遠えん慮りよする必要はないからな。おれのためだと思って、我わが侭ままを言ってくれ。なにかないか？」

			　遠えん慮りよされるところまでは想定内だ。おれは重ねて問い掛けた。

			　ローズはそれでも遠えん慮りよしていたが、おれが引くつもりがないことに気付いたのだろう、数秒考え込んでから答えた。

			「……それでは、ひとつだけ」

			　先程までとは打って変わって、おずおずとした様子だった。自分のこととなると勝手が違うらしい。そんな彼女の不器用さは可愛かわいらしいものだった。

			「一日の間に、ほんのわずかでかまいません、武具以外のものを作製する時間をいただきたいのです」

			「自由時間をくれ、ということか」

			　考えてみれば、出会ってからこの方、昼夜を問わずローズにはずっと働いてもらっていた。

			　他の眷けん族ぞくだと、リリィにはわずかとはいえおれと親密さを確かめ合うための時間があるし、ガーベラはあやめの相手をする時間を楽しんでいる。

			　なのにローズだけが、そうした息抜ぬきをしていない。

			　これはおれが迂う闊かつだった。

			　ローズにも自由な時間は必要だろう。幸い、いまは最初期の切せつ迫ぱくした状況ではない。

			　加えて言うなら、移動のことを考えると、いまはあまり武具を量産してもかさばるばかりで意味がなく、時間には余裕があった。

			　その自由時間にさえ、なにかを作ろうとしているあたりが、なんともローズらしい話だが。

			「かまわない。好きにするがいい」

			「あ、ありがとうございます」

			　おれが許可を出すと、のっぺらぼうな人形の顔に表情はないながら、声こわ色いろから嬉うれしそうな気配が伝わってくる。そんな彼女の反応を嬉うれしく思いつつ、おれは世間話のつもりで何気なくローズに話を振った。

			「ところで、なにを作るかは決めているのか」

			「そ、それは……」

			「うん？」

			　おれは不思議に思った。ローズがぎくりと身を強こわ張ばらせた気がしたからだ。

			　しかし、いまの問い掛けに彼女が動どう揺ようした理由がわからない。

			「それは、その……可愛かわいらしいものを？」

			「なんだ、それは」

			　続く説明も、ローズにしては要領を得ないものだった。

			　ひょっとするとこれは……恥ずかしがっているのだろうか。

			　だとしたら、おれに知られたら恥ずかしいようなものを、ローズは作ろうとしているということになる。ヒントは『可愛かわいらしいもの』だ。

			「可愛かわいいお人形さんでも作ろうっていうのか？」

			「え、ええ。その通りです」

			　冗談のつもりで言ったのだが、返ってきたのは肯こう定ていの返事だった。

			　これには驚いた。

			　今夜のローズには驚かされっぱなしだ。

			　とはいえ、どれも嬉うれしい驚きなので悪い気はしない。

			　いまだっておれは、ローズの新しい一面を知れたようで、なんだか嬉うれしかったのだ。

			「ローズも女の子だってことか」

			「は、はい。その、だいたい合っております……」

			　珍しくローズは挙きよ動どう不ふ審しんだ。それほど恥ずかしがるようなことではないと思うのだが。

			　確かに謹きん厳げん実じつ直ちよくなローズのイメージではないかもしれないが、彼女にそうした一面があったとしても、決して悪くないと思う。

			　とはいえ、本人が恥ずかしがっているのなら、あまりこの話題を引っ張るのも可哀そうだ。

			　そう考えて、おれはそこで会話を切り上げることにした。

			　ただ、最後にひとつだけ付け加えた。

			「良かったら、できあがったらおれにも見せてくれないか」

			　ローズが作りたいというものに、おれは興味があったのだ。

			「は、はい。わかりました。必ずやご覧にいれます」

			「ああ。楽しみにしておくよ」

			　ローズの返答におれは笑みを返して、とめていた足を再び進め始めた。

			　

			　――このときのやりとりをおれが思い出すのは、もう少し経ったあとのことになる。

		

	
		
			13　森のなかの小道

			　

			　次の日から、おれたちはグールの足そく跡せきを辿たどり始めた。やや蛇だ行こう気味ではあったものの、グールは基本的には北西の方向から真っ直ぐにやってきたようだった。

			　ファイア・ファングの嗅きゆう覚かくが擬ぎ態たいによる劣れつ化かを経てなお、非常に優秀であったこと、血やらなにやらを溢こぼしながらのグールの移動は痕こん跡せきが多く残されていたこともあって、数日の間は順調に足跡を辿たどることができた。

			　こうなってくると、実際にひとに接触するときのことも考える必要が出てくる。

			　ある夜、おれは焚き火を囲んだ食事の席で、眷けん族ぞくたちを相手に話を切り出した。

			「人間と接触するときには、おれとリリィ、あとは加か藤とうさんとで向かおうと考えている。残りのみんなは待機しておいてほしい」

			　予想通りというべきか、置いていかれる者たちから反論が噴出した。

			「な、なにっ!?　主あるじ殿どの、それはどういうことだ！」

			「危険です、ご主人様。どうかわたしたちにも随ずい伴はんをお許しください」

			「そうは言われてもな。仕方がないだろう。リリィと違って、お前たちはモンスターであることを誤ご魔ま化かせないんだから」

			　加賀との遭そう遇ぐうのときもそうだったが、人間に接触する際には自分の能力について伏ふせておきたいというのが、これまでのおれの一貫した方針だった。

			　異世界人はモンスターに対してどのような反応を示すかわからないし、おれと同じ転移者に対しては、単純に手札を伏ふせておきたい。

			　しかし、そうすると、連れて行ける者は自ずと限定されてしまう。アサリナはおれの左手から離れられないからどうしようもないとして、他にはリリィくらいのものだった。

			　このあたりのおれの考えは、眷けん属ぞくである彼女たちもよく知っていることだ。とはいえ、納得できるかどうかは、それとはまた別の話だった。

			「妾わらわはついていくからの！　主あるじ殿どのが危険な目に遭あうやもしれぬというのに、森のなかでのうのうとしておれるか！」

			　興奮のあまり、ガーベラはきちきちと蜘く蛛も脚あしを鳴らしていた。

			　その蜘く蛛もの下半身をおれは見下ろした。

			「そんなことを言っても、誤ご魔ま化かしようがないだろう。それともなにか考えがあるのか？」

			「腰こしから下を引き千切っていけばよい！　上半身だけなら、妾わらわは人間と変わらぬ！」

			「……いいわけないだろう。上半身だけで活動できる人間がいるか。どんなホラー映画だ」

			　根本的なところで解決になっていなかった。そもそも、さすがの白いアラクネも下半身と泣き別れになっては生きていられないだろう。

			「し、しかし……」

			　無理なことを言っている自覚はあるのか、ガーベラが呻うめき声をあげた。

			　いまの彼女は感情的になってしまっている。恐らく彼女だって頭ではわかっているはずだ。しかし、その頭に血が昇っている現状、冷静な判断を下すことができなくなっている。

			　これは時間をかけて説得するしかなさそうだ。

			　そんなことを思ったそのとき、いつもガーベラの白い頭の上にいるあやめが鼻を鳴らした。

			「くぅ！」

			　それまでだらんと両手を垂たらしてガーベラの上に乗っかっていたあやめは、勢いよくガーベラの頭から飛び降りた。

			　何事かと視線が集まるなか、地面に降り立った彼女は一直線にリリィに飛びかかる。いや。飛びついたというほうが正しいだろうか。咄とつ嗟さにリリィはそのちいさな体を受け止める。

			　あやめはじたばた短い手足をばたつかせてリリィの腕うでから逃れると、制服のブレザーの胸元から服のなかに顔を突っ込んで、そのままもぞもぞ潜もぐり込んでいってしまった。

			「ちょ、ちょっと、あやめ？」

			　このままだと服のなかを素通りして地面に滑り落ちてしまう。おれと同じことを考えたらしく、リリィはブレザーの上着の裾すそを押さえた。

			　あやめは袋状になった服のなかでしばらくばたばたしたあとで、胸元から頭を出した。

			　つぶらな瞳ひとみがガーベラを映し出す。ガーベラが赤い目を見開いた。

			「まさか、お主が代わりに行くというのか」

			　戸と惑まどったようにガーベラが尋たずねると、あやめは鼻を鳴らして応えた。

			　任せろと言わんばかりに、きらきら瞳ひとみが輝かがやいている。どうやらこれは本気らしい。

			「……いくら掌てのひらサイズのあやめでも、服の下に隠れるのは無理があるだろう」

			　おれは思わずふたりの会話に割り込んでいた。

			　実際、あやめのもぐりこんだリリィの制服の胸の部分は、ぽっこり不自然にふくらんでしまっていた。リリィの胸元は豊かだが、それでもちょっと誤ご魔ま化かしきるのは不可能だろう。

			　と、おれは判断したわけだが、ここで意外なところから援護射撃がきた。

			「あ。ご主人様。そうでもないかも」

			　そう言うと、リリィはブレザーの前のボタンを外した。あやめのお尻を片手で支えると、もう一方の手でシャツのボタンも器用に外してしまう。

			　真っ直ぐ縦に開いたシャツの隙すき間まから、細い喉のど元、胸の谷間、滑なめらかな腹部に、可愛かわいらしい臍へそが露あらわになり――そのすべてが肌はだ色を失って透明な半液体状の物質に変化した。

			「こうすれば……」

			　胸部から腹部にかけてをスライムの体組織に戻したリリィは、その一部を器用にへこませて空くう洞どうを作ると、そこにあやめのちいさな体を押し込んだ。
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			　なるほど。これなら服の下のあやめの体積を誤ご魔ま化かせる。

			　ミミック・スライムであるリリィにしかできない運うん搬ぱん方法だった。やや窮きゆう屈くつかもしれないが、あやめ自身が言い出したことなのだから、そのあたりは我慢してくれるだろう。

			　リリィの体のなかの空くう洞どうにお座りをして、あやめは再び、つぶらな瞳ひとみをガーベラに向けた。

			　どう？　と首を傾かしげられてしまったガーベラが、困ったような笑みを口許に浮かべた。

			　この分だと、どうやら彼女はあやめの行動により、冷静さを取り戻すことができたらしい。

			　立ち上がったガーベラはあやめのもとに歩み寄ると身をかがめて、リリィの腹の空くう洞どうにちょこんと座るあやめの頭を撫なでた。

			　あやめはガーベラの指先に鼻はな面づらを押し付けるようにして甘える。

			　そんな彼女の鼻先に、不意に水滴が落ちた。

			　驚いたあやめは、くしゃみをひとつ。おれは天を仰あおいだ。

			「……雨か」

			　木々の切れ目に、鼠ねずみ色の雲が見えた。

			　まずいことになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　おれたちはグールの移動経路を遡さかのぼるときに、リリィの嗅きゆう覚かくに頼っていた。

			　当たり前のことだが、においは雨で流される。これまで森を移動している間には、もちろん、何度か雨が降ることもあったのだが、ここしばらく降っていなかったため、油ゆ断だんしていた。

			　といっても、それを考こう慮りよに入れていたところで、なにか対策が打てたわけではないのだが。

			　せっかく手に入れた唯ゆい一いつの手掛かりを、今更手放すのも惜しい。おれたちはその日のうちに、できる限りのところまで進んでしまうことにした。

			　数度のモンスターとの遭そう遇ぐうがあったが、どれも簡単に撃退して、おれたちは先を急いだ。

			　それだけ遠くに来たということなのか、最近はコロニーでも聞いたことのないモンスターと遭そう遇ぐうすることが多い。その代わりに、以前はよく遭そう遇ぐうしたファイア・ファングやマジカル・パペットの姿を見なくなっていた。

			　昼頃には雨が本格的に降り始めた。これでグールの足跡を追うことは難しくなった。

			　しかし、その頃にはそれは大した問題ではなくなっていた。

			　その前におれたちは面白いものを発見していたからだ。

			　森のなかの獣道と、そこにある靴跡。人間の痕こん跡せきだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いままで以上に辺りを警戒しつつ、おれたちは草に半ば埋もれた小道を辿たどっていった。

			　１日と経たないうちに、おれたちはグールに成り果てた兵士のものと同じ武具と、その残ざん骸がいが散乱している場所を見付けた。

			　踏ふみ荒らされた灌木。折れた木々。あからさまな戦闘の痕こん跡せきが、その場には残されていた。兵士の死体は見付けられなかった。跡形もなく喰くい尽つくされたか、生き残りが回収したのか。後者だとすれば、武具の類たぐいが残っているのは、運うん搬ぱんの手間を嫌きらったのかもしれない。

			　いずれにせよ、この小道は人間が利用しているものに違いない。

			　この道は人の住む世界へと繋つながっているのだ。

			　おれたちは、やっと見付けた確かな手掛かりを辿たどり始めた。

			　といっても、馬鹿正直に小道を進んでいくことはしなかった。

			　踏ふみならされた小道と並走するようにして、おれたちはあえて森のなかを進んだ。人間と遭そう遇ぐうしたとき、気付かれることなくこちらが先に相手を見付けられるようにするためだった。

			　人間を見付けたなら、しばらくは様子を見て、場合によっては接触を避けるつもりだった。

			　そうこうするうち、グールを撃退してから１週間以上の時間が経過していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　おれの目に映る光景は、森のなかであることを差し引いても、なお薄暗かった。

			　まだ朝早い時間だった。

			　ジャージの上からローズ作の黒色の武具を身につけ、手には『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』という格好で、おれはひとつ深呼吸をした。森の朝の冷えて湿った空気が肺はいに行き渡って、体に残っていた最後の眠気を溶かしてくれた。

			　こんな時間におれが起き出してきた――正確には、リリィに起こしてもらった――のは、なにを隠そう、魔力による身体能力強化の鍛たん錬れんのためだった。

			「――」

			　おれは自分という器のなかに、魔力の存在を意識した。

			　そうすると、体のなかをどろりと魔力が動き出すのが感じられた。

			　同種であるガーベラの魔力の流れに比べると、いかにも無ぶ様ざまで見苦しい。彼女の魔力が奔ほん流りゆうとして迸ほとばしるものなら、おれのそれは押し流される泥のようにとろくさいものだ。

			　それでも、こうして魔力を体に流すことによる効果は明らかだ。たとえば、いまのおれの握あく力りよくは、２メートルを越える筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな大男にさえ匹ひつ敵てきする。

			　あくまで人間の範はん疇ちゆうではあるが、筋力と耐久力は上昇している。とはいえ、力はただそれだけでは意味がない。扱あつかい方を学ぶ必要があった。

			「はあっ！」

			　一歩踏ふみ込み、片手に持った剣を振るう。もちろん、魔力による強化は施したままで。

			　これがなかなか難しい。身体能力の強化は常に意識していなければ解けてしまうし、意識し過ぎると手足の動きがおろそかになる。……最初の数日は、ただ走っているだけで何度もすっ転んでいたことは、忘れてしまいたい思い出だった。

			　速度だけはそこそこ見られるようになった剣が、横殴りに空気を裂さいて走った。

			　残念ながら、おれには腕うでに覚えがないので、『刃やいばのついた棍こん棒ぼうで殴りかかる』程てい度どの扱あつかいしかできないが、凶器は凶器だ。下手に振るえば危険が伴ともなう。

			「……ふむ。調子は悪くないようだの」

			　だが、おれの振るった剣の先にいるのはガーベラだ。

			　リリィやローズでさえ鎧がい袖しゆう一いつ触しよくに蹴け散ちらした白い大おお蜘ぐ蛛もにとっては、おれが持っている剣なんて、爪つま楊よう枝じほどの脅きよう威いしか感じないに違いなかった。

			　ガーベラが軽く身を逸そらすと、剣の切きっ先さきはあっさりと空振った。

			　反撃に飛んでくる蜘く蛛も脚あしの突きを、左ひだり腕うでの盾たてをかざしてぎりぎりのところで受け止める。靴の裏で地面がざらりと鳴った。左ひだり腕うでがじぃんと痺しびれる。

			「足元が御留守だぞ」

			「うおっ!?」

			　そちらに意識を奪うばわれているうちに、足を掬すくわれた。

			　背中から地面に倒れ込む。受け身を取るのは、最近かなり上手くなった。

			　詰まった息を我慢して、即座に地面を転がって立ち上がる。さっきまでおれのいた場所に、蜘く蛛も脚あしが突き立った。……危ない、もう終わるところだった。

			　なんて、ほっとしたところで胸に衝しよう撃げき。油ゆ断だんした。

			　ガーベラの脚あしは８本あり、そのそれぞれが独立した生き物のようによく動く。時間差で繰り出された蜘く蛛も脚あしの１本が、胸当てを強く叩いたのだ。

			　肺はいが潰つぶされて、がふっと息が吐き出される。痛みと息苦しさが同時に襲おそいかかってきて、くらくら意識が揺らいだ。押されたそのまま、うしろに倒れてしまいそうになる。

			「ま、まだ！」

			　たたらを踏ふみつつもその場に留まると、無造作に繰り出された貫ぬき手てを盾たてで受け止める。

			　ガーベラにしてみれば欠伸あくびが出るほどゆっくりな攻撃なのだろうが、おれにとっては反射神経が焼き切れるくらいに集中していないと防げない一撃だ。

			「おおぉおぉぉ！」

			　たまに繰り出すこちらの攻撃は掠かすりもせず、盾たてでガーベラの蜘く蛛も脚あしを受けるたびに少しずつ左ひだり腕うでの感覚がなくなっていく。何度も転ばされて、何回も小突かれたせいで、体の端々が鈍にぶく痛んだ。だからといって少しでも隙すきを見せれば、もろに蜘く蛛も脚あしの一撃を喰くらってしまい、昏倒する羽目になる。あるいは、胃のなかのものをぶちまけて、悶もん絶ぜつさせられるかもしれない。

			　これまでの訓練でもそんなことは何度となくあった。

			　それくらい厳しくやらなければ意味がないと、おれ自身がガーベラに頼んだのだ。

			「うぐ……」

			　だんだんと体に疲労が積み重なり、ついにはがくりと足が折れそうになる。

			　気合いでその場に踏ふみとどまったが、このままだと追撃にやられてしまうと、散々痛い目に遭あった経験が教えてくれている。

			　咄とつ嗟さにおれは『左手』に指示を出した。

			「ゴシュッ、サマ！」

			　左手の甲こうから伸びた蔓――アサリナが、鞭むちのように宙を走った。

			　追撃をかけようとしていたガーベラは地に伏ふせて、この攻撃をやすやすと避けた。それどころか、地に放射状に広く伸ばした脚あしで、ついでのように足払いをかけてくる。

			　しかし、さっきのアサリナの攻撃は、おれに瞬またたきほどの余裕を与えてくれていた。十に一度の幸運が発揮されて、辛かろうじて後方に飛び退すさって回かい避ひに成功する。

			　酸素不足でくらくらと揺れる意識に鞭むち打って、おれは汗ですべりそうになる剣の柄を改めて握にぎりしめた。前に、出る――ッ！

			「はぁああ！」

			　気合一いつ閃せん。剣を振り切った――途と端たん、掌てのひらから剣の柄の感触が消えた。

			「……は？」

			　振るった剣の切きっ先さきを、あっさりと掴み取られて奪うばわれたのだ。

			　呆ぼう然ぜんとしたおれの意識には、ぽっかり空白ができていた。

			「最後に減点かの、主あるじ殿どの」

			　背中に、ほんの軽い衝しよう撃げきがあった。

			　どうも伸ばされた蜘く蛛も脚あしに、背中をぽんと押されたらしい。これまで何度も何度もやられていることだから、見えていなくても感覚で判断できた。

			　体が泳いでいたおれは、それだけで体勢を崩くずしてしまう。あとは打ち込みの際についていた勢いだけで十分だった。

			　ものすごい勢いで地面が目の前に近付いた。

			「うおぁああっ!?」

			　間の抜ぬけた悲鳴が、まだ薄暗い森のなかに小さく響ひびいて消えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　節ふし々ぶしが痛む体を、萎なえた腕うでで仰あお向むきに引っ繰り返す。

			　そこでおれは力尽つきた。森の狭い空を見上げて荒い息をつく。

			「大丈夫かの、主あるじ殿どの」

			　仰あお向むけになったおれの正面に、白い髪を垂たらした柔らかな美び貌ぼうが現れた。

			　表情はやや気遣わしげなものだ。

			「も、問題な……こほっ、げほっ」

			「まずは息を整えるがいい」

			　おれの頭を愛情のこもった優しい手つきで撫なでると、ガーベラは蜘く蛛も脚あしを折り畳たたんでその場に座り込んだ。そこに、おれたちのことを見ていたリリィもやってくる。

			「お疲れ様。回復魔法をかけるから、ご主人様はこっちきて」

			　おれの訓練に付き合ってジャージ姿のリリィは、下半身の擬ぎ態たいを解いてスライムに戻すと、おれの体をひょいと軽く抱き上げてその上に寝かせた。

			「よし、と。全部治ったよ」

			　回復魔法をかけたあとで、リリィはおれの全身をひと通りチェックして満足げに頷うなずいた。

			　そのあと、彼女はガーベラが持ってきたタオルで甲か斐い甲が斐いしく汗を拭ぬぐってくれた。息を切らしたおれは、しばらくの間、されるがままでいた。

			「……毎朝、悪いな」

			「いいってば、そんなの」

			　おれの頭のすぐ上に生えたリリィの上半身は、にっこり笑顔でおれの顔を覗のぞきこんできた。

			「うふふー」

			　現在、おれはリリィに膝ひざ枕をされているかたちだ。ただし、思いっきり変形だが。

			　頭のうしろの弾力は女の子のふともものものだが、同時にひんやりと冷たくつるつるとしたスライムの感触も備えている。

			　スライム化したことで下半身はなにも着ていないから、正座するかたちの膝ひざから上を、スライムのまま大体の輪りん郭かくだけ作ったらしい。見方によっては少し扇せん情じよう的てきな格好かもしれない。

			「ふふふ。ご主人様もなかなか動けるようになってきたじゃない」

			「転んでばっかりで、みっともないところを見せていた記憶しかないんだが」

			「転ぶ回数は減ってきたじゃない」

			「……」

			「なんてね。冗談、冗談。ちゃんとご主人様は上達してるよ。ねえ、ガーベラ？」

			「うむ。主あるじ殿どのは力を付けておるよ。予想以上に経過は順調と言ってよかろう」

			　仲なか睦むつまじくやりとりするおれたちのことを横目で見つつ、落ち着かなく蜘く蛛も脚あしを鳴らしていたガーベラが、フォローの言葉を口にした。おれはこれに苦笑を漏もらした。

			「あれだけひょいひょい避けておいて、そんなことを言われてもな……」

			　力を付けているなんて言われても、そんな実感はまったくない。

			　溜ため息いきのひとつも出て当然というものだった。

			「……魔力の扱あつかい方は、なんとなくわかってきたんだがな」

			　ぼやきつつも全身を満たす魔力を意識すると、それはねばっこい泥水のように動き出した。

			　思い返してみれば、ガーベラの手ほどきにより初めて身体能力強化に成功したときには、それはもう興奮したものだった。空を飛ぶ鳥のような気持ちだった。あるいは、初めて歩き始めた赤ん坊は、こんな気持ちになるのかもしれない。

			　――これでおれも戦える。

			　気持ちが昂たかぶるのが自覚できた。

			　おれだって17歳の男だ。強さに対する憧あこがれがないわけではない。

			　そんなおれの興奮を一瞬でへし折ってくれたのも、やはりガーベラだった。

			　彼女との戦闘訓練は、魔力による身体強化を行っても、なにも変わらなかったのだ。

			　いくら剣を振るってもかすりさえせず、アサリナを繰り出しても捉とらえきれない。明らかに手加減した様子で足を引っ掛けられたり背中を押されたりして地面に転がり、腹を殴られ悶もん絶ぜつしたかと思えば、無ぶ様ざまにのされて意識を飛ばし……なんて経験をすれば、どんな興奮だって冷めるというものだった。

			「……」

			「ご主人様、落ち込んでるの？」

			　ぼんやりと今朝けさの訓練の様子を思い返して反省会をしていると、リリィがおれの頬ほほを両手で包み込んできた。

			　まだ火ほ照てりの残る体に、ひんやりとした少女の体温が気持ちいい。

			「それなりにへこみはしてる。格好悪いのは確かだからな」

			　答えると、リリィはこちらの目を覗のぞき込んできた。その口許には笑みがある。

			「その割に、ご主人様、嬉うれしそうな顔してるよね」

			「……まあな」

			　自分の才能のなさにへこまされている一方で、最近のおれが充実した生活を送っていることは事実だった。

			　魔法のような不思議な力のあるこの世界でも、おれのような凡ぼん人じんは一歩ずつ進んでいくしかない。それくらい最初からわかっていたことで、本気で落ち込むようなことではなかった。

			　こうしてゆっくりとでも前に進んでいけるということは、きっとこの過か酷こくな世界では、とても幸運なことなのだ。そのうえ、そんな自分のことを笑顔で見守ってくれるひとがいるのだから、これ以上を望むのは少し欲張り過ぎというものだろう。

			「そろそろ朝食にしよう」

			　リリィの頬ほほを一度撫なで返してから、おれは身を起こした。

			　下半身を少女のものに戻してジャージを穿はき直したリリィが、おれの体についた汚れを払って落としてくれた。とはいえ、どうも今朝けさは転んだ場所が悪かったらしく、着ていたジャージをずいぶん汚してしまっていた。

			　これはどうも食事の前に着替えたほうが良さそうだった。

			　最近は探たん索さく中、おれはガーベラの作った服を着ている。その耐久力は、以前に風船狐の襲しゆう撃げきを受けたおれがその身をもって実証済ずみの品である。

			　ガーベラが布を織おるスピードや、他にもちょっとした事情があって、まだおれとリリィの分が一着ずつしか作れていないが、将来的には全員に行き渡らせる予定だった。

			　早朝の鍛たん錬れんを切り上げて野営場所に戻ってくると、マネキンのような白っぽい人形と、シーツにくるまった少女が、隣り合って座る光景があった。

			「加か藤とうさんも起きていたんだな」

			「おはようございます、真島先輩」

			　近付いておれが声をかけると、加か藤とうさんは作業をするローズの二にの腕うでに触れていた掌てのひらを離して、こちらに向き直った。

			　ローズが魔法道具を作っているところに触れて、魔力の流れを感じ取ろうとしていたのだろう。加か藤とうさんは時間があれば、こうして魔法を扱あつかえるようになるための訓練をしていた。

			「進しん捗ちよくはどうだ」

			「……難しいです。魔力を感じ取ろうにも、これまでに経験のないことですから、どうすればいいのかわかりません」

			　加か藤とうさんは眉まゆを寄せて渋い顔をした。どうやら彼女もうまくいっていないらしい。

			「それは仕方ない。難しいことは最初からわかっていたことだろう？」

			「はい。ですけど、１週間以上経ってなにも進展がないのは少しへこみます」

			「おれも似たようなものだけどな」

			「……真島先輩は動けるようになってると思いますけど。横目でずっと見ていましたが、どんどん動きがよくなってるのがわかりました」

			　……本当だろうか。

			　いや。多分、慰なぐさめの言葉だ。そうでなければ社交辞令というやつだろう。

			　おれと加か藤とうさんの間の距離は、まだ少しばかり遠い。

			　感覚的には、『友達の友達』とか、あるいは、ひょっとすると『女の子の男親と、その子供の友達』くらいの距離感だろうか。

			　それでも、世間話ができるようになっただけ以前よりマシだが。

			「まあ、おれのことは置いておくとして……魔力をどうこうなんて慣れないことだし、加か藤とうさんは大変だろう。なにか手伝いが必要なら遠えん慮りよなく言うといい」

			「ありがとうございます」

			　といっても、おれたちが彼女にしてやれることなんて、たかがしれているのだが。

			　能力的なことだけではない。これに関しては、むしろ時間的な意味合いが大きかった。

			　おれたちが人間と接触しようとしているのは、物資を得るためというのはもちろんあるのだが、もうひとつの目的として、加か藤とうさんを託たくせる場所を見付けるためというのがある。

			　おれたちはすでに、この世界に生きる人間の痕こん跡せきを掴んでいる。人間社会に接触することができれば、場合によってはそのまま加か藤とうさんとはお別れということもありえた。

			　ローズの友人である加か藤とうさんには、なるべく便べん宜ぎを図ってやろうというのは、もう決めたことだ。彼女への恩おんを返すためにも、それまでにできることはしてやろう。いまのおれは、そう考えることができるようになっていた。

			「ご主人様。少しよろしいでしょうか」

			　ローズが声をかけてきたので、おれは思考を打ち切った。

			　加か藤とうさんからローズへと視線を移す。彼女はかしこまって告げた。

			「以前からガーベラと協力して作っていたものが、昨晩のうちに完成いたしました」

			「っ！　本当か！」

			「はい。ご確認いただけますか」

			　ローズが差し出してきたのは、丁てい寧ねいに折りたたまれた白い布だった。

			　広げてみると、それが薄手の長なが袖そでの服であることがわかる。

			　機はた織おりりと縫ほう製せいはガーベラの手によるものだが、各所にローズの作った薄い装そう甲こう板ばんが仕込んであった。

			「いいぞ。期待以上だ」

			「恐縮です」

			　これは人間社会と接触する際の用心として、最近になってふたりに用意するように頼んでいたものだった。こちらの準備を優先させたために、全員にガーベラの服を行き渡らせるのが遅れてしまいもしたのだが、お陰でこうして人間たちに接触する前に仕上がってくれた。

			　早速、おれは試しに着てみようとして、はたと気付いた。

			「……試着する前に一度、汗と汚れを流したほうが良さそうだな」

			「そのほうがよろしいでしょう」

			　ローズはおれの傍らにいるリリィへと顔を向けた。

			「リリィ姉様は水浴びの準備をしていただけますか。その間にわたしは火の準備をします」

			「わかった。それじゃあ、ガーベラはローズの準備を手伝って……って、ガーベラ？　なにをきょろきょろしているの？」

			　リリィが不思議そうな顔になる。

			　その視線の先で、どこか焦あせった顔をしたガーベラが、落ち着きなくあたりを見回していた。

			「あやめの姿が見当たらぬのだ」

			「そういえば……」

			　おれもあたりを見回すが、ちいさな仔こ狐ぎつねの愛くるしい姿は見当たらない。

			　奔ほん放ぽうなあやめがいなくなることは、これまでもたまにあったことだ。大抵の場合、彼女は近くで遊んでいる。彼女自身、嗅きゆう覚かくが鋭く危機感知能力は高いし、それほど遠くに行くことはないのだが、ガーベラなどはずいぶんと気を揉んでいる様子だった。

			「てっきりおれは、ローズたちと一緒にいるものと思っていたんだが」

			「いえ。わたしはリリィ姉様が相手をしているものかと」

			「わたしは知らないけど……あら？」

			　リリィが声をあげると同時に、がさがさと近くの茂みが音をたてた。

			　そこから勢いよく飛び出してきたのは、いま話題にのぼったばかりのあやめだった。

			　小さな毛玉のような彼女は茂みを飛び出すと、あたりを落ち着かなく見回した。

			「くぅーっ！」

			　おれのことを見付けるや、あやめは一直線に駆かけ寄ってきた。ジャージのズボンに噛かみついて、ぐいぐい引っ張り始める。

			「どうした、あやめ」

			　あやめはズボンを噛かんだまま、おれのことをじっと見詰めた。

			　パスを通じて彼女の興奮が伝わってくる。

			　はっとおれは目を見開いた。

			「……なにか見付けたんだな？」

			　あやめは引っ張っていたジャージの裾すそから口を離した。どうやらこれで正解らしい。

			　風船狐のあやめは、ファイア・ファングの嗅きゆう覚かくを擬ぎ態たいできるリリィと同じか、あるいはそれ以上に鼻がいい。おれたちが訓練をしている間に、彼女はなにかを発見したのだろう。

			　なにかを。

			「……全員、出発の準備を」

			　予感があった。自然と声は硬いものになる。

			「周囲には十分に警戒するように。あやめはおれたちをその場所に案内してくれ」

			　朝食は後回しにして、おれたちはすぐに出発した。

			　大きな尻尾しつぽを振って歩くあやめを先頭に、リリィがそのすぐうしろにつく。索さく敵てき能力に優れた彼女たちなら、誰よりも早く異い変へんを察知してくれると期待してのことだ。

			　そうして数分ほど歩いただろうか。

			　あやめが足をとめ、リリィが抑おさえた声で報告した。

			「……見付けた」

			　彼女の視線の先には、先日からおれたちが辿たどっていた森のなかの小道がある。

			　木々の陰に隠れて、おれも小道を覗のぞき込む。

			　そこには、実に久々に見る人間たちの姿があった。

		

	
		
			14　人間との遭そう遇ぐう

			　

			　おれは木々の隙すき間まから少し離れた場所にある小広場を覗のぞき込んだ。

			　そこでは、20名ほどの集団が休きゆう憩けいしていた。

			　ブレザーの制服に身を包んだ少年少女が、10名ほど。

			　それに加えて、以前にグールとなって襲おそいかかってきた兵士と同じ意い匠しようの全身鎧よろいに身を包んだ兵士が、ほぼ同数。あたりに注意を払いつつ休きゆう憩けいを取っている。

			「……学生たちと、異世界人か」

			　どちらかに会うだろうと想定していたが、まさか一緒にいるところに出くわすとは。

			　この展開は、正直、少し予想外だった。

			「どうもわたしたちより先に、この世界の住人たちに接触していた人たちがいたみたいね」

			「そのようだな」

			　リリィの言葉に相あい槌づちを打つ間も、視線は人間たちから外さない。

			　いま注目すべきは、あの兵士たちがどのような立場の人間であり、転移者である学生たちとどのような関係にあるのか、ということだった。なぜなら、それはおれたちが彼らとどのような関係を築きうるのかということに繋つながってくるからだ。

			　観察によって得られる情報量が増えたという意味で、学生たちと異世界人たちが一緒にいるという予想していなかったこの状況は、むしろおれたちにとって好都合なものだった。

			「ご主人様」

			　服の裾すそを引いて、リリィがおれの注意をひいた。

			「あそこにいる学生たちは、多分、コロニー残留組だと思う」

			「どうしてそう思う？」

			「もしも探たん索さく隊のチート持ちなら、あんなふうにみんな疲れた顔をしているわけがないもの」

			　言われて確認してみれば、なるほど、距離があるのでおれには表情までは見て取れないが、学生たちにはぐったりとしている者が多かった。

			「……コロニー崩ほう壊かい後の生き残りか」

			　自分のチート能力を自覚していない、加か藤とうさんと同じ立場の学生たちだということだ。

			　これほど残っていたのか、ということにまず驚いた。

			　次に、胸のなかにわずかだが安あん堵どが湧わいたことを自覚した。

			　生き延びた人間がいるということ。その事実にほっとする。

			　このあたりは、以前に加賀の姿を見付けたときと同じだった。

			　人間のことは信じられないし、目的がなければあえてあのなかに混じりたいとも思わない。優先順位は厳げん然ぜんとしてリリィたちのほうが上だし、敵対すれば容よう赦しやしない。

			　けれど、かといって、みんな残らず死んでしまえと思うほど、破は滅めつ的てきにはなれそうにない。

			　中ちゆう途と半はん端ぱといえば中ちゆう途と半はん端ぱなのかもしれないが、おれはこれでいいと思っている。

			　死んでいるよりは、生きているほうがずっといい。

			　そうした当たり前の感性は、おれのなかでまだ息をしてくれていた。

			　これはきっと大事なことなのだ。なぜなら、人の感情を失っていけば、そのうちリリィたちのことさえも、なんとも感じられなくなってしまいそうに思うから。

			「……しかし、よく生き残っていたもんだな」

			　ともあれ、いまはそのような感傷に浸っていて良い場面ではない。

			　こちらの心の動きは全部お見通しなのか、リリィはおれに合わせてきた。

			「きっとこれまでは、この森のなかに息を潜めて隠れ住んできたんじゃないかな。そこを、あの兵士たちに保護された」

			「もしもそれが本当だとしたら、優秀なリーダーに率いられてきたんだろうな。それに、余程の幸運がないと無理だろう」

			「ひょっとしたら、チート持ちに守られていたのかも。コロニーに残っていた探たん索さく隊だって、全滅したわけじゃないだろうし」

			「ああ。そういう可能性もあるか」

			　リリィと言葉を交わしながら、おれたちは観察を続けた。

			　学生たちのなかでも、まだ元気の残っている者は声をかけ合い、兵士たちとも積極的に言葉を交わしているようだった。距離があるので声は聞こえないが、少なくとも虐ぎやく待たいを受けている様子はない。

			　……というか、言葉が通じるのか。以前、グールになって襲おそいかかってきた兵士たちが持っていた書しよ簡かんを見る限り、少なくとも、使っている文字は違うようだったのだが。

			　どういう理り屈くつだろうか。気になるが、この場で答えが出るようなことでもなさそうだ。

			　いま重要なのは彼らと言葉が通じるということ、そして、ああして会話を交わすだけの友好的な関係を築けるということだ。

			　この分だと、彼らに接触することによる危険性は、そう高くない。

			　とすれば……たとえば、そう。彼らに人里まで案内を頼むことは可能だろうか？

			　可能だとしたら、そのためにおれはなにをすればいい？

			　いざとなれば次の機会を待てばいいとはいえ、なるべくなら失敗は犯したくない。

			　あそこにいる学生たちが、どのような経けい緯いでこの世界の兵士たちと行動をともにしているのか、そのあたりの情報がほしいところだった。そうすれば、交渉の余よ地ちも見えてくる。

			　もしくは、このまま隠れて彼らのあとをつけていくという手もある。彼らだって永遠にこの森を彷徨さまよっているわけではないだろう。彼らについていけば、いずれは人里へ辿たどり着くことができるはずだった。

			「どうする、ご主人様？」

			「……とりあえず、いつ彼らとの接触があってもいいようにしておこう」

			　どのような方向に転んでもいいように、まずは態勢だけは整えておくべきだ。

			　そのための準備はすでに進めていた。

			　おれは手早くジャージを脱ぐと、先程ローズに見せてもらったばかりの服に袖を通した。

			　そして、その上から制服を着込んだ。

			　これが準備のひとつ目となる。

			　人間たちと接触する際、おれはモンスターを率いる自分の能力を伏ふせるつもりだが、そうなると問題になってくるのが服装だった。なぜなら、これまで通りにガーベラ作の服を着ていては、おれと同じ転移者にその出所を勘ぐられる可能性があるからだ。

			　かといって制服姿では、いざというときに心こころ許もとない。

			　そのためにローズとガーベラに頼んで用意してもらったのが、この薄手の服だった。これなら制服の下に着込むことができるし、ある程てい度ど以上の防御性能を見込むこともできる。

			　おれは更に、ガーベラに用意させておいた細長い布を左ひだり腕うでに巻いた。

			　当然、これは左手の甲こうに生えたアサリナを誤ご魔ま化かすためだ。

			「ゴシュ、サマ！　サマ！」

			「悪いな、窮きゆう屈くつな思いをさせる」

			　ガーベラの蜘く蛛もの糸で織おられた布なので、これもそこそこ防御性能は高い。

			　左ひだり腕うでには風船狐の逆襲を喰くらった際に負った火傷やけど跡が残っている。包帯を巻いていたところで不自然ではなかった。

			「あとは剣だな」

			　これも服装と同様に、『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』では不ふ審しんを抱かれる可能性がある。

			　だから、こちらもあらかじめ準備をしてあった。

			　おれがローズに準備してもらっていたのは、通常のマジカル・パペットの剣の、中身をくり抜ぬいた剣身部分だけのハリボテだった。

			　要するに、ガワを木剣に偽装した鞘さやだ。これに『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』の剣身を収めて固定することで、見た目はふつうのマジカル・パペット作の木剣になるという寸法である。

			　……なんて簡単に言ってはいるが、もちろん、こんなキワモノを準備することができたのはローズの腕うでがあればこそだ。

			　本人は道具にこうした細工を施すという発想がなかったらしく、おれの依頼にいたく感動した様子だった。

			　褒ほめられることによるくすぐったさより、居心地の悪い思いをしたことを覚えている。

			　ローズにとって物作りはあくまで生態であって、本や漫画、ゲームなどに慣れた現代人であるおれがすぐに思いつけることでも、世紀の大発明と思えるのかもしれない。

			　もっとも、おれがなんとなくのイメージで伝えた案を、その翌日にはいくつかのアイディアを加えてかたちにしてしまったあたりは、さすがローズと言ったところだが。

			　コロニーでの通常装備はマジカル・パペットを倒して手に入れた木製の武具類だったので、この偽装を施している限りは、不ふ審しんに思われることはないはずだった。同様の細工は、ローズ謹きん製せいの黒盾たてにも施してある。

			　あとは、適当に服と体を汚しておくことも忘れない。小こ綺ぎ麗れいにしているのも不自然だからだ。

			　以前に加賀から手に入れたバックパックを背負い、グールと化した兵士の形見である指輪も忘れずにポケットに移し替えた。これで準備はおしまいだ。

			　同行するリリィと加か藤とうさんも準備を終えて、おれたちは再び人間たちの監かん視しに戻った。

			「……それにしても、ずいぶんと長いこと休きゆう憩けいを取っているな」

			「衰すい弱じやくしてる学生に配はい慮りよしてるんじゃないかな」

			「かもしれないな。まあいい。その間に、おれたちもできるだけのことはしておこう」

			　この時間を有効利用して、今後の行動についての打ち合わせをしておく。

			　状況が変化したのは、おれたちが彼らを発見してから数十分は経過したあとのことだった。

			「新手か」

			　小道の向こうから、新たに10名ほどの兵士の集団がやってきていた。

			　方角としては、おれたちがやってきたのと同じ南からだ。全員が徒歩での行軍だが、全身鎧よろいを身に着けているとは思えない健けん脚きやくで近付いてくる。

			　新たな一団が、広場で休きゆう憩けいしていた集団に合流した。

			　妙に長いこと休きゆう憩けいをとっていると思っていたが、この分だと、どうやら元いた集団は後続が追いついてくるのを待っていたものらしい。

			「……ん？」

			　そこでおれは、鈍にび色いろの重装備の兵士のなかに、ひとりだけ白地の鎧よろいに身を包んでいる者がいることに気付いた。出迎えた兵士たちに、彼はなにやら指示を出している様子だった。どうやら彼がこの一団のリーダーらしい。

			　そんなことを考えながら彼のことを観察していたおれは、その直後にぎょっとした。

			　白い兜かぶとをかぶった頭が、なにかを探すようにぐるりとあたりを見回したかと思うと、こちらをじっと見詰めたからだ。

			　しかし、そんなまさか。こちらが見えるはずがない。

			　おれたちはかなりの距離をとっているし、用心のために茂みに身を隠している。こちらから広場にいる彼らが見えたとしても、向こうからこちらが見えているはずがない……。

			　咄とつ嗟さのおれの判断は、その直後に覆くつがえされた。

			「何者だ！」

			　誰すい何かの声が森を貫つらぬき、おれは心臓を突き刺されたような気持ちで身を竦すくめた。

			「まさか、見付かった……!?」

			　そんな馬鹿なと思うが、どうやらあのリーダー格の兵士は、おれたちがここにいることを確信しているらしい。こちらに顔を向けたまま、腰こしにさげた剣を抜ぬいた。

			「総員、警戒せよ！　我らを狙ねらうものがいるぞ！」

			　森を貫つらぬく澄すんだ声は、幼おさなささえ感じるほどに若い。ひょっとしたらおれたちと同年代か、それより年下の少年なのかもしれない。

			　彼の警告が引き金となって、広場に慌ただしい動きが生まれた。

			　転移者たちは悲鳴をあげてひとまとまりになり、そのまわりを兵士たちが固めていく。

			　すぐに円陣が構築された。

			　見たところ、どうやら専守防ぼう衛えいの構えらしい。これはきっと、足あし手で纏まといの学生たちをたくさん抱えているためだろう。

			　すぐに剣を掲かかげてこちらに突っ込んでくる様子がないのは幸いだったが、いつまでもこのままでいてくれるとは限らない。

			　おれの腕うでにくっついて広場を監かん視ししていたリリィが、抱きしめる腕うでに少し力を込めた。

			「ばれちゃったね。どうしよっか？」

			「……見付かってしまった以上、出ていくしかないだろうな」

			　こっそりと人里までついていくという選択肢は、残念ながらこれで潰つぶれてしまった。

			　もうひとつの選択肢――人里まで連れていってもらうよう彼らと交渉するにしても、もう少し情報を集めたかった。しかし、これもいまとなっては諦あきらめる他なかった。

			　とはいえ、どうせどこかで決断は必要なのだ。

			　それがいまこの場面だったというだけのこと。そう腹をくくるほかなさそうだった。

			「おれと同じ転移者もいるようだし、十分に交渉の目はあるだろう」

			　もちろん、最悪のケースとして彼らが剣を向けてくることも想定している。

			　事前の打ち合わせで、ガーベラには風向きがおかしくなった時点で突入してくるように話を通してある。ガーベラの強さなら、よっぽどのことがない限り敵を蹴け散ちらすことができるとは思うが、そこは念を入れて、場を混乱させたら一目散に逃げる予定だった。ローズには、そのあたりのフォローを頼んであった。

			「ローズ、ガーベラ。短い間だが、お別れだ。あとは打ち合わせ通りに」

			　そのあたりも込みで、おれはこの場に残すかたちになる仲間たちに声をかけた。

			「了解しました。ご無事をお祈りしております」

			「主あるじ殿どののことは頼んだぞ、あやめ」

			　ローズは頭を下げ、ガーベラに撫なでられたあやめは、くぅと鼻を鳴らしてリリィの制服のなかに潜もぐり込む。これで出発の準備は整った。

			　なにか見落としはないだろうか？

			　最後におれは状況を確認した。

			　事前に考えられるだけのことを考えた。準備もしてきた。

			　あとはもう、その場その場で最善を尽つくすだけだ――

			「よし、行こう」

			　――そう。それだけだと思っていた。

			　しかし、完かん璧ぺきなんてものはこの世にありえない。

			　どんなに備えていても見落としはある。これはもう不可抗力と言ってもいい。

			　ひとつのアクシデントが起こったのは、まさにこの瞬間だった。

			「加か藤とうさん？」

			　背後でローズが不ふ審しんそうな声をあげた。

			　どうかしたのかと振り返れば、その場に立ち尽つくす加か藤とうさんの姿が目に入った。

			　事前に話をしていた通り、彼女はおれと一緒に彼らのもとへ向かおうとしていた。しかし、その一歩目を踏ふみ出したところで、なぜか彼女は足をとめてしまっていたのだ。

			「ぁ、え……？」

			　それがなぜなのか。その理由がわからなかったのは、本人も同じだったらしい。不思議そうな声が少女の喉のどから漏もれた。すぐにそれは苦しそうな喘ぜん鳴そくに塗り潰つぶされた。

			　おれのことを見詰める加か藤とうさんの顔は、真っ青になっていた。

			　……いや。違った。

			　加か藤とうさんはおれのことを見ているわけではなかった。おれの肩越しに、これから接触を図ろうとしていた人間たちのことを見て、彼女は凍こおりついてしまっていたのだ。

			「……ぁ」

			　小さく悲鳴を漏もらした加か藤とうさんの体が、ふらりと揺れた。

			「加か藤とうさん！」

			　真っ先に彼女の様子がおかしいことに気付いていたローズが、あわや崩くずれ落ちるところだった小こ柄がらな体をうしろから抱きとめた。

			　ローズに抱きしめられるかたちになった加か藤とうさんは、明らかに様子がおかしかった。

			　全身が細かく震えて、呼吸は不規則なものになり、不自然に瞬またたきが多い。どうにか立ち上がろうとしているようだったが、足腰に力が入っていない。

			　いまの彼女は、ちょっと動かせば砕けてしまう雪せき像ぞうのようだった。

			　なんらかの疾しつ患かんによる発作だろうか？　……こんなタイミングで？　ありえない。どちらかというと、加か藤とうさんの様子はパニックの寸前のように見えた。

			　恐れ、怯おびえ、恐きよう慌こうしている。そこに、いつもの聡そう明めいな彼女の姿はない。

			　どうしてこんなふうに……と考えたおれは、倒れる寸前に彼女が目にしていたものを思い出した。

			　大勢の人間。とりわけ、そのなかの半数以上を占める男たち。

			　変調の理由として、これほどわかりやすいものもないだろう。

			　加か藤とうさんはこの異世界にやってきて、とても酷ひどい目に遭あっている。この場面で彼女が怯おびえてもなんらおかしなことはないし、これはむしろ予測していて然るべき事態といえた。

			　それでは、どうしておれはこうなることを予測できなかったのか。

			　そもそも、加か藤とうさん自身すらそれを予期していなかったのは、なぜなのか。

			　簡単なことだった。他ならぬおれに対して、加か藤とうさんがこんな怯おびえ切った態度を見せたことは、それこそこれまで一度だってなかったからだ。

			「ごめ……なさ、い。せん、ぱい」

			　こんなふうに震えるちいさな少女を、おれは知らない。

			　山小屋で会ってから今日までを思い返してみても、加か藤とうさんがおれの存在を恐れることはなかった。おれが大丈夫なのだから、他の人間についても問題はないだろうと認識していた――というより、問題があるんじゃないかなんて疑うたがいもしなかった。

			　こうなってから思い返してみれば、これまでの状況のほうが、よっぽど奇妙に思えてくる。

			　どうして彼女はおれのことを……いや。いまはそんなことを考えている場合ではないか。

			　思考を打ち切り、おれは加か藤とうさんの状態を確認した。

			　蒼あお褪ざめた彼女は唇まで紫にしていた。呼吸さえうまくできていないのだ。

			　このままではいけない。

			「ローズ」

			　おれは、加か藤とうさんのことを抱きかかえるローズに視線をやった。

			「加か藤とうさんを連れて、すぐにこの場を離れてほしい」

			　早急に加か藤とうさんを落ち着かせなければならなかった。

			　そのためには、まずこの場所から彼女を移動させる必要があった。

			　歩けない彼女を移動させてやるその役目は、ローズに頼むのが妥当だろう。友人であるローズなら、加か藤とうさんも安心してその身を任せることができるだろうから。

			「承うけたまわりました」

			　ローズの対応は素早かった。

			　細かく震える加か藤とうさんを、壊れ物を扱あつかうように丁てい寧ねいに抱きかかえる。

			　ローズには、このまま加か藤とうさんを一緒に連れていってもらう。当然、加か藤とうさんがおれたちに同行することはできなくなったが、これはもうどうしようもないことだ。

			「ご、ごめ、なさ……先輩。ごめん……なさい」

			　うわ言のように加か藤とうさんは謝るが、これを責めても仕方がない。

			「気にするな。この程てい度どのフォローをしてやるくらいなら、どうってことはない」

			「先輩……」

			　軽く笑いかけてやってから、おれはローズに顔を向けた。

			「加か藤とうさんのことは任せた」

			「了解しました」

			　加か藤とうさんを抱きかかえたローズと、それを見守るガーベラとが木々の向こうに消える。

			　並んで立つおれとリリィ、左手の包帯の下のアサリナ、そして、リリィのシャツの隙すき間まから顔をのぞかせるあやめだけが、その場に残された。

			　おれの服の裾すそを、リリィがきゅっと引っ張った。

			「ご主人様」

			「ああ。大丈夫だ、わかってる」

			　ひとつ深呼吸をして、おれは気持ちを切り替えた。

			　加か藤とうさんの体調は気がかりだが、おれたちにはやるべきことがある。

			　予定と少し違うところもあるが、やることは変わらない。人間たちに接触して人里までの案内を交渉し、可能なら物資を調達して、加か藤とうさんを預けられる場所を見付けるのだ。

			「それじゃあ、おれたちも行くとするか」

			「うん。ご主人様」

			　頷うなずき合い、寄り添い合って、おれたちは人の世界へと歩きだした。

		

	
		
			エピローグ　異世界人との接触

			　

			　なるべく大きく音を立てて、茂みを掻かき分けて歩いていく。

			　あえてこうしているのは、こっそりこの場を離り脱だつしたローズたちの動きを誤ご魔ま化かすと同時に、おれたちが彼らに近付いていることをアピールするためだ。

			「剣を降ろしてくれ！　おれたちはモンスターじゃない！」

			　向こうにこちらの姿が見える前に、声をかけることも忘れない。

			　誤解から攻撃を受けてはたまらない……というか、こちらが全員、モンスターではなく人間だと誤解してもらわなければ困るのだ。

			　そのためには、こうして言葉を投げかけるのがもっとも有用と推測できた。なぜなら、基本的にモンスターは明確な意思を持たず、よって人語を操ることはないはずだからだ。

			　おれたち転移者と異世界人との間で言葉が通じることは、さっきまでの観察でわかっている。声をかけることで、自分たちがモンスターではないという主張ができるはずだった。

			　とはいえ、あくまでこれは推測だ。なにか見落としや、おれたちの与あずかり知しらない事情があるかもしれない。いまにも魔法のひとつでも飛んでくる可能性は否定できなかった。

			　踏ふみ出した足のすぐ隣が断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきであるような緊きん張ちよう感に、心臓と胃を握にぎり締められるような心地がした。隣を歩くリリィの足音がなければ、おれは眩暈めまいを起こしていたかもしれない。

			　幸いなことに、おれたちが十分に近付くまで、円陣を組んで待ちかまえる人間たちから攻撃はなかった。

			　おれたちが茂みから姿を現すと、森のなかの小広場にざわめきが広がった。

			「まさか、人間……？」

			　誰かがぽつりとつぶやく。

			　おれはすかさず、それに乗っかった。

			「ああ。おれたちは人間だ。敵じゃない。剣をおろしてくれないか」

			　この呼びかけによって、兵士たちがこちらに向けた剣の切きっ先さきに迷いが生まれた。

			　これで第一段階はクリアだ。とりあえず、話し合いをする余裕くらいはありそうだ。

			「お前たちの代表と話がしたい。代表者は誰だ」

			　変におどおどして疑うたがいを抱かれてもつまらない。堂々とした態度を心掛けて声を張る。そうするための勇気は、寄り添うリリィの存在が与えてくれた。

			　ざわめきが更に広がり、学生たちの視線が一箇所に集まった。

			「わたしです」

			　注目を集めつつ歩み出たのは、案の定、最初におれたちの存在に気付いた白兜かぶとだった。

			　彼は剣を鞘さやにおさめると、ひとりおれたちのほうに歩み寄ってくる。

			　近付いてみてわかったが、彼はかなり小こ柄がらだった。例のグールになった兵士たちはどれもがっしりした体つきをしていたものだが、彼はおれよりも背が低いくらいだった。

			　おれたちが警戒していることに配はい慮りよしたのか、２メートルほど離れて白兜かぶとは足をとめた。

			「……ん？」

			　その肩の上あたりの空中に光るものが見えた気がして、おれは目を細めた。

			　黄色くぼんやり光る球体が、ふわふわ宙に浮いている。

			　大きさは握にぎり拳こぶしよりひとまわり小さいくらいだろうか。粘土で作ったいい加減な人形のような造形だった。球形の体には突起状の短い手足がついており、球の正面には眼球らしきくぼみがふたつ輝かがやいている。ふわふわと揺れる衣を羽は織おり、伸びた尻尾しつぽがゆらゆらと揺れていた。

			　異世界の生物、なのだろうか。どことなくモンスターっぽくもあるが、その割に危険な感じはなかった。ゆっくりと旋せん回かいしつつ、太平楽に浮かんでいるだけである。

			　他の兵士たちにも視線を巡らせるが、こんなものが憑ついている者は他にいない。とすると、これが異世界人のスタンダードというわけでもなさそうだ。

			　本当に、なんなのだろうか。

			　気になる……が、いまは目の前の彼に集中するべきだろう。

			　ひょっとして危険なものである可能性もないではないから、その存在を頭の隅すみにだけ置いておくことにして、おれは逸それていた意識を白兜かぶとに戻した。

			「呼びかけに応じてもらったことに感謝します。それと、物陰から窺うかがうような真ま似ねをしてしまい、申し訳ありません」

			「いえ。完全武装した我らの姿を見れば、警戒心を抱くのは当然というものでしょう」

			「理解していただけたなら幸いです」

			　そうして言葉を交わしながら、おれはふと自分の勘違いに気付いた。

			　白兜かぶとの彼は――彼女は、女だ。それも、かなり若い。

			　先程の誰すい何かの声は厳しく、低く抑おさえた喋しやべり方をしていることに加えて、兜かぶとの下からなので少しくぐもっていたので勘違いをしたが、近付いて言葉を交わしてみれば、声の響ひびきには明らかに女性特有のやわらかさがあった。声質は若々しく、ひょっとして同年代かもしれない。

			「挨あい拶さつが遅れて申し訳ありません。おれの名前は真島孝弘。こちらは水島美穂といいます」

			　リリィを目で示しつつおれが名乗りをあげると、少女もこれに応じた。

			「いえ。こちらこそ、顔も見せずに失礼をいたしました」

			　白い兜かぶとに両手を掛けると、少女はそれを脱いだ。

			　アップにまとめられた滑なめらかな金の髪が零こぼれ落ちる。

			　意志の強い蒼い瞳ひとみが、寄り添って立つおれとリリィの姿を映し出した。

			　華か美びではないが、良く見れば顔立ちは非常に整っている。たとえるなら一輪の野花のような控ひかえ目な可か憐れんさが、少女のなかで軍人らしい実直さと両立していた。

		

	
		
			[image: p_325.jpg]
		

	
		
			　そして、なによりおれの目をひいたのは――おれたちの世界ではありえない、先端が尖った彼女の大きな耳だった。

			「……エルフ？」

			「貴き殿でんらはみな、わたしのことを見ると同じ反応をなさいますね」

			　少女はくすりと笑うと、頭を垂たれて一礼した。

			「お初にお目にかかります。わたしの名はシラン。この騎士団で副長を務めている者です」

			　手先まで神経の行き届いた立ち振る舞いは、軍人――彼女の言い分に従うのなら、騎士としてのものなのだろう。

			　おれたちを安心させるためだろう、上げられた彼女の顔には柔らかな微笑ほほえみが湛えられていた。騎士としての誠実さと少女らしい気遣いに満ちたその微笑ほほえみは、誰しも目を惹ひきつけられずにはいられないものだった。

			　

			　これが、おれたちが初めて言葉を交わした異世界人――エルフの少女、シランとの出会いだった。

			　

			〈『モンスターのご主人様』③へ続く〉

		

	
		
			番外編　難解な言葉　～ローズ視点～

			　

			「うおぉおぉお！」

			　鋼はがねにも似た光沢を帯おびた剣が、早朝の弱い陽光を照り返して走る。

			　剣を握にぎっているのは、生き真ま面じ目めな容よう貌ぼうを厳しく引き締めた少年――わたしたちのご主人様だ。

			　対するのは白いアラクネ、ガーベラだ。彼女の蜘く蛛も脚あしがご主人様を迎え撃つ。

			　無論、これは単なる模も擬ぎ戦だ。数日前から行われているもので、命の危険はない。

			　しかし、相当に荒っぽい訓練であることには違いない。

			　何度も地面を舐めさせられたご主人様は、体中泥だらけの傷だらけだ。とっくに息はあがっていて、服を脱いだらきっと全身あざだらけだろう。さっきからどうも左ひだり腕うでの動きがおかしいのは、多分、関節か骨に異常が生じているせいだ。

			　魔力を扱あつかえるようになったことで、ご主人様の身体能力および身体強度は多少なり強化されている。しかし、それでも痛いものは痛いし、苦しいものは苦しいのは変わらない。

			　何度となく死にかけたご主人様は、どうやら痛みに対する耐性がつきつつあるようだが、それは単に我慢がきくという意味でしかない。

			　歯を喰くいしばって剣を振るうご主人様の姿は泥どろ臭くさい。

			　それでも見ていて弱々しさを感じないのは、きっとその姿に不屈の熱を感じるからだ。

			「先輩のことが心配ですか、ローズさん？」

			　わたしが先程から、ご主人様のことをちらちら見ていることに気付いたのだろう。すぐうしろから加か藤とうさんが声をかけてきた。

			　彼女はわたしの背中に身を預けるように座り込み、掌てのひらでわたしの二にの腕うでに触れていた。

			　そうすることで、わたしが魔法道具の作製をしているときに生まれる魔力の流れを感じ取ろうとしているのだ。それは、魔法の習得に絶対必須のステップだった。

			　彼女は本当に熱心だ。なにが彼女にそうさせるのか、傾けられる情熱は、ああやって厳しく体を鍛きたえているご主人様にも匹ひつ敵てきするかもしれない。だからわたしは、意外と早く彼女はこのステップをクリアするのではないかと予想していた。

			「心配はしておりません」

			　作業の手をとめて、わたしは先程の加か藤とうさんの問いに答えた。

			　今更、ガーベラがどうこう言うつもりはないし、彼女ならうまくご主人様を鍛きたえることができるだろうと思っている。それは、ある種の信頼とも言えるかもしれない。

			「ただ、あまり無茶はしていただきたくないとは思いますが……」

			　リリィ姉様の回復魔法があるんだから、相当の無理をしても大丈夫。

			　これがご主人様の言い分だ。理り屈くつとしてはわかるし、実際に恐ろしく効率的な訓練であることは疑うたがいようがないが、同時にそれは相そう応おうの苦痛を伴ともなうものでもあった。

			　ご主人様はそれを呑のみこめてしまうから、見ている側としては少し辛つらい。

			　背後で、加か藤とうさんがくすりと笑う気配があった。

			「仕方ありません。真島先輩も男の子ですからね」

			「性別がなにか関係あるのですか」

			「譲ゆずれないもののためなら、男の子は無茶をするものです。それを見てやきもきするなら、それはローズさんが女の子だってことですよ。……もっとも、ローズさんの場合は彼の眷けん族ぞくとしての気持ちもあるんでしょうけれど。むしろそのせいで、自分の気持ちの源泉がどこにあるのか、不ふ明めい瞭りようになってしまっているところもあるのかもしれませんね」

			「……」

			　加か藤とうさんの言うことは、たまに酷ひどく難解だ。

			　それでもいつか理解できるように、その言葉は心に留めておこうと思う。

			「あ」

			　そうして言葉を交わしているうちに、ご主人様の鍛たん錬れんが終わった。

			　正確には、中断したというべきだろう。いいところに一撃喰くらったご主人様が、地面に倒れていた。どうも気を失っているらしく、立ち上がる気配がない。

			　リリィ姉様がすぐに駆かけ寄って、回復魔法をかけた。

			　見守るわたしたちに向けて、姉様が手を振った。心配ないということらしい。

			　そのままリリィ姉様はご主人様を介かい抱ほうし始め、ガーベラだけがこちらに戻ってきた。

			　事前に準備しておいたタオルと桶おけとを手に取った彼女のところに、鍛たん錬れんの邪魔をしないようにひとり遊んでいたあやめが駆かけ寄る。ぴょんぴょん跳はねて、白い頭の上に乗っかった。

			「お疲れ様でした、ガーベラ」

			「うむ。ローズ殿は今日も精が出るな」

			　あやめを頭に乗せたガーベラが、にこにこ笑いながら返してくる。

			　その輝かがやかんばかりの美び貌ぼうを見上げて、わたしは首を傾かしげた。

			「……機嫌が良さそうですね、ガーベラ」

			　いつもガーベラはご主人様との訓練のあと、やけに機嫌がいい。普ふ段だんからご主人様と会話をしているときは楽しげにしているものの、そこには明白な違いがあった。

			　わたしの言葉を聞いたガーベラが、はっと目を見開いた。

			「ご、誤解だ！　べ、別に妾わらわは、主あるじ殿どのを痛めつけることを楽しんでおるわけではないぞっ!?」

			　両手と首を振って、ガーベラはあわあわと言い訳する。その拍子に、頭の上のあやめが振り落とされて蜘く蛛もの腹部に落ちた。きゅーっと可愛かわいらしい抗議の唸うなり声があがる。

			「おお。すまぬの、あやめ」

			　謝るガーベラの頭に、再びあやめはよじ登る。ガーベラが改めてこちらを向いた。

			「ともあれ、誤解だ」

			「それはわかっているつもりですが……」

			　……こちらはそんなこと考えてもいなかったのに、わざわざそんなふうに必死に言うところを見てしまうと、むしろ疑うたがわしく思えてくるのだが。

			　いや。こんなふうに考えてしまうのが、わたしの駄目なところなのだろう。

			　そうしてわたしは、心のなかで自分を戒めて――

			「妾わらわはただ、痛みに喘あえぎながらも必死になる主あるじ殿どのを見て、胸にくるものがあっただけだ」

			　――ナイフを片手に立ち上がった。

			「そこになおりなさい、ガーベラ」

			「え？　……あ」

			　自分がなにを口走ったのか自覚したらしく、ガーベラの美び貌ぼうが蒼あお褪ざめた。

			「ご、誤解だっ！　ローズ殿、お主はいまとんでもない誤解をしておる！」

			「なにが誤解ですか。ご主人様を痛めつけて楽しんでいたと、あなたはいまはっきりそう言ったではありませんか」

			「ストップ、ストップ。ローズさん」

			　詰め寄るわたしを加か藤とうさんがとめた。

			　唐とう突とつにわたしが立ち上がったため、わたしに寄り添うかたちでいた彼女は、体勢を崩くずして転んでいた。制止の言葉をかけた彼女は、すぐに立ち上がってわたしを背後から抱きとめた。

			「さっきのガーベラさんの言い分は、そういうことじゃありませんよ。ね？　ガーベラさん」

			「う、うむ」

			「でしたら、どういう意味だというのですか」

			「ガーベラさんも、女の子だということですよ」

			　わたしが肩越しに振り返ると、控ひかえ目な笑顔がわたしのことを見上げていた。

			「考えてもみて下さい。真島先輩が頑張っているのは、なんのためですか？　ローズさんたち眷けん族ぞくの足を引っ張らないために、これから先もずっと一緒にいるために、真島先輩は歯を喰くいしばって頑張っているんでしょう？」

			「ええ。そうです。ありがたいことだと思います」

			「思うことはそれだけですか？　本音のところがあるのでは？」

			「……同時に、少し困ったものだとは」

			　加か藤とうさんは口元に手を当てて、小さく笑った。

			「ええ、ええ。その通り。困ったものですよね。頑張らなくちゃって無理をして、苦しいのも辛つらいのも我慢して。誰もそんなこと、頼んでなんていないのに」

			「……それは少し言い過ぎではありませんか、加か藤とうさん」

			「うーん。これでもわたしは、褒ほめてるつもりなんですけどね。真島先輩は、男の子なんだって。ガーベラさんも、そんなあのひとを間近で見ていたからこそ、感じるものがあったんでしょうし」

			　謎なぞめいた物言いだったが、それを聞いたガーベラはこくこく頷うなずいている。

			　揺れる白い頭の上のあやめが、迷惑そうに鼻を鳴らした。

			「あ。先輩、気が付いたみたいですね」

			　不意に加か藤とうさんが視線を遠くへ飛ばした。彼女の視線を追うと、スライムの体の上でぐったりしているご主人様に、リリィ姉様がなにやら声を掛けているところだった。

			　ぱんと加か藤とうさんが柏かしわ手でを打った。

			「そうだ。ローズさんもたまには、先輩のお世話をしてきたらどうですか？　普ふ段だんはリリィさんとガーベラさんばかりお世話してるんですし、たまには代わってもらってもいいでしょう」

			　加か藤とうさんはガーベラが持っていたタオルと桶おけをひょいと取り上げると、こちらに寄越した。

			「……わかりました」

			　釈しやく然ぜんとしないものを感じたものの、ご主人様の世話をするのに文句があろうはずもない。わたしは腰こしを上げて、ご主人様の元に向かったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あ。ローズ。どうしたの？」

			　わたしが近付いて行くと、気付いたリリィ姉様が笑顔を向けてきた。

			「ローズがタオル持ってきてくれたんだ。……珍しいね？」

			　かたちの良い顎あごに手を当てたリリィ姉様は、なにかに気付いたように眉まゆを上げると、わたしの来た方向に視線をやった。なるほど、と口が動いた。

			「それじゃ、今日はローズがご主人様のお世話してくれるかな」

			　にっこり笑って言ったリリィ姉様の水魔法で、桶おけに水が満たされる。

			　わたしは促うながされるままタオルを濡らして、ぎゅっと絞しぼった。

			「失礼します、ご主人様」

			「……ローズか」

			　普ふ段だん、鍛たん錬れんを終えたご主人様は、ある程てい度ど体力を回復させてからわたしたちのところに戻ってくる。こうして鍛たん錬れん直後の彼の姿を間近で見るのは、思えばこれが初めてだ。

			　容よう赦しやないガーベラのしごきの結果、ご主人様はまだぐったりしていた。

			　あとちょっとすれば、体を起こす程てい度どの元気は出てくるはずだ。この回復力も、魔力による身体能力強化の恩おん恵けいだった。とはいえ、いまは指一本動かすのも億おつ劫くうそうだ。

			　ご主人様はすごい量の汗を掻かいていた。どうせあとで水浴びをすることになるが、こうして動けない間、汗と土でどろどろでは気持ち悪いだろう。わたしは丹たん念ねんに肌はだを拭ぬぐっていった。

			　そんなわたしたちのことを、リリィ姉様は優しい目で見守っていた。

			　そのときだった。薄らと開いたご主人様の目が、わたしの姿を映し出した。

			「ありがとうな、ローズ」

			　ご主人様は疲れた顔に、小さな笑みを浮かべた。

			　それはやはり弱々しさの欠片かけらも感じられないもので、わたしの掌てのひらは、そこにある熱をタオル越しに感じ取っていた。

			　その熱が、どこに向かっているものなのかを理解する。

			　その一部が、確かに自分自身に向けられていることを意識する。

			　自分のために彼が無茶をしていることを実感して、困ったものだという思いを抱いて……けれど、決してそれだけではなかった。恥ずかしいような、居ても立っても居られないような、そんな不可解な気持ちが生まれて、わたしの木製の体の内側を焦がしていた。

			　それでいて、なぜだかその気持ちは、決して嫌いやなものではなかったのだ。

			「……いえ。ご主人様のお世話をするのは、当然のことですから」

			　ご主人様の感謝の台詞せりふに、そんなつまらない答えを返すことしかできなかったわたしは、あとは黙もく々もくとお世話を続けた。

			　

			　加か藤とうさんの言っていたことの一端が、頭でなく心で理解できた、そんな朝の一幕だった。
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